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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　父は、リラが産まれて早くに亡なくなったという。

　貧しい農のう奴どである母と二人きりで過ごすには厳しい土地だったが、地域の修道院が貧ひん者じやや巡じゆん礼れい者しやの救済を熱心におこなっていたおかげで、母は付属の農園で働くことを許された。それでなんとか寒風をしのいで、飢うえ死じにせずに済むくらいの生活はできた。

　当然というべきか、母は神の教えに敬けい虔けんだった。

「神は弱い者に率そつ先せんして手を差しのべてくださる。リラ、おまえもひとかけらのパンを手にしたら、その半分をもっと飢うえている人に差し出すんだよ。わたしたちは助けあわずには生きていけないのだから、お互たがいがお互たがいを守っていくんだ」

　よくそういっていたが、母が誰だれかを守っているところなど見たことがなかった。母はあまりに弱者であり、そして弱くあることに慣れすぎていた。常に顔を伏ふせて、上うわ目め遣づかいで他人をうかがうようなその視線が、まるで残飯を投なげ与あたえられるのを期待する野の良ら犬いぬさながらで、リラは大だい嫌きらいだった。

　嫌きらいというなら、当時のリラは目につくものすべてが嫌きらいだった。

　修道院も農園も高地にあった。冬は厳しく、そして長い。雪にはうんざりだ。禁欲生活を送る修道士たちは面おも白しろみがなくて、毎日同じ生活をしているうちにみんな同じ顔になっているように見えた。

　惨みじめな土地で、惨みじめな風を浴びながら、惨みじめな人々と過ごすうちに、自分もいつか母と同じ惨みじめな顔で他人の顔色をうかがいながら過ごすようになるのかと思うと、ぞっとした。

　リラは父の顔も知らなかった。母が明かすには、地域ではそれなりに名の知れた戦士だったというが、実際、リラは懐かい疑ぎ的てきだった。

　というのも、母は娼しよう婦ふをしていた時期があるからだ。これは近所の子供たちの口さがない噂うわさ話ばなしで知った。農のう奴どは本来、農業以外で収入を得ることを禁じられている。しかし両親を早くに亡なくしたリラの母には、生きのびるための手段がこれしかなかったのだろう。そして役人たちの目を盗ぬすみながら娼しよう婦ふをつづけるうちにリラを身み篭ごもった。おそらく母にだって、父親が誰だれだか特定できないにちがいない。関係を持った大勢のなかから、いちばんいい相手を『選んで』リラに──とともに自分に──言い聞かせたのだと思われる。

　リラはしかし頭から否定はしなかった。なぜなら、

（わたしは戦士の子だ。母よりも父の血を濃こく継ついでいる。だからいつか雪を搔かきわけて外へ出ていって、母とも、ここにいる惨みじめな誰だれともちがう、戦いと冒ぼう険けんの日々を過ごすんだ）

　惨みじめな暮らしから逃のがれられる唯ゆい一いつの道筋に思えたから、無理にでもそう思おもい込こんだのだ。

　そして立派な戦士とは、まさしく『弱者を守る』存在でなければならない。

　いつもリラはつぎはぎだらけの服のポケットに硬かたい木の実を数個忍しのばせ、ズボンの後ろにはトゲの生えたイバラをぐるぐる巻きにして隠かくしていた。隙すきあらば弱い者いじめをしようとする男の子たちとの『決けつ闘とう』にそなえてのものだ。情なさけ容よう赦しやのない喧けん嘩かの仕方をするリラは、近所のガキ大将たちからも恐おそれられた。

　一度、地方領主に仕える騎き士しが息むす子こをつれて修道院に来たことがある。修道会への大手出資者でもあるその騎き士しが製粉小屋の見学に赴おもむいている隙すきに、騎き士しの子は同じ年とし頃ごろの子供たちを呼び集めて、

「おまえらをここから追い出すなんて簡単なんだからな」

　と脅おどして言うことを聞かせた。小作人の子供たちを四よつん這ばいにさせて、その上に次々飛び乗ってはしゃいでいたところを、リラが散々に痛めつけてやった。

　夜になって、小作人や農のう奴どの居住区に騎き士しが怒ど鳴なり込こんできた。リラ母娘おやこは危あやうく、その日のうちにも土地を追放されかねなかったが、修道院があいだに入ってくれたのでかろうじて助かった。

　騎き士しが肩かたをいからせながら去ったのち、母は這はいつくばって許しを乞こうていた姿勢のまま、涙なみだながらに神へ感謝の祈いのりを捧ささげていた。

　母は娘むすめにさえ強く出られない人であったが、あるていどリラが大きくなって農園での仕事を手伝えるようになると、一日の作業の終わり、修道院が用意してくれたお湯で泥どろだらけの身体からだを洗ってから、

「おいで、リラ」

　ある習慣だけは断固としておこないつづけた。

　これを断るとうるさいので、リラは手招きされるまま母の前にぺたんと座すわって、背中を向けるのがいつものことだった。台所さえ修道院と共同で使っている母の、ほとんど唯ゆい一いつの私物といっていいのが、父からの贈おくり物ものであったという櫛くしだ。

「まあ、また生傷ができてる。またお母さんに隠かくれて喧けん嘩かしたね」

　母は小言を口にしながらも、髪かみを優やさしく梳すいてくれた。ともすれば退たい屈くつして、あるいはくすぐったがって、すぐに逃にげ出だそうとする娘むすめを意外なほどの力で押おさえつけ、あるいは歌を歌って退たい屈くつをまぎらわしてくれながら、この毎日の習慣をつづけていた。

　このころのランドールでは、農のう奴どの生まれであっても、市内で一年以上労働するか、教会に六年の無む料りよう奉ほう仕しをすれば、自由民になることができた。計算では、あと数か月でリラたちは住む土地を制限されることがなくなる。

「春になったら旅をしよう、リラ」

　髪かみを梳とかしてくれながら、母は夢見るみたいに繰くりかえした。

「お父さんの生まれ故郷が山を南に越こえた先にあるんだよ。川沿いに赤と紫むらさきの花が咲さき乱みだれるとても美しい土地さ。リラの髪かみを飾かざるのに似合いの花を探してあげようね」

　本気なのかどうか、リラにはわからなかった。

　たとえ農のう奴どでなくなったとて、臆おく病びようで、卑ひ屈くつで、また日々の生活に満足している風な母が、わざわざ修道院から外へ出ようとするだろうか？　リラは生返事にとどめておいた。

　そして、自由民になるまであと半月というころになって。

　土地を飢き饉きんが見み舞まった。大雨をともなう嵐あらしが頻ひん発ぱつし、そして風に運ばれてきたらしい虫の大群が畑の実りを喰くいつくした。小作税を払はらえなくなった農民たちが次々と土地を出ていった。救済の手を広げていた修道院も次し第だいに苦しくなって、リラたちは毎日の湯を使うことができなくなった。ばかりか、一日二度の食事は一度きりになり、ほどなくして二日に一度になった。農園の仕事からも遠のけられた。

　リラたちはいまだ農のう奴どのままだったから、土地を自由に離はなれられない。そのうちに長い冬がはじまって、文字どおり木の根をかじるような生活を強しいられるようになった。床とこに伏ふせがちになった母が、日に日に瘦やせていくのを、空すきっ腹ぱらを抱かかえるリラにはどうすることもできなかった。

　そこへやってきたのが、一帯の地域を治めるニュクス家の当主ナラグだった。

　丸々とした目が、貴族のくせして妙みように人ひと懐なつっこい、というのがリラの第一印象だった。

　ナラグは教会や修道院に資金を援えん助じよして、集まった人々に食べ物を振ふる舞まった。人々は感謝の言葉を並べ、司祭たちも「神の御み心こころに沿うおこないだ」とナラグを讃たたえた。

　リラの母も麦むぎ粥がゆを啜すすることができるようになると、若じやつ干かん顔色が戻もどった。

　ナラグはまた、リラのように片親で育てられている子供たちを救済する目的で、

「修道院が選んだ数名の子を、屋や敷しきで働く使用人として雇やとおう」

　と告げた。

　いかにも慈じ悲ひ深ぶかい行動のようだったが、修道院の、いつも温おん厚こうな顔をした写本係の人間がこれを聞いて眉まゆをひそめるのをリラは見み逃のがさなかった。

　ナラグは評判のいい領主ではあったが、ある一点においてのみ、悪い噂うわさがあったのだ。

　子供たちの野や卑ひな言葉を借りるなら、

「領主さまはおっぱいの膨ふくらんだ女じゃ役に立たないんだ」

　ということらしい。

　使用人になれば当然、給金がもらえる。働けなくなった母ひとりを養うには十分な額だ。それに一年経たてば自由民にもなれる。

　リラは意を決して屋や敷しきで働くことを母に告げたのだが、母は顔色を変えて猛もう反はん対たいをした。

「おまえがそんなことをする必要はない。いまが苦しくても、神さまはきっと救いの手を差しのべてくださる。正しく清く生きてさえいえれば。おまえはそうあるべきなんだ。子供がおかしなことを考えるんじゃない」

　いつにない剣けん幕まくに驚おどろいたのと同時に、リラは、これまで溜ため込こんできたものがいっぱいに自分を満たしたのに飽あき足たらず、内側から殻からを弾はじき飛とばしていくのを感じた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。わたしは強いし」

　それ以上はいうまいとする理性の枷かせがどこにも見当たらない。

「母さんだって同じことしたんでしょ？　なら、わたしにだってできるわ。才能があるのかもしれないし」

　頰ほおに強い衝しよう撃げきがきた。ほんの幼いころを除けば、母に手をあげられたのはほとんどはじめてのことだったが、リラは微ほほ笑えみだけを返して、修道院をあとにした。




　屋や敷しきの敷しき地ち内に入ると、まず真っ先に髪かみを切られた。

　背中の半ばほどまで垂れていた髪かみをばっさりとやられて、さらに短く刈かられた。

　鏡で見たとき、思わずリラは息を吞のんだ。青々とした頭には、母が丹念に手をかけた痕あとは見る影かげもない。が、あえてリラは鏡に笑いかけてやった。これから新しい生活がはじまるのだ。古い顔や慣習の数々は忘れてしまうがいい。

　使用人二十名のうち半分以上は、リラと同じ年とし頃ごろで同じ境きよう遇ぐうの男女だった。最初のころは気に入らない相手もいて、以前のような喧けん嘩かもあったのだが、二か月も経たつころにはぴたりと騒さわぎが途と絶だえた。リラも含ふくめた誰だれもが、目もとに暗い影かげをまとわりつかせるようになっていた。

　この時期、領主は自分の屋や敷しきにいることが多かった。使用人たちのちょっとしたミスを見つけては、地下の暗い懲ちよう罰ばつ室しつに呼び寄せて、主人自ら仕置きをした。手足を枷かせで拘こう束そくし、裸はだかに剝むいた子供たちの背中に鞭むちを振ふるうのだ。

　リラも何度となく懲ちよう罰ばつ室しつに呼ばれた。同じ使用人に喧けん嘩かを吹ふっかけたから、仕事をサボったから、大事な壺つぼを割ったから、不平不満を洩もらしたから、主人を見る目つきが悪かったから──理由は様々だ。

　最初は背中を鞭むちで打たれていたが、そのうち尻しりにまで範はん囲いが広がった。大きく叫さけび声ごえをあげるのをナラグは許さなかった。半時間タードほどのその時間、ハンカチを嚙かみしめてリラは耐たえた。鞭むちの痛みもさることながら、終わり間近、赤く、時には黒く腫はれあがった背中や尻しりを、

「おまえのためなのだよ」と撫なでるナラグの手つきがなによりおぞましかった。「生まれ落ちたときは誰だれしもが人ならぬ獣けものだ。貴族の子も奴ど隷れいの子もそこだけは変わりはしない。だから大人たちは鞭むちを振ふるうのだ。人になれるように。神の恩おん恵けいを得られる人であるように」

　耳たぶに臭くさくて熱い息を吹ふきかけながらナラグは繰くりかえした。

　最初のころ、リラの胸に猛もう烈れつな火のごとくにおこった反はん抗こう心しんは、しかし意外なほどの速さで種火同然の弱さになった。喧けん嘩かで負け知らずの少女も、懲ちよう罰ばつ室しつの暗がりに連れていかれるのが怖こわくてたまらなくなった。石造りの階段をおりていく自分とナラグの足音を何度悪夢で反はん響きようさせたことか。ぎらぎらと不気味な情熱をたたえたナラグの目が丸い。蠟ろう燭そくの火に揺ゆらめく影かげは、あれは、人のものではないのではないか──。

　何度も鞭むち打うたれ、その痕あとを撫なでられていくうちに、リラはこの時間の過ごし方をひとつずつ学んでいった。痛みを耐たえる表情にも、思わず洩もらす苦痛の声にも、身体からだの痙けい攣れんのさせ方ひとつに至るまで、何事にも主人の好みというものがあった。それに沿ったところで苦痛の時間が早く終わるわけではないのだが、沿わなければ痛みが増すだけだ。こうしてなんべんも仕置きを受けているうちに、明けることなど永遠にないのではないかという夜の、ほんのわずかなひととき──一分タルン、あるいは一秒タツクにも満たない時間──ナラグの求めるままの、いわばナラグの理想とする姿が自分に丸ごと乗り移ったかのような、まことに奇き妙みような感覚を味わうことがあった。

　リラは画家が筆を走らせるキャンバス、もしくは彫ちよう刻こく家かがのみを振ふるう石材。無機物同然のむなしさのみをもって身を捧ささげているはずのリラは、狂きよう気き的てきな筆と陰いん湿しつなのみによって、新たな生命へと生まれ変わっていく。

　そんな一いつ瞬しゆん、リラはお腹なかの奥おくにこれまで感じたことのない、熱い愉ゆ悦えつをも覚えることがあった。毎回のお仕置きに必ず一回はあるというものではない。リラの、あるいはナラグの調子がよいとき、偶ぐう発はつ的てきにぴったり重なりあうものなのかもしれない。

　半年が経たつころには、ナラグが懲ちよう罰ばつ室しつによく呼ぶ子供とそうでない子供の差が出るようになった。前者はつまりよく過あやまちを犯おかす『悪い子』ということなのだが、それがナラグにとって『お気に入り』と同義であることは子供のリラにもわかることだったし、そしてリラは悪いことに前者のほうだった。

　リラの髪かみが、ようやく耳を越こえるくらいの長さになったころ。

　屋や敷しきで事件が起きた。懲ちよう罰ばつ室しつに呼ばれた使用人のひとりが死亡したのだ。リラとは仲のいい女の子だった。ここ数日、懲ちよう罰ばつ室しつに呼ばれる回数が激増していた。そして襟えりのつまった服の下に、赤黒い痣あざがくっきりついているのをリラは見つけていた。

　仕置きの際、ナラグは戯たわむれのように子供の首に手を伸のばすことがあった。息が詰つまって、声もなく身み悶もだえる様を、さも楽しげに見つめるのだ。

　ナラグが葬そう儀ぎも出さずにその子を共同墓地に投げやったと聞いて、リラは決心した。

　何人か親しい子供に協力してもらって、ある雨の真夜中に屋や敷しきを抜ぬけ出でた。ぬかるんだ地面を裸足はだしで駆かけた。なんべんも後ろを振ふり向むいた。あの悪あく魔まの影かげが木々を伝って追いかけてくるような気がしたから。

　修道院の灯あかりが見えてきたときは安あん堵どで胸がいっぱいになった。その敷しき地ち内に泥どろまみれの足を踏ふみ入いれようとした瞬しゆん間かん、しかし屋や敷しきの兵に腕うでを取られた。子供のひとりが密告していたのだった。

　苦労して駆かけてきた道をあっという間に引ひき戻もどされて、リラは当然のごとく懲ちよう罰ばつ室しつへつれられた。

「悪い子だ」

　というナラグは痛ましそうな顔をしていた。

　まず、せっかく伸のびかけていた髪かみを、ナラグ手ずから短く刈かられた。その後、鎖くさりつきの枷かせで手足を固定された。ナラグは何本かの鞭むちを床ゆかに試ためし打うちしてから、お気に入りのものを手に取った。しかし今度はリラも黙だまって耐たえてはいなかった。

「人殺し」

　と叫さけんだ。神に唾つばする気分だった。一度堰せきが切れると、「悪あく魔ま」「神の敵」「ミルド人呪じゆ術じゆつ者しやの生まれ変わり」「変節漢」と罵ば声せいはとめどなくつづいた。顔面を真っ赤にした領主は、

「悪い子だ、悪い子だ、悪い子だ」

　鞭むちを振ふるう手に力を込こめた。怒いかり狂くるっているように見せかけて、その目にはこぼれ落ちそうな涙なみださながらに喜びをたたえていた。なおもリラが大声で罵ののしっていると、鞭むちだけではなく硬かたい拳こぶしが鼻はなっ面つらに飛んできた。喧けん嘩かのときに覚えた鈍どん痛つうが鼻の奥おくに走った。鉄てつ拳けん制せい裁さいは二度、三度とつづいた。黒っぽい血が飛び散るのを見た。鼻がひしゃげるのを感じた。歯が折れるのもわかった。今夜ばかりはナラグも犠ぎ牲せい者しやが泣なき叫さけぶのを許容した。むしろそれがこのうえもなく嬉うれしげでもあった。

　脂し肪ぼうに包まれた両の手が宙を泳ぐ。その手は何度か迷うような素そ振ぶりを見せたのち、ゆっくりとリラの細首に伸のびてきた。リラは必死で身み悶もだえたが、手足を拘こう束そくされていては抵てい抗こうにもならない。太い指が首にかかった。呼吸があっという間に遮しや断だんされる。

　リラは怒いかりと恐きよう怖ふの入り混じった感情に支配されながらも、それでも心の隅すみっこには、誰だれにも邪じや魔まされない自分だけの居場所が小さく穴を空けていた。そこから母の優やさしい歌声が聞こえていた。髪かみを梳すく手の感かん触しよくがあった。母から伝えられた神への敬けい虔けんな感情が、ごくわずか、そこにだけ残されていた。

　そうだ、とリラは白目を剝むきながらも実感した。

（わたしは守られていたんだ。母に。──そして神に）

　誰だれも守ったことがないと思ってきた母も、目には見えない神さまも、リラが赤あかん坊ぼうの姿をして生まれ落ちて以来、ずっと守ってくれていたのだ。だって、母から切きり離はなされた世界は、こんなにも暗く、邪じや悪あくで、淫みだらで、恐おそろしいものだから。雪で閉ざされた惨みじめなあの日々は、いまにしてみれば、まるで陽ひだまりにぬくもっていたかのよう。

（神さまがいるなら、鉄てつ槌ついを）

　リラははじめて祈いのった。

　鉄てつ槌ついを。神の怒いかりを。この浅ましき豚ぶたに当然あるべき処しよ罰ばつを。

（わたしは戦士の子だから。──そして、敬けい虔けんな神のしもべたる母の子だから）

　白はく濁だくと霞かすんでゆく視界のなかに、そのとき四方から蠢うごめく黒っぽいものが見えた。最初は虫の類いかと思った。いや、頭のほうにおかしな感かん触しよくがある。まさか、と思った。さっき短く刈かられたはずの髪かみがじょじょに伸のびて、それこそ虫のようにちらちらとリラの視界を行き来しているのだ。

　死ぬ直前に幻げん覚かくが見えているのだ、とリラは思った。髪かみは、数百本ごとが自動的に束となって活動しており、さらにはまるでリラの怒いかりを宿したかのごとくに小さなトゲを生やしている。ナラグは首を絞しめる行こう為いに夢中で気づいていない。いや、やはりリラにだけ見えている幻まぼろしなのか？　ざわざわと波打ち、揺ゆれるイバラにも似たその髪かみは、なにかを求めているかのようだった。

　その答えを瞬しゆん時じに察したのは、幻まぼろしと見えたその髪かみも身体からだの一部であるからか、あるいは声なき神のお告げがあったからか。

　リラは口に溜たまった自分の血を、揺ゆれしなう髪かみめがけて吹ふきかけた。

　瞬しゆん間かん、幻まぼろしは現実となった。黒いイバラの群れはそれぞれが命を得たかのように宙を走って、領主が異変に気づくより早くその肥満体を包みあげていた。手足と胸と胴どう体たい、それぞれ何重にも巻きついたイバラのトゲが厚い脂し肪ぼうをも突つき破やぶって、

「うぎゃああああ」

　ナラグは全身から出血した。

　リラ自身、呆ぼう然ぜんとするほどの光景だった。トゲを生やした髪かみの一本一本、いまやリラの背せ丈たけ以上に長い。あり得る話ではなかった。が、これが死ぬ直前の幻まぼろしだって構わない。だったらなおのこと、幻まぼろしが見えているうちに終わらせなければならない。

　トゲを生やした髪かみはリラの思うままに動いて、少女の四し肢しを拘こう束そくしていた枷かせのわずかな隙すき間まに入はいり込こむと、内側から弾はじき飛とばした。さらに、悲鳴があまりに耳みみ障ざわりだったので、ナラグの首と口にそれぞれひと束ずつ飛ばして巻きつかせた。

　床ゆかへ降り立ったリラは、足もとに転がっていたナラグお気に入りの鞭むちに目を留とめた。少女の目が細くなる。ただしもっといいものがあることに気づいた。従者に服を着させてもらう貴人よろしく腕うでをすっと虚こ空くうに差しのべると、イバラの髪かみのひと束が巻きついてきた。生えているトゲはよく見れば不ふ鮮せん明めいなもので、リラが触ふれてもまるで痛みを感じなかった。それで確信が持てた。

　恐おそれなくていい。この髪かみは自分を傷つけない。むしろ自分を守るため、自分を傷つけようとする他者をこそ傷つけるものなのだ。

　まさしく、母から受うけ継ついだ信しん仰こう心しんの証あかし。

　ひと束だけがさらに長く伸のびて、床ゆかに届いてなおとぐろを巻いていく。リラはその中央部分を手に取ると、ナラグのほうに歩み寄った。

　よくぞそこまでというほど、目が丸く、そして大きく開かれている。口を封ふうじられながらも何事か唸うなっている様子だったが、おそらく、

（バケモノ）

　と叫さけんでいたのだろう。このころはまだランドールにおいても奇き跡せきが頻ひん発ぱつしていない。いわゆる魔ま獣じゆうの存在もまだ公おおやけにはなっていなかった。

「バケモノは貴き様さまだ」

　リラが右みぎ腕うでを縦に振ふると、床ゆかにとぐろを巻いていたイバラ髪がみが鋭するどく波打ち、びゅっと迸ほとばしった先せん端たんがナラグの頰ほおを強打した。地方領主の首が思いきりねじれて、イバラ越ごしに苦痛の悲鳴があがるのを、リラは胸がすく思いで見やった。

　胴どう体たいの拘こう束そくはすぐに解いてやった。当然親切心からではなく、イバラに埋うもれていると打うち据すえられる部分が少なくなるからだ。そのうちもっと悲鳴を聞きたくなったので口の部分も解いた。ナラグは忍にん耐たい力りよくがなかった。年とし端はもいかない子供たちがハンカチを嚙かみしめて、涙なみだをぼろぼろ流しながらもこらえていた苦痛の声を、いともたやすくヒイヒイとあげつづけた。

　やめろ、やめてくれ、やめてください。

　顔は涙なみだと鼻水でくしゃくしゃだ。首から下は細い血の筋で覆おおわれている。リラの復ふく讐しゆう心しんは尽つきることはなかったが、しかしそのうちに奇き妙みようなことに気づいた。

　痛みに身み悶もだえて、恐きよう怖ふに震ふるえながら、こちらの様子をこわごわ伺うかがう丸い目に、ごくわずかな一いつ瞬しゆん、力強い光が宿るのだ。しかしそれは反はん抗こう心しんでも、ましてや反はん撃げきの機会を探さぐるようなものでもない。はっとする思いでリラは正体に気づいた。

　覚えがあった。間断なくつづく苦痛と、その苦痛を与あたえる主に、痛みを介かいして迎げい合ごうしようとする奇き怪かいな心の動きが、一いつ瞬しゆんの愉ゆ悦えつをもたらすことに。

（あの目。──あの目だ）

　リラの全身にぞぞぞっと悪お寒かんが走った。『あの目』を自分もしていたのだ。逃のがれられない暗がりのなか、虫一匹ぴきほどの尊厳にも満たないちっぽけな自分が、神その人に心身を委ねるような境地。熱い愉ゆ悦えつ。

　幼い時分、「惨みじめだ」と決めつけて侮ぶ蔑べつしていた人々の、どんな顔よりも醜みにくく、どんな態度よりも無様で、そしてどんな目よりも惨みじめったらしかった。

　リラはいつしか唇くちびるを強く嚙かみしめていた。歯が皮ひ膚ふを食い破って血が滴したたり落おちて、その血を浴びたイバラ髪がみがなお太くなお強きよう靭じんになっていくのにも関心を抱だかず、燃えるような眼まな差ざしを震ふるえる豚ぶたに注いでいた。

　リラがひと声吠ほえた。

　床ゆか一面にちりばめられたイバラ髪がみがいっせいにそそり立って、まるで現実を覆おおい隠かくそうとするかのようにリラの視野を黒く埋うめていった。
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「なにを泣くんだ？」

　小さく震ふるえつづける〈聖女〉の背中に、何者かが問いかけた。

　エリシスはぬかるんだ地面に膝ひざをついている。依い然ぜん降りつづける雨にも、血と泥どろで斑まだらに染められたローブを真っ白に洗い流してくれるほどの勢いはない。

「なにを？」

　エリシスは顔だけを振ふり向むかせた。雨に濡ぬれそぼちながら突つっ立たっているのは、ギュネイだ。〈竜りゆう戦せん士し〉の甲かつ冑ちゆうで全身を鎧よろっていた。

　祈いのりの形に指を組みあわせたエリシスの前には、大勢の人々が横たわっている。ランドールの占せん領りよう下かにあって、食しよく糧りようや情報、武器に隠かくれ家がの提供まで、あらゆる面でギュネイらの活動を支し援えんしてくれた村人たちだった。

　全員の顔をギュネイは記き憶おくしている。気難しいが無む償しようで武具を補修してくれた鍛か冶じ師しの老人、酒場で踊おどり子こをしながらランドール軍人から巧たくみに情報を引き出していた烈れつ女じよ、ギュネイの鎧よろい姿すがたについて「かっこいい」「かっこ悪い」と評価が割れていた子供たち。そして「ランドールのものではない教会で結けつ婚こん式しきを挙げるため」に手を取りあって戦っていた恋こい人びとたち。

　皆みな、死者となって横たわっていた。抵てい抗こう勢せい力りよくに協力していたのがランドール軍に露ろ呈ていしてしまい、ひとりひとりが磔はりつけにされて、見せしめのために矢を浴びせかけられたのだ。

　ギュネイたちが駆かけつけてきたときには手て遅おくれだった。無数の死者を前にがくりと膝ひざを折ったエリシスは、近くで倒たおれていた親子の手と手を重ねあわせると、泣なき崩くずれながらも、鎮ちん魂こんの祈いのりをはじめた。それから一時間タードにはなる。

「なにを？」エリシスははなを啜すすりながら繰くりかえした。「……ええ、彼かれらの魂たましいがすこやかならんことを祈いのるわたしは、泣くべきではないかもしれません。でも……でも、仕方ないじゃない。わたしは、未熟な修道女だわ。自分の悲しみを隠かくすことも殺すこともできない。だから……だって……この人たちは……」

　熱い感情の奔ほん流りゆうに突つきあげられて滂ぼう沱だとするエリシスに、

「悲しむことはないよ。いずれおれたちだってこうなるんだ。順番が早いか遅おそいかだけ」

　ギュネイは言い捨てた。先ほどエリシスが手を重ねあわせた親子の亡なき骸がらを左右の脇わきにひとりずつ抱かかえると、広場の隅すみへと運んで、物でも片づけるみたいに放り投げた。他の死者たちも同様にしていく。エリシスは一いつ瞬しゆん涙なみだも忘れて愕がく然ぜんとなった。

「な、なにを……」

「あとで補給用の荷車が来る予定なんだ。ここにあると邪じや魔まで仕方ない。死体はあとで埋まい葬そうするんだろ？　だからひとまとめにしておくんだよ」

「あ、あなたは！」エリシスはぬかるんだ地面から膝ひざをあげて、「な、なにも……なにも感じてはいないの？　彼かれらの死に悲しみは？　彼かれらの払はらった尊い犠ぎ牲せいに畏い敬けいの念は？　彼かれらの、理り不ふ尽じんに終えさせられた生しよう涯がいに……」

「ここにあるのはただの肉体だ。そんな感情とは関係ないだろう」

　ギュネイは『作業』をやめない。唇くちびるを嚙かんだエリシスは、両手を広げてギュネイの前に立ちはだかった。涙なみだと雨に濡ぬれた頰ほおが震ふるえている。それもひっくるめて、ギュネイには彼かの女じよが約束を破った大人に猛もう抗こう議ぎしている五、六歳さいくらいの幼子に見えた。

「彼かれらの死は無念だし、払はらった犠ぎ牲せいも尊いものだ。もっと早くに駆かけつけられればよかったとも思う」ギュネイは仕方なしにいった。「だけど、いまになって悲しんだって意味がない。それよりも、彼かれらがいったいなんのために死んだかを考えるんだ。ランドールに勝利するためだろう。彼かれらがそのために道を開いてくれたんなら、おれたちはその道を進んでいくしかないんだよ。時間を無む駄だにせずに、できるだけ早く」

「ええ、ええ、そのとおりです、ギュネイ。じゃあ、もしあなたが死んだら？　雄お々おしく戦って散ったあなたを、誰だれかがこうやって『邪じや魔まだ』といって道路の脇わきにまで蹴けりつけたら？　それがあなたのご両親や、大事なお友達、恋こい人びとだったら？」

「誰がそうなったって構わない。そう、おれだってさ。どうせそこにあるのはただの死体だし、死体になにかを思ったり考えたりなんてできやしない──」

　硬かたい音がギュネイの頰ほおではじけて、一いつ瞬しゆんで消えた。エリシスが平手を思いきり振ふったのだが、なにせギュネイの顔は兜かぶとで覆おおわれている。むしろ真っ赤になって痛々しいのは、宙に残ったままになっている手のほうだった。

「お、おい」

　なにかいいかけたギュネイを無言で制するみたいに、エリシスの吊つりあがった目め尻じりからふたたび涙なみだがあふれ出てきた。

「……わたしは、そんなことをする人を、決して許さないでしょう。それでも構わないというあなたも、許さない。これから先、自分も含ふくめて、誰だれが死んだって構わないなんて人と、戦えるとも思えない！」

「…………」

「あなたは、誰だれなの？」

　唐とう突とつにエリシスがそう問いかけるのを、ギュネイはずいぶん馬ば鹿かげた質問だと思った。

「おれは」

「わたしの知るギュネイは、あなたじゃない」真っ赤になった手をおろそうともせずに、エリシスはいった。「お友達のために、慣れない剣けんを取って、命いのち懸がけで戦って……、そしてお友達の死に涙なみだしていた。道いく人に困ったり苦しんでいたりする人がいれば、できるかぎり……ううん、それ以上の力をもって助けてあげようとした。誰だれかが目の前で傷つくのが耐たえられなかった。誰だれかが泣くのなら、自分もいっしょに泣いてあげたいっていうのが、あなただった」

「──」

「聖人トリトォンの霊れい薬やくを譲ゆずり受うけたときだって、そうだった。村にランドール兵の襲しゆう来らいがあることを予期したわたしは、神の使命を最優先にして、その村から早く発たつべきだといったわ。あなたは猛もう反はん発ぱつした。村の人たちを守るべきだ、逃にがすべきだって。わたしがやらないなら、自分ひとりでもそれをやる、って。……そう、いまとはまるで立場が逆みたいに。それも、もう覚えていないの？」

　ギュネイは答えられない。エリシスのいうことはすべて記き憶おくしている。ただ、ギュネイ本人にとって、それらの過去と現在の自分とは決して矛む盾じゆんしない。誰だれかが無む為いに傷ついたり、泣いたり、そんな未来を繰くりかえさないためにも、感情にいちいち揺ゆさぶられるべきではないと思う。だからエリシスがなぜ自分に抗こう議ぎしているのかもわからないのだが、

「あなたはどこにいるの？　ギュネイ」

　頰ほおに雨あま粒つぶを滴したたらせたままのエリシスにそういわれると、瞳ひとみの色がまっすぐに自分の胸を素すどおりしていくような気がして、ギュネイは一いつ瞬しゆん息が詰つまるのを感じた。

「彼かれらが開いてくれた道を進む、とあなたはいった。そのとおりだわ。むしろ、わたしがあなたたちの手を引いていかなければならないくらいにそれは真実。でも……、わたしたちと進む道と同じ場所に、あなたはいるの？　教えて、ギュネイ。あなたは、いったい……」

　また強くなりはじめた雨足が、地面に散ったいくつもの水たまりに波は紋もんを投げかけている。

　その中心に立ちながら、ギュネイはなにも応えることができなかった。




　まだ夜が明けきらない時刻。

　ランドール国首都バン＝シィの表通りから外れた場所に、ギュネイはいた。左右には同じ形をした建物が整然と並んでいる。働き手を増やしたかった国が、労働者向けに格安で住居を提供していた通りだ。以前はこれらの建物ひとつごとに複数の家族が住んでいたようなのだが、路地の向こうから駆かけてきたリーリンが犬から人の姿に戻もどって報告するには、

「大だい丈じよう夫ぶです、ギュネイさま。辺りには人っ子ひとりいやしません」

　ということらしい。

　ランドールが拡張路線をつづけていたころの名な残ごりのような場所なのだが、しかし諸王国の軍勢が攻せめてくると、一帯は敵兵にとって都合のいい拠きよ点てんへと様変わりして、そして戦争が終わるとともに廃はい墟きよと化した。

　以前、ギュネイがはじめてロゥラと会った場所に似ている。

　あそこにはまだ人が住んでいたが、ここは中央からさらに遠方。そのため敗戦後、賊ぞく徒とに落ちぶれたランドール武人、もしくは働き口にあぶれた外国の傭よう兵へいたちなどが寄り集まって、一種の裏社会を形成していった。縄なわ張ばりを巡めぐって争うかたわら、人さらいやら強ごう盗とうやら殺人やら、およそ無法者のやりそうなことはすべておこなっていたが、半月ほど前、王女ミネルバが名乗りをあげた直後に、こうした無法者たちの『領土』はランドールの『正規軍』によって駆く逐ちくされている。

　ギュネイも剣けんを振ふるったひとりだ。

「人っ子ひとりいない」

　と聞かされたギュネイは背筋を伸のばすと小さく呼吸した。左の手首にはめられた古めかしい腕うで輪わが輝かがやきを放った直後、ギュネイの見た目が一変する。どこにでもいそうな平へい凡ぼんな青年の姿から、現在、ランドール救国の英えい雄ゆうとして讃たたえられている〈黒こく狼ろうの騎き士し〉その人の姿へと。

　このところ、ギュネイが日課にしている鍛たん錬れんのはじまりだ。

　さすが『救国の英えい雄ゆう』、すでに超ちよう人じんの域に達していても、なお努力を惜おしまない。

　……といいたいところだが、ギュネイは別段、剣けんを振ふるったり、槍やりを突ついたりはしない。じっとしている。ぱっと見、大たい衆しゆう芝しば居いの主役が着るような、いってしまえば大おお仰ぎような甲かつ冑ちゆうなので、ただぽつねんとしていると、なにやら間が抜ぬけているようにさえ見える。ギュネイが兜かぶとの奥おくで目を閉じたまま数タルン。

「むっ」

　とギュネイがひと声発して目を開けると、鎧よろいにさらなる異変が起きた。手品の早はや着き替がえよろしく、あっという間にフォーゼ騎き士しの板ばん金きん鎧よろいに様変わりしたかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはダスケス製の小ざねかたびらになり、ザッハ戦士が好む厚手の革かわ鎧よろいにもなる。魔ま法ほうの産物たるガイフレイムはギュネイの想イメ念ージ次し第だいで変へん幻げん自じ在ざいなのだ。

　ただし、制限があることもギュネイは承知している。たとえば、腕うで輪わに小型化できることからわかるとおり鎧よろいを小さくすることは可能だが、もとの形状を超こえたサイズにすることはできない。またたとえば、腕うでや足の一箇か所しよに刃やいばを取りつけることだって可能なのだが、単に見た目を変えるのとちがって材質そのものを変化させる必要があるので、ギュネイの魔ま力りよく──賢けん者じやケイオロスいうところの『意志の力』──を普ふ段だんより大きく消費する。

（幻げん想そうを現実化させるためには、その、人間特有の力が重要になる）

　ギュネイの『意志の力』が増せば、より材質の変化が容易になって鎧よろいを巨きよ大だいな刃やいばそのものにすることさえ可能だろうし、あるいは不可能と断じていた大型化だって、ひょっとすると『意志の力』次し第だいでは可能性があるのかもしれない。

　要は、〈竜りゆう戦せん士し〉、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として讃たたえられるギュネイにも、まだこの魔ま法ほうの鎧よろいガイフレイムに関しては未知の部分が大きく、ということは、未知の可能性とてまだ残されているということだ。

　ギュネイは最近の戦いで、その可能性を確かめる必要に駆かられていた。

　未知というなら、いまギュネイが直面している戦いが未知そのもの。頭を使う場面も増えてきた。だから試し行こう錯さく誤ごを繰くりかえす。

　本人は至し極ごく真面目なのだが、道みち端ばたに座すわり込こんだリーリンの目からすれば、突つっ立たったまま鎧よろいをぽんぽん変化させているギュネイの姿はやはり手品師めいていて、緊きん張ちよう感かんに欠けている。

（なにやってんだろ）

　人犬の従者が大きく口を開けて欠伸あくびした瞬しゆん間かん、

「見て、リーリン」

　いきなり呼びかけられたので、あわてて口を閉ざした。ギュネイを見ると、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉姿に戻もどっている。

「な、なんです？」

「ちょっとデザインを変えてみたんだけど」

「はあ？」

「いままでの鎧よろいは、正体を隠かくすためとっさに考えたものだった。だから小型の〈赤目〉みたいになっちゃったけど、いつまでもそれじゃカッコがつかないだろ。せっかく〈黒こく狼ろう〉なんて呼ばれてるんだから、より狼おおかみに寄せてみたんだけど、どうかな？」

　どう、といわれても、リーリンには大差あるように見えない。仕方なく目を凝こらしてみると、なるほど、兜かぶとの左右からてっぺんにかけての部分がより先せん鋭えい化かして、獣けものの耳に見えなくもないし、全体的な甲かつ冑ちゆうの厚みがわずかばかり減じて、より俊しゆん敏びんそうな姿にもなっている。リーリンは「ええ」とにっこりして、

「かっこいいですね、素す晴ばらしいですね、惚ほれ惚ぼれしちゃいますね」

　元もと英えい雄ゆうが聞きたがっている言葉を与あたえてやった。

　満足した風なギュネイは、さらなる試し行こう錯さく誤ごに取りかかっている。

　はあ、とリーリンはため息をついた。

　一応は見張り役だからあちこちに注意を払はらってはいる。といっても、先ほど人っ子ひとりいないのは確かく認にんしたばかりだし、なによりリーリンの嗅きゆう覚かくは人の数倍も敏びん感かんだ。誰だれかが接近すればたちどころにわかる。ここにいるのはギュネイとリーリンの二人きりで、まったく異常なし。退たい屈くつは募つのるばかりだ。

　……が、もしここでギュネイの視界を与あたえられたら、リーリンはいまこの瞬しゆん間かんにでも体毛をすべて逆立てて跳とびあがっていたにちがいない。二人きりなどとはとんでもなかった。辺りには人の姿がうじゃうじゃと蠢うごめいていたのだ。

　矛む盾じゆんするようだが、人通りがないからこそだ。

　ギュネイの経験上、死者は人の多い場所を嫌きらう。嫌きらうというより、あるいは意識して『生者』の領域を侵おかすまいとしているのかもしれない。陽ひの光がさんさんと降り注ぐ時刻よりも、うっそりと闇やみに統すべられた夜にこそ大勢が闊かつ歩ぽするのも、同じ理由によるものか。

　ガイフレイムを装着したギュネイの目には、命なき彼かれらの姿が薄うすぼんやりと見えた。

　この辺りは、バン＝シィに攻せめあがってきた諸王国の軍勢が真っ先に踏ふみ込こんだ土地だ。避ひ難なんが間にあわず馬ば蹄ていに踏ふみ潰つぶされた市民もいれば、敵軍の刃やいばに喉のどを割さかれたランドール兵もいる。もちろんまったく逆に、ランドール兵に殺された諸王国側の死者とているのだが、しかし彼かれらが生前そのままに争うことはない。

（死者たちはおそらく、それぞれ存在する時間が異なるのだろう）

　とはケイオロスの言だ。欠伸あくびをつづけるリーリンが、視覚であれ嗅きゆう覚かくであれ、亡もう者じやたちを感知できていないのと同様に、ひとかたまりになって談だん笑しようするランドール市民たちと、近くでへし折れた脚あしを引きずりつつ徘はい徊かいする連合軍兵士は、互たがいをまるで認にん識しきしていない様子だった。

　ちがう時間ということは、それぞれがちがう世界に位置しているに等しい。いま、ギュネイは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の姿をしているからだろうか、比ひ較かく的てき、ランドール人たちの世界が近くに位置しているようだ。

（おれがもしここで〈竜りゆう戦せん士し〉になったら、世界の位置と、彼かれらから向けられる感情は丸々逆転するんだろう）

　つくづく不思議な甲かつ冑ちゆうだと思う。

　利便性は当然高いが、しかし死者の世界と触ふれあうというのは、これも当然のことながら、決して役立つことばかりではなかった。

　身につけはじめたころなど、ギュネイはまだ『意志の力』を消しよう耗もうすることに慣れておらず、ふとした瞬しゆん間かん、自分を取り巻く人々が、果たして熱い血肉をそなえた人間であるのか、はたまたすでに血肉を失った亡もう者じやであるのか、それさえ判断できなくなることがあった。

（生きながら死者の世界にいる）

　という、本来人間にはあり得ない体験をつづけていたためか。次し第だい次し第だいにそれが当たり前になってくると、やがてギュネイの内側において『生』と『死』は同一線上に並んだ。

　エリシスやケイオロスといった仲間たちの笑え顔がおと、血にまみれて頭が半分吹ふき飛とんだ人間の笑え顔がおは同じものだ。たまたま心臓が動いているかどうかのちがいでしかない。

　生ける者の世界において、はばかることなく死者とも声を交かわしているうち、ギュネイの、死への恐きよう怖ふ心しんが知らず知らずのうちに薄うすらいでいった。たった一歩踏ふみ越こえた先にある世界をどうして恐おそれる必要があるだろう。そして、死への『恐おそれ』がなくなっていくということは、命への『畏おそれ』もまたなくなっていくことをも意味する。

　近しい人の死に悲しみを覚えなくなった。彼かれらはそれほど遠くへいくわけではないから。

　敵に包囲された際、自分たちを逃にがすために突とつ撃げきしていく人の背中に荘そう厳ごんさを覚えることもなくなった。この戦いで勝利を期すなら、ギュネイたちこそが生きのびるべきであり、そのためには彼かれらの犠ぎ牲せいがどうしても必要になっただけだから。もしも立場が逆であったなら、ギュネイとて迷わず死を選んだだろう。

　そんなギュネイの変化にいち早く気づいたのは、仲間のひとり、現在〈純潔の聖女〉と讃たたえられるエレィノア王女エリシスだった。

　王女の頰ほおは濡ぬれていた。

「あなたはどこにいるの？」

　その小さなつぶやきが多量の雨あま粒つぶごと身体からだをすり抜ぬけていったとき、ギュネイはいつの間にか自分の胸に大きな穴が空いていたことに気づいた。

（本当、おれはいったい、どこにいたんだろう）

　いまになって振ふりかえるとき、ギュネイはぞっとするとともに、頭の一部分に霞かすみがかかったような気分になる。

『生』と『死』とが、小さな埃ほこりほどの隙すき間まもなく、混在していた世界。確かにそれはエリシスやアレフたちとは異なる道の上だったのだろう。

　ガイフレイムで戦っているうちに、ギュネイは自然と死者の『事情』に詳くわしくなった。死してなお神の安らぎを得られない亡もう者じやたちは、なにか地上に尽つきせぬ執しゆう着ちやくがあることがほとんどなのだが、なかには、あまりに長く地上にとどまりつづけたせいか、執しゆう着ちやくそのものを忘れ去ってしまう者もいた。死に瀕ひんして味わった苦痛や、恐きよう怖ふや、怒いかりの感情のみがそこには残される。虚こ空くうを漂ただよう感情同士、互たがいに結びつきあって、やがてはどろどろとした思念の塊かたまりへと変へん貌ぼう。怨えん嗟さの声をあげつづけながら果てしもなく地上をさまよう羽目になるのだ。

「わたしは痛い、おれは苦しい、ぼくは渇かわいた、わしは飢かつえた」

　戦場の只ただ中なか、そうした亡もう者じやたちに取り巻かれることも複数回、あった。

　あのときも。




　夏のさかり。きつい陽ひ射ざしが厚い雲に覆おおわれた瞬しゆん間かん、ひとつに重なりそこなったような顔が、手が、足が、千の数、時には万の数でギュネイにへばりついてきた。

　彼かれらに共通しているのは、苦しみを共有してくれる魂たましいをひとつでも多く増やしたいという強い欲求であり、そしてまた、命あるものへの凄すさまじい妬ねたみの念。

「痛い、苦しい、渇かわいた、飢うえた」

　ギュネイが剣けんで敵と打ちあっているさなかにも、亡もう者じやたちは糸が引くほど粘ねばっこい妄もう執しゆうとともに囁ささやきかけてくる。

「だが、生きているときよりはまだマシだ」

「そうだ、生きているときのほうが地じ獄ごくだった。われわれはいったいなんのため、誰だれのためにあれほどつらい思いをしていたのか？　苦しみながら命にしがみついて、ひとつでも報むくいがあったろうか？」

「ありはしないわ」

「ありはしない。あたたかい血肉など捨ててしまえ。われわれといっしょになれ。楽になろう、楽になろう、楽になろう。痛み、苦しみ、渇かわき、飢うえとともに生きたところで、それに見あうだけの報むくいを得られることなど、この先、一度たりとてありはしないのだ」

「死こそが救い。死こそが報むくい。死こそが天の誘いざない」

　気がつけば亡もう者じやたちの顔が近い。戦場にあったはずなのに、いまやギュネイの視界一面、青白い顔の群れ。大小さまざまな手が伸のびてくると、一点の穴も空けずに鎧よろいを貫つらぬき、皮ひ膚ふや血管をも素す通どおりしてギュネイの『内側』へと侵しん入にゆうしてくる。とともに、見たことのないはずの光景が多数明めい滅めつする。亡もう者じやたちのもっともつらい過去の記き憶おくがギュネイの脳のう裏りに映し出されては、一いつ瞬しゆんごとに移り変わっていくのだ。瞬またたき一回ていどの時間で、ギュネイはいく百もの『死』を味わった。つまりは何度となく死んだ。死んだのに、苦しみは絶え間ない。

（あああ）

　ギュネイはこの瞬しゆん間かん、まさしく亡もう者じやだった。

　自分は命を削けずりあう戦場になんべんも立ってきたというのに、報むくいのひとつでもあったろうか。苦しみに見あうだけのなにかを得られたろうか。いや、そもそも、自分はこの戦いでなにを願い、なにを望んで、なにを得ようとしていたのか？

　その答えすらないと気づいたとき、ギュネイの動きがぴたりと静止した。四方八方から死が群がってくる。このまま身を委ねていたい誘ゆう惑わくにも駆かられたが、

（駄だ目めだ！）

　ギュネイは、かろうじて残されていた『意志の力』を振ふり絞しぼった。臓ぞう腑ふを握にぎりしめようとしていた冷たい手、兜かぶとと一体化しようとしていた顔の群れを、いっせいに斬きり飛とばす。

　生きている者と死せる者の区別はとうにつかない。剣けんを振ふりたくっているあいだにギュネイは現実における戦いがすでに終わっていることも気づかず、ただただ、目につくものすべてを斬きり払はらおうとした。

「ギュネイ！」

　生ける者の世界から遠ざかっていたギュネイに、その声は遠く聞こえた。

　足もとに、低く、小こ柄がらな影かげが這はい寄よってくる。ギュネイはまったく無意識のうちに剣けんを後方へと振ふりかぶった。

　影かげが少年の姿をしていることに気づいたときは遅おそかった。ランドール兵を倒たおした直後、十歳さいにもならないその息むす子こが、涙なみだながらに小しよう剣けんを握にぎりしめて突とつ撃げきしてきたのだ。ギュネイの剣けんはすでに細い首へと吸すい込こまれている。引ひき戻もどせない。

　乾かわいた地表になにかがしぶいた。

　それが真っ赤な色しき彩さいを描えがいたのは、ギュネイが現実の視野を取とり戻もどしてからのことだった──。




　ギュネイは大きく目をみはった。

　呼吸が荒あらい。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はつとめて深く息を吸って、時間をかけて吐はき出だした。

（あんなのは二度とごめんだ）

　あまりに苦い過去がある。ふたたび同じ過あやまちを繰くりかえさないためにも、『英えい雄ゆう』と讃たたえられるいまなお、日々の訓練は不可欠だ。

　記き憶おくの残のこり香がを払はらうように一度身み震ぶるいしてから、鍛たん錬れんを再開。

　このときリーリンが小首を傾かしげたのは、いよいよギュネイが身動きを止めたからだ。鎧よろいをあれこれ変えるのもやめて、なにやらいろいろな角度に顔を向けている。亡もう者じやたちの観察がはじまったのだ、とリーリンは気づいた。

（ああ、また長くなるのかなあ）

　従者が白みかけた空を見あげて嘆たん息そくするのをよそに、ギュネイは、兵士の亡ぼう霊れいが腕うでに引っさげた長ちよう剣けんをじっと凝ぎよう視ししていた。このときギュネイの脳のう裏りによぎっていたのは、

（死者と戦うことは可能か）

　という、珍ちん妙みような疑問だった。ガイフレイムを介かいすれば、死者と『生者』の境目は取とり払はらわれる。相手がギュネイを認にん識しきし、ギュネイも相手を認にん識しきするならば、それは同じ時間、同じ世界に立つということだ。会話もできる。手を取ることだってできるかもしれない。

　実際、あの苦い過去の場面においても、ギュネイは死の世界へいざなおうとする亡もう者じやたちを『剣けん』で追いはらっていた。

（だけど、ケイオロスにいわせるなら、あれは『思念』の部分での攻こう防ぼうであって、物理の問題じゃない、って話だったっけ）

　ギュネイが疑問を抱だいているのは、亡もう者じやたちが生前の姿のまま手にしている武器や鎧よろいが、物理的な働きをするのかどうか、というところだ。

（もしあくまで物理的な戦せん闘とうをするとして、その際、死者が手にした『武器』はおれに届くだろうか。死者の『鎧よろい』はおれの剣けんによって傷つくだろうか）

　ギュネイは、半月以上前に経験した戦場での出来事を思い出した。

（魔ま獣じゆうと一体化したコンラットに、おれの剣けんはまるで通じなかった）

　絶望的な局面だった。かろうじて勝利は得られたものの、あのような局面がこれからまたないとも限らない。だからこそギュネイの訓練はここのところ熱を帯びている。

（無敵と思えたコンラットも、ディドーの放った矢には巨きよ体たいを横たえた。コンラットの言葉を借りるなら、あの矢はディドーの『思念』そのものだった。『思念』。ケイオロスが前にいっていたとおりだ。二人が親子だからこそ──、ディドーが自分の想おもいを届けたいという気持ち、コンラットが娘むすめを無視できない気持ちがあればこそ、二人の『思念』は生死の境を越こえて通いあったんだろう。でも、その直前の戦いのとき、ディドーがいっていたっけ。『わたしの矢がまったく当たらない』って。それは、ディドーが矢を放った相手が、ディドーを同じ世界の住人だと認にん識しきしてなかったからだ──）

　思考がずれてきた気がして、ギュネイは首を傾かしげる。

（ええと、もうちょっと単純な場面を想像してみよう。おれがもし、この死者から剣けんを奪うばおうとしたらどうなるんだろう？　おれが認にん識しきしていれば、触ふれることはできるとして、剣けんを奪うばわれまいとした死者との取りあい、引っぱりあいになったら？　勝敗をわけるのは筋力の差か？　それとも、これまた『思念』──本来は存在しない物質への執しゆう着ちやくの差？　ううん？）

　ギュネイの首は傾かたむきつづける。結局のところ、謎なぞは尽つきない。

　そして〈竜りゆう戦せん士し〉であり〈黒こく狼ろうの騎き士し〉であるギュネイの頭を悩なやませるのは、当然、死者に関するものばかりではなかった。




　　　　　　　２




　王国軍と旧教会軍が衝しよう突とつした事実は、すぐさま領内を駆かけ巡めぐった。

　ミネルバ王女が生存していることもまた、広く知れわたったことになる。

　それに付ふ随ずいする形で、都市カノンを強ごう奪だつしたフォーゼ軍を『王女の騎き士し』が壊かい滅めつさせた話やら、首都にまで押おし寄よせていたダスケス第一王子の部隊をも領外へ追いやった話やらが、あれこれ尾おひれを加えながら次々広まっていった。

　すると、

「王家がふたたび統治をはじめなさったか」

「王都ならば、ぶ厚い壁かべに加えて王女の庇ひ護ごがある。安全だ」

　賊ぞく徒とに生活を脅おびやかされていた人々がこぞってバン＝シィに集まってくるようになり、また平民ばかりでなく、敗戦後、野に下っていたランドール武人や貴族たちも、

「いまふたたび王家に忠誠を」

　だの、

「連合国へ復ふく讐しゆうの機会をうかがって国を出ていたが、今回、王女殿でん下かご生存を聞きつけて、居ても立ってもいられず、こうして馳はせ参さんじてきた」

　だの、口々に言いい募つのりながら王都へやってきて、その全員が「王女殿でん下かにひと目会わせていただきたい」と希望した結果、王城へいたる道に長い行列ができた。

　なかには、ただ食くい扶ぶ持ちを求めてきたに過ぎない傭よう兵へいくずれやら、この隙すきに名を騙かたって地位を得ようとする詐さ欺ぎ師しめいた者もいたろうが、領地持ちであった貴族やら、ギュネイでも名の知る武人やらの姿も、確かにあった。

　世界を掌しよう握あくしかけた国の絶頂期を過ごし、剣けんと知略で支えた彼かれらであったが、いまとなっては当然、土地や財産や栄えい誉よ、そのことごとくを失っている。敗戦してからこれまでの日々を楽に過ごしてきた者などひとりもいないはずだ。貴族たちのきらびやかな服も、武人たちの勇ましい甲かつ冑ちゆうも、無残なほどに傷いたんでいた。が、ミネルバへの拝はい謁えつがかなった彼かれらは、玉座から一歩離はなれた場所に席を設けた王女の姿をひと目見るなり、ぱあっと光が射さしたように錯さつ覚かくしてか、泥どろや垢あかにまみれた顔を伏ふせ、目を細めて、大半の者が背中を震ふるわせて泣いた。

　そして皆みなが皆みな、湿しめった声で、王家への忠誠をふたたび誓ちかうのだった。

「感動的な場面ですね」

　控ひかえの間から見ていたリーリンが、目もとを拭ぬぐう。その後、ちっとも濡ぬれていない目をギュネイに注いで、

「名のある政治家や軍人たちがこうして集まったからには、ランドールはしばらく安あん泰たいじゃないですか。さあさあ、すぐ帰って荷造りしましょうかね」

　などと嬉き々きとしていうのだが、ギュネイの心配はむしろ募つのる一方だ。

　ランドールが国としての体制を取とり戻もどし、また軍事力を持てば、当然、これまで以上に諸国の疑義を招くだろうし、また逆に、集つどったばかりの味方からは、

「われらが来たからには、いまこそ諸国に反はん撃げきするときだ」

　と息巻く声とて多数聞こえてくる。

　さらには、もうこの時点で、未来の権力を巡めぐって、味方内で争うような兆候が見えはじめていた。

　自分がいかに王家へ忠誠と犠ぎ牲せいを捧ささげてきたかをアピールして「わたしのみを信じていただきたい」と王女に近づこうとしたり、「あの貴族は忠義ヅラをしていますが、戦時中はダスケスと通じていた」などとつまらぬ噂うわさでライバルを蹴け落おとそうとしたりもする。

　また、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に接近する者も多数いた。王女に近しい存在だと認にん知ちしたのだろう、没ぼつ落らく貴き族ぞくのひとりなど、あからさまに金品やら女やらをちらつかせて〈騎き士し〉を取とり込こもうとした。

「本来、どこの馬の骨とも知れぬおまえなどにわたしが直接声をかけることなどはあり得ないのだが」

　と、服の襟えりを正して肩をそびやかしつつ、

「国のために働いてきた功績と腕うで前まえは認めてやろう。わたしの下につけば、これから先、おまえの正体を勘かんぐるような輩やからなどはわたしがいっさい遠ざけてやれる。おお、いっそのこと、わたしの娘むすめと婚こん約やくをするなり、わたしの養子になるなりしてはどうだ。地位の安あん泰たいと、名めい誉よある姓せいが同時に得られるのだ。不服はあるまいな？」

　とにじり寄ってくるのを、ギュネイは苦労して押おしやろうとした。あまりにしつこいのと、あまりに現状を楽観視しているような態度が腹に据すえかねて、

「地位も名めい誉よも必要ない。あなたにとっては大切なものであるかもしれないが、なればこそ後生大事にしまって、『馬の骨』になど安売りせぬことだ」

　などと乱暴に言い捨ててしまった。

　あとで聞いたところ、この貴族、クルス・アインも同じ文句で口説こうとしたらしい。

「女にモテそうにない奴やつですね、そいつは。関係性が近い二人に、同じタイミングで迫せまるなんて」

　街路をいくリーリンの評価は辛しん辣らつだ。後ろを歩くギュネイは苦笑いする。

　ちなみにいまのギュネイは素す顔がおのままだ。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉でないときは、なるべくリーリンとは距きよ離りを置くようにしていて、いまも隣となりを歩くような真ま似ねはしない。リーリンは表向き〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の従者であるので、素す顔がおのギュネイとの関連を疑われたくないという判断ゆえだったが、

「そこまでしなくったって、素す顔がおのあなたと〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を同一人物だと思う人なんていませんよ」リーリンは呆あきれ顔がおだった。「どんな噂うわさになっているか知っていますか？　〈黒こく狼ろうの騎き士し〉さまとはいったいどなたなのだろう、名のある貴人であろうか、はたまた、放ほう浪ろうの剣けん士しか。ええ、きっと、いく先々で悪を滅めつし、いく先々で恋こいに落ちた女を置き去りにして、また悪を滅めつするべく旅をつづけているのよ。兜かぶとの下には美しきご尊顔が隠かくされているにちがいない、そうに決まっているわ、でなければ許さない、八やつ裂ざきにしてやる、ってなもんでして」

「〈竜りゆう戦せん士し〉のときとまったく同じじゃないか。みんな好き勝手いうんだから」

　ギュネイはリーリンと調子をあわせて嘆なげいたが、ふと、

「ちょっと待って。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は美青年だと思われているから、素す顔がおのおれが怪あやしまれることはない？　どういう意味？」

　怖こわい声を出したギュネイに、リーリンは「あっ、そういえばランプの油が切れてましたね」とごまかして先を急ぐ。

　街路はこれまで以上に人でにぎわっていた。大勢の人間が外部から詰つめかけたためもあるが、もともとの住民たちが家を建てなおし、店を再開して、それぞれの仕事に没ぼつ頭とうできるようになった、という環かん境きようの変化のほうが理由としては大きい。

　リーリンがすいすいと人波をかいくぐっていくのを見やりながら、ギュネイは街路の左右から物売りがかけてくる元気な声を耳にしている。最初にバン＝シィを訪おとずれたとき、日も置かぬ襲しゆう撃げきに怯おびえ、苦しんでいた民たみの姿からすると、ずいぶん変わったものだと思う。

　ギュネイの唇くちびるに笑えみが浮うかびかけたとき、

「すいません、道を開けてください！」

　後ろのほうで大声が聞こえた。

　振ふり向むくと、小こ柄がらな少年が跳とびあがりつつ、同じ言葉をなんべんも繰くりかえしている。

「先さき触ぶれでございます。これより、やんごとなき騎き士しさまが往来を通られますので、皆みなさまにおかれましては、どうぞ道を開けてくださるようお願い申しあげます。あっ、ご老人、わたしが手をお引きしますので、こちらへ。そちらの元気なお坊ぼつちゃんお嬢じようさまも、急がないと怪け我がをしますよ。皆みなさま、先さき触ぶれでございます！　どうか道を……」

　ひたすら慇いん懃ぎんな態度で、大おお汗あせを搔かきながらも、何とか人波を左右に割ろうとしている。

（古めかしい作法だな）

　思いつつ、ギュネイは少年の誘ゆう導どうに従って道の中央からどいた。貴人やら騎き士しやらが馬で往来を急ぐ際、従者が前もって人通りの多い道を整理しておくのだ。戸と惑まどいながらも、人々がようやく道を開けかけたとき、

「どけ、どけどけっ」

　遠方からよく通る声が響ひびきわたった。

　甲かつ冑ちゆうを着こなした騎き士しが馬を飛ばしてくる。まず、その馬の大きさに皆みなが驚きよう嘆たんの声をあげた。首の位置が高く、横よこ幅はばも太い。おそらくランドール産ではないだろう。そしてまだ往来に散っていた人々が次に悲鳴をあげたのは、馬の勢いがいっこうに衰おとろえなかったからだ。鼻と口から火を噴ふかんばかりの勢いで、怪かい物ぶつじみた馬が全ぜん力りよく疾しつ走そうしてくる。ギュネイはあわてて、騎き士しをよく見ようと身を乗り出しかけていた子供の腕うでを引いた。

　猛もう風ふうが起こったと見えるや、あっという間もなく騎き馬ばが眼前を通とおり抜ぬけていく。

　小さくなっていく騎き士しの背中に、ギュネイは腹立ちの視線を当てた。すんでのところで子供を轢ひき殺ころすところだったというのに、あの騎き士しは意に介かいした風もない。

「み、皆みなさま、お怪け我がはありませんか？」従者がうろたえた声をあげながら周囲を気き遣づかっている。「申しわけありません、申しわけありません。あ、お嬢じようさん、どうか泣かないで。ほら、美お味いしいアメをあげるから。ともあれ、皆みなさま、ご協力に感謝いたします──」

（あれは）

　ギュネイは、腹立ちとは別の感情をもって、一いつ瞬しゆんだけ目に映った騎き士しの姿を思い返した。

　髑どく髏ろを模した型の甲かつ冑ちゆうは、ギュネイが見慣れたものだ。〈竜りゆう戦せん士し〉としても、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としても。

　あれは、不ふ死し騎き士し団だんのものだった。




　陽ひが没ぼつしてから一タード余り。

　ギュネイは、表通りから、二、三本外れた路地にある居酒屋にやってきていた。

　テーブルごとに獣じゆう脂しの蠟ろう燭そくが立てかけてあるが、離はなれた位置で騒さわいでいる職人集団の顔かたちも判別できないくらいに薄うす暗ぐらい。ぶどう酒とエール、それに肉をローストした匂においがパイプの煙けむりとともに立ちこめる、ごくごく平へい凡ぼんな居酒屋だった。

　お酒をたしなむ習慣などはないギュネイだが、ここのところ考えごとが絶えない。部屋でひとりきり腕うでを組んでいるのに飽あきたときは、時折ここへ足を運ぶ。いかにも人のよさそうな店主の性格が反映されてか、この店では喧けん嘩か騒さわぎが少なく、ギュネイが素す顔がおのままちびちび飲んでいても絡からんでくるような酔よっぱらいもいないので、考えごとに集中できた。

（こういうお店で、みんながお酒を楽しく飲めるのだって、王女がバン＝シィにいる、という安心感からだ。大勢の人が集つどってきたのだってそうだ。みんな、日々復興を実感している）

　木製のジョッキを何度か口に運んでから、ギュネイは今日もつらつらと考える。

　脳のう裏りには、昼間に出歩いた王都の光景がある。人通りが多く、物売りたちは明るい顔で声を飛ばしていた。王女が姿をあらわす以前と比べれば、バン＝シィは確かに活気づいたといえる。

　しかし──、これも昼間に考えたことだが、あのときは影かげも形もなかった名士たちが、表に裏にと権力争いをしている状じよう況きようを考えると、複雑な思いにもなる。

（おれは、これを望んでいたんだろうか？）

　正体を知られればそれこそ『八やつ裂ざきになる』危険を冒おかしてまで剣けんを取ったのは、そんなことのためではないはずだ。では、

（どうなることを望んだというのか？）

　となると、これも明確な答えは出ない。

　最初は、幽ゆう閉へいの身にあったミネルバや、ダスケス兵に襲おそわれていた民たみを救いたい、という衝しよう動どうに任せて剣けんを取った。そのうちに、『王女の客人』という立場で兵を率いたり、王家と敵対する勢力に率そつ先せんして立ち向かっていったりした。

　あるていどの成果は目の前にあったが、それ以上を望むとなると──。

（限界）

　という単語がエールの泡あわとともにギュネイの喉のどに引っかかった。これまでも何度か感じたことだ。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉では限界だと。一本の剣けんでできることなどたかが知れている。すべての争いに介かい入にゆうして、すべての人を救えるなどということは、どだいあり得ない。

　ギュネイはテーブルの黒っぽい染しみをじっと凝ぎよう視ししている。思考が先走っては、またちょっと戻もどってと、同じところを何度も行いきつ戻もどりつしていく。

（わかっている。わかっちゃいるけど）

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の存在が大きくなりすぎた。ミネルバを指導者として確立せねばならないこの時期において、王女をずっと守護してきた〈騎き士し〉が急にいなくなったのでは、せっかくのことで落ち着きかけたバン＝シィにおいて、不信や不安を募つのらせる要因にもなりかねない。

（国が再興していくことは決して無意味じゃないけれど、今後の諸国の出方を思うと、それとは別方向で展望を考えないといけない。諸国は、ランドールがかつてと同じ血筋の王族によって統治されるのは危険だと感じるはずで、またそれは、教会の旗はた頭がしらになっているロゥラにしても同じことだ。なにせロゥラは悪名高いハーディン大司教の娘むすめ。ミネルバとロゥラの二人が再興していくランドールの中心にいたのでは、正直、まずいのかもしれない）

　ランドールに蔓まん延えんしていた『邪じや教きよう』をことさらに忌いみ嫌きらうエレィノア教会などは、これを知ったが最後、

「それ見たことか！　ランドールなどは全土を焼やき払はらうべきだったのだ。そうしなかったから、また邪じや悪あくな力が復活を遂とげようとしている。ミネルバとロゥラ、二人の魔ま女じよを断頭台にあげろ！　ランドールの統治はまずなにをおいても、二人の邪じや悪あくな血が流されたあとでなければならないのだ」

　などと声こわ高だかに主張する様子が目に浮うかぶようだった。

（くそっ）

　自分の想像に怒いかりを覚えたギュネイが、一杯ぱい目のジョッキを空にし終えてから半タード。

（待てよ？）

　アルコールを得たためだろうか、散り散りになってまとまらなかった思考が、不意に、それぞれ強きよう硬こうに保っていた形を失って、あちこちで融ゆう合ごうしはじめた。

　これまでは、ランドールという広大な空白地にまつわる甘あまい蜜みつを吸おうと、大勢の勢力──ひとつの国にひとつというわけでなく、それこそ、国内でも数十、数百にもならんとする──がひしめきあって、各おの々おのが好き勝手に略りやく奪だつしたり、権利を主張したりしていた。

　いうまでもない。王家が絶え、占せん領りよう軍ぐんまでもがそれらの勢力のひとつでしかないためにまともな機能を果たしてこなかったからだ。

　そこへ来て、ランドール中央が、王家と大司教の残党を中心にしてまとまりはじめた。

　先ほどギュネイ自身が「まずい」と危き惧ぐしたように、それは周辺諸国の過か剰じような反応を招きかねない事態だったが、

（むしろ、いまは、それでいいんじゃないのかな？）

　ギュネイにはそう思えはじめていたのだ。

　以前ギュネイ本人がディドーに語ったように、諸国はランドールをこのうえもなく恐おそれていた。世界が一いつ致ち団だん結けつして滅ほろぼさねばならぬ相手だと王たちがこぞって考えたほどに。そのランドールが、諸国のあずかり知らぬところで復興を遂とげつつあると知れば、

（当然、また恐おそれるだろう。エレィノアの僧そうたちが檄げきを飛ばすまでもなく、人々は、好き勝手に甘あまい汁しるを吸おうなどという目もく論ろ見みをかなぐり捨ててでも、ランドール中ちゆう枢すうを支配下に置かねばならないと考える）

（だけど、これまでのダスケスやフォーゼのように、一国で軍勢を派は遣けんしようなどとはするまい）

　自国のみが兵力を消しよう耗もうしたのでは割にあわないからだ。必ずや、他国と協調しようとする。頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取りあって、情報を交こう換かんしたり、侵しん攻こうの時期を決めたり、軍団を編制したりするための話しあいの席を設ける。これまで互たがいを牽けん制せいしあいながらばらばらに動いていた国家が、少なからずまとまりを見せはじめるだろう、ということだ。

（すべての国の代表が集まるどこかのタイミングを見計らって、おれが姿を見せれば──）

　ギュネイはほとんど無意識のうちに空のジョッキを掲かかげてお代わりを要求していた。方向性が見えてきたためか、ぱっと見よりはずっとぶ厚いギュネイの胸むな板いたの奥おくで、鼓こ動どうが高鳴っている。

（もちろん、おれのほうにもそれなりの根まわしが必要になる。リーリンをまずはエレィノアに走らせる。エリシスとケイオロスにこれまでの事情とおれの考えを伝えてもらいつつ、各国の代表が一堂に会する場面を用意してもらう。そこで……）

　ランドールの現状を伝えるのだ。戦後にも数多く起こった争いは、決して邪じや教きよう崇すう拝はいが原因などではなく、ほかならぬ諸国の手前勝手な対応に起因するものだとはっきり述べればいい。もし先ほどギュネイが想像したように、「ミネルバとロゥラを殺せ」といわれても、

（この二人がひとまず王家と教会の旗はた頭がしらになってくれたから、領内の混乱を一定は抑おさえられたという側面があるはずだ。個人個人の思おも惑わくはどうあれ、大勢の人たちの受け皿になってくれたんだから。もしこの二人がいなければ、ランドール残党はもっと細かく分断されていたろうし、そうなると、領内を荒あらしたり、諸国側に過激な手段を取ろうとしたりする輩やからも増えていただろう。ランドールにここまで関わったおれだからこそ断言できることだ。エレィノアや諸国が知った風な顔でなにをいおうとも、それだけはまちがいない。ただし、それらを証言するのが〈黒こく狼ろうの騎き士し〉であってはならない）

〈竜りゆう戦せん士し〉として。

　世界を救った六英えい雄ゆうのひとりとして。

　ギュネイの鼓こ動どうは耳を突つきあげんばかりになっている。

（そのためには、むしろ、もっとランドールに脅きよう威いを感じてもらわなけりゃならない。あんなところはいつでも踏ふみつぶせる、なんて余よ裕ゆうを抱いだかせたんじゃ、たとえ六英えい雄ゆうが出張っても聞く耳を持っちゃくれないだろうから。ああ、なんて恐おそろしい、六英えい雄ゆうの助けをなんとしてでも借りたい、ってほどに王たちが怯おびえるくらいに、もっともっと）

（そのためになにをすればいいか。そうだよ、簡単なことじゃないか。もっともっとランドールを復興させればいいんだ）

　新しいジョッキを受け取ったときには、ギュネイは笑えみさえ浮うかべていた。

　自分がしてきたことや、ミネルバの努力や覚かく悟ごが、決して無む駄だにならないことがわかって、ギュネイは心が晴れ晴れとするのを感じた。なにより、

（リーリンにお遣つかいを任せたあとは、おれはこの国にとどまって、ミネルバの傍かたわらで、国内の混乱を可能な限り鎮しずめる役割を担になえばいいんだ。いままでどおりに）

　そう思えることが嬉うれしかった。王都や、解放直後のカノンで見た人々の笑え顔がおが脳のう裏りをかすめる。彼かれらにもうちょっと長く寄より添そうことができる、彼かれらが過ごす平へい穏おんにわずかながら力ちから添ぞえできる、という喜びは、邪じや神しんカダッシュを地上から遠ざけるほどの偉い業ぎようをなした直後とて、

（世界を救った）

　などという実感を抱いだけずにいたギュネイにとってはじめて味わう充じゆう足そく感かんだったかもしれない。

　浮うき浮うきとして二杯はい目のジョッキに口をつけたそのとき──、

「いらっしゃい」

　ある一団が店に入ってきた。ギュネイのいるカウンター席の後ろにある丸テーブルに次々腰こしかける。なんとなく彼かれらの姿を目で追っていたギュネイは、目があう寸前、その正体に気づいてあわてて前を向いた。

　四、五人からなるその集団は、居い丈たけ高だかに注文をすると、届いたばかりの酒をあおって、

「あいつめ！」

　さっそく荒あれはじめた。しかもその原因というのが、

「〈黒こく狼ろう〉めが！　地位も名めい誉よも後生大事にしまっておけ、だと？　こっちが下手に出れば図に乗りおって」

　ギュネイ本人のことなので、さすがに居い心ごこ地ちが悪い。

　リーリンのいうとおり素す顔がおのギュネイを〈騎き士し〉と見み抜ぬけるはずはないのだが、なにせ相手は「わたしの下につけ」とギュネイに迫せまってきた例の貴族とその取り巻きたちだ。ギュネイは背を丸めて、なるべく小さくなった。

　確か、ラーゲン伯はくの肩かた書がきを持つエウリュオ・トレドなる人物だ。四十代はじめごろ。今日はなんの気まぐれを起こしてか、貴族でありながら、この安酒場へと足を運んできたらしい。無論貴族といっても、現在、領地である西方のラーゲンは武装勢力──それも、決してギュネイとは無関係ではない──に支配されており、兵のないエウリュオにはどうすることもできずにいたのだが、今回ミネルバのことを聞きつけて、急ぎバン＝シィに馳はせ参さんじた。王家に頼たのめば土地を奪だつ還かんするための兵を貸してくれるのではないかという目もく論ろみあってのことだろうが、しかしバン＝シィとて復興の道半ば。城に詰つめている兵士の数だって不足しているくらいだから、王家にも余よ裕ゆうはなかった。

　すっかり当てが外れて不ふ貞て腐くされていたエウリュオが次に目をつけたのが〈黒こく狼ろうの騎き士し〉だった。寡か兵へいにてカノンを奪うばいかえした話をはじめ、すでにバン＝シィでは数々の英えい雄ゆう譚たんが囁ささやかれている。

　エウリュオは、その英えい雄ゆうがなびいてくれればバン＝シィで兵を募つのることもできる、と考えたようだ。名家たるトレド家の威いをもって命じれば、たやすくついてくるものと思っていたのはまちがいない。が、結果は先ほどエウリュオ本人が口にしたとおりだ。

「名前も顔も明かさぬなど、伝説の英えい雄ゆうでも気取っているつもりか。いつかあの不ぶ恰かつ好こうな兜かぶとを剝はぎ取とって、間ま抜ぬけヅラを衆目にさらしてやる！」

　密度の薄うすい長ちよう髪はつを振ふり乱みだしては、何度もジョッキをテーブルに叩たたきつけている。

（不ぶ恰かつ好こうだって？　とっさにしてはよくできたほうだったんだ。それに、いまはデザインがちがうんだからな。文句はそれを見てからいってくれ）

　ギュネイは憤いきどおりを覚えた。もちろん、鎧よろいのことをけなされたからだけではない。こういう貴族の存在こそが、自分や王女を悩なやます要因のひとつなのだ。せっかく晴れ晴れとしていた気分も台無しだ。

　一方のエウリュオも、アルコールが進むにつれて怒いかりを膨ふくれあがらせていく様子だった。

「『いつか』ともいわん。いますぐにでも奴やつの泣きっツラを拝まねば、わたしはたとえこの先、領地を華はな々ばなしく取とり戻もどしたとて、安らかに眠ねむることができそうにない。おまえらのなかに、あの騎き士しの兜かぶとを持ち帰ってくるような気き概がいのある奴やつはいないのか！」

「し、しかし、あの男、不ぶ恰かつ好こうではあっても腕うでが立つのは事実のようで」

「旦だん那な、それにいまのバン＝シィには、小こ銭ぜにていどでも握にぎらせれば、人を殺すって輩やからは山ほどいますよ。われわれが怪け我がを負う必要はないってことです」

「ほう、なるほど。そういう連中を十、いや、二十ばかり集められないか。『娘むすめと会わせる』といってあいつを人気のない場所に誘さそい出だせば──」

　当人が聞いているすぐそばで殺人計画が進められていたさなかのこと。

　店の女給が、追加の料理と酒をこのテーブルに持っていった。ちなみに、店主は食材不足のため買い出しに出ているようで、現在店をまわしているのは彼かの女じよひとりきりだ。いつもはふくよかな顔に笑え顔がおの絶えない女性だったが、このテーブルの客が曲がりなりにも貴族と知って、相当に緊きん張ちようしていたようだ。ジョッキを並べようとした際、脇わきに抱かかえていた大皿が傾かたむいてしまい、大量のスープがエウリュオの頭にかかった。熱さで跳とびはねる主人より早く、

「貴き様さまっ」

　郎ろう党とうのほうが女給の肩かたを小こ突づいた。尻しり餅もちをついた女性の手からまた皿が飛んで、がしゃんと派手な音を立てる。ギュネイがはっとする間もなく、悪いことに、逃にげようとした女給が皿の破は片へんを無意識に蹴けり飛とばして、この鋭するどい破は片へんがエウリュオの頰ほおに当たった。

「無礼者めが」

　頰ほおから血を垂らしたエウリュオが、もがいていた女給の頭をブーツで踏ふみつけた。

　ばかりか、腰こしにさげていた小しよう剣けんの柄つかに手をやったので、あわててギュネイが二人のあいだに割って入った。

「お、おやめください。無体です！」

「無体だと？」酔よいと怒いかりに赤らんだ顔がギュネイをにらみつける。「わたしを誰だれだと思っている。これほどの無礼でなくとも首を斬きり落おとされた奴やつはいくらもいるのだぞ。そこをどけ！」

「し、しかし」

　ギュネイがいっこうに身体からだをどけようとしないので、エウリュオはますます猛たけった。

「おまえのような下げ賎せんの者まで、トレド家を軽かろんじるか！　なら、まずは貴き様さまからだ」

　ついに剣けんを抜ぬいた。切っ先がびゅっという音を発して、ギュネイの眼前をかすめる。そのときにはトレド家郎ろう党とうの男たちもいっせいに席を立って、ギュネイを包囲していた。人数は五人。いずれも剣けんや斧おのを手にしている。

（ちぇっ）

　ギュネイは苛いら立だちながらも、しかしまともに相手にするわけにもいかない。エウリュオは腐くさっても貴族であり、ギュネイは素す顔がおのままだ。こうなれば逃にげるのが最善の手だろう。しかし自分がいなくなってしまえば、猛たけった血の矛ほこ先さきがあの憐あわれな女給ひとりに向かいかねないので、

（追いつかれそうな距きよ離りを維い持じしたまま、店の外へとおびき出すか）

　ギュネイは即そく断だんした。まったく面めん倒どう事ごとが尽つきない。

　と、

「うるせえな」

　店の隅すみから荒あら々あらしい声が聞こえた。

　蠟ろう燭そくのわずかな灯あかりの向こうから、のっそりと進み出てきた人ひと影かげがある。酔よっぱらいの誰だれかが暴ぼう力りよく沙ざ汰たに引かれてやってきたかに思えたが、顔が判別できる位置までくると、ギュネイは小さく息を吞のんだ。

　今日の夕刻、路上で見かけた顔だ。

　立派な体格のわりに切り立った崖がけのような頰ほおが目を引く。まだ若い。ギュネイよりひとつかふたつ上あたりか。さすがにいまは甲かつ冑ちゆうなどつけていなかった。

「くだらねえことをギャアギャアわめいてんじゃねえよ。酒も料理ももとからまずい店だが、おまえらのような奴やつがいるともっとまずくなる。とっとと出ていけ」

「馬ば鹿かが、酔よっぱらいは寝ねておれ！」

　いかにも力ちから自じ慢まんらしい郎ろう党とうのひとりが、太い腕うでを振ふるって若者に殴なぐりかかった。そして前のめりに転がった。

　ギュネイの目が細くなる。細ほそ面おもての若者は首をすくめて拳こぶしをかわすと同時に蹴けりを鳩みぞ尾おちに入れていたのだが、された当人はなにが起こったのかすらわからなかったろう。低く呻うめいた郎ろう党とうの頭を踏ふみつけてさらに進み出る若者の後ろから、

「ブ、ブライさま」やはり路上で見かけた小こ柄がらな従者が引きつるような声を出しつつあらわれた。「あまりここで目立たれては」

　ブライと呼ばれた若者は、聞く耳持たぬ様子で、壁かべに立てかけてあった箒ほうきを手にした。

　頭に血がのぼった二人目の郎ろう党とうが斧おのを振ふりおろすのを、軽く跳ちよう躍やくしてかわしざま、両手にした箒ほうきを回転させて、柄えの部分を相手の後頭部に叩たたき込こむ。二人目も昏こん倒とうした。

「き、貴き様さまあ」

　もはやエウリュオは、ギュネイや女給のほうなど見もせずに、突とつ然ぜんあらわれたこの新たな『無礼者』に鋭するどい視線を与あたえている。

「わ、わたしが誰だれだか知ったうえでの振ふる舞まいか」

「知るものか」ブライは肩かたを揺ゆすってせせら笑った。「……といいたいところだが、トレド家と聞こえたぞ。ラーゲンの土地を治めていた伯はく爵しやくさまの家名だったな」

「お、おうとも。知っているならば、膝ひざをつけ。いまなら縛しばり首くびにはしないでやる」

　エウリュオは場末の無法者にさえ知られている家名に勇気を得てか、胸を張った。

「しかし、わたしの配下もだらしがない。貴き様さま、それよりは多少腕うでが立つようだな。どうだ、わたしは寛かん大だいな男だ。心を入いれ替かえてわたしに仕えるというのなら……」

「馬ば鹿かをいうな。領地を奪うばわれてなにもできず、王家の小こ娘むすめに泣きつくような伯はく爵しやくさまに仕えてどのような未来があるものか」

「な、なんだと」エウリュオはふたたびいきり立った。「貴き様さまのような根無し草にはわかるまいがな、これまで動かずにいたのは、むしろ王家を気き遣づかってのことだ。独断で兵を挙げては、諸国との合意も無む為いになるのではないかとな。だが、他国の振ふる舞まいで、そもそも合意など存在せぬものだということがよくわかってきた。だというならば、このトレド家当主エウリュオの名にかけて、父祖が代々預かってきた領地をすぐにでも奪うばいかえしてくれる！」

「よくぞいった。ならばやってみせろ」

　ブライは甲かん高だかく笑って、肩かたの上で長ちよう槍そうよろしく箒ほうきを振ふりまわした。その先せん端たんが鼻先をかすめたので尻しり込ごみしたエウリュオに向かって、ブライはせせら笑いとともに言い放った。

「どうした、かかってこい。いま奪うばいかえすといったばかりだろう。この不ふ死し騎き士し団だんからな！」

「なんだと！」

　吠ほえたのは、残りの郎ろう党とうどもだ。

　そう、ギュネイも、王女ミネルバやクルス・アインから聞いたことがあった。大戦時にギュネイをもっとも苦しめた相手、〈不死将軍〉ゼオがかつて団長をつとめていた不ふ死し騎き士し団だんは、敗戦以降、地方の城を奪うばい取とって、なし崩くずし的てきに自治領のようにしている、と。

　エウリュオ・トレドこそが城と土地を奪うばわれた当人というわけだが、

「大体、奪うばいかえすもなにもあるものか。おまえをはじめ、トレド家の誇ほこり高たかき方々は、連合軍が押おし寄よせてくると、いち早く城から逃にげ出だしやがったじゃないか。城下の民たみも、連れん携けいして敵を迎むかえ撃うとうとしていたほかの城も見捨ててな」

　ブライにそう暴ばく露ろされて、エウリュオはこれまでとはちがう意味で顔を歪ゆがめた。

「ば、馬ば鹿かめ、馬ば鹿かな、そんな噓うそが……」

　じりじりと後退するエウリュオに代わって、残り三人の郎ろう党とうが武器を手に前進。いっせいにかかれば討うち取とれると踏ふんでのことだったろうが、

「奪うばわれたものを取とり戻もどす？　一度身勝手に手放しておいてよくもいえたもんだな！」

　三人が同時に跳とびかかり、そしてギュネイの予測どおりに、三人ほぼ同時に回転する箒ほうきに強打されてうずくまった。手下すべてを無力化されたエウリュオの鼻先へ、すかさず箒ほうきの先せん端たんが突つきつけられる。

「これで終わりじゃないぜ。もうちょっといい子で待っていなよ。そのうち楽しいことが起こるからさ」

　折りよくというかなんというのか、ちょうど買い出しから帰ってきた店の主人が目を白黒させるのを、ブライは爽さわやかとも見える表情で笑いかけた。

「店を荒あらして悪かったな。代金はあそこでへたり込こんでいる貴族さまが払はらってくださるとさ」

　あとはもう、尻しり餅もちをついた元領主だろうと、すすり泣いている女給だろうと、また当然ギュネイだろうと一いち瞥べつもくれずに店から颯さつ爽そうと出ていった。小こ柄がらな従者が相変わらず、「申しわけありません、すいません」と誰だれにともなく繰くりかえしながら、あわててあとをついていく。

　ギュネイはもう顔かお馴な染じみである主人に事情を説明しながらも、

（あの鎧よろいは偽にせ物ものじゃなかったのか。不ふ死し騎き士し団だんが来ているんだ）

　またも心配事の種が増えたような思いをしていた。

（あいつだけか？　それとも別の連中も？　だとするなら、なんのために──）




　　　　　　　３




　ミネルバが進発させた王国軍と、ロゥラが旗はた頭がしらとなった教会の一派は閥ばつの戦いから半月後。

　ちょうど城に至る道にぞろぞろと行列ができはじめたころに、大司教の娘むすめロゥラはディラ・ロゴス山から首都バン＝シィへと住居を移していた。

　敗戦前、ロゥラが父ハーディンとともに住んでいた大聖堂はすでに取とり壊こわされている。そのため城にあった礼拝堂の復旧作業が進められており、ロゥラはそれが終わるまでのあいだ、ひとまず城にほど近い大だい塔とうで寝ね泊とまりしていた。

　同じく山に籠こもっていた司教、信者たちも、ロゥラのもとに合流しつつある。

　彼かれら、いわば『ディラ・ロゴス派』と、王国側の戦いは、一応のこと和解という決着を見ている。

　とはいっても、陣じんを挟はさんで互たがいを「不信心者め」「王家への裏切り者め」と罵ののしりあい、鋼はがねと魔ま術じゆつとで命を奪うばいあってから、まだ日も浅い。

　最初のうちは双そう方ほうともに緊きん張ちよう感かんを抱だいていた。個人ごとに私情を律し、相手と接する際には可能な限りの礼れい儀ぎを尽つくした。和解という決着はミネルバ王女とコンラット司教、それぞれの陣じん営えいのトップが望んだものであるからして、誰だれもがこれを遵じゆん守しゆしようとつとめた。

　が、彼かれらはいうまでもなく同じランドール人だ。

「あなたはどこの生まれであるか？　ほう、ムロン峡きよう谷こくの北？　谷を挟はさんで南方にある集落はご存じか？　なんと、羊毛市場に訪おとずれたことがある？　では子供のころ、偶ぐう然ぜんにも顔をあわせたことがあるかもしれませんな」

「へえ、お坊ぼうさんはゴドイ将軍直属だったのかい。おれは直接お顔を拝見したわけではないんだが、配下の兵のひとりだったよ。で、どうだったんだ。将軍は、噂うわさどおり、本当に竜りゆうの頭をされていたのかい？」

　共通の思い出がある地名や人名がひとつでも口にのぼれば親近感が湧わく。加えて、彼かれらランドール人は挙きよ国こく一いつ致ちして世界丸ごとを相手どって戦った過去とその自負があるだけに、前線に立っていた兵たちは特に仲間意識が強い。十日もすれば、城のあちこちで戦功を誇ほこりあって、談だん笑しようしたり酒を飲のみ交かわしたりする場面が見られるようになった。

　距きよ離りが縮まれば、互たがいに強く意識していた緊きん張ちよう感かんも失うせてくる。

　つまらないいざこざも増えるということだ。

　和解から二十日余り。

　大司教の娘むすめロゥラは、兵からの報告に顔を染めて激げき怒どした。

　小さな手を振ふりあげると、だん、と父が愛用していた黒こく檀たんのテーブルを叩たたいて、

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉をここへ呼べ！　いますぐにだ！」

　と甲かん高だかい声を張りあげた。




「どういうつもりだ、貴き様さま」

　ロゥラににらみつけられたギュネイは「はて」と声を発した。一見、普ふ段だんの〈騎き士し〉どおりだったが、心中、

（どうしてこんなに忙いそがしいかなあ）

　と思ったり、

（誰だれも鎧よろいの変化に気づかないのはなんでだろ。そんなに代かわり映ばえしなかったかな）

　と思ったりしている。さすがに疲つかれているのだが、もちろん表向きの態度は維い持じして、

「どう、とは、なんのことをおっしゃられているか」

　と問う。ロゥラは眉まゆを跳はねあげた。

「しらばっくれるな」

「お嬢じようさま、それは上品な言こと葉ば遣づかいとはいえません」

　ロゥラの背後に控ひかえていた眼帯姿の女性イシスが、そっと近づくなり少女の耳もとで囁ささやいたが、

「わざとだ！」ロゥラは振ふり向むくのもわずらわしげに怒ど鳴なった。「父上もわざとこんな言こと葉ば遣づかいをして、下の者を𠮟しかりつけていたことがあったろう。厳格な人が時々こんな態度をすると、相手はこれほどの怒いかりを招いてしまった自分に恥はじ入いるものなんだ。わたしが父を観察して習得した帝てい王おう学がくのひとつだ。邪じや魔まをするな」

「さようでございましたか。帝てい王おう学がくに関しては、またのちほどお勉強しましょうね」

　イシスが定位置に戻もどると、ロゥラはふたたび黒光りする甲かつ冑ちゆう姿すがたをにらみつけた。

「貴き様さま、わが配下の司祭を殴なぐりつけたそうだな。言いい逃のがれはできぬぞ。大勢の人間が見ていたし、殴なぐられた司祭の頭にはでっかいたんこぶができていたからな。われわれと和解したいなどと、そちらのほうから申し出ておきながら、これはどういうことだ。いや、いわずともわかるぞ。どうせ最初からそのつもりだったんだろう」

[image: ]

「そのつもり、とは、どのつもりだったというのです」

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の応答にロゥラは目を吊つりあげた。

　ギュネイもいたずらに相手を刺し激げきしたいわけではないのだが、相手は十二歳さいの少女。高貴な身分であり、さらには強くこちらを憎にくんでもいる。人づきあいの苦手なギュネイでなくても手を焼くというものだ。

　ロゥラはまたもテーブルを強く叩たたいて、

「われわれを騙だまし討うちにする魂こん胆たんだったということだ！　和解するなどといって、われわれを城におびき寄せ、そこで難なん癖くせをつけては今後脅きよう威いになるであろう相手をひとりずつ亡なき者にしようというその汚きたない魂こん胆たん、とっくにこのロゥラにはお見とおしであるぞ！」

「難なん癖くせなどではありません。わたしが殴なぐったあの司祭の方は、城の兵数名と口論になっていました。兵士たちが司祭の剣けん幕まくに驚おどろいて謝罪したものの、司祭はおさまらず、隠かくし持もっていた酒さか瓶びんを兵士たちに投げつけました」

「なに、酒だと？」

　ロゥラの目が丸くなる。ギュネイは説明をつづけて、

「さらには、呪じゆ文もんを唱えて神の眷けん属ぞくを召しよう喚かんしようとさえしたので、泡あわを喰くった兵士たちが剣けんに手をかけた。わたしが通りかかったのはそのときです。このままでは人死にが出ると判断したわたしは、いまにも司祭を串くし刺ざしにしようとしていた兵たちを突つき倒たおして、一方、召しよう喚かんを成功させかけていた司祭を殴なぐって気絶させました」

「ぬ」

「あとで調べたところ、司祭はやはり酒を召めしあがっていたようです。兵たちとの口論も覚えておらず、ご本人は楽しい記き憶おくしかとどめておりませんでした」

「ぬぬ」

　ロゥラは唇くちびるをへの字に曲げて、イシスを振ふりかえった。イシスは腰こしの前で手を組んだ姿勢のままなに食わぬ顔をして、

「ええ、そのようですね。事実を知ったその司祭さまは、兵たちと〈騎き士し〉どのに正式な謝罪をされたとか。この件はそれでしまいになったのですよ。だというのにお嬢じようさまがこれ以上引ひっ搔かきまわしてどうしようというのです」

「知っていたなら、なぜ先にいわなかった！」

「説明して差しあげようとしたのに、聞く耳持たずに先走ったのはお嬢じようさまのほうでしょう」

「お、おまえはいつもそうだ。わたしを辱はずかしめて楽しんでいるんだな！」

「なんと人聞きの悪い。他人を責める前に、まずご自分のおこないを省かえりみて……」

「用件が済んだなら、これで帰らせていただくが」

　主従の口論をよそにギュネイが踵きびすを返かえそうとすると、

「待てっ」

　鋭するどく叫さけんだロゥラが席を立った。相変わらず顔は真っ赤だ。

「まだなにか」

　ギュネイはうんざりした声を出さないよう努力してそう聞いたが、それこそ『難なん癖くせ』をつけてくるかに思われたロゥラは、案に反して、

「おまえを呼びつけたのは、別の用件もあってのことだ」

　こちらも苦労して感情を殺した様子でイシスのほうを見やって、

「さがっておれ。この男と二人きりで話がある」

　と命じた。




　ロゥラの居室は、城じよう壁へきに備えつけられた主しゆ塔とうの三階部分に位置している。こうした大だい塔とうの上層部は、古い時代、城主やその家族が居住空間としていたが、王家が宮きゆう殿でんに移ってからは、地方や外国から招いた貴人などの宿しゆく泊はく施し設せつになっている。塔とうは守りが厚く、たとえ城門を破られても一定時間は持ちこたえることができるためだ。

　とはいえ、大戦時はここも例外なく侵しん略りやくにさらされている。石造りの壁かべは煤すすで黒ずんでおり、山から運はこび込こまれたと見えるテーブル以外は高価な調度品もない。ロゥラの背後の壁かべに、それでも彩いろどり鮮あざやかなタペストリーが飾かざられていたが、これは壁かべにしぶいた血けつ痕こんを隠かくすためのものか。肌はだ寒ざむさを覚えるほど殺風景な部屋のなか、ギュネイは大司教の娘むすめと相対した。

「……別の用件とは、なんです」

「ダスケスのわんぱく王子さまがまだバン＝シィにとどまっているのは知っているな？」

　ブルート第二王子のことだろう。ギュネイが首しゆ肯こうすると、

「あのあほ、いきなりわたしのところへ押おしかけてきて、『聖火台はどこへやった？』などと聞いてきた。なんのことやらわからん。そういってやると、まあみっともなく取り乱して、こっちを脅おどしたりすかしたり、なんとも忙いそがしいこと。しまいには、『聖火台さえ渡わたしてくれるなら、いままでのことは水に流してやる。新しい聖堂を建てる資材と金がいるのだろう。わが国が援えん助じよしてやらんこともない』などといいおった。まったくもって意味がわからん。〈騎き士し〉よ、これはよもや、われわれに聖火台を盗ぬすんだ罪を擦なすりつけて、教会の印象を悪くさせようとするおまえの差し金ではあるまいな？」

「まさか」

　いいがかりもいいところだが、ギュネイもこんな揺ゆさぶりで感情的になることはない。わざわざ呼び止めて、しかも二人きりになっておいて、本題がブルートのこととも思えなかったから、

「それで、用件はなんなのです」

　ギュネイはまったく同じ声こわ音ねで同じ質問をした。

「おまえもつまらない男だな」ロゥラは小こ馬ば鹿かにしたように笑った。「せっかく二人きりになれたというのに、事を急せくな。まずは茶の一杯ぱいでもどうだ？」

　イシスが準備しておいたティーセットを指す。ギュネイは兜かぶとごと首を左右に振ふった。「ふん」とロゥラは鼻で笑う。

「王女といっしょにいるときも、おまえはそんな態度なのか？　兜かぶともいっさい取らず？」

「剣けんのみに生きてきた無作法者であります。不快に思われたのならばお許しあれ」

「噂うわさによれば、おまえは王女と寝しん室しつで二人きりのときのみ兜かぶとを外すそうではないか」

「まさか」

「ただの噂うわさだと？　では、王女は、顔も知らぬ、名前も知らぬ男の腰こしに、王家の宝ほう剣けんを預けたというのか」

「ミネルバ殿でん下かのご裁断であります」

「硬かたさが取れぬな、騎き士しよ。わたしが、王女と同等かそれ以上の禄ろくを用意すれば、おまえもわたしと寝しん室しつをともにするのか？」

（このガキ）

　ギュネイにしては珍めずらしい悪あく罵ばが胸に湧わいてきた。

　ロゥラはわざと艶つやっぽい話題を選びつつ、そして本人はとても色っぽいと思っているであろう仕草でにじり寄ってくる。ギュネイは直立したまま、軽く頭を垂れた。

「ご冗じよう談だんを」

「もちろん冗じよう談だんだとも」

　今度はすいっと身を遠ざけるロゥラ。男と女の駆かけ引ひきをしているつもりだとは思うが、いちいち動作がぎくしゃくとしている。そして、

「まあいい。寝しん室しつに誘さそうまでもない」ロゥラは完全に興味を失った振ふりをしてそっぽを向いた。「わたしの配下にいる僧そうたちの大半は、素す晴ばらしい奇き跡せきの使い手だ。なにをいいたいかわかるか？　隠かくしているつもりのおまえの正体など、こちらはとっくにお見とおしってことだ。神から与あたえられた真実を見とおす目をもってすれば、おまえの目鼻立ちだってくっきりと見えるのだぞ」

　今度はくすくすと艶あでやかに──多分そのつもりで──笑う。

　正体がわかると聞かされてはさすがに平静ではいられないはずのギュネイだったが、

「ならば、わたしがどうしても顔と名前を隠かくさねばならない理由も、とうにおわかりでしょう」

　とまったく態度を変えずにそういった。

「む、無論」

「わたしはそれゆえ王女殿でん下かのもとへと馳はせ参さんじた。それゆえここに長居はできませぬ。では、これにて失礼させていただく。ロゥラどの、なるべく他言無用にお願いしますよ。わたしの素す顔がおも事情もすべて暴いておいでなら、もちろんおわかりのこととは存ずるが。それでは」

　相手がかけてきたかまに丸乗りする形で、ギュネイはその場を辞した。

　扉とびらを閉ざして数タック。背後から、金切り声やら物が壁かべに当たる音などが聞こえてくる。

　ギュネイは兜かぶとの奥おくでため息をついた。すでに何度か経験したことだ。最初のころロゥラは、

「あの戦いで見せたおまえの腕うではなかなかのものだったな。神を恐おそれぬ罰ばち当あたりな奴やつだが、それだけは確かだ。いまからでも遅おそくない。わがもとで祈いのりを捧ささげれば、現世の罪はすべて赦ゆるされる。王女ではなく、わたしにその剣けんを捧ささげよ」

　と露ろ骨こつに──しかも不ふ機き嫌げんに──迫せまってきたものだ。それと比べれば、いくらか『作戦』は立ててきたようだ。要は、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が王家にいるのを危険視していて、できれば陣じん営えいに引ひき込こみたいと願っている。

（あの子も複雑なんだろう）

　とは思う。

　本当は誰だれよりも叔お父じコンラットを死に追いやった〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を憎にくみつつも、叔お父じの遺ゆい言ごんゆえに敵対するわけにいかず、さらに父ハーディンも叔お父じも亡なきいま、敵だらけの世界にあって『真実の信しん仰こう』を守ることができるのは自分しかいない、と気負っている。プライドの高い娘むすめでありながら、そしてギュネイに殺意をも抱いだきながら、色じかけの真ま似ね事ごとなどしたのはそのためだ。

　立場としては、王家最後の生き残りミネルバと共通する点も多い。もしかすると二人は互たがいをよくわかりあえる友人にもなれるのではないか。しかしこれも立場上、いましばらくはあり得ないことでもある。

　ギュネイは塔とう内の通路を進んでいた。槍やりを掲かかげて周辺を警備している兵は、王家にあらず、ディラ・ロゴス勢の者たちだ。下への階段にまで差しかかったとき、

「もし」

　と背後から呼びかける声があった。振ふり向むくと、部屋にいたときと同じ姿勢のイシスがいる。

「部屋でなにがあったかは知らねど、決して心楽しいものではなかっただろうことは容易に推察できます。が、あれはあれでいろいろ考えた末での行動なのですよ。どうか大目に見てやってくださいませ」

　慇いん懃ぎんな言こと葉ば遣づかいながら、主人をあれ呼ばわりするこの女性も、相当なタマだ。通路の脇わきに控ひかえていた兵が、この言葉を聞いて思わず微び笑しようしていた。が、すぐに〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に見られていることに気づいてか、視線を鋭するどくさせる。

　彼かれらにとってギュネイはいわば神敵なのだが、ロゥラと同様、ほかならぬコンラットが「王家と手を取って国を復興せよ」という遺ゆい言ごんを残したために感情を押おし殺ころしている、というのが現状だ。

　が、イシスの言によれば、そうでない者たちも少なからずいたようだ。

「お嬢じようさまは焦あせっておいでなのです。ディラ・ロゴスに集つどっていた武人や僧そうたちのうち、大半は引きつづき残りましたが、コンラットさまの死後、お嬢じようさまが王家と手を結んだことを不服として、都や山から離はなれていった者たちも多数あるのです」

　コンラットがあの戦いで見せた姿──拷ごう問もんによって削けずられた命をつなぎとめるために『魔ま獣じゆう』を手足に宿していた姿、そして、ランドールの神話に語られる〈黒こく狼ろう〉そのものに変じた姿──は、一部の信者に多大な感かん銘めいと感動を与あたえたのだ。

（コンラットさまが最後にお示しになられたお姿こそ信しん仰こうの極きよく致ち。『神の世界』と『人の肉』との融ゆう合ごうだ。これ以上の信しん仰こうがこの世にあろうか。そのコンラットさまを亡なき者とした王家こそがいまや最大の神敵！　われらは、コンラットさまの尊きご遺志を継つぐべきだ）

　彼かれらは王家と結んだディラ・ロゴス勢に見切りをつけると、山から去って『コンラット派』を名乗った。

「それだけならば、まだしも」とイシスがつづける。「国内に張はり巡めぐらせたわたしどもの情報網もうによると、彼かれらは、あろうことか〈月の牙きば〉と合流したようなのです」

　ギュネイは兜かぶとの奥おくでわずかに目を細めた。

〈月の牙きば〉という組織の名前は、ギュネイがバン＝シィに到とう着ちやくする以前にランドール領内を横断していたころから耳にしたことがあった。どころか、おそらくその末まつ端たんに属すると思われる連中と事を構えたこともある。

〈月の牙きば〉の前身は、大戦時、ランドール教会が抱かかえていた軍事組織。ハーディンのもっとも近くに仕えて、じかに命令を受けて働いたり、要人の警護を担になったりする、いわば大司教の近この衛え隊たいとしての性質を帯びていた。風の噂うわさによると、入隊条件は、自らの家族──親兄弟、妻や子供──を神への生いけ贄にえに捧ささげることだといわれた。つまり、自分の命以上に惜おしむべきものを捧ささげることができるほどに神を信じ、神を愛して、その代弁者たるハーディンに従うことができる者のみが、入隊を許されたというのだ。

　諸国連合軍側の視点からすれば、『狂きよう信しん者しやの集まり』以外の何者でもない。

　ランドール敗戦後も解散せぬまま大司教の手を離はなれた彼かれらは、過激派組織として領内外で活動した。まだランドールに連合軍側の陣じん営えいが点在していたころはこれを襲おそい、また一部はアルギアに渡わたると散々に暴れまわって、エレィノアの統治を遅おくらせたともいう。

〈月の牙きば〉はハーディン、コンラットの遺志を継ついで、

「この世にふたたび神をおろす」

　と公言していた。

　そんな過激派組織にディラ・ロゴス勢の一部が加わったという。

　彼かれらにはもはやロゥラの声は届かない。ハーディンの娘むすめだからという理由だけでは彼かれらの狂きよう信しん的てきな信しん仰こうを崩くずせない。ましてや王家を敵視しているのだから、それと結びついたロゥラ派をも敵と見定める恐おそれもある。

　だから、「お嬢じようさまは焦あせっておられる」とイシスはいう。

　悩なやみの種が尽つきないのはギュネイばかりではないらしい。

　先ほどロゥラとの会話のなかで出た、酔よっぱらった司祭との喧けん嘩か話ばなしなどはまだ笑い話で済んだのだが、しかし表おもて沙ざ汰たになっているいざこざなどは氷山の一角に過ぎなかった。〈月の牙きば〉に合流した者たちは例外としても、王国に残ったディラ・ロゴス勢だって、まだまだ王国側との亀き裂れつは根深い。ロゥラが〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を引ひき抜ぬこうとした一幕からもわかるとおり、まだ双そう方ほうが互たがいを『味方』だとは信じきれていない面もある。

　平へい穏おんを脅おびやかす火種はそこかしこにくすぶっているということであり、大局的に見て〈黒こく狼ろうの騎き士し〉にできることはとうにないとしても、眼前の争いを仲ちゆう裁さいするなど、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉にしかできぬことも多々ある、というのもまた事実なのだった。

「〈月の牙きば〉のことは王女殿でん下かにもお伝えしておこう。では」

　ギュネイは一礼してから階段をおりようとしたが、イシスは一いつ瞬しゆん、平素はほとんど感情がうかがい知れない顔にためらいの色を覗のぞかせた。

　まだなにか伝えたいことがある──というよりも、イシスの態度からしてむしろそちらのほうが本命なのではないか。

　ギュネイが無言のままに促うながしていると、イシスは意を決してか、

「もう少々お時間をいただいてよろしいですか、〈騎き士し〉どの」

　といった。




　イシスは見た目、妙みよう齢れいの美女だが、この女性が人じん狼ろう族ぞくであるということはすでに王女ミネルバから聞かされている。狼おおかみと人間の魂たましいをあわせもっている種族で、人犬であるリーリンと同じく獣けものの姿に変身することができる。また常じよう人じん離ばなれした身体能力を有しているのは、以前ギュネイも目もく撃げきしたとおり。

　そのイシスに、塔とうの下層部にある部屋に案内された。促うながされるまま先に入ると、室内には二人の男がいた。相手が十字を切って挨あい拶さつをするのをギュネイは何気なく応じてみせたが、

（ま、まさか、三人がかりで来る気じゃないだろうな）

　実際は気が気でなかった。確か、ウー・フォン、ラー・フォンという名の兄弟だ。気の毒なくらいに瘦やせ細ほそってはいるが、実際はこのどちらもが卓たく越えつした戦士であるのもこれまたギュネイ自身が経験したとおり。

　まさか、とは思いつつも、一応ギュネイはイシスが入ってくるのを待ってから水差しを取りにいく振ふりをして、ごく自然ななりゆきで出入り口にいちばん近い位置に陣じん取どる。

「われわれ、双そう蛇じや兵へい団だんについては〈騎き士し〉どのもご存じかと思われますが」

　さっそくイシスが切り出した。

「ああ」

　コンラットが終戦間ま際ぎわに設立した兵団の名だ。そのうちのひとりは、王女を除いてはギュネイがもっとも長く接したランドール人であり、そしてつい先ごろに別れを経験したばかりだった。

「双そう蛇じや兵へい団だん設立の目的はいまでいう『六英えい雄ゆう』に相対するためであり、終戦後は、彼かれらを暗殺すべく活動をつづけていました」

「聞いている。成功例はなかったようだが」

「終戦後、六人のほとんどの消息が不明であり、ディラ・ロゴスから四方に散った同志たちがまずやらねばならなかったことは、各地にて情報を集めることでした。しかし長いこと手がかりひとつ摑つかめぬまま。ただひとつ、噂うわさていどの情報でしたが、〈竜りゆう戦せん士し〉らしき者が出しゆつ没ぼつするという場所があり、そこには実行部隊が向かわされました。が……、ただひとりの生き残りが報告するには、返かえり討うちにあった模様です」

「ほ、ほう」含ふくんだばかりの水を吐はき出だしそうになって、ギュネイは危あやうくこらえた。「……そうか、そう、さすがであるな、〈竜りゆう戦せん士し〉。うむ、強敵だ」

　そういえばあのときギュネイを襲おそってきた者のなかに、ひとり討うち損そんじた──というより、見み逃のがしてやった人物がいた。情報はすでにイシスらの耳に入っていたわけだ。

「当然、各地の同志からの報告には、六英えい雄ゆうの誰だれそれを討うち取とったどころか、その所在を摑つかんだというものすらありません。が──、六人のうち、ただひとり、最初から居場所がわかっている人物がありました」

　ギュネイは一いつ瞬しゆん呼吸を止めた。誰だれのことをいっているかはすぐにわかった。同じ種類の懸け念ねんを抱だいたことがあるからだ。

「エレィノア国王女、エリシスのことだな」

　ギュネイが注意深くその名をいうと、「はい」とイシスが頷うなずく。

「〈純潔の聖女〉だけは国に帰ったことがはっきりわかっていました。エレィノアに潜もぐり込こませている間者の報告からもそれはあきらか。なにせ首都における戦勝パレードの先頭にいたくらいですから」

（無理をしたんだろうな）

　ギュネイは胸のとある部分が痛むのを感じた。大勢の人前で愛あい想そを振ふるのが決して得意な女性ではない。しかしエリシスはもともと国のとある事情に関して、いまのギュネイ以上に胸を痛めていた。それを少しでも晴らせればという思いもあったろう。そんな懐なつかしさと痛ましさにふけりかけたギュネイを、

「居どころがわかっている相手なればこそ、確実にしとめたい」

　イシスは冷やりとさせるようなことをいった。

「──コンラットさまはそうおっしゃいました。また、ランドールと敵対した国のうち、エレィノアはもっとも力のある国です。エリシスはその国の王女であるのに加えて、いまや諸国の英えい雄ゆうであるから、警護も相当に厳しいはず。この二つの理由において、エリシス暗殺の任に選ばれるのは双そう蛇じや兵へい団だんのなかでもっとも手て練だれの人物であろう──と皆みなが考えていました」

「もっとも手て練だれというのは？」

「バァルという男です。すでに老域に差しかかってはいましたが、神から授さずかった奇き跡せきの力にもっとも優すぐれていた。しかし、バァルはアレフの足そく跡せきを追う任のほうに就つかされました。代わりに王女暗殺に選ばれたのは……、われわれとて実態がまるでわからない男だったのです」

「わからない？」ギュネイが目をみはった。「兵団の人間ではないという意味か」

「それまでは、おそらく。ただ、コンラットさまが暗殺の任を皆みなにいいわたされたあのとき、その男に対してこうおっしゃったのを覚えています。『エンダー、ついに、おまえの力までも当てにせねばならなくなった』と」

　ここで、兄きよう弟だい拳けん士しのうち、兄のウー・フォンが口を開いた。

「そう。それに確か、こうもいわれていた。『エンダーよ、おまえほどの男にこのような人殺しを命令せねばならぬわたしを軽けい蔑べつするがよい。だが、わかってほしい。すべては神の御み子こたるおまえが、おまえにふさわしき御み世よに降り立つそのときのためなのだ』と」

　静せい寂じやくがそのとき場を支配したのは偶ぐう然ぜんではないだろう。なにやら冷たい滴しずくが首の後ろに滴したたった気がして、ギュネイは身み震ぶるいしそうになる。

「『神の御み子こ』」

　とギュネイが口を開いたのは、ややあってから。

「コンラットの言動を考えるに、冗じよう談だんや酔すい狂きようでそう呼ぶはずはない。真実、コンラットにそうまでいわしめるほどの人物だということか」

「……だというのに」イシスが怪け訝げんな感情を目の辺りににじませた。「終戦間ま際ぎわまで実戦にも投入されず、コンラットさまのお近くに仕えていたわれわれとて、その存在をそれまで知らされずにいた。奇き妙みような……あまりに奇き妙みような男です」

　弟のほうのラー・フォンが深く頷うなずいて、

「『王女をしとめよ』とコンラットさまがご命令されたとき、エンダーは『確実に』とだけ応じた。気負いも緊きん張ちようもなく、まるでまどろみのなかにあるような表情に思えた。事の重大性がわかっていなかったのか、ただ単に実感をつかめていなかったのか。いや……というより、そもそもあの男、本当にあの場にいたのか？」

「どういう意味だ？」

　とはギュネイだけでなく、その他の二人も同様に抱だいた疑問だったらしい。三人の見つめる先でラーはつづけた。

「われわれは武人として極限近くまで心身を鍛きたえあげた自負がある。人間の気配を感じる感覚は特に鋭えい敏びんだ。たとえばこの場に暗殺者が潜ひそんでいたとしても、天てん井じよう裏うらに隠かくれていようが、地面に潜もぐっていようが、われわれならばその息いき遣づかいを、心臓の鼓こ動どうを、影かげを引きずる音すらも聞き取れよう。だが、その者には、なにも感じなかった。確かに呼吸はしている、心の臓も脈打っている、影かげもある。だというのに、まるで絵画に描えがかれた人物であるかのように、あまりに印象が薄うすかった。兄者、イシス、あの男の顔を思い出せるか？」

　そういわれて、人じん狼ろう族ぞくの女と類い稀まれな拳けん士しは弾はじかれたように顔を見あわせた。

　またも静せい寂じやく。

　ギュネイの脳のう裏りに、名前のみが明かされた人物の姿が、炎ほのおに照らされた影かげのようになって揺ゆらめいた。ギュネイのよく知る少女の背後に音もなくあらわれた影かげは、光をまったく反射せぬ、これも影かげのような刃やいばを取り出すと、やおら振ふり向むいた少女に悲鳴ひとつあげる間も与あたえずに、胸から腰こしにかけてを一いち撃げきする──。

　後ろへよろめいた少女が、次いで、腰こしから下の支えを失って前のめりに突つっ伏ぷした。

　ギュネイの想像だ。しかし、倒たおれた箇か所しよから広がっていく血のりの鮮あざやかさはどうだろう。ローブがその色にぐんぐん染められていく光景は、際きわ立だって生々しい。それを、実際、ギュネイは見たことがあるからだ。

　カッと頭の後ろに強い陽ひ射ざしが降り注いだような錯さつ覚かくがした。あれは夏。なおも広がりゆく鮮あざやかな赤。

「〈騎き士し〉どの？」

　イシスの不ふ審しんげな声と眼まな差ざしに、ギュネイははっとなった。陽ひ射ざしは生身の感覚から一いつ瞬しゆんにして切きり離はなされたが、血のりの色は瞼まぶたに焼きついたようになって離はなれない。

「……そのエンダーという男から、一度でも報告はあったのか」

「いいえ」イシスはかぶりを振ふる。「エレィノアのほうで騒さわぎが起こっていない以上、まだ事は起こしていないようですが。しかし、今日明日にはわかりません」

　つまりは、今日か明日にも、

「エレィノア王女が何者かに暗殺された」

　という報がランドール中を駆かけ巡めぐっても不思議はない、ということだ。

　イシスたちもまさしくそれを危き惧ぐしている様子だった。もともとは六英えい雄ゆうを斃たおすために集められた彼かれらであったが、いまとなっては──コンラットが命を落とし、旗はた頭がしらであるロゥラともども王家と和解したいまとなっては──この暗殺の成功が望ましくないと思っているのだ。いうまでもないことながら六英えい雄ゆうはランドールを除く諸国の誰だれからも慕したわれている。エリシスが暗殺の刃やいばに倒たおれれば、必然、それはランドールの仕業ということになり、諸国が悲ひ憤ふんの声を揃そろえて大だい進しん撃げきの構えを見せるのも、また必然。

「兵団の誰だれかをエレィノアに派は遣けんして、エンダーを制止できないか」

　ギュネイがいうと、イシスは同意して、いまのところ手が空いている二名の団員を向かわせるといった。もちろんその二人とも凄すご腕うでではあるらしいのだが、

（相手は顔さえわからない男だ。未然に発見することはできないから、その二名はエリシスのほうを四六時中見張っておく必要がある）

　エリシスやエレィノア本国にいっさいを打ち明けて、王女を守る体制をととのえさせるか？　いや、短期間で警備を大おお掛がかりにしようとすれば、関わる人間がいたずらに多くなる。エンダーなる男が潜もぐり込こめる隙すきが大きくなろうし、そもそも、エレィノアという国の性質上、ランドール人の言葉などまともに受け取ろうとしない可能性が高い。

　またしばしの沈ちん黙もくがあったのち、

「わかった」とギュネイは兜かぶとを上下させた。「よく伝えてくれた。こちらのほうでも手を打っておこう」

　イシスたちは一礼した。その胸中も複雑なところだったろうが、正直、ギュネイには彼かれらを慮おもんぱかってやれるほどの余よ裕ゆうはない。すぐさま階段をおりて塔とうから脱だつした。足早になったつもりが、一歩ごとに足がもつれて、かえって時間がかかった。その不安定な足取りのまま城じよう壁へきをぐるりとまわる。

　見える範はん囲いに誰だれの姿もないことを確かく認にんした途と端たん、ギュネイは鎧よろい兜かぶとを解くと、城じよう壁へきに背中を預けてその場にへたり込こんだ。

　呼吸は荒あらく、目は大きく見開いている。閉じるのが怖こわかった。瞼まぶたの裏にこびりついた鮮せん血けつの赤をどうしても見ずにはいられないから。

　それから、あわてて立ちあがった。こんなところでへたり込こんでいる場合ではない。いますぐに発たたねば。部屋に大急ぎで戻もどって、剣けんを腰こしに差して、宿裏手の厩きゆう舎しやから馬を引いて、そして──。

（そして、どこへいく？）

　ギュネイは愕がく然ぜんとなって、身動きを止めた。

　あの安酒場で、やっとのことで考えをまとめあげたはずだった。おれはもう少し長くランドールにとどまっているべきだ、と結論づけて、そしてそれが嬉うれしい、と自分でも思ったのではなかったか。それが、長い葛かつ藤とうと思考の末にようやく摑つかんだ指針ではなかったのか。

　だというのに、もう自分の気持ちはこの国を離はなれて、エレィノアへ旅立とうとしている。

（くそっ！）

　ギュネイは髪かみを搔かきむしりながら、地面を鋭するどく蹴けりつけた。

（エレィノアには、ケイオロスが向かってくれたはずだ。そう、『六英えい雄ゆう』が二人も揃そろっている。なら大だい丈じよう夫ぶだ。なあそうだろう？　なにせおれたちは世界を救ったんだよ。暗殺者ひとりくらい訳ないはずだ。そうだろう？）

　懸けん命めいに自身を納なつ得とくさせようにも、この場に立っていられないほどの焦しよう燥そう感かんをなだめることはできない。瞼まぶたの裏側にはなお鮮せん血けつに染められていくローブの色。そして一いつ瞬しゆんだけ斜ななめによぎったのは、星空の光景。大小の宝石をありったけ空へぶちまけたようなあの夜、ギュネイははじめてエリシスの肩かたを抱だいて、そしてお互たがいに震ふるえる唇くちびるを触ふれあわせたのだ──。

　鼓こ動どうが大きく高鳴った。心臓ごと身が引ひき裂さかれそうな思いがした。いいや、いっそ引ひき裂さかれてしまえばいい、とも思った。そうすればランドールにとどまったまま、半身はエレィノアへと飛ぶことができる──。

　もう一度、ギュネイは土を蹴けりあげていた。
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「確かに」とミネルバ・ディオン・ランドールは顎あごを引いた。「わたしの耳にも、〈月の牙きば〉とやらの噂うわさは数々入っています」

　領内のあちこちから大勢の人間が合流しているのはこれまで述べたとおりだが、彼かれらのうちの半分ほどが、土地土地で〈月の牙きば〉の暗あん躍やくをやはり噂うわさで聞いていたり、あるいはその目でじかに見たりしていた。

「つまり、無視できない規模で領内を荒あらしまわっているということ」

　会議室には、王女のほかには〈黒こく狼ろうの騎き士し〉ひとりきりだった。ミネルバは窓まど際ぎわにて昼の陽ひ射ざしを面に浴びながらつづける。

「彼かれらはハーディンの遺志を継つぐとして、神の再臨を目的にしていると公言している模様。それに加えて、国内に残った僧そうたちの大半が応じたコンラットの檄げきを無視してまでも独自に行動していたことからして、中心人物の求心力がうかがわれる。どころか、ディラ・ロゴスにいた僧そうの一部も、王家との和解を承服しかねて〈月の牙きば〉に加わったとか。いまや、諸国を敵と定めて神の降臨を目的とする狂きよう信しん者しやたちの受け皿になっている。なんとも厄やつ介かいな連中です」

「ええ──」

「情報を集めたところ、ここからいちばん近いところでは、バン＝シィの南、オクイルの谷にある砦とりで跡あとを〈月の牙きば〉が占せん拠きよしたようです。その砦とりでからにらみを利きかせて、谷や山中の集落を脅おどし、食しよく糧りようや金品を強ごう奪だつしているとか。さらには『儀ぎ式しき』のための生いけ贄にえをも要求しているという話もあります。領土を荒あらす無法者となんら変わらぬ仕し儀ぎだが──」とここでミネルバは一いつ拍ぱくの間を置いて、「〈騎き士し〉どの、聞いておられますか？」

「はいっ？」

　ギュネイが素っとんきょうな声をあげた。普ふ段だん、黒い鎧よろい兜かぶとを身につけている際には決して発さないだろう声だ。ミネルバが目を丸くしたのに気づいて、

「も、もちろん」ギュネイは咳せき払ばらいをして、あわてて重々しい態度を取りつくろった。「聞いておる、聞いておりますとも」

「〈月の牙きば〉の話を先にされたのは〈騎き士し〉どののほうですよ。それなのに、さっきからなんだか心ここにあらずといったご様子」

「そ、そんなことはない。〈月の牙きば〉が厄やつ介かいであるとわたしも思えばこそ、こうして王女にご相談させていただいているのだし、いまもその対応を考えていたところです」

「ほう、どう対する？」

　見えざる目で、半ば揶や揄ゆするように見やったミネルバに、ギュネイはもう一度咳せき払ばらいしてから、

「われわれに、出しゆつ陣じんの許可をお与あたえいただきたい」

　早口でいった。

「ディラ・ロゴスから逃にげてきた、という体てい裁さいをつくろって、こちらから司祭級の人間を〈月の牙きば〉に接近させます。わたしとクルス、それに少しよう数すう精せい鋭えいが彼かれらに雇やとわれた護衛兵の振ふりをする。上う手まくアジト内に入れれば、〈月の牙きば〉の全容解明につながる手がかりを得られるやもしれません。結果的に彼かれらと戦うことになるかどうかはそのとき次し第だいですが、王女には、三百ほどの手勢をバン＝シィにて待機させていただきたい。後ご詰づめとして使うこともあり得ます」

「相変わらず、危険な橋を渡わたるというのに事もなげにいう」

　王女は薄うすく笑ったが、ギュネイの話は終わらなかった。

「もしもオクイルから〈月の牙きば〉を追いやることができたなら、後ご詰づめを増員して、ともに街かい道どう沿いの土地をならしましょう。現在、王女の影えい響きよう力りよくが行使できる範はん囲いは、バン＝シィとカノンにいたる道筋に限られていますが、こちらの兵力も多少は増しています。すなわち手の届く範はん囲いを広げられるということ。カノン、オクイルに臨時の領主と兵を置き、王城との連れん絡らく網もうを構築できれば、ランドール中央もいま少しは安定します。そしてそこまでに至れば、周辺にある土地の様子も変わるはず。たとえば、遠方の城に篭こもる領主、空白地を支配している者どものなかからも、ミネルバ王女の指導力を認めて王家に合流しようとする者も出てくるでしょうし、あるいはなんらかの地位と引ひき換かえに土地を譲ゆずろうとする者もあるでしょう」

　ミネルバはぽかんとなった。あくまでも計画のひとつとして提案しているかと思いきや、〈騎き士し〉が今日明日にでもこれをやろうとしていることに気づいたのだろう。

「以前もいった覚えがあるが。……〈黒こく狼ろう〉よ、いささか、気が急せいておられませんか」

　ギュネイはかぶりを振ふって、

「急ぐべきことなのです」

　と断じた。

「ミネルバ殿でん下かは、バン＝シィにて王家の人間として檄げきを発されました。そのお膝ひざもとにほど近いオクイルを無法者どもの支配下に落ちたまま放置していたのでは、王家の威い信しんにかかわります。さらにこの行動には、一応のこと味方に引ひき込こんだロゥラ派と、〈月の牙きば〉のごとき狂きよう信しん者しやたちをはっきり区別する目的もあります。ロゥラは大神官の娘むすめではあるものの、現在は神の教えを正しく継つごうとしているからこそ王家とともにあるのであり、邪じや神しんをおろして世界を業ごう火かで屈くつ服ぷくさせようとした一派とは別物であって、さらには敵ですらある、ということを〈月の牙きば〉と戦うことで明確にする。そしてこれはロゥラ派のみならず、各地から集つどった人々に共同で作業をやらせるいい機会です。後ご詰づめの部隊、それに土地をならす兵隊は、なるべく多くの陣じん営えいから募つのりましょう。彼かれらが同じ旗の下に集つどっているという意識を共有させ、なおかつ勝利を体感させることが、王女への求心力を高める意味でも大事となる」

〈騎き士し〉には珍めずらしいほどの早口で畳たたみかけた。が、

「いちいちお言葉はごもっともなれど、しかし」

　その珍めずらしい態度にいっそう不ふ審しんを覚えてか、王女は顎あごに指を置いて考かんがえ込こむ仕草を見せた。ギュネイはなお引かず、

「──姫ひめ。どうかお許しを頂きたい。わたしは、これをひとまずランドールにおける最後の仕事としたいのです」

　とまでいった。

　唐とう突とつに降りた沈ちん黙もくは金属質の冷たさを感じさせた。

「どういうことです？」

　王女が窓辺から離はなれて〈黒こく狼ろうの騎き士し〉と正対する。本題がこちらにあるとは理解したのだろう。ギュネイも改まって直立した。

「オクイルであるていど仕事が一段落したら──、王女殿でん下か、お暇いとまをいただきたく存じます」

　窓の外では、冬を待つ淡あわい色の空に、雲がゆったりと流れていく。

　窓まど枠わくで羽を休めた鳥のさえずりが聞こえること数タルン。

「お暇いとま」

　とミネルバはいった。

「あなたが王家から、教会、もしくはほかの貴族に鞍くら替がえするとも考えにくい。それはランドールを離はなれるという意味ですか？」

「はっ。いまやランドールには憂ゆう国こくの士しが多数集つどっております。一方、わたしはいまだ名も顔も明かせぬ身。王女のおつきとしての立場にしばし甘あまえて参りましたが、わたしのような、ランドールに骨を埋うずめる意志も覚かく悟ごもない人間は、祖国の復興を願う人々にとってはまことの同志たり得ず、いずれは彼かれらから猜さい疑ぎ心しんをも招くでしょう。疑いの心は恐きよう怖ふや敵意に移ろいやすいもの。しまいには王女の身に危険がおよぶ危険性とてある。ここが潮時かと」

　ギュネイは一礼した姿勢をそのまま維い持じした。

　ミネルバは目を伏ふせて、無言になった。なにかいおうとして唇くちびるを開くたび、思いなおしたように口をつぐむ。

　王女の返事を待ちつづけるギュネイの鼓こ動どうは騒さわがしかった。

（唐とう突とつ過ぎたように聞こえたろうか）

　もっと自然な流れで切り出すつもりではいた。いや、そもそもの話をするなら、いまここで切り出すつもりではなかったのだ。今日はとりあえず〈月の牙きば〉の脅きよう威いを王女と共有する。その後、会談を重ねる過程で「自分がオクイルへいく」という計画を提案して、その計画が具体性を帯びはじめた段階で「これを最後にする」と打ち明ける心づもりだった。

　が、気がつけば、計画の一いつ切さいから暇いとま乞ごいにいたるまで、一気にしゃべってしまっていた。王女がいう「気が急せいている」どころの話ではない。

（馬ば鹿かめ）

　ギュネイはとことん自分を呪のろいたくなった。昔から同じだ。いったん「こう」と決めると内側に溜ため込こんでおくことができない。

　が、ミネルバならば──自分の正体を詮せん索さくもせず、半ばは酔すい狂きようのつもりでそばに招いて、利用しがいのある『剣けん』のように自分を使ってくれた王女ならば──、きっとこちらの心情を汲くんでくれるはずだ、という思いもあった。

「そうか。これまでほとんど見かえりもないままによく仕えてくれた。ご苦労」

　そういって、笑え顔がおや少々の褒ほう美びとともに〈騎き士し〉を見送ってくれるのではないか。

　そんな淡あわい期待を抱いだくほどには、王女と心を通わせてきた実感があった。

　だから、

「許しません」

　目をあげたミネルバがはっきり紡つむいだ言葉に、ギュネイははっと顔をあげた。

「ゆ、許さぬ、とは？　〈月の牙きば〉の討とう伐ばつのことですか。それとも……」

「あなたがランドールから──いいえ、わたしのもとから離はなれることなど、許しません」

　いったん目を逸そらしたミネルバだが、すぐにまた〈騎き士し〉を正面から見み据すえる。

「あなたのいうこともわかります。自分に力なきときは、相手が誰だれであれ自分を庇ひ護ごしてくれる力を求める。しかし安全が一定ていど保障されれば、今度はその姿なき『力』に危険を感じるもの。素す性じようもわからぬ人物が王家にもっとも近しい立場にいたのでは、いずれランドール人の団結にほころびが生じかねない、という懸け念ねんも至し極ごくもっとも」

「な、ならば」

　ギュネイがなにかいおうとするのを、ミネルバは「聞きなさい」という風に手で制する。まこと、生まれながらにして選ばれた人物ならではの風格を漂ただよわせる仕草だった。

「しかし、ほころびというなら、いまここであなたが突とつ然ぜん姿を消した場合に生じるほころびとて、決して小さくはないはず。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の存在感は、きっとあなたが考えている以上に大きなものなのです。よくも悪くもね」

「…………」

「王都に集つどった大勢の貴族、武人たちが、まず自分たちの地じ盤ばんを固めるためになにをしているか。隣となりの人物が敵になるか味方になるかを見み極きわめたり、兵を雇やとうための金策に走ったり、外国との縁えんを持つためダスケス王子に接近するべきかどうか頭を悩なやませたり、あと、わたしへ贈おくり物ものをするために好みの食べ物や宝ほう飾しよく品ひんを調べようとしたり。まあ、要は情報収集です。そして、彼かれらがもっとも熱心に調べあげようとしているのは──王家最後の生き残りたるわたしのことなどではない、そう、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のことなのですよ」

　ミネルバはもう一度窓まど際ぎわに目をやった。まだ小鳥たちの姿はある。若じやつ干かん、陽ひは翳かげったようだ。そうなると室内が急に冷ひえ込こんだように思われた。

「バン＝シィやカノンの民たみたちが、街を守ってくれた英えい雄ゆうだと讃たたえているのはわたしの名などではない。ダスケス王子ブルートが虎こ視し眈たん々たんとランドール玉座を狙ねらいながらも、強きよう攻こう策さくに出られないでいるのは、これもわたしではない、別の誰だれかさんをもっとも警けい戒かいしているから。ディラ・ロゴス派とてそうだ。コンラットを討うった人物を恨うらむ者も少なくないだろうが、同時に、〈黒こく狼ろう〉そのものとなったコンラットをも屈くつ服ぷくさせて、その遺ゆい言ごんを受け取った人物を警けい戒かいし、あるいは畏おそれの心をも抱いだくからこそ、慎しん重ちような態度を取っている。──おわかりですか？　数多くの思おも惑わくを孕はらみつつも、いまのバン＝シィがまだかろうじて平安を保っていられるのは、それらの思おも惑わくの中央に、あなたがいるからなのです」

　盲もう目もくの姫ひめは、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の心臓の位置にぴたりと指を突つきつけた。ギュネイは直立したまま動かない。

「……もちろんわたしとて、国の平へい穏おんをいつまでも見ず知らずの人物に委ねておいていいはずはない。いまもっとも地じ盤ばんを固める必要があるのは、武人や貴族たちではなく、わたしのほうだ。口ではなんとでもいうだろうが、人々とて、王なき王家にいつまでも盲もう目もく的てきに従ってくれるはずはない。わたし自身の存在感と器量を高めて、仕えてくれる者には褒ほう美びを用意して、そしてともに目指すべき『未来』を提供しなければならない。言いい換かえるなら、いまのままのわたしではまだ荷が重い。なにせ新しく城に仕えてくれる人たちに払はらえる禄ろくとて不足しているくらいだ。──時間が欲ほしいのです。その時間を得るためには、いまこの平へい穏おんを維い持じせねばならず、そしてそのためにはあなたの存在が不可欠になる。ただ一点のほころびも許してはならないこの時期にあなたを欠いてしまえば、それこそがもっとも大きなほころびになってしまう。どうか、〈騎き士し〉よ。いましばらくは、わたしの傍かたわらにとどまってくれないか」

　駆かけ引ひきなどはない。率そつ直ちよくな王女の本音だ。ギュネイにもそれはわかる。ほんの数日前の彼かれならば、

（過分のお言葉、恐きよう縮しゆくいたしました。どれほどの力になれるかはわかりませんが、いましばらくは王女の『剣けん』でありつづけましょう）

　と膝ひざをついたかもしれない。が、ギュネイとてずっと頭を悩なやませつづけてきた。ミネルバが口にした内容などは、いってしまえばとうに承知している。そのうえで考かんがえ抜ぬいた。そしてそのうえで結論を出していた。

「申しわけありません、王女」

　硬かたく、こわばった声でギュネイはいった。

「王女のおっしゃることもごもっともなれど、しかし、わたしがここを去るのは、それがもっともランドールのためになるだろうと信じればこそ。決して、この国を見捨てることなどは……」

「『見捨てる』だと？」

　ミネルバは鋭するどい語気でギュネイの言を遮さえぎった。

「まさにそのとおり。あわれ、亡国の都は、ただひとりの剣けん士しの手で支えられている。そしてそのただひとりの剣けん士しに見捨てられては、あとは滅ほろぶしかないということだ！」

　言い放ってから、ミネルバは自らが指し摘てきした現状におかしくなってか、鼻で笑った。ほどなくして、急にこらえきれなくなったように大声で笑いはじめた。驚おどろいたのはギュネイばかりではなかった。窓まど際ぎわにたたずんでいた小鳥がぱっと羽根を羽ばたかせて去っていく。

　王女は白い喉のどを反らしてひとしきり笑ったのち、ふたたび〈騎き士し〉を怖こわいくらいの眼まな差ざしで見み据すえると、

「であればこそ、なおのこと許さぬ」

　といった。

「王家の人間として、それを許すことはできない」

　激情に駆かられながらも、妙みように白々とした王女の顔は、ギュネイがはじめて見るものだ。気け圧おされそうになるのを、ギュネイも無意識のうち、兜かぶとの奥おくで目もとに力を込こめて抵てい抗こうする。

　無言のにらみあいがつづいた。

　戦場とはまた種類のちがう緊きん迫ぱく感かんがあった。剣けんや槍やりでは到とう底てい太た刀ち打うちできぬこうした局面に、ギュネイはいまだ慣れない。

　どれほど経たったろう。なにかきっかけのひとつもあったわけではないが、先に「ふうっ」と肩かたの力を抜ぬいたのは、ミネルバのほうだった。

「許さぬ……といったところで、わたしに、あなたを止められる権限も、力もあるわけではない。わたしが手をまわして門を閉ざし、兵を集めたところで、きっとあなたならわけもなく出立してしまうでしょう。だけど、そうわかっていても、わたしは王女としてあなたに命じます。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉よ、わたしの許しなくしてバン＝シィを離はなれることはならぬ、と」

「お、王女」

「さぞ勝手ないいぶんだとお思いでしょう。あなたはこれまで見かえりも求めず、ただ王家のために──いいえ、苦境に喘あえぐ大勢の民たみのため、いってしまえば『善意』でわたしどもを助けてくださった。そんなあなたにどのような事情があるかは聞きもせず、ただ命令をもってあなたの行動を封ふうじようなど、確かに身勝手以外の何物でもない。……でも」

　ミネルバは唇くちびるの端はしをきつく嚙かみしめた。あたかも言葉を探さぐるような間があってから、

「あなただって、あまりに身勝手じゃありませんか」

　ミネルバが首を小さく左右に振ふりながらそういったとき、ギュネイはなぜか半歩ほどあとずさった。

「顔は見せられぬ、名も明かせぬ、ランドール人であるかそうでないかも教えられぬというあなたは、いきなりわたしどもの前にあらわれて、そして、どのような褒ほう美びの品も釣つりあわぬほどのご活かつ躍やくを見せた。もし──、虜りよ囚しゆうの身からわたしを解き放って、バン＝シィの民たみをダスケスの横暴から救ってくださったあのときに、あなたが言葉もなくわたしの前から去っていたのなら、わたしは引き止めることも、人を使って探させることもなく、ただもう、これ以上もないほどの感謝の祈いのりを神に捧ささげていたでしょう。『ああ、神さま、ありがとうございます。一度はあなたにさえ歯向かおうとした愚おろかなわたしどもに、最後のご慈じ悲ひを与あたえてくださって、ありがとうございます。あなたが遣つかわせてくださった善良なる〈騎き士し〉にどうかこのうえもないご加護がありますように』と。あとのことは、わたしどもがやらねばならぬこと。たとえこの首を断頭台に捧ささげてでも、諸国に公平な統治をお願いする所存でありました」

「──」

「だけど、あなたはそれでは去らなかった。カノンの地をフォーゼから奪うばいかえした。ふたたび邪じや神しんを地上に招かんとするコンラットの妄もう執しゆうをも打うち砕くだいた。お飾かざりですらなかった、ただ『王女』という肩かた書がきのみが食い物にされるところだった、このちっぽけなミネルバのもとに大勢のランドール人が集つどうところまで来た。わたしとて、『未来』というものが見えてきた。ただこの首を捧ささげるだけではあり得なかったはずのものが、わずかに見えてきた。あなたほどの人物がわたしのそばにいてくれる、そして同じ『未来』を目指してくれるならば、きっと、いまよりももっと大勢の人間を救える。ただ悪行の報むくいとして踏ふみにじられるだけでない結末がきっとある。そう思えはじめたこのときに──、あなたは突とつ然ぜんいなくなるという。これまで何度だってその機会はあったろうに、なぜ肝かん心じんないまになって！　どうしていきなりあなたの『善意』が終わるなどということがあるのです！」

　最後は涙なみだまじりの叫さけび声ごえとなった。

　ギュネイはあたかも槌つちで兜かぶとを強打されたような痛みを味わって、顔を伏ふせる。

（『善意』）

　などではない、という思いがある。

（一国を討うち滅ほろぼしたにも等しいのに、その後の責任を担になってこなかった）

　という、ある種の後ろめたさがギュネイのこの国における行動を決定づけてきた。

　ギュネイには、いわゆる大局的なものの見方がそなわっていない。戦いを通じて成長したとはいっても、そうした知見を得られる機会などは自ら捨て去ってきた。顔をずっと隠かくしてきたからか、六英えい雄ゆうと讃たたえられるようになっても、〈竜りゆう戦せん士し〉などは自分ではない別人のようにも錯さつ覚かくしてきた。

　だからだろう。世界を救った英えい傑けつにも似ず、眼前で苦しんでいる人があったとき、

（ここで助けられる命を助けないのは、後ろめたい）

　という感覚で剣けんを取ってきたのは。道みち端ばたで倒たおれている子供や老人に手を差し出す感覚と基本的には変わりない。

　だから、正体を隠かくした〈黒こく狼ろうの騎き士し〉がほとんど無む償しようで命を懸かけるのに、

（こいつにはいったいどのような目的、企くわだてがあるのか）

　と、ランドール人がいくら推測を巡めぐらそうとも、ギュネイの行動原理に近づくことすらできない。現段階でギュネイにもっとも近しい王女とて、『善意』と受け止めることでしかギュネイを理解できないから、思いはすれちがうばかりなのだ。

「国を窮きゆう地ちから救った英えい雄ゆうと讃たたえられながらも、人知れず旅立つ？　さぞ美談のおつもりなのでしょうけれど、どのような晴れがましい活かつ躍やくとて、取ってきた行動には責任がある。それをすべて投げ打って、『どうせこの国に未来はない』と逃にげてしまうおつもりか？」

「に、逃にげるとは心外な」

　徐じよ々じよに、そうしたすれちがいが、二人を感情的にさせていくのに、若い当人たちは気づかない。

「自分の責任から逃にげまいとするからこそ、です。すべてご説明して差しあげることはできないが、おれのそうした立場は王女には最初からお話ししてあるはず。あなたはそれを吞のんだうえで、おれの力を頼たのみにしたのでしょう。いまになって『いや、それは許さぬ』というのは道理が通らぬ話です」

「道理ですって！」

　ミネルバは目をまん丸にして、肩かたをすくめる仕草をした。

「素す性じようのわからぬ男がその意図も目的も、願望すら告げずに道理の話をするからわからなくなるというのに……ええ、ええ！　いいでしょう、だったらさっさと荷物をまとめて出ていっておしまい。さっきもいったとおり、どうせわたしにはあなたを止めることなどできない。亡国を少しでも長生きさせたことを誇ほこりに思ってさっさと次の戦場にいってしまうがいい。そこで苦しんでいる人をまた救って、悦えつに入いるがいいわ」

「な、なんていい草だ。おれがまるで、英えい雄ゆう気取りをしたいがためだけのように……」

「じゃあ、なぜ！」ミネルバはいよいよ顔を火のように赤く染めて怒ど鳴なった。「なぜ、なんのために、なにが欲ほしくて！　あなたは、滅ほろびる寸前の──放っておけば、どこぞの王の鼻息ひとつで吹ふき飛とぶようなこの国を救ったのだ？　金は要いらぬ、女など要いらぬ、地位も要いらぬ！　だというのに、こんな野や蛮ばんで陰いん惨さんで、銅貨一枚ほどの価値もない国の、やせっぽっちで、世間知らずで、憐あわれなほどにか弱い王女のために、なぜ命を懸かけてまで戦う！」

　あまりの勢いに、ギュネイは声を失った。

　ミネルバははあはあと肩かたで息をしている。厚い雲が天にかかったか、いっそう部屋は翳かげって、いっそう寒々しい空気に浸ひたされた。

「……いえばいい」ミネルバは白茶けた顔で微ほほ笑えんだ。「両手に抱かかえきれぬほどの黄金が欲ほしいのだと。いいや、玉座が欲ほしいのだと。そうでなければ、『邪じや教きよう国こつ家か』ランドール王家最後の姫ひめをたぶらかして、裸はだかに剝むき、酔すい狂きようにも抱だいてみたくなったのだと、噓うそでもいえばいい」

「おれは」

　いえるはずもない。

　瞬しゆん間かん、ミネルバは窓辺にあった花か瓶びんを持ちあげるなり、それをギュネイの足もとに叩たたきつけた。

「とっとと出ていけ、この、とうへんぼく！　出ていかないなら、おまえに乱暴されたってわめき散らすからな！」

　ギュネイはあわてて部屋を飛び出ねばならなかった。

　廊ろう下かの向こうから、やはりあわてた様子で侍じ女じよのターシャが駆かけてくる。花か瓶びんの音や、主人の大声に驚おどろいてか、

「まあまあ、なにがあったのです？」

　目を丸くしていたが、

「知らん！」

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の剣けん幕まくにさらに目をみはることとなった。




「──本当、なにがあったんです？」

　宿に帰ってきたギュネイの姿をひと目見て、リーリンはただちに『異変』を察知したようだ。つきあいの長い従者ならでは──、といいたいところだが、なにしろ鎧よろいを『解いた』瞬しゆん間かんからギュネイの唇くちびるは尖とがっていた。

「なんでもないよ」

　ギュネイは口ではそういうものの、そのあとは壁かべ際ぎわに腰こしかけて、髪かみを搔かきむしったり、何事かを唸うなったりと、まったくもって『なんでもない』ことなどはあり得ない。

「あのう、もしもし？　お話ししたくないならこれ以上は聞きませんが、もしかして、せっかくのご決意をふいにするなんてことはないでしょうね？」
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「それは」ギュネイはすぐさま口を開き、それから視線をさまよわせて、「……いや、リーリンのほうは大だい丈じよう夫ぶだ。もう荷物がまとまっているなら、明日にでもバン＝シィを発たってほしい」

「荷物なんてそうそうありませんけれど。でも……」

「ああ、そうか、人間の姿じゃ駄だ目めなんだ。ひょっとしたら見張られているかもしれないから、宿から出ていく時点で犬の姿になってなきゃ。そうなると、荷物は持っていけないな。おれの書状だけ、お腹なかにでもくくりつけておいてくれ」

「ちょ、ちょっとなんですか、その物ぶつ騒そうな物言いは。どうして〈黒こく狼ろうの騎き士し〉さまの従者が見張られなきゃならないんです？」

「さあ、どうしてだろう」

「あっ！」リーリンは体毛すべてを逆立てるような勢いで、甲かん高だかい声をあげた。「ま、まさか、ミネルバ王女に、ご自分が〈竜りゆう戦せん士し〉だってバラしちゃったんじゃないでしょうね？　あああ、なんてこと。ギュネイさまのことだから、いつかそうするんじゃないかと思ってた。驚おどろかない、ああ、もう驚おどろかない！　とにかくこうしちゃいられない。さっさと宿から出ましょう。裏口からこっそりと……いや、もうすでに軍勢に包囲されてるなんてこともあり得るか。じゃあまず、あの樹きに飛び移って、枝を伝って隣りん家かの庭へ降り立って……」

「だから、リーリンは犬に変身すればいいんだって。おれだって、素す顔がおのままなら誰だれにも見とがめられることなく、正しよう面めん玄げん関かんから堂々と出られるさ」

「あっ、そ、そうか。じゃあ……」

「うん、頼たのむよ。計画どおり、リーリンは先にバン＝シィを出て、エレィノアへ向かってくれ。必ず、おれの書状を六英えい雄ゆうの誰だれかに届けること」

「えっ、あっ──、はい」

　あくまでも物静かなギュネイにリーリンも勢いを削そがれた。

　従者が部屋を出ていってからしばらくして。

　ギュネイはずっと同じ場所で、立てた膝ひざのあいだに顔を埋うめていた。本来ならこうしている時間も惜おしい。いっそのことリーリンにいったように、何食わぬ顔をして王都から出てやろうか、とも思う。構いはしない、王女もそうしろといったはずだ──。

「おまえのままでいてくれ」

　唐とう突とつに、ある女性の姿がギュネイが立てた膝ひざのあいだに揺ゆらめいた。その女性の囁ささやく声が耳もとにこだまする。

「ランドールのため、苦境に喘あえぐ民たみのため、孤こ高こうかつお寂さびしい王女ミネルバ殿でん下かのため、ロゥラさまのため。あなたの剣けんが常に彼かれらの救いとなりますよう」

　半ばは冗じよう談だんめかして、半ばは真しん剣けんに、ギュネイに膝ひざをついて懇こん願がんした女性の姿。

「おれを信じろ、とおまえはいった。それはわたしとの『約束』だ。わたしが信じられるおまえでいろ。ずっと、永遠に──」

　膝ひざの間から幻げん影えいが去ると、ギュネイは唇くちびるの端はしをぎゅっと嚙かみしめた。

　とともに、王女と決別して以降、熱くなる一方だった頭が若じやつ干かんながら冷えてきた。

（王女なら黙だまって見送ってくれると思ったのに。おれの行動が、結果的にランドールのためになる、ということを信じてくれると思ったのに。あれだけランドールのために戦ったっていうのに、たったそれだけのことさえ信じてくれないのか）

　そんな風に、王女や、見とおしの甘あまかった自分に対して、腹立ちのみを感じていたのだが、

（ひょっとして、見み透すかされたんじゃないか）

　新たな思いつきも出てくる。

　これまで何度もランドールを離はなれる機会はあった。王女のいうとおりだ。それでもとどまりつづけた。だというのに、ある意味でもっともバン＝シィが混こん沌とんとしているさなか、いきなり『お別れです』というのは、王女ならずとも不自然だと感じて当たり前だろう。

　そもそも、ギュネイ本人はランドールに残る決心をしたばかりだった。それなのに、あっさりと決意を翻ひるがえした原因はなにか？

　それを改まって自身に問いかけたとき、脳のう裏りを巡めぐっていくのは、ミネルバと同じ年とし頃ごろで、やはり一国の王女の立場であった少女の面おも影かげ。

　ギュネイは、戦っているときとは別の『後ろめたさ』を感じないわけにはいかなかった。

　そうした手前勝手な理り屈くつの推移を、あの聡さとい王女は見み透すかしたのではないか。

　ギュネイはしばらくのあいだ同じ姿勢でじっとしていた。

「エリシス」

　というかすかなつぶやきは、部屋を出ていったばかりのリーリンにも、そして無論、宿の壁かべはおろか、王都の囲い壁へきをも突つき抜ぬけて、山と川と谷をいくつも越こえたその先──エレィノアの首都に辿たどり着つくことなどは決してなかった。




　　　　　　　２




　時間はややさかのぼる。

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉がカノンをランドールの手に奪うばいかえして、およそ半月後のこと。

　舞ぶ台たいはエレィノア王国。

　この地域、複雑な歴史模様によって支配者の名がころころ変わっていたこともあって、エレィノアは、アンバー人が建国した王国群のなかでは比ひ較かく的てき歴史の新しい国だ。が、前大戦でランドールが敗れて、アルギア国が滅ほろんだ現在、大陸でもっとも繁はん栄えいしている国といってもいい。

　気候温暖かつ土地は平へい坦たんで農業に適しており、収しゆう穫かくの時期、かつてアルギアとの国境線であった南の山さん嶺れいから吹ふきおろしてくる風で平原中の麦ばく穂すいがいっせいに波打つ様は、この国の豊ほう穣じようと強さを象しよう徴ちようする一場面だ。

　王都アッシュ・ギネーは湖こ畔はんにある。名の由来となった聖人が身を投げて清めたとされるギネー湖は透とう明めい度どが高く、よく晴れた日の早朝にもなると、西の小高い峰みね々みねとその中腹にそびえる聖堂があざやかに映し出される。そんな日はわざわざ聖堂に赴おもむかずとも、湖に向かって黙もく禱とうするだけで七日ぶんの礼拝がかなうとされていた。

「休日の礼拝を億おつ劫くうがった民たみが、それらしい理由をつけただけですよ」

　イヴァン司教は声を立てて笑った。聖堂の一室から湖を見おろす少女がその慣習をしきりに珍めずらしがっていたので、慈じ悲ひ深ぶかい司教が真実を教えてやっているところだ。

「百年以上も前、聖堂内で起こったとある殺人事件をきっかけに、出入りする人々を厳しく検査していた時期がありましてね。礼拝するにも時間を取られるというので、民衆のあいだにそんな噂うわさが広まったんです。まあ、教会のほうも検査に時間と人手をかけたくなかったので、その噂うわさを黙もく認にんしたんですが。……それにしても王女、そんな古い慣習をいまさら面おも白しろがっておいでとは。旅に出られるまでの十七年──十八年でしたかな？──、いかに王女が信しん仰こうにまつわる歴史に無む頓とん着ちやくだったかのあらわれのようですな」

「ひどいおっしゃりよう。ただわたしは……」

　少女はショックを受けた表情で抗こう議ぎしかかったが、場ば所しよ柄がら、あわてたように太陽をあらわす丸い印を切った。エレィノアにおいての神は太陽神であるとされる。また、俗ぞく説せつによれば女め神がみだとされており、丸い印は女性のふくよかさと、土地の豊ほう穣じようをあらわすものだともいわれていた。

「ええ、すべて司教さまのおっしゃるとおり。このエリシスの不勉強を神に謝罪いたします」

「神はお許しくださるでしょう」司教もまた印を切った。「いかに王家のご息女であり、世界を邪じや神しんから救った〈聖女〉と讃たたえられる身だとて、神の御み前まえで人はみな平等です。敬けい虔けんさと謙けん遜そんを失ってはなりませんぞ」

　イヴァン司教はしかつめらしくいってから、いたずらっぽく右目を閉じた。歳としは六十を超こえているが、長身かつ彫ほりの深い顔をしているため、そうした仕草も絵になる。

（若いころはさぞおモテになったにちがいないわ。実際、そんな噂うわさをちらほらと耳にしたこともあるし）

　内心でそんなことを考えていた少女も唇くちびるをほころばせかけた。

　直後、またこの場に似つかわしくないことを考えてしまった自分を恥はじて、あたふたと印を切った。司教は笑って、

「おやおや。ちと、厳しくいいすぎましたかね。いまの場面を国民のひとりにでも見られたら大変だ。〈聖女〉をいじめた不届き者には天てん罰ばつが下る、と脅おどしの手紙をもらいかねない」

　そんな軽口を叩たたきながらも、恐きよう縮しゆくしきりの少女を慈じ愛あいに満ちた目で眺ながめた。

　純白のローブ姿に肩かたまでかかる金色の髪かみは、すでに国民のなかでも〈聖女〉として定着しているイメージだが、実際に目にすると、

（なんと、こんなにあどけない方であられたのか）

　と驚おどろく者たちも多いはずだ。

　瞳ひとみは空を反射する湖面さながらに澄すんでいて、丸みを残した頰ほおはいつも桃もも色いろに上気しているかのよう。そんな少女がおずおずとした挙きよ措そで丸い印を切る仕草は、まだ修しゆ行ぎようの浅い修道女見習いそのものであり、世界を救った英えい傑けつのイメージからはほど遠い。

　が、二は十た歳ちにもならないこの少女こそが、ランドールの侵しん略りやくと邪じや神しん降こう臨りんを妨さまたげた六英えい雄ゆうのひとりにして、〈純潔の聖女〉、〈導きの少女〉としていまや世界中に名を知られたエレィノア王の長女エリシスであることは疑いもなかった。

「歴史といえば、この湖こ畔はんは、かつてミルド人の特権階級が別べつ荘そうを並べていた土地としても知られています。湖を中心に多くの遺い跡せきが放射状に広がっておりましてな。王女がまだこの地上に生を受けられる前は、国中、いや、世界中から、歴史研究家や学者たちが訪おとずれていたのですよ」

「存じておりますとも」王女はこれ以上不勉強を指し摘てきされまいとしてか、ことさらに声と胸を張った。「北にはミルド人王家の離り宮きゆうがあり、山を越こえて西には広々とした公衆浴場、現在エレィノア王城のある場所近くの地下には大神殿があったといわれています。ほかならぬ司教も熱心な研究家のおひとりだったとか」

「ええ、ええ。あのときは楽しかったですよ。毎日汗あせと土にまみれて、そして書物の山に溺おぼれて。夜にもなれば、発はつ掘くつした品を諸外国の学者たちと囲んで、一杯ぱいのぶどう酒をちびちび飲みながら、ああでもない、こうでもない、と互たがいの持論を──他者のそれには聞く耳貸さずに──ただただぶつけあう。わたしは若く、知識欲旺おう盛せいで、かつ少々傲ごう慢まんではあったものの、日々を充じゆう実じつして過ごせることに神への感謝を欠かしはしなかった」

　夢見るようにうっとりと司教は語ったが、不意にそのたくましい両りよう肩かたを落とした。

「……まあ、昔の話です。素す晴ばらしき知識の宝庫であった遺い跡せき群ぐんは大半が壊こわされてしまった。戦争による被ひ害がいならまだしも、同じ神に仕える『原理主義派』などの愚おろかしい策さく謀ぼうによってね」

　過去、海を越こえて大陸にやってきたアンバー人は、邪じや神しんを奉ほうじて大陸を支配していたミルド人を滅ほろぼすことで国を興おこした。それゆえ、ミルド人の文明や歴史などはすべて否定すべきものでしかなく、遺い跡せきなどの研究に時間と金を費ついやすのはまったくの無む駄だ──ばかりか神への冒ぼう瀆とくにも等しい、と主張する宗教家たちも大勢いた。

　発はつ掘くつに従事していたイヴァンも、彼かれらの妨ぼう害がい工こう作さくに何度となく頭を悩なやませていたのだったが、手をこまねいているうち、イヴァンと親しかった遺い跡せき研けん究きゆう者しやがミルド人末まつ裔えいの集団とつながっている、という噂うわさが立った。教会が調査したところ、それらしい証しよう拠こも複数見つかったというが、イヴァンには『愚おろかしい策さく謀ぼう』に思えてならなかった。というのも、この事件をきっかけに、『原理主義者』は一気に攻こう勢せいを強めて、

「ミルド人末まつ裔えいは教会を利用して、遺い跡せき内でふたたび邪じや神しんを呼び起こそうという考えなのだ。この際、邪じや神しんの痕こん跡せきなどいっさいを焼きはらうべし。これに逆らう者は邪じや神しんに魂たましいを操あやつられた神の敵である！」

　と声こわ高だかに主張して、王家の許しも得ないまま各地の遺い跡せきを次々取とり壊こわしてしまったのだ。もとより、栄はえある聖堂を抱かかえる王都がミルド人の遺い跡せきに取り囲まれているというのが、彼かれらには不気味かつ不ふ愉ゆ快かいでならなかったのだろう。

「わたしは最後まで抵てい抗こうしたのですよ」

　イヴァンは下した唇くちびるを突つき出だして、いかにも不満たらたらの顔つきになった。あ、とエリシスは心中で声をあげる。

（この顔、誰だれかさんそっくり）

「真夜中、遺い跡せきの前に座すわり込こんでね。『ここを焼くというのならわたしを殺してからにしろ！　それでいっさい神から罰ばつを受けぬという確信と覚かく悟ごが貴き様さまらにあるならな！』と怒ど鳴なると、連中、墓を漁あさる食グ屍ー鬼ルに出くわしたような顔をしていたな。よほど迫はく力りよくがあったのでしょう」

「目に浮うかぶようです」

　実際、司教の怒ど鳴なり声ごえにびくりと肩かたを波打たせた少女は何度も頷うなずいた。イヴァンは目を閉じて首を左右に振ふる。

「まあ、結局は数人がかりで持ちあげられて、ゴミでも放るように懲ちよう罰ばつ室しつのなかへ『ぽいっ』ですよ。ああ、いま思い出しても腹が立つ。おかげで、何十年のつきあいがあった外国の学者連中ともそれっきりになってしまった」

　イヴァンいうところの『原理主義者』はエリシスが産まれるずっと昔からエレィノアの教会を牛ぎゆう耳じってきた。これもイヴァンの言葉を借りるなら、

「宗教観にしろ歴史観にしろ、ただひとつの観点に凝こり固かたまっていて、寛かん容よう、寛かん大だいさは微み塵じんもない。自分たち自身に厳しい戒かい律りつを課すのはまあいいとして、世界の人間すべてが同じ戒かい律りつのなかで生きねばならない、と盲もう目もく的てきにそう信じている。それも遠大な布教計画としてはいいのだが、彼かれらにしてみればいますぐにでもそうならねば我が慢まんがならないらしくて、仲間内で『まあお待ち、多少は時間が必要だよ』とたしなめようものなら、まるでそいつこそ神の偉い業ぎようを阻はばむ邪じや神しんの遣つかいであるかのように、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかける連中」

　だ。

　それゆえ、エレィノアにおいて、王家と教会はたびたび対立した。

　国政における諸問題を、王家は現実的に取り仕切らねばならないのに対して、教会は宗教上の理念のみを押おしつけてくる。

　簡単な例を挙げよう。路上でパンを売っていた商人の目を盗ぬすんで、飢うえた子供がそれをひとかけら盗ぬすんだとする。王の側は、子供の置かれていた環かん境きようや、商人の懐ふところ事じ情じよう、そして盗ぬすんだパンの重さなどを考こう慮りよして罪を決定しようとする。しかし教会は、「盗ぬすみは罪だ。神の御み前まえにおいて正しく生を送らねばならない義務のある人間にとって、罪は等しく同じ重さがある。だからその子供は絞こう首しゆ刑けいにせねばならない」と王に迫せまる。

　そんな極論では政治も国もままならないので、王としては拒きよ否ひするしかなく、教会は「いまの王は残念なことに信しん仰こう心しんが不足している」と吹ふい聴ちようするので、また対立が長引く結果となる。

　エリシスの祖父の時代になると、関係はさらに悪化した。

　当時の王は、わずかばかり国内に残っていたミルド人の末まつ裔えいや、それとはまた血統と伝統を異ならせる土着の民たみなどを城に招くことが多々あり、彼かれらの信しん仰こうも否定はしなかった。

　王は現在のイヴァン司教にも似て、知識欲が旺おう盛せいであり宗教的に多少寛かん容ようであっただけ、という見方もできたはずなのだが、教会側はこの寛かん容ようを許さず、

「王は異教徒の女性を側室にしようとしている。悪あしき魔ま術じゆつを用いるミルド人末まつ裔えいの女にたぶらかされたのだ」

　というような噂うわさを流して、王を遠まわしに弾だん劾がいした。対する王は、噂うわさの発生源が教会であることと教会への不快感を表立って表明したため、対立は決定的になった。

　祖父が王位を退ひいたのち、新たな王となったエリシスの父が真っ先にやったことは、老ろう朽きゆう化かが懸け念ねんされていた大聖堂の修復費用を国費から苦労して捻ねん出しゆつしたことだ。父は生まれついての熱心な信者であり、教会と王家の対立に幼いころから胸を痛めていた。ともすれば「弱よわ腰ごし」「教会におもねりすぎ」と身内からも批判されるほどの態度で、教会との仲を修復すべく必死になった。

　そうした努力も実を結んでか、ようやくのこと教会が態度を軟なん化かさせはじめた折りも折りだった。

　エリシスが〈神しん託たく〉を得たのは。

　まさしく、イヴァンはそのときのことを嘆たん息そく交まじりに口にした。

「歴史の話をするなら、エレィノア王家が代々、内政外政に身を砕くだくよりもまずは教会とどう折りあっていくかに苦心させられてきたのも、そんな『原理主義者』たちのせいでしょう。……まさか、お父上にも似て敬けい虔けんな信者であられたエリシス王女が、その対立の中心になろうとはね。あのときは、『穏おん健けん派は』のあいだにも大きな衝しよう撃げきが走ったものでした」

　エリシスは顔を伏ふせた。

　当時のことを思うと、いかに〈聖女〉といえど平静ではいられない。

　およそ二年前まで、エリシスは王都で日々を平へい穏おんに過ごしていた。

　生まれつき引ひっ込こみ思じ案あんの性格で、幼いころなどは自室に籠こもりきりになっていた。第一王子である兄の世話役をしていた老臣がそんな王女を見かねて、小さなその手を強ごう引いんに引きながら都のあちこちを連れまわすようになると、エリシスは王宮の暮らしよりも市し井せいの人々の生活に強い関心を抱いだくようになった。

　十日に一度ほどは老臣に頼たのみ込こんで、つれだって市内に出かけては、日がな一日、飽あきることなく鍛か治じ師しの振ふりおろす槌つちの音に聞き入ったり、物売りと客の丁々発止の駆かけ引ひきを楽しんだり、裏路地にあるどうということはない料理屋の素そ朴ぼくな味に感動したりしていた。そんなとき、老臣と王女は『暇ひまを持てあました豪ごう商しようのご隠いん居きよとその孫まご娘むすめ』といった扮ふん装そうをしており、周囲の目をごまかすためのお芝しば居いも大いにエリシスの心を楽しませた。

　が、エリシスが十を迎むかえる直前に世話役の老臣は病で身体からだを壊こわして、そのまま永えい眠みんした。

　身内との死別をはじめて経験したエリシスは嘆なげき悲かなしんだ。またも自室に籠こもりきりになりかかったのだが、暗がりで膝ひざを抱かかえていた王女に光を与あたえたのが老臣ならば、その死によって閉ざされかけた扉とびらを開いたのが信しん仰こうだった。

　父の影えい響きようで、幼いころから教会や聖堂へはたびたび足を運んでいた。大好きな人の死を、安らかに、かつ厳おごそかに包んでくれる祈いのりや儀ぎ式しきの数々は、エリシスの張はり裂さけんばかりだった心を静かに癒いやしてくれた。聖堂にて心を空白にして神と対面するあの一いつ瞬しゆん、冷たく澄すんだ沈ちん黙もくの内側にあって、確かにエリシスは亡なくなった人を身近に感じることができたのだ。

　命は刹せつ那なだ。しかし神の御み心こころに寄より添そうことではじめて永遠にもなる。

　そう信じることができた王女は、父と同じく敬けい虔けんな信者になった。教会側もこれを歓かん迎げいした。時には山向こうにある修道院にまで赴おもむいて、修道女と同じ暮らしをひと月以上にわたっておこなうことすらあった。

　日々を質素かつ穏おだやかに、それでいて忙いそがしく働く暮らしが、不思議とエリシスは気に入った。父さえ許してくださるならば、将来的には王家を出て、修道女としての生活をするのも悪くないのではないかとさえ思った。

　だが──。

　二年前のあるときを境に、なぜだかエリシスは毎夜、同じ種類の夢を見るようになった。おびただしい稲いな光びかりを孕はらんだ暗雲が幾いく重えにも渦うずを巻いて、エリシスの頭上から襲おそいかかってくる。エリシスばかりではない。日ごとに巨きよ大だい化かしていくその暗雲の渦うずは、父や母、兄や、侍じ女じよたち──とにかく顔を知っている人々すべてを触ふれた端はしから吞のみ込こんでは、エリシスの眼前からさらいあげていってしまう。

　山々の輪りん郭かくが粉々になり、ギネー湖一面が血の色に染まったかと思うと、太陽が渦うずのなかに消えて、いっさいの光が地上から絶えた。

　そして。

　見えるものも聞こえるものも、そして触ふれられるものすら失われた世界において、ただひとり呆ぼう然ぜんとなって立たち尽つくしたエリシス。そこに信しん仰こうの救いはない。無残に散った命はもはや跡あと形かたもなく、神と対面する一いつ瞬しゆんに感じるはずの亡なき人ひとの気配は断たたれたまま。エリシスはひとりきり。

　生ぬるい、腐ふ臭しゆうを帯びた風だけが吹ふいていた。エリシスがはっとなって身じろぎしたのは、その風にはためいているなにかがぼんやりと見えてきたからだ。

　ランドールの旗だ。ひと筋の光さえもない世界において、なぜかそれだけが、密集した黒い鱗りん粉ぷんによって縁ふち取どりされたかのようにくっきりとエリシスの目に見えていた。

　この世の終わりを示し唆さする悪夢にうなされるエリシスは、それがやがて未来を暗示しているものではないかと考えはじめた。

（世界は滅ほろびるのだ。おまえがなにもせずにこのままでいたならおまえの知人友人は首を切きり離はなされた死体となって地じ獄ごくの谷に打ち捨てられ、そして世界は暗黒に支配される。いまこそ立て、エリシス。いまこそ説け、エリシス。いまこそ戦え──）

　いく度となく繰くりかえされる破は滅めつの映像は、声なき声をもってそう訴うつたえていた。

　それが七日七晩つづいて、エリシスは高熱を出して倒たおれた。丸一日、昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいったのち、目を覚ましたエリシスは、見み舞まいに訪おとずれていた教会の人間に向かって乾かわいた唇くちびるを開いた。

「〈神しん託たく〉を得た」

　と。

　それは大きな物議をかもした。

〈神しん託たく〉を得られるのは、本来、教会の人間だけだとされていた。それも、最高位の奇き跡せき──大だい賢けん者じやにいわせれば魔ま術じゆつと大差ない、いわば肉体を介かいした見えざる力の総そう称しようだ──を扱あつかえる者のみに限られる。

　エリシスはその時点で多少の奇き跡せきを扱あつかうことはできたものの、もちろん最高位にはほど遠い。

「神のお声を耳にしたというならば、証明してみせよ。いまの貴女あなたにならば奇き跡せきを発現させ、はじまったばかりの夜をも終わらせることができるはずだ。その光によって、神のお声をあまねく届けるのだ」

　教会の人間にそういわれて、日にち没ぼつ直ちよく後ごからエリシスは礼拝に入った。夜のまっただなかにあっても朝あさ陽ひを迎むかえるというエレィノア教会最高位の奇き跡せきを、エリシスは夜が明けるまでに発現させねばならない。決死の祈いのりだった。ここで〈神しん託たく〉を証明せねば、皆みなが、あの救いなき闇やみによって殺される。そう考えて一心不乱に祈いのりを捧ささげたものの、神はあれほど好き勝手にエリシスの心身を搔かき乱みだしながら、こちらから手を伸のばすと素知らぬ顔をした。焦あせるエリシスを置き去りに時間ばかりが過ぎていって──、ついには何事もないまま夜明けを迎むかえてしまった。

「貴女あなたは証明できなかった。すなわち〈神しん託たく〉を得なかったということだ」

「当然だ。〈神しん託たく〉は怪あやしき予言の類いなどではない。みだりな発言は今後控ひかえるよう」

「誰だれもが神と地上の狭はざ間まにある。誰だれもが、神と声なき声を交かわしている。日々を清せい廉れんに生きようとする努力こそが神との真実の対話なのだ。決してご自分だけを特別視せぬよう」

　教会は総出でエリシスの言葉を否定した。子供っぽい妄もう想そうだとなじりもした。しかし王女は引きさがるわけにはいかなかった。悪夢はなおもつづいていたのだ。

「聖堂の扉とびらを毎日のように叩たたいて、お父さまに泣きついて、将軍たちに大声で呼びかけて──、あのときのわたしは、さぞ半はん狂きよう乱らんに見えたのでしょう」

「お許しあれ。司教だ司祭だといっても、しょせんは神のお声にも気づかぬ凡ぼん人じん揃ぞろい」

「いいえ、無理もありません」少しだけ気持ちを落ち着かせてエリシスは微ほほ笑えんだ。「そのう──わたしだって、もし友人が突とつ然ぜんそんなことをいいだしたら、避ひ暑しよ地ちでの休養を勧すすめるもの」

　無理もない──というのは、エリシスが〈神しん託たく〉で得た世界の危機が、ランドールに直結している、としょっぱなから打ち明けてしまったことにもよる。

　当時、すでにランドールは他国への侵しん略りやくを開始していた。国同士の大おお掛がかりないくさそのものが珍めずらしい時代だ。フォーゼ、アルギアの二国が苦境に追いやられているという情報は、確かにエレィノアの武人たちを驚おどろかせたものの、

「ランドールはさほど豊かな国ではない。いくさによって諸国との貿易が閉ざされてしまえば、最初に息切れするのは奴やつらのほうだろうに」

「しかも二国を同時に敵にまわしてどうなるものか。要は、他国からの援えん軍ぐんを阻そ止しできずにそのような状じよう況きようを招いてしまったのだろう。いくさはまず周辺への根まわしが大事なのだよ」

　おおむね楽観視し、ランドールの無む謀ぼうな軍事行動をあざ笑っていたのが当時の状じよう況きようだった。

　だからエリシスの言葉を真に受けるものなどほとんどおらず、それどころか、『半はん狂きよう乱らん』になっていたずらに恐きよう怖ふをあおりつづける王女を、異い端たん扱あつかいする者たちさえ教会のなかにあらわれはじめた。教会における異い端たんとは、信しん仰こうの異物であり、排はい除じよすべき敵と同義ですらある。

「それこそみだりに異い端たん指し定ていするものではない。民たみにも不安を抱いだかせてしまう」

　とそのときはまだ司祭の身であったイヴァンが王女を庇かばい立だてしたものの、イヴァンとて王女の〈神しん託たく〉を心底から信じたわけではない。いちばん泡あわを喰くったのはエレィノア国王、つまりはエリシスの父だ。教会との対立をなにより恐おそれる国王は、一時は娘むすめの勘かん当どうをも考えていたようだった。

「娘むすめは日々の生活に疲つかれているようだ。あるいはランドールが遠方から邪じや悪あくな魔ま術じゆつをもって惑まどわしたのかもしれん」

　という名目で、

「父に呼びつけられて、まさしく『避ひ暑しよ地ちでの療りよう養よう』を勧すすめられたとき、わたしはやっと自分が頭のおかしな娘むすめ扱あつかいされていることに気づかされたんです。わたしの言葉を信じてくれる人は──わたしが夜ごと、身み震ぶるいするほどに抱いだく恐きよう怖ふを共有してくれる人は──周りに誰だれひとりとしておらず、わたしは宮きゆう廷ていでも聖堂でも孤こ独どくになっていました。聞けば、裏では〈異い端たんの魔ま女じよ〉とすら呼ばれていたとか……」

「いまとなっては不明を詫わびるしかありませんが、しかし〈神しん託たく〉が下ったのは歴史上、アンバー人に海を渡わたる決意をさせたという『旅立ちの朝』のときだけ。皆みなが懐かい疑ぎ的てきになったのもまた無理からぬことだったのです」

　避ひ暑しよ地ちに追いやられた王女は、さめざめと泣き暮らした。しかし絶望のままに滅ほろびの日を待たずに済んだのは、ほどなくして〈神しん託たく〉が変化を見せたからだ。

　渦うずを巻く暗雲を斬きり裂さくかのように光が走ったかと思うと、その光に数名の男女の姿が照らし出された。いずれもエリシスの知らない顔だ。呆ぼう然ぜんとなってそれらの姿を見守っているうちにエリシスの鼓こ動どうが高鳴った。それまで心臓をも凍いてつかせていた絶望の氷が、脈動でもたらされる血のあたたかさに溶とけていくかのようだった。

　そして王女は理解とともに決意した。

（わたしはひとりじゃない。彼らがいる。彼らがきっとわたしの手を引いてくれる。いいえ、ちがう。わたしのほうから彼らの手を引くんだ。滅ほろびの運命を変えるために。そうよね。そうだよね、エリシス──）

　エリシスは避ひ暑しよ地ちの離り宮きゆうで世話してくれる人々の誰だれにも告げることなく、ただひとりひっそりと旅立った。

　一年近くが経過したとき、ランドールの侵しん略りやくはますます苛か烈れつなものになっていた。アルギアは首都にまで侵しん攻こうを許し、フォーゼは国土の半分を失って、そしてダスケスにもまた魔まの手てが伸のびていた。諸国からエレィノアへの救きゆう援えん要よう請せいは引きもきらない。さすがに無視できぬとして、この国でも遅おそまきながら対応策の話しあいがなされはじめたそのとき、エリシスは一時エレィノアへと帰国した。

　行ゆく方え不ふ明めいとなっていた娘むすめの帰き還かんに国王は跳とびあがるほど驚おどろき、それから怒いかりを露あらわにした。王家の娘むすめともあろう者が、〈神しん託たく〉云うん々ぬんで世間を騒さわがしたばかりか、家出をするとは何事か。すぐさま娘むすめを呼びつけた国王はしかし、娘むすめの凜り々りしい眼まな差ざしと、声こわ高だかな論説に驚おどろいた。

「わたしはいまあなたの娘むすめではなく、天から遣つかわされた神のしもべとして目の前にいる。邪じや悪あくが地表を吞のみ込こまんとしているときに、畏おそれ多おおくも神から冠かんむりを預かった者がどうしてのうのうと玉座に腰こしかけていられるのか。いまこそエレィノアも立ちあがるべきとき。陛下、兵馬を進めるご決断を」

　またもエレィノアは揺ゆれた。

　王家、教会はもちろんのこと、市し井せいでも意見が大きく真っ二つに割れたのであったが、そのときイヴァンははっきりとエリシスの味方についた。

「あのとき、謁えつ見けんの間において王女のお姿をひと目見たとき──わたしは確信を持ちました。あれこそ、わたしにとっての〈神しん託たく〉であったのでしょう。たとえ命を賭としても王女の力にならねばならぬ、と悟さとらされたのです」

　議論はつづいたが、決定打となったのは、フォーゼ女王、ダスケス国王からの書状だ。エリシスはすでに〈神しん託たく〉で見た仲間のうち四名を見つけており、彼かれらとともに、ランドールに奪うばわれていたフォーゼの聖遺物を取りかえすと、またこれもランドールに占せん拠きよされていたダスケス北の国境沿いにある砦とりでを〈竜りゆう人じん〉ゴドイの手から奪だつ還かんしていたのだ。

　そのことで礼を告げつつも改めてエレィノアの援えん軍ぐんを要よう請せいする書状二通によって、情勢はにわかに変化した。これはつまり、王家と教会、それぞれの思おも惑わくが一いつ致ちを見たからだといっていい。もしも王家の娘むすめが、真実、神の啓けい示じを得たとしてランドールを討うつことができれば、王家と教会は結びつきを強くするし、またエレィノア教会にもこれ以上がないほどの箔はくがつく。

　エリシスはこうして、『信しん仰こうを惑まどわす異い端たんの〈魔ま女じよ〉』から一転して、『世界を救う〈聖女〉』となったのだ。
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　ランドールとの熾し烈れつを極きわめたいくさが終わると、教会のエリシスに対する扱あつかいも大きく変わった。口角泡あわを飛ばして王女をなじっていた僧そうたちはこぞってエリシスに接近しようとした。エリシスの前で膝ひざをついて「神のお声を聞いたその聖なる肉体を介かいして祝福を」とうやうやしく手ての甲こうに接せつ吻ぷんする機会を決して逃のがそうとはしなかった。そんな偶ぐう像ぞうめいた扱あつかいを嫌きらったエリシスは、聖堂からむしろ足が遠のいた。

　一方で、常に味方でいてくれたイヴァンとはごく自然のなりゆきで親交を深めた。異い端たん扱あつかいされたときとは逆で、今度はエリシスを信しん仰こうのシンボルにしようと躍やつ起きになる教会とのあいだにイヴァンが立ってくれたこともある。

　しかしエリシスがここ数日、ほかの僧そうたちとばったり出くわさないよう、用心しいしい聖堂に足しげく通っているのは、イヴァンとの個人的な仲を深めるためではない。

「ダスケスからの返答があったと聞きましたが」

　青々とした湖面を見おろしていたエリシスは、窓まど際ぎわから身を離はなして本題を切り出した。

「ええ。おおむねは了りよう解かいしていただけた模様。フォーゼからはすでに女王陛下ご本人から確約を得ています。これでやっとこちらも本格的な準備に入れますな」

「そうですか」

　エリシスはほっと胸を撫なでおろした。

「まあ、もっとも大変だったのは、うちの教会を説得することでしたが」イヴァンが闊かつ達たつに笑った。「なにせランドールに関することですからな。探さぐる必要などない、怪あやしければいっさいを燃やしてしまえ、などと本気でいう御ご仁じんがいまだに多い。わたしも、ひょっとしたら長期戦になるやもしれないと構えておったのですが」

「ですが？」

「ははは、ほかならぬあなたが〈神しん託たく〉をふたたび得たというので、彼かれらも従わざるを得なかったのですよ。以前はあなたを一いつ蹴しゆうし、そしてのちに掌てのひらをかえした彼かれらは、民衆から嘲ちよう笑しようと陰かげ口ぐちの対象になった。わたしを司教座に押おしあげたのは、少しでも民意を取とり戻もどしたかったからでしょう」

　イヴァンはまるでファッションを自じ慢まんするみたいに、司教服の襟えりもとを正した。

　主流派から異い端たん扱あつかいされていたころから王女を終始庇かばい立だてしていたイヴァンは、英えい雄ゆうと讃たたえられるエリシスに引きあげられる形で名声を得て、教会内部にも少なからぬ支持者を獲かく得とくするにいたった。またおそらくはいま本人が口にした理由によって、大戦終結から半年もしないうちに王都南西区における司教座にまで登りつめたのだ。

「だから、ランドールに使節団を派は遣けんしたいと望んだ〈聖女〉に表立って逆らうのは得策ではないと踏ふんだわけですな。そして教会が了りよう承しようしたのなら──」

「父上も賛同してくださった」

　エリシスはつつましげに微ほほ笑えんだ。その笑え顔がおがどこかつくりものめいている意味を解かいせないイヴァンでもないだろうが、司教は顎あごを引いて、

「……そちらはどうでしたかな、王女？　〈賢けん者じや〉さまはどのような見解で？」

　別の話題を口にした。

〈賢けん者じや〉とは、六英えい雄ゆうのひとり、ケイオロスのことだ。あたかも唐とう突とつに名前が出たようだが、実のところ、ケイオロスは大戦後、二度もエレィノアの城を訪ねており、そして現在もアッシュ・ギネーにとどまっている。

　ともに戦った仲間とのやり取りを思い出したか、エリシスの唇くちびるに今度は本当の意味での笑えみが浮うかんだ。




　三か月ほど前のことだ。

『ケイオロス来訪』の知らせを受けたエリシスは、自室の椅い子すを後うしろ倒だおしにさせるほど驚おどろいた。大戦終結からその日にいたるまで仲間たちと顔をあわせる機会など一度たりとてなかったし、〈賢けん者じや〉からは事前の連れん絡らくもまったくなかったのだ。

　エリシスは大変混乱したが、とともに、強い感傷にも見み舞まわれた。

　部屋に通されたケイオロスの顔をひと目見るなり、暑い陽ひ射ざしを感じた。吹ふきさらしの冷たい風が思い出された。足の裏で踏ふみしめつづけた土や岩の感かん触しよくまでもがまざまざとよみがえる。仲間たちとともに冒ぼう険けんの旅をつづけていた日々がぐるぐると脳のう裏りを駆かけ巡めぐって、思わず落らく涙るいしかかったほどだったのだが、ケイオロスのほうはというと、挨あい拶さつも、昔を懐なつかしがる素そ振ぶりもなく、いきなり帽ぼう子しを床ゆかに叩たたきつけると、

「おまえの許しさえもらえれば、あの門番の野や郎ろうどもを全員お行ぎよう儀ぎよく変えてやるんだがな。犬にしてやろうか猫ねこにしてやろうか、いいや、全員豚ぶたにして、城の台所に片かたっ端ぱしから送おくり込こんでやろうか！」

　そう息巻いたので、さすがにエリシスは面食らった。

　門前でひと悶もん着ちやくあったらしい、というのはあらかじめ耳にしている。城の前にふらりとあらわれた〈賢けん者じや〉は、

「ケイオロスだ。エリシスに用がある、通せ」

　といきなり押おし入いろうとしたものだから、「なんだ、この身なりの汚きたない老人は」と当然怪あやしんだ門番たちに止められて、小さからぬ争いになったという。

　エリシスは呆あきれかえった。感傷などはとっくに吹ふき飛とんでいる。

「前もって来訪を知らせてくれればよかったんです」

「おれは筆が立たないから手紙も書きたくないし、使つかい魔まを走らせたところで、ここの坊ぼう主ずどもに見つかって殺されるのがオチだと思ったんでね。エレィノアの僧そうにしてみりゃ、『魔ま術じゆつ』を使うおれはしょせんランドールの邪じや教きよう司し祭さいと同じ、ってのが本音だろうからな」

　ソファにどっかと腰こしを落とすケイオロスはまだ不ふ機き嫌げんだ。エリシスは、お茶を運んできた侍じ女じよたちが露ろ骨こつに顔をしかめたり鼻をつまんだりしているのに、内心はらはらしながら、

「た、たまたまケイオロスの顔を知っているイヴァン司教が門を通りかかったからよかったようなものを。あとでお礼を申しあげておかないと」

「へえ、司教？　あいつ、そんなに偉えらくなったのか。人のいい振ふりして、きっちり状じよう況きようだけは見み極きわめるはしっこさはあるようだな」

　司祭時代、エレィノア教会と王女たちとの連れん絡らく係がかりをつとめたイヴァンのことは、ケイオロスも記き憶おくしていたようだ。が、尊敬する司教を悪しざまにいわれたのでさすがのエリシスも腹に据すえかねて、

「ケイオロス。イヴァン司教をそれ以上悪くいうと、お茶を引ひっ込こめますよ」

　腰こしに手を当てて𠮟しかりつけた。「なにっ」とケイオロスが目を剝むく。彼かれは長年、隠いん者じやとして衣食住に頓とん着ちやくしない暮らしをしていたくせに、というかだからこそというべきか、実は都と市し圏けんで食べた甘あまい菓か子しが大好きになってしまったことをエリシスは──仲間内でもエリシスだけが──知っている。砂糖や甘あまいソースをまぶしたドーナツの載のったトレイが王女の目配せで下げられていくのを〈賢けん者じや〉は恨うらめしげに見やってから、

「わ、悪かった、王女。あいつは大した男だ。あいつのおかげで世界は救われたといっていい。真の英えい雄ゆうだ」

　観念したように怒ど鳴なった。

「言葉には価値と意味が付ふ随ずいするものです。いまのはどちらも欠けているようだけれど」

　ケイオロスの口くち癖ぐせを真ま似ねてエリシスはやり込こめたが、一応のこと、トレイを下げるのはやめておいた。

　しばし、ケイオロスが口に放ほうり込こんだ菓か子しをむしゃむしゃとやる時間、エリシスはイヴァンのことを語って聞かせた。

　司教になったとはいえ、教会の主流は依い然ぜん、『原理主義派』にあった。しかしイヴァンも「出る杭くいを打たれないよう、しばらくは大人しくしていよう」と身を縮めているような性質ではない。これまでできなかったことを思うがままに実行した。

　まず、まだかろうじて壊こわされずに残っていたミルド人遺い跡せきの保護に走ったのは、いかにもイヴァンらしい。そしてエリシス王女が司教に信しん頼らいを置き、またもっとも尊敬している理由は、ただ単に彼かれが味方についてくれたからではない。イヴァン司教に、神を信じるのと同じくらいに人の善性を信じる信念があるからだ。イヴァンは王都各地の収容所に何度となく足を運んで罪人たちと数多く対面しては、彼かれらを許し、そして改心させてきた。なかには捕ほ虜りよとして連れてこられたランドール人たちもいた。『原理主義派』が、

「刑けい台だいを街の中央に設けて、全員を火あぶりにしよう。そこで罪人たちを焼いた炎ほのおを聖火として、一年間、消すことなく市内各所で掲かかげるのだ。人々は赤々とした火を見るたびに神の勝利を実感し、その信しん仰こうを確かなものとするだろう」

　と主張するのを聞こえない振ふりをして、ひとりひとりと丁てい寧ねいに面談した。無論そのすべてというわけにはいかなかったが、大半をエレィノアの教えに改宗させ、黒い十じゆう字じ架かを捨てさせることに成功した。うち数名には、自らの教区で働き口を与あたえたともいう。

　改宗したランドール人がいかに勤勉で、いかに熱心にエレィノアの教えを学んでいるかについて語るイヴァンは本当に楽しそうで、エリシスもついつい微ほほ笑えんでしまうのだ。

「それに、古来、女によ人にん禁きん制せいであった大聖堂の地下にわたしが出入りできるようにとりはからってくださったり……」

「へえ、凄すごい凄すごい。立派なお人ひと柄がらだな」

　話を聞かされているケイオロスのほうはいかにも関心が薄うすそうに、口の周りを砂糖やジャムでべとべとにするのにいそがしかったが、それも一段落つくと、

「まあ、あいつの話なんざ、どうでもいい」

　もう気を遣つかう必要がなくなったせいか、ケイオロスはまたあからさまに態度を変えた。エリシスはこれまた呆あきれるしかない。

「あなたとイヴァン司教、実はとても相あい性しようがいいんじゃないかな、と思うときもあるのだけれど」

「あいつの話はしまいだ。それより王女、おれがここへ来たのには当然わけがある」

　ケイオロスが真顔になったので、エリシスもカップを置いた。まさか旧交をあたためるだけの目的でこの〈賢けん者じや〉がわざわざやってくるとは思っていなかったものの、

「また山やま籠ごもりすることになったから、そのついでに顔を見にきた。もう二度と会うこともないだろう。あばよ」

　とそれだけいってソファを立つとはさすがに予想外だった。

「ケ、ケイオロス。待って、ちょっと待ってください。それだけですか？　ほ、他の方々とは？」

「アレフたちは旅の途と中ちゆうだし、まあ、あいつらとは、戦いが終わって別行動になったときにこれが今生の別れになるだろうとも思っていた。あとは……そう、ギュネイだな。とりあえずあいつの顔も見ておくか」

　その名を耳にした瞬しゆん間かん、朴ぼく訥とつとした若者の顔がエリシスの胸に急きゆう浮ふ上じようしてきた。王都で日々を送っているあいだ、つとめて考えないように封ふうをしておいた場所から。

　ケイオロスはすでに拾いあげた帽ぼう子しを深々とかぶっている。

「元気そうでなによりだった、エリシス。会えて嬉うれしかったよ。なにかギュネイに伝言はあるか？」

「あ、あの……いえ、え？　本当に、もういかれるのですか？」

「いろいろ苦労はあるだろうが、達者に暮らせよ。なに、おれたち全員を導いたおまえのことだ、なにがあってもおまえならば乗のり越こえられるさ。あばよ」

　颯さつ爽そうと身を翻ひるがえしたケイオロス。

　すたすたと出入り口まで足を運んでいったが、部屋を出る寸前ぴたりと急停止して、

「……あのな」と背せ中なか越ごしに語った。「柄がらじゃないとはわかっちゃいるが、ひとつだけいわせてくれ。おまえもギュネイも、あれこれ背せ負おい込こんじまう性しよう分ぶんなのは仕方ないにしてもだ、時々は自分にこういってみな。『もういいんじゃないか』ってな。ああ、まあ、それだけだ。決めるのはおまえたち自身だからな。世話を焼く義理もねえ。じゃあな」

　早口でいい終えると、来たときと同様に、唐とう突とつに部屋を去っていった。

　エリシスはなぜか追いすがることも別れの言葉を述べることもなく、呆ぼう然ぜんと突つっ立たったままだった。侍じ女じよたちが急いで箒ほうきと雑ぞう巾きんを取りにいっているあいだ、部屋には、お茶とお菓か子し、それに旅の残のこり香がだけがうっすら漂ただよっていた。

　それが、ケイオロス一度目の来訪。

　もともと誰だれも寄りつかない荒あれ地ちにて世捨て人同然の暮らしを送っていた男だ。〈賢けん者じや〉ともてはやされるようになったからといって、文ぶん明めい圏けんに腰こしを据すえて暮らすようになるとはエリシスも思っていなかったが、さすがに「もう二度と会えない」と本人にいわれたのでは、胸を塞ふさぐような寂さびしさを自覚しないわけにはいかなかった。

（アレフ、ジューザ、アー・シェの三人は北に旅立った。いずれは戻もどってくるにせよ、また再会できる日が来るとは限らない。生まれた場所も、育った環かん境きようも、あまりにちがうわたしたちは、ランドール打だ倒とうというただひとつの目的のために集つどって、手を取りあい、一心に戦ってきた。それが果たされたいま、ばらばらになるのは必然。ひとりひとりが異なる目的を胸に、それぞれの暮らしに戻もどっていく。ケイオロスもそうなのね。そして──）

　また、封ふうをし忘れていたかのように、ある顔が浮ふ上じようしてきては、しばらくのあいだエリシスの小さな胸いっぱいを占せん領りようしてしまう。しばし、そんな日々がつづいた。

〈賢けん者じや〉突とつ然ぜんの来訪から三か月。

　実は小さからぬ事件がエリシスの身に降りかかっていたのだが、その事件からほどなくしてケイオロスがこれまた突とつ然ぜんに訪ねてきた。

（あれで最後だといったはずだ）

　という侍じ女じよたちの鋭するどい視線もどこ吹ふく風で、〈賢けん者じや〉は前にあらわれたときとまったく同じ姿でエリシスの自室までやってきた。

「よう、久しいな。いやはや、まさかザッハからここまでこんなにかかるとは思わなかった。いろいろ事情があってね……っと、少し喉のどが渇かわいたな。お嬢じようちゃんたち、お茶はあるかい？　軽食もあると助かるんだが。甘あまい奴やつね。甘あまい奴やつ」

　侍じ女じよたちをまるで女給扱あつかいだ。憤いきどおりを隠かくせない彼かの女じよらを気き遣づかうエリシスとて、

「……山にお籠こもりになったのでは？　まさか、またお菓か子しが食べたくなったから山をおりてきたわけでもないでしょうに」

　さすがに皮肉めいたひと言をいわずにはいられなかったのだが、

「ザッハの安酒場でギュネイに会ってきた」

　唐とう突とつな切り出し方で口を閉ざさせられた。

「あいつを捜さがすのもひと苦労だった。どこかで、城主か一軍を率いる将軍くらいにはなっているかと思ったが、ザッハの田舎いなか町まちで樵きこりの仲間入りだぞ。リーリンが匂においを覚えてなけりゃ、危あやうく一生すれちがうところだった」

「〈賢けん者じや〉にもわからないことがあるのですね。ギュネイが城主か将軍？　それこそ、わたしには想像もつかないわ」

　くすっとエリシスは微ほほ笑えんだが、ケイオロスと、いいつけどおりにお茶を運んできた侍じ女じよたちまでもが、まるで王女の反応を窺うかがうような眼まな差ざしをしているのに気づいて、すぐに表情を改めた。

「それで？　ギュネイと再会して、どうしたんです？」

「ああ。ランドールに襲おそわれた」

　熱いお茶をひと口含ふくみながら、事もなげにケイオロスはいった。

「ええっ？」

「いきなり魔ま獣じゆうを呼び出されてな。まあ、おれとギュネイの二人がいたんだ、問題はなかったが、しかしランドールにまだそうした動きがあるってことがいちばんの問題だ。ひょっとしたら、おれたち名の知れた連中全員を襲おそう気なんじゃないか、ってんで、おれがおまえさんの様子を見に来たのさ。まあ、こうして平和な顔してお茶飲んでるってことは、無む駄だ足あしだったか、まだ奴やつらが来るには早すぎたか。いずれにせよ、五体ばらばらになった王女の姿を見ずに済んでほっとしたよ。ギュネイもさぞ──」

　表情こそ厳しいが、どこかケイオロスは話で王女を驚おどろかせるのを楽しんでいる節もある。そんなケイオロスだから、

「いいえ。無む駄だ足あしでも、早すぎたのでもない。あなたが来るのが遅おそすぎたんです」

　エリシスがきっぱりとそう言い放ったので、逆に驚おどろかされてしまった。

「なに、遅おそすぎた？　どういう意味だ？」

「わたしのところにも、ランドールの手の者があらわれたのです。変装をして城にまで潜もぐり込こんでいたわ。あなたたちのところに来たのと同様に……わたしの殺害を狙ねらって」

「そ、それで？」

「平和な顔をしてお茶を飲んでいるのだから、無事だったに決まってます」

　今度はエリシスが話を主導する立場だ。ケイオロスは菓か子しをがっつきながらも、

「参ったな。さすがは〈聖女〉だ。暗殺者が来ることまで、神のお告げでお見とおしだったってわけかい。そりゃわかっていたなら撃げき退たいもできるわな。こりゃ油断すると、おれが抱かかえる千の秘密まで暴かれちまいそうだ。思し索さくの種から、魔ま術じゆつの極ごく意い、寝ねた女の数からひとりひとりの名前、胸のサイズにいたるまで……」

「神を侮ぶ辱じよくするとここから追い出しますよ」一いつ瞬しゆん無機質な顔になってエリシスは脅おどしたが、すぐに小首を傾かしげて、「それに、お告げを聞いたわけじゃないんです。〈神しん託たく〉はなにも未来をことごとく教えてくださるようなものではないのですよ」

「じゃあ、なんだ。襲おそわれたのは襲おそわれたが、得意の奇き跡せきで身を守ったのか」

「あなたがお嫌きらいな、イヴァン司教のお手て柄がらです」

「なにぃ？」

　ケイオロスがいよいよ鼻の頭に皺しわを寄せるのを、エリシスは手で笑いを隠かくしながら、

「双そう蛇じや兵へい団だん……といいましたか。魔ま術じゆつを得意とする暗殺者は、確かにその魔ま術じゆつを用いて城に潜もぐり込こんでいたけれど、それだけに、イヴァン司教には濃のう厚こうな『魔ま術じゆつの気配』を感じ取れたそうです。昔からその部分の感覚が鋭えい敏びんだとかで」

「まあ、たまにいるな。魔ま術じゆつ師しでもないのに敏びん感かんな奴やつが。目がいい、鼻が利きくのと同じくらいの感覚で、この世の法則を書かき換かえる種類の力を、身体からだのどこかの器官、あるいは心のどこかで感じ取れるのさ」

　どんなときであれ披ひ露ろうせずにはいられない〈賢けん者じや〉のうんちくをエリシスは聞き流して、

「だけど、わたしには教えてくれなかった。逆に、なにも知らないわたしを囮おとりにして相手の動きを誘さそい、秘ひ密みつ裏りに配置していた兵たちで捕つかまえたのだそう。そのことでのちに謝罪されたけど、わたしは命を狙ねらわれていたことも知らず、それこそ平和に暮らしているあいだにすべてが片づいていたのだから、怒おこるどころじゃなかった」

「なんとまあ」無意識のうちに顎あご鬚ひげをしごいていたケイオロスは、ぱらぱらと砂糖が舞まい落おちるのも気づかず、「双そう蛇じや兵へい団だん？　確か、ギュネイもそう聞いたといっていた。その暗殺者のほうから名乗ったのか、それとも拷ごう問もんにかけて聞き出したのか。そいつはいまどこに？」

「……司教さまは、情報は得た、とだけ」

　さすがに顔色を暗くしてエリシスはそっぽを向いた。

　厳しい戦場を巡めぐってきた経験上、裏側でなにがおこなわれたか察することくらいはできるし、また同じ理由で、それを追つい及きゆうしたところでなにも変わらない、ということもわかる。神の教えに殉じゆんずる覚かく悟ごを抱いだいた人間とて、人として生きる以上は無数の矛む盾じゆんを避さけられない。

「詳くわしいことは伏ふせられたままなのです。当然、ランドールの暗殺者が仕向けられたということも公表していないし、なんなら教会の上層部も、お父上とて、ご存じではないのです。これは、わたしのほうからそうしてほしいと司教さまにお頼たのみしたのだけど」

「どういうこった？」

「イヴァン司教は、ランドールの現状を調査する必要があるとおっしゃっていました。わたしも同意見だった。……それこそ、お告げの件もあってね」

　エリシスは、暗殺者が捕ほ縛ばくされるつい数日前、聖堂で受けたとある報告と、〈神しん託たく〉についてケイオロスに語った。

　報告とは、フォーゼが部隊を置いていたランドール領内のとある街が、ランドール勢に力ずくで奪うばいかえされたこと。首しゆ謀ぼう者は〈黒こく狼ろうの騎き士し〉と呼ばれている謎なぞの男であること。

　そして大聖堂の最下層において、日課の祈いのりを捧ささげていたエリシスが〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の名前を聞いた瞬しゆん間かんに、〈神しん託たく〉が舞まい降おりてきたこと。

　エリシスは細い腕うでを擦すりあわせるようにしながら、

「形容しがたい闇やみが渦うずを巻いていたわ。……ランドールの脅きよう威いをはじめて〈神しん託たく〉として知らされたあの瞬しゆん間かんにも似ていた。あれが暗示しているのは、無数の死者が恨うらみの声をあげる未来──凶きよう兆ちようにちがいないのです」

「ほほう」〈賢けん者じや〉は指についたソースを舐なめ取とりつつ、深い声で唸うなった。「おれが知らぬあいだにいろいろ事は進展していたんだな。あの野や郎ろう、動きがあったならすぐに知らせに戻もどってくりゃいいものを」

「あの野や郎ろう？」

「いや、ちょっとややこしくなるんでな、先にそっちの話を済ませてくれ」

「ええ……、ランドールに危険な兆候があるのははっきりしました。だけど暗殺者のことが知られたら、エレィノア教会も王家も過激な手段を取りかねない」

「まあ、すぐにでも軍勢を派は遣けんしようとしたって不思議じゃないな。なにせ王家の姫ひめであり、教会のシンボルたる〈聖女〉を殺されようとしたんだ」

「わたしは……もう二度と戦争は望まない」エリシスは組みあわせた手に視線を落とした。「あんな戦いはただの一度で十分。わたしの解かい釈しやくでしかないかもしれないけど、今度の〈神しん託たく〉だって、あくまで〈黒こく狼ろうの騎き士し〉個人に関するものだと思う。また民衆を巻まき込こんだいくさにまで話を大きくしたくない」

「自分が殺されかかったってのにお優やさしいことだな。あんないくさは二度とごめんだというのはおれも同意だがね。それで、いまのランドールを調査したいわけか」

「ええ。イヴァン司教と相談して、諸国連合からランドールへの使節団──査察団や調査隊といってもいいけど──を編制することになったの。暗殺の件を伏ふせたところで、ランドールを力ずくで追いはらわれたフォーゼは必ず報復しようとするだろうし、そのことを知ったダスケスだってなにもしないはずがないから、まずは先手を打って、そういった行動を抑おさえ込こむ意味もある──、と司教はおっしゃっていました」

「ふうん、まあ、わかる話だがよ。……しかし〈黒こく狼ろうの騎き士し〉ねえ。暗殺も、フォーゼを襲おそったのも、そいつひとりが裏で糸を引いてりゃ話は簡単なんだがな。ギュネイあたりに聖せい槍そうを持たせてさっくり殺させりゃいい」

　ケイオロスが白しら髪が頭あたまを搔かきながらいうと、エリシスはむっと顔をしかめた。

「物ぶつ騒そうなこといわないでください」

「いやな、実はもうとっくにそうなっているかもしれない、ってことをおれはいいたいわけだ」

「どういうこと？」

　お茶のお代わりを持ってこさせようとエリシスは席を立ちかけたが、次のケイオロスの言葉でぴくりと身動きを止めた。

「おれたちが襲おそわれたあとな、ギュネイの奴やつが、ちょうどいまのおまえさんみたいに『ランドールを調査したい』といいだしたんだ。だけじゃない、おれにここでのことを託たくすと、さっさとひとりでいっちまいやがったのさ。ありゃもう何十日も前の話になるか。いまごろなにをしているものやら。『やる』となったら素す早ばやい奴やつのことだ、ひょっとして、ランドールで軍事行動を起こした〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のことを危険視して、すでに接近していてもおかしくないな、って思ったのさ」




　ふたたび、青々とした湖面を臨のぞむ窓を有した大聖堂の部屋。

「エレィノア、ダスケス、フォーゼ、ザッハ……それぞれが代表者を出して、ランドールの査察をおこなうことに関しては、ケイオロスも賛同してくれました。護衛のための使つかい魔まをつけてもよいとも」

　イヴァンは『使つかい魔ま』と聞いてやや複雑な顔になった。が、すぐに表情を切きり替かえて、

「それで、王女殿でん下か。ご自分のことは話されましたか」

「はい」エリシスは軽く頷うなずいた。「お話しするまでもなく、わたしの態度からお見とおしだったみたいです。『おまえもいく気だな？』って」

「わたしとて、心底から賛同しているわけではないのですよ。この数か月、ランドール領の情報をあれこれ集めてみましたが、支配者も指導者もなく、荒あれ地ち同然になっているとか。ひとたび足を踏ふみ入いれれば、賊ぞくの類いに襲おそわれることだって、一度や二度では済まないでしょう」

「各国の代表、それに、ほかならぬ司教さまとて同じこと。お忘れですか、こう見えてもあの大戦の最前線を駆かけ抜ぬけた身ですよ」

　エリシスはローブの袖そでをまくりあげて、生き地じの色にも劣おとらぬ白い腕うでで力こぶをつくる真ま似ねをした。他の僧そうの前では絶対にやらないことだ。

　イヴァンは仕方なさそうに微ほほ笑えんだ。

「いわれてみれば、確かに。ここ二年、王女殿でん下か以上に修しゆ羅ら場ばを生いき抜ぬいてきた人間など、ほかの六英えい雄ゆうを除いてはひとりとしていないでしょうな」

「〈神しん託たく〉を受けてから、そして暗殺者を差し向けられてから、いろいろと考えたのです」

　腕うでをそっとローブに戻もどして、真顔になったエリシスはいう。

「わたしたちは戦後のランドールに関してあまりに無む頓とん着ちやくでありすぎたと。お父さま──陛下が教会上層部との腹の探さぐりあいに時間を費ついやしているあいだ、ランドールの統治にほころびが生じていることもそのときになって知ったことです。フォーゼとダスケスなどは、ランドールの領地を巡めぐって槍やりを交えそうにさえなっているとか。かつて神の教えのままに邪じや悪あくを討うとうと団結した国家同士が、どうしてそのようなことになるのでしょう」

　金色の髪かみが左右に散った。普ふ段だんは真っ白なその顔に、憤ふん懣まんやるかたない感情が朱しゆ色いろを添そえている。イヴァンも真顔に戻もどった。

「当のランドールにも、邪じや神しんを奉ほうじる悪あしき種はいまだ息づいております。諸国による土地の奪うばいあいなどは、その種が芽め吹ぶくまでの時間をいたずらに与あたえてやっているようなものですな。カノンが武装勢力に奪だつ還かんされたのも、そういうことでしょう」

「民たみはただ安あん寧ねいの暮らしを願うもの。わたしたちは、まさにそのために戦ったというのに、ランドールの民たみは土地を巡めぐる戦いにさらされて、いまなお苦しみ、飢うえて、傷ついている。彼かれらももとを辿たどればわたしたちと同じ神に導かれて海を渡わたったアンバー人。司教さまが実じつ践せんされたように、彼かれらとて、真の神の教えに触ふれさえすれば、わたしたちとなんら変わることなく、正義や平和を望む心を取とり戻もどせるはずでしょう？」

「まさしく。その機会を与あたえようともせずに『焼やき払はらえ』などといえるわが教会のなんと見識の狭せまいことか」

「その教会に訴うつたえるためにも、わたし自身の目でいまのランドールを見てみたいのです。それが、結果として〈神しん託たく〉の真実を確かめることにつながるはず。司教さま、お願いします。わたしにもう一度、神と教会のために働く場をお与あたえください」

　イヴァンは木のコップを傾かたむけて香こう料りようの効いたぶどう酒を一度口に含ふくんだきり、しばらく黙だまりこくっていたが、やがて、

「〈聖女〉たるお覚かく悟ごとその意志を、誰だれが無下にできましょうや。王家と教会、ともに上層部の人間は〈神しん託たく〉のことを承知しておりますので、王女ご自身が〈神しん託たく〉を確かめるために発たつとなれば、どちらも表立って反対することはないでしょう。わたしのほうからも口くち添ぞえしておきますよ」

　エリシスはほっとした笑え顔がおを見せて礼をいったが、「ただし」と司教は釘くぎを差した。

「〈聖女〉がランドールにいかれるとなれば、国内外に要いらぬ憶おく測そくや不安を呼よび込こみましょうし、むしろ不ふ逞ていの輩やからに狙ねらわれやすくなる恐おそれがある。王女の同行はあくまで上層部のみに知らせておいて、遠えん征せい中のあなたは、そうですな、わたしの教区にある修道院でランドール語学を学んでいた修道女ということにしておきましょう。警護の任に当たる者にもそう見せかけますので、目立つような真ま似ねはくれぐれもなさらぬように」

「わ、わかりました。これでも、旅をしているときは、いろいろ扮ふん装そうをしたことだってあるんです。お任せください」

「おや、まさか役者の才能までおありとは。期待していますよ」

　結論が出ると、ぶどう酒をひと息に飲み干したイヴァン司教は挨あい拶さつもそこそこに退出した。もともと大変いそがしい身であるのに、エリシスのために朝から時間をつくってくれたのだ。

　その後、エリシスも部屋を出て、祭さい壇だん前の身しん廊ろうへと降りた。堂内で暮らす終身助祭たちの姿がちらほら見えたが、まだ朝早く、外から訪おとずれる信者たちの姿はない。太陽をかたどった柱頭を頂く太い支柱が立体的に並ぶその中央にひざまずいたエリシスは、無言で祈いのりを捧げはじめた。

　いつもなら、数タルンとしないうちに雑念がきれいに取とり払はらわれて、心身を神に委ねる境地になる。だが、肉体から切きり離はなされた思考が空白に染まる寸前、今日に限って、小さからぬ棘とげが胸にチクリとした痛みを与あたえた。

　ランドールでの騒そう動どうを耳にした直後、エリシスが〈神しん託たく〉を受けたのはまぎれもない事実だ。

　暗殺者の事件を経て、現在のランドールに思いを馳はせるようになったというのもまた事実。

（なんとしてでも〈神しん託たく〉が示す脅きよう威いをこの目で確かめねばならない、あのいくさを繰くりかえさないためにも、ランドールの民たみのためにも）

　司教にそう訴うつたえた言葉も噓うそのはずはない。だというのにエリシスの胸を刺さす棘とげは、彼かの女じよがランドールいきを決めた直接の原因がほかにあることを告げている。神の前にあって、神にすべてを委ねられない後ろめたさが、エリシスに空白の祈いのりを許さない。

（しかし神よ、これは〈聖女〉の名に恥はじるべきことでしょうか。わたしは、ただ仲間を案じているだけではないのです。ともに邪じや悪あくを討うつべく肩かたを並べた仲間が、ランドールを覆おおう、黒く、悪あしき渦うずの、まさに只ただ中なかにいるように、わたしには──いいえ、ほかならぬあなたから授さずかったお告げによって、そう感じられるのだから）

　組みあわせた手にぎゅっと力がこもる。

（正直にいえば、わたしは恐おそろしいのです。こうして祈いのりを捧ささげている瞬しゆん間かんにも、彼かれが渦うずの中心たる〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に出会っているのではないかと思うと、気が気でいられないのです。なんとしてでも彼かれに会って、この脅きよう威いを伝えなければ。そして、必要であるなら、また彼かれとともにふたたび邪じや悪あくと──〈黒こく狼ろうの騎き士し〉と戦わねば。これは、〈神しん託たく〉にも、神のしもべとしてのわたしの使命にも反するものではないはず。ですからお許しください。決して、ただひとりの友人のためだけに旅立とうというのではないのです、決して──）




　そのとき。

　祈いのりを捧ささげる〈聖女〉の姿を見おろしている人物の姿があった。

　身しん廊ろうと側そく廊ろうとを隔へだてる、高窓の縁ふち。高くて狭せまい、そんな位置に誰だれかが立っていようなどと思うはずがないから、エリシスは気づかない。

　どれほどの時が経たったか。

　祈いのりを終えたエリシスがしずしずと大聖堂をあとにしたとき、この人物の姿もいつの間にやら消きえ失うせていた。




　──エリシスが諸国の代表と合流すべく、王都アッシュ・ギネーをイヴァン司教とともに出立したのは、それからおよそ一か月後のことだった。
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　城内に人が増えた。ミネルバの世話をする侍じ女じよも、ターシャ以外に五人が加わった。うち三人は以前も王女に仕えていた経験がある。残り二人は名家の娘むすめではあるものの、お城勤めははじめてで、だから過あやまちを犯おかすときもある。

　服の着せ方、風ふ呂ろの時間、食事を出す順番、寝しん具ぐのととのえ方に至るまで、ミネルバにも好みがあった。普ふ段だんなら、そうした手順をひとつ誤ったところで、

「慣れるまでは仕方ない」

　と鷹おう揚ようなところを見せるミネルバではあったが、ここのところ、王女はなぜか苛いら立だっている。食事の際、テーブルに空き皿が少しのあいだ放置されていただけで、

「長々と見ていればまた料理が盛りつけられるわけでもあるまいし、さっさと片づけよ」

　声も鋭く叱責する。盲もう目もくでありながら皿の位置と状じよう況きようを把は握あくできるのだから、新入りの侍じ女じよたちは恐おそれ入いりながらも感心しきりだ。

　ここのところバン＝シィには名士たちがひっきりなしに訪おとずれていたので、王女は彼かれらとの謁えつ見けんに追われていた。ただし一時期のように長い行列をつくるほどではないから、一日の大半を費ついやす必要はなくなった。むしろ、これまでひとりで請うけ負おってきた仕事を戻もどってきた臣下たちに割り当てているのだから、自由な時間も多少ながら増えている。

　そうした時間、姫ひめは自室の窓まど際ぎわに立って、陽ひ射ざしを浴びて過ごす。たまに室内をうろつきまわる。足取りは荒あら々あらしいが、これも完全に空間を把は握あくしていると見えて、調度品に身体からだをぶつけることも蹴けつまずくこともない。ふと立ち止まったとき、口からはため息が洩もれる。「ええい」だの「くそっ」だの、身分にふさわしくない言葉が同時に洩もれ出でることもある。

　ターシャは王女とのつきあいが長いから、そういうときはおおむね部屋の外側に立って待機している。室内から聞こえてくる足音が長いあいだ途と絶だえると、そっと扉とびらを開いて、「そろそろお茶にしましょうか」とか「よい腕うでの庭師が戻もどってきてくれたおかげで、窓からの眺ながめも華はなやかになってきました」とか声をかける。それに、「要いらん」とか「そうなのか」とか応じる姫ひめの表情を見ながら、ターシャは心中で指折っていた。姫ひめが苛いら立だつようになってから五日目。

（そろそろかな）

　と思えたから、近くのテーブルクロスを直す振ふりをしながら何気なく聞いてみた。

「ここのところ、〈騎き士し〉どのをお見かけしませんね。いったいどこにおられるのでしょう」

「どこに？　まさか、城下にもいないのか」

　姫ひめは不ふ機き嫌げんな顔をしながらも、内心の驚おどろきを隠かくしきれていない。

「おや、姫ひめでもご存じない。てっきり、姫ひめが秘密の命令でも与あたえなさったかと思っていたのですが」

「……なんです、それは」

　話題そのものを嫌いやがってもいない。これがわずか半日前だったら、「知らん」と突つっぱねられたところだ。ターシャの計算はまちがっていなかった。

「あの者は、わたしの臣下ではない。常にわたしの命令が聞き届けられるよう近くで控ひかえているということもない。姿が見えないというなら……、どこぞで、好きにしているのでしょう」

「まあ、そうなのですか」ターシャは驚おどろいてみせる。「あのお方ほど姫ひめに忠実な男性もおるまいと思っていたのですけれど。姫ひめからご用命あれば、すぐにでも眼前に膝ひざを擦すってあらわれ、姫ひめの華はなやかな笑え顔がお、そのただひとつの褒ほう美びのために剣けんを取って死地へ赴おもむく。……そう考えておりました」

「まるで、わたしがたぶらかしたかのような」

「そういう噂うわさもあるということです。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉、あれはいろいろ噂うわさされているが──どこぞの国の王子だとか、死んだと思われていた英えい雄ゆうだとか──、実はただ単に、姫ひめの愛人ではないか、とね」

「あいじん？」

「姫ひめが潜せん伏ぷくされているときに出会われた、凄すご腕うでの、だが名なしの剣けん士し。剣けんの腕うでを磨みがくために各地を放ほう浪ろうしている途と中ちゆうだったが、姫ひめと偶ぐう然ぜん出会われた瞬しゆん間かん、その苦境に同情されて、また姫ひめの美び貌ぼうに心を奪うばわれて、一生を捧ささげることを誓ちかった──という話が、まことしやかに囁ささやかれております。顔を常に隠かくして素す性じようをあきらかにしていないのは、本来、姫ひめのお側そばに仕えることなど到とう底てい許されぬほど身分が低いからだろう、と」

　ミネルバはそれを聞いて鼻で笑い飛ばした。

「身分の高低はいざ知らず、色いろ恋こいのために命を懸かける男とはわたしには思えぬ。しかし、そのような噂うわさが立つとは、ずいぶん〈騎き士し〉どのも軽く見られたものです。ふむ、意外だな？　あの男は、市し井せいには好かれていると思っていた」

「好かれていますとも。王家に劣おとらず尊敬されてもいる」

「好かれて、尊敬されていて、なぜ、〈騎き士し〉を貶おとしめるような噂うわさが立つ？」

　ミネルバが本気で関心を示しはじめた。ターシャは餌えさに食いついた魚に気取られぬよう竿さおを引く心持ちで、ゆったりした間を意識しながら返事をする。

「以前、姫ひめもおっしゃいませんでしたか。人は、わからぬものに惹ひかれながらも、同時に、わからぬものに恐きよう怖ふもする、と。〈騎き士し〉どのも同じでしょう。復興した王家とともにありながら、いまだその正体の糸口ひとつ摑つかめない。人々は首を傾かしげる。『なんであれほどの戦士が、ほかの国全部を敵にまわすような危険を冒おかしてまで、うちの貧びん乏ぼうなお姫ひめさまに従っているんだろう？』って」

「貧びん乏ぼうとは無ぶ礼れい千せん万ばん」

「いったい、どんな魂こん胆たん、目的があるのか──、と民たみのなかには〈騎き士し〉を本気で怪あやしむほどに聡さとい者もちらほらといたのです」ターシャは王女の憤ふん慨がいを無視してつづける。「正体不明の人物が、いったんは滅ほろびかけた王家をふたたび担かつぎあげて、ハーディンに劣おとらぬほどよからぬことを企たくらんでいるぞ、またこの国が業ごう火かに包まれかねないぞ──ってね」

「あの男がか？」

　王女はふたたび鼻で笑いかけたが、ターシャは真顔で畳たたみかけた。

「ええ、あの男が。ほぼ無む償しようで、凄すさまじい腕うで前まえひとつをもって、世界を敵にまわしてでも戦たたかい抜ぬこうとするあの男。だというのに真の名前も素す性じようもまるでわからぬ男」

　王女ははたと押おし黙だまった。それからややあって、

「……確かに、不気味に思う者とてあるにちがいない。だから、貶おとしめるような噂うわさのひとつも立つわけか」

　と慨がい嘆たんした。

　が、ターシャはにこりとしてかぶりを振ふった。

「貶おとしめる、というのとはちがいます。むしろ逆。〈騎き士し〉どのを愛したい、のですよ」

「愛したい？」

　いよいよ混こん迷めいさせられてか、ミネルバは本気で首を傾かしげた。

「そう。〈騎き士し〉どのを本気で怪あやしむような噂うわさがあれば、それを火消ししようと躍やつ起きになるほど〈騎き士し〉どのを好いた者たちとて大勢いる。王家に対しても同じです。ランドールがこのような状じよう況きようになったのは王家の責として批判する者もある一方で、一定以上の愛着を抱いだく民たみも多い。だから……」

　とここまでターシャが話したとき、

「姫ひめ！」

　室内に新入りのほうの侍じ女じよが駆かけ込こんできた。ノックも、用向きを伝えるベルの音もなかったから、さすがにターシャがむっとした顔を向ける。主人の気苦労を少しでも減らしてやれないかと、ターシャなりに気をまわしている最中だったのだからなおさらだ。

「この前注意したばかりでしょう。いきなり入ってくる者がありますか」

「も、申しわけありません。しかし、すぐに姫ひめへお知らせせよ、と門番の方にいわれて──」

「無作法をしてもよいという意味ではありませんよ」

「よい。何事です？」

　王女が聞くと、またミネルバに面会を求める者がやってきたという。それ自体は珍めずらしくないのだが、まず先さき触ぶれの使者が門番に告げたという名を聞いて、ターシャの、そしてミネルバの表情が引きしまった。

「このような時刻に」

　ターシャが窓から外を見やる。低い位置を這はった雲は赤らんでいた。

「『彼かれら』に急を告げる用事があるとも思えません。わざわざこのような時刻を選んで謁えつ見けんを求めるのは、それこそ王家を軽かろんじている証あかし。こちらもそれなりの準備が必要になりましょうから、いったん日を改めさせるべきです。今夜のあいだにでも、『彼かれら』の情報を集めさせますから……」

「ふむ」

　王女はしばし顔を伏ふせ、頰ほおに手を置きながら考かんがえ込こむ素そ振ぶりを見せた。

　数タルン。

　ふたたび唇くちびるを開いた王女は、意外なことを口にした。

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのをこの場に呼べますか」

「え、ええ。それは、無論。バン＝シィから出たという報告はございませんので、いつもの場所に宿しゆく泊はくされているかと」

　ターシャは説明してから、しまった、という顔をした。「最近、〈騎き士し〉を見かけないが、いったいどこにいるのか」と自分で問いかけておきながら、本当はその所在を把は握あくしていたことが露ろ見けんしてしまったからだが、

「よし」

　と顔をあげたミネルバの姿を見て、ターシャは「あ」と小さく声をあげた。ここ数日見せていた苛いら立だちがきれいに取とり払はらわれている。

「『彼かれら』を謁えつ見けんの間にて控ひかえさせよ。でき得る限りの人も集めるのです。当然、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉も」




　同じ時刻。

　城下街の空も当然赤く色づいて、往来をいく人々の影かげを色いろ濃こく引ひき伸のばしている。

　そのころ、クルス・アインはバン＝シィの街路に馬を走らせていた。

　途と中ちゆう、顔見知りに声をかけられて馬からおりた。近きん隣りんの村々を巡じゆん回かいした帰りで、格段に急ぎの用件があるわけではない。馬にくくりつけた荷に袋ぶくろには、集落の守りや運営をになっている人々から集めた報告書が山と入っていた。

　ひとりと話していると、またひとりが寄ってきて、そのうちに「クルスさまだ！」と子供たちまで足もとにまとわりついてくるなか、大人たちとなんということもない雑談を交かわす。ギュネイも〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のときにはこうした経験が数多いが、クルスの場合はさらに、遠巻きにした女性たちの熱視線がそこに加わる。

　クルスははつらつと人々の雑談に応じていた。

　いまだ解決せねばならない問題点は多く、報告書にある民たみの欲求にそつなく応じられるほど城にも余よ裕ゆうがあるわけではないのだが、こうした難事のひとつひとつに向きあい、そして大勢の人と触ふれあっていると、国がじょじょに復興している実感が湧わきあがるようで、若い戦士の心を晴れやかにした。

　クルスが最初にバン＝シィを訪ねたころと比べるまでもなく、険があった表情にも柔やわらかみが出ている。

（ゼオ将軍もいわれていた。もしランドールが全土を統一し、すべての国が同じ神をあがめるようになれば、われわれの戦いも意味あいを変えていくだろうと。剣けんは鍬くわに、槍やりは鋤すきとなり、戦術書は、農耕、牧ぼく畜ちく、建築などにまつわる書物に取って代わるだろうと。それでよいのだ。それこそが、われわれが本来、敗戦後におこなわねばならない戦いだったのだ）

　ゼオ亡なきあとは、クルスとて、諸国への復ふく讐しゆうに血を焦こがしていた。

　特にゼオを討うち取とった〈竜りゆう戦せん士し〉ギュネイへの恨うらみは深く、

（たとえ地下に潜もぐり、木の根をかじるような暮らしに堕おちたとしても、必ずや〈竜りゆう戦せん士し〉の首をゼオさまの墓前に捧ささげてやる）

　と決意していた。

　だから、騎き士し団だんのひとりとして、他国の傭よう兵へい隊たいの手で好き放題にされていたラーゲンの城を占せん拠きよする作戦にも参加したし、その後も城の防備を固めたり、城下の人々を守る約束をする代わりに彼かれらから税を徴ちよう収しゆうしたりする仕事に従事した。

　が、以前にクルス本人が〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に語ったとおりだ。

　さほど時が経たたないうちに、騎き士したちは諸国連合軍や六英えい雄ゆうに対する戦意を失い、王家への忠心も薄うすらいでいって、いつからか、支配者として一帯を治めつづけることそのものを目的にするようになった。

「馬ば鹿かな。城も領地も、いずれは王家にお返しすべきもの。たとえ結果的に騎き士し団だんへ譲じよう渡とされるにしても、王家のご裁量を待たねばならぬのは代わりない」

　クルスは騎き士したちにそういったが、帰ってきたのは侮ぶ蔑べつの笑えみばかり。

「王家などとうに絶えているわ。死者に忠義を捧ささげるのは滅ほろびの道に他ならん。大体、ゼオ将軍に可か愛わいがられてはいたが、おまえはしょせん見習いの身ではないか。盾たて持もち風ふ情ぜいが騎き士し団だんのやり方に口を出すな」

「騎き士し団だんのやり方だと。いったい、主君なき騎き士しに騎き士しを名乗る資格があろうか。これでは、領地を力ずくで切り取っている無法者と大差ないではないか！」

　なおもクルスは食いさがったが、結果、待っていたのは『無礼を働いた返礼』としての鉄てつ拳けんでしかない。

　日ごとに顔を大きく腫はらしていくクルスは、同時に、現在の騎き士し団だんへの疑念と、過去、ゼオ将軍が率いていたころの騎き士し団だんへの憧あこがれを心中で膨ふくらませていった。

（わたしだけが、あのころの不ふ死し騎き士し団だんにいる）

　そんな思いを抱いだきながらも、それでも敬愛してやまないゼオ将軍の設立した騎き士し団だんからは離はなれがたかったクルスだ。騎き士したちとて、いまでこそ様変わりしてしまったが、もともとはゼオのもと規律正しい生活をつづけていた。自分が将軍から受うけ継ついだ規き範はんを示しつづければ、周囲もおのずと変わってくれるだろうという淡あわい期待もあった。

　が、そのクルスにしても許せぬ事態が二つ、ほぼ同時に起こった。

　ひとつは、王女ミネルバから飛ばされた檄げき文ぶんに対して騎き士し団だんが沈ちん黙もくするという選せん択たくをしたこと。これも以前に〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に語ったとおりだが、もうひとつは、不ふ死し騎き士し団だん長ちようの座に関することだった。ゼオ亡なきあと空位となり、そして暗あん黙もくの了りよう解かいのうちに半ばこれから先も空位であろうと定められていたはずのこの席が、突とつ如じよ埋うめられることとなったのだ。その人物とは──。

「おお」

　周囲にいた人々が揃そろって声をあげたので、クルスはわれに返った。彼かれらの視線は往来に向けられている。自然と同じ方向を向いたクルスの目が驚きよう愕がくにみはられた。

「不ふ死し騎き士し団だんだ！」

「クルスさま、お仲間が参られましたよ！」

　まさに。

　先ほどクルスの記き憶おくのうちを巡めぐっていた顔ぶれが、馬上に並んでいる。クルスと同じ髑どく髏ろを模した甲かつ冑ちゆうを着こなした彼かれらが、人々の喝かつ采さいを浴びながら目の前をよぎっていくのだ。一いつ瞬しゆん、これは現実の光景なのか、はたまた記き憶おくが招いた幻まぼろしなのか、判然としなかったクルスだったが、

「おやおや、これは」

　馬上から、まぎれもなくクルス・アイン当人に声をかける者があった。

　女性だ。

　一団のなかにあってただひとり兜かぶとも甲かつ冑ちゆうもつけておらず、豊満かつダイナミックな身体からだのライン、複雑な形に結ゆいあげた髪かみ、それに熟した果実のように匂におい立たつ美び貌ぼうを露あらわにしていた。

「久方ぶりに王都へ来てみれば、珍めずらしい顔に会うものだ。久しいわね、クルス？」

　口調こそ親しげでありながら、嘲ちよう弄ろうのひびきを隠かくさぬその声に、クルスはいったん唇くちびるを嚙かみしめ、そしてどこか仕方なさそうにその口を開いた。

「……お久しぶりです、義母はは上うえ」




　　　　　　　２




　騎き乗じようしているのは十名ほどか。槍やりを持って従っている小こ姓しようがその倍ほど。

　列をなした中央には豪ごう華かなつくりの馬車がある。クルスに「義母はは上うえ」と呼ばれた女性は列を横あいに逸それると、クルス・アインをまっすぐ見おろせる位置にまで馬を進めた。

　鞍くらに固定された盾たてには紋もん章しようが描えがかれている。紋もん章しよう中央のシールド部分に髑どく髏ろ。その下に、血を滴したたらせたぼろぼろのマントが左さ右ゆう対たい称しように描えがかれており、モットーの部分には、『死に手招かれる前に死を抱いだけ』とある。

　クルスがはじめて見るものだ。不ふ死し騎き士し団だんに紋もん章しようはなかった。特とく徴ちよう的てきな鎧よろい兜かぶと、それに団員すべてが共有した治ち癒ゆの奇き跡せきこそが団員としての証あかしであるから、というのがゼオの信条でもあった。

「な、なぜここに」

　クルスが搾しぼり出だした問いかけに、馬上の女性は「ほっ」と笑う。

「騎き士し団だんが王都にいるのを、なぜ、とはおかしなことを聞くものね。なぜ、というなら、騎き士し団だんを脱だつ走そうしたおまえが、なぜその鎧よろい兜かぶとをつけている？　おまえはもうわが団の見習いではないのよ。資格もないのに外見だけ団員を気取っているおまえは、さながら騎き士しに憧あこがれた子供がお手製の鎧よろいで『ごっこ遊び』をしているのと代わりはしない」

　馬上の騎き士したちが、どっと笑い声を揃そろえた。

「よくお似合いですよ、可か愛わいい可か愛わいいお坊ぼつちゃん！」

「遊びの時間はもう終わり。さあ、帰って泥どろんこの鎧よろいを脱ぬいでしまいましょうねえ」

　そんな野次まで飛んできて、クルスの顔を血の色に染めた。

　戦場では兵を率いる立場にもあったクルスだが、あくまで戦時中の、それもゼオ将軍が特別に許可した緊きん急きゆう措そ置ちだった。いまは騎き士し見み習ならいに過ぎないクルスを見おろす面々は、年とし恰かつ好こうこそ様々だが、いわゆる騎き士し団だん幹部、もしくはその血筋にある者たちばかり。

　が、クルスはだからこそ腹を立てた。バン＝シィがまことに危険であったときは素知らぬ顔をしておきながら、いまになって、鎧よろい兜かぶとで民たみを脅おどしつけながらあらわれようとは。

「わ、わたしこそが、ゼオ団長の志を正しく受うけ継つぐ者だ。おまえたちはちがう！　第一、その紋もん章しようはなんだ。そのおかしな紋もん章しようこそ、団長のご遺志に逆らっているなによりの証あかしではないか。恥はじを知るがよい！」

　正義の鉄てつ槌ついを振ふりかざすつもりで怒ど鳴なってみても、返ってくるのはやはり嘲ちよう笑しようばかり。騎き士したちは髭ひげを割って白い歯を見せながら、

「しつこくも、まだ前団長どのにこだわっておいでか、誇ほこり高たかき見習いどの？」

「噂うわさは聞いているぞ。賊ぞく徒となどと遊んで、だいぶご活かつ躍やくだったようだな」

「ああ、それでか。その辺の商売女に『騎き士しさま、騎き士しさま』とおだてられてその気になってしまわれたのではないかな？　ご忠告して差しあげますが、あいつらは野犬を追いはらったていどの男にも同じことをいうのですよ？　その気にさせて、懐ふところにある金を全部頂ちよう戴だいするためにね！」

　口々に笑い飛ばす。

　笑いの渦うずの中心に立たされたクルスは身動きが取れないほどの恥ち辱じよくにまみれた。様子がおかしい、と気づいたバン＝シィの人々も、いつしかクルスから遠のいている。と、

（おや、あれは？）

　クルスの背中が見える位置に、ギュネイがやってきた。




　ギュネイは昨日のちょうど同じ時間帯に、バン＝シィを発たつリーリンを見送っている。

　あれほどランドールから早く出ていきたがっていたリーリンだったのに、いざその瞬しゆん間かんを迎むかえるとどこか踏ふんぎりがつかない様子で同じ言葉ばかりを繰くりかえした。

「どうか、おひとりで無茶なさらないでくださいよ」

「わかってるさ」

　ギュネイは笑え顔がおを見せたが、リーリンからすれば、これほど頼たよりない言葉もなかったろう。

「行動を起こされる前に、必ずいったん立ち止まって、よく、よく、よおっく、お考えになってくださいね」

「いつも考えてるよ」

「いいえ。〈騎き士し〉さまが考えてらっしゃるのは、これがランドールにとってよいことかどうか、ということばかり。じゃなくって、これが『ご自分にとって』よいことかどうかを──、どうか、それだけをお考えになってください。お願いします」

「いうようになったなあ。それももちろんわかってるよ」

（もちろん、わかっちゃいないくせに）

　リーリンは小声でいってから、

「お食事は一日に二度以上は欠かさずに。宿の井い戸ど水みずはまだ臭くさいし汚きたないので、通りの裏手にある井い戸どを使ったほうがいいです。お着き替がえは棚たなに入れておきましたが、不足するようなら、中央通りの仕立て屋で買ってください。ほら、前に盗ぬすっ人とを捕つかまえたあのお店ですよ。あと最近、たまにお酒をお召めしになっているようですが、あたしがあれこれ情報を仕入れたところ、ドウェルグの看板がかかっているお店にはいっちゃ駄だ目めです。お客を悪わる酔よいさせて高い料金をぼったくるそうですから。あああ、そうだった。ぼろぼろになっているベッドの上うわ掛がけ！　まったく、あの宿ときたら、安くない金を払はらわせておいて、人手不足を理由にすればなんでも大だい丈じよう夫ぶだと思っているんだから。〈騎き士し〉さまが文句のひとつもおっしゃらないからですよ。しまったな、昨日のうちに買っておくはずだったのに。いいものに目をつけていたんです。ちょっと待ってください、いまお店の地図を書きますから。あそこの辺りは小路こうじが入り組んでいて──」

「わかった、わかったよ」ギュネイはさすがに笑ってしまった。「リーリンといっしょに旅をする前は、ひとりで生活してたんだから、たいていのことは大だい丈じよう夫ぶさ」

（本当かなあ）

　とこれも小声でいってから、こっそりと犬の姿になったリーリンは、ギュネイのほうを振ふり向むき振ふり向むきしながら、バン＝シィを北へと抜ぬけていった。

　それから丸一日。

　リーリンをいかせたことで、多少は事態が進展した気がしたものの、それもわずかな時間ばかり。一日、なにもやるべきことが見み出いだせないまま、宿で腐くさっていたのだが、十数タルン前、突とつ然ぜん、城から使者がやってきた。

　用向きは不ふ死し騎き士し団だんの来訪──つまり、いままさにギュネイが見つめる先、馬上に並んでいる面々に関することだ。

　ブライというあの騎き士しの存在を確かく認にんした時点で、この日があるのは予想すべきだったが、これまでいろいろな事情で足止めされてきたギュネイにしてみれば、

（次から次に）

　という苛いら立だちを隠かくせなかった。

　使者が帰ったのち、いったんは逡しゆん巡じゆんしていたが、結局は外へ出た。

　往来で目立ちたくなかったので素す顔がおのままだ。

（あんな口論のあとで、いったいどんな顔をして王女と会えばいいんだろう）

　などと落おち込こんだり、

（い、いや、それは向こうだって同じはず。おれに『出ていけ』なんていっておいて、いざとなったら頼たよるしかない向こうのほうが気まずいはずだ。ふん、ミネルバさまがどうやって泣きついてくるか、これは見ものだな）

　などと無理に強がったりしながら城へ向かう道の途と中ちゆうで、件くだんの騎き士し団だんを発見したのだ。

　クルスがかつての仲間に嘲ちよう弄ろうされているのもひと目でわかったのだが、助たすけ舟ぶねを出そうにも、素す顔がおのギュネイではどちらからも相手にされまい。

　顔を真っ赤にしたクルスが、目をしばたたかせ、深呼吸を繰くりかえして、それでようやくなにか反論の言葉を吐はこうとしたようだったが、

「もういいわ」馬上の女性がかぶりを振ふった。「先さき触ぶれの小こ姓しようが帰ってきた。謁えつ見けんの許しが出たようよ」

　騎き士したちが「おお」と声を揃そろえる一方、

（謁えつ見けん？　もしや、このままミネルバと？）

　クルスとギュネイは同じ種類の驚きよう愕がくを顔に貼はりつけた。

　ギュネイはてっきり、日を改めてからの謁えつ見けんになると思おもい込こんでいた。自分が城へ呼ばれたのは、騎き士し団だんの扱あつかいをどうするべきか、という相談事のためだろうとも。

「子供と遊んでいて、王女をお待たせするわけにもいくまい。皆みないくぞ」

　女性はまるで指導者のごとき態度と口ぶりだったが、もう一度「おお」と応じる騎き士したちに否いなやはないようだ。整列した騎き馬ばの群れは、甲かつ冑ちゆうをこれみよがしに鳴らしつつ、自らが立てる土ぼこりのなかへと消えていった。

　取り残された格好のクルスは、呆ぼう然ぜんとしたようにしばし立ちつくしていたが、やがて鋭するどく地団太を踏ふんだ。とともに何事かを小さく吐はき捨すてる。

「あの、疫やく病びよう神がみの女め！　アイン家にどこまで祟たたるつもりだ！」

　ちょうど近づきかけていたギュネイにはそう聞こえた。と、

「義理とはいえ、自分のお母上をそんな風にいうものではないわ」

　往来の向こうからクルスに声をかけた女性がいる。若い。クルス、ギュネイとほぼ同年代だろう。

　唇くちびるに浮うかんだ微ほほ笑えみは、冬間近のランドールにおいて、なぜか春のあたたかな風が匂におうようだった。着ているものは上等の絹と亜あ麻ま布ぬの。腕うで輪わや首くび飾かざりといった装そう飾しよく品ひんからも育ちのよさがうかがわれるが、それらは決して目立ちすぎないよう、色と配置のバランスがととのえられている。

「お久しぶり、クルス！」女性は軽い足取りでクルスに近づくなり、声を弾はずませた。「あら、少し瘦やせた？　いけないわ、ちゃんと食べてるの？」

「カミラか」

　指し摘てきされたとおり、クルスはげっそりとした顔でその名を呼んだ。ただしやつれた風に見えるのは、いまの『義母はは上うえ』とのやり取りが主な原因だ。

「おまえもいたのか。騎き士し団だんの行列には見かけなかったが」

「だって、あなたと同じ、まだ見習いの身分ですもの。普ふ段だんから騎き士し団だんの正装などできるはずがないでしょ」

　カミラは恥はずかしげに手を頰ほおに当てた。いかにも清せい楚そなご令れい嬢じようといった仕草だったが、『見習い』ということは、いずれは女性の騎き士しになるという意味か。ランドールでは諸国と異なって女性が戦場に立つことも決して珍めずらしくはない。六英えい雄ゆうのひとりアー・シェも、そしてギュネイが今生の別れをしたばかりのディドーもそうだった。

「おまえまでも、おれを笑うのか。ふん、好きにしろ。誰だれがなんといおうと、不ふ死し騎き士し団だんの名にふさわしくないのはおまえたちのほうだ」

「いつまで意地を張るつもりでいるの？」眉まゆをひそめ、小首を傾かしげながらカミラはいった。「お母上だって、あなたのほうから礼をつくせば許してくださるはずよ。皆みな、ああはいうけど、あなたの腕うで前まえを認めてはいるのだから。わたしが口くち利ききしてあげるから、ねえ、また騎き士し団だんに戻もどってきなさいな。ね？　それでいいでしょ？　それで決まり！」

　早口でいい終えると、クルスの腕うでに自分の細い腕うでを巻きつける。まるで世話焼きの姉のような態度だ。力ちから自じ慢まんの男兄弟しかいなかったギュネイには思わず羨うらやましくなるような光景だったが、「やめてくれ」とクルスは身を遠ざけた。一転、悲しげな顔になるカミラから目を逸そらしつつ、

「……それよりも、おまえたちがバン＝シィになんの用だ。ミネルバさまの檄げきにいまさら応じるつもりにでもなったか？　これまでの戦いには素知らぬ顔をしていたくせに」

「さあ。わたしはベナさまつきの小こ姓しようとして、騎き士し団だんとともに城を出て、いわれるがままに謁えつ見けんの申し入れをしただけ。あとは、いまの団長さまがなにかお考えなのではなくて？」

「あいつを『団長』などと呼ぶな！」

　突とつ然ぜん、クルスが大声を出した。色白の頰ほおを紅潮させながら、

「あいつになんの考えがある。あいつになにを決められる。あいつがいったい王女殿でん下かになにをいえるものか！　大体、あいつだって行列のどこにもいなかった。どうせ馬車に乗っていたんだろう。まだ身体からだにあう鎧よろいがないのか？　それともまだ馬にも乗れないのか？　それで二代目の『団長』だと？　ふざけるな！」

　ギュネイは仰ぎよう天てんした。クルスがここまで感情を激させるのははじめて見た。憎にくむべき仇かたきである〈竜りゆう戦せん士し〉のことを語ったときさえ、フォーゼ騎き士しイドリオに民たみを人ひと質じちに取られて荒あれたあの夜だって、ここまでの大声は出さなかった。

　カミラもあまりの剣けん幕まくに驚おどろいてか、目に涙なみだが浮ういている。いつもの騎き士し然ぜんとしたクルスならすぐに乙おと女めへ謝罪するところだったろうが、しかし今日のクルスはまったくクルスらしくなく、忌いま々いましそうに顔をそむけただけだった。

（なってない。なってないぞ、クルス）

　無関係のギュネイが腹を立ててしまう一方、カミラはいじらしく涙なみだ声ごえで訴うつたえた。

「……あなたがいま指し摘てきしたことは全部当たっているとも思うけど、お母上の決められたことだもの。団幹部の方々も皆みな賛同の意を示された」

「──」

「二代目の不ふ死し騎き士し団だん団だん長ちようは、ユベール・アイン。あなたの弟ぎみであり、義母ベナさまの実子であられる方。これはもう決けつ定てい事じ項こうなのよ」




　ギュネイが当時クルスについて知っていたことは、そう多くはない。

　アイン家は由ゆい緒しよ正しきランドールの名門であり、クルスの父ドルフも、騎き士し候こうとして小さい領土を持っていた。が、およそ十四、五年前。国内の騒そう乱らんをまとめたハーディン一派がその功績を認められ、王の寵ちよう愛あいを受けて台頭したころ。

　内々での争いが終わったばかりだというのに、ハーディンの権力が強化されることを恐おそれた、いわゆる保守派──この場合、既き得とく権けん益えきを守りたい面々を指す──が、ハーディンの提唱する新しい宗教観と、彼かれと結びついた王を公然と批判。やがて現王の弟を担かつぎあげて味方を増やすと、王と真っ向から対立する道を選んだ。

　クルスの父ドルフは、いずれにつくべきか長いこと立場を決めかねているうちに、保守派によって妻を人ひと質じちに取られてしまった。ドルフは怒いかりと焦あせりに懊おう悩のうを深めた。が、ほどなくして保守派陣じん営えいに送おくり込こんでいた間者から、妻が自害したとの知らせが入った。夫の足手まといになるのを恐おそれたのだ。

　ドルフ・アインは慟どう哭こくしながら、

（ランドールは変わらねばならん。こう何度も内乱を繰くりかえしていては、そのうちに飢うえた狼おおかみどもに好きなだけ喰くいちぎられて、あとは誰だれも見向きもしない肉にく片へんと化すだろう）

　決意し、王とハーディンの側についた。その証あかしとして、同じ派は閥ばつについた貴族の娘むすめを新しい妻に娶めとった。それがクルスの義母に当たるベナだ。

　──ここまではクルス本人から、あるいは騎き士し団だんの事情に詳くわしい城の者から聞いたり、ただ単純にクルスのファンだという市し井せいの女性たちの雑談などから情報を得たりしていた。

　それが、どういう経けい緯いをたどって先ほどの場面につながるかはわからない。複雑な事情があるらしいことは理解できるものの、ともあれ、当面気がかりなのは不ふ死し騎き士し団だんの動向だ。

　ギュネイは表通りから外れると、すぐさま〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の姿となって王城へ急いだ。

　途と中ちゆうでクルスとも合流。

　ともに、ミネルバが謁えつ見けんをおこなっている場所へと足を向けた。

　玉座のある謁えつ見けんの間ではなく、その一階下にある別の広間だ。普ふ段だんは、民衆からの陳ちん情じようを聞く場所に当たる。見張りに当たっていた兵が二人の姿を確かく認にんすると、無言で一礼して通してくれた。表情に緊きん迫ぱく感かんがある。不ふ死し騎き士し団だんは大戦当時、敵のみならず、味方からも大変恐おそれられたと聞く。

　広間に入ると、一段高い場所に腰こしかけたミネルバ王女の眼下で、ベナをはじめとした騎き士し団だんの面々が膝ひざをついていた。ただひとり、王女と個人的に顔見知りらしい壮そう年ねんの騎き士しが、立ち姿でミネルバに挨あい拶さつの言葉を述べている。

　ギュネイは、広間の壁かべ際ぎわでこの場面を見守っている人々の列に加わった。

　騎き士し団だんを見わたすと、往来で見かけた男たちのほかに、数日前、居酒屋で騒そう動どうを起こしたブライなる若者も同じ甲かつ冑ちゆうに身を包んでいるのが見えた。表情はふてぶてしい。

　ギュネイたちと同じ列には、そのブライとひと騒そう動どうあったエウリュオの顔もあったが、いまこの貴族の心中はいかばかりか。

　騎き士したちの最前列にはベナ。と、その隣となりで膝ひざをついている人物にギュネイの目が留とまった。

　年ねん齢れいは十二、三歳さいほどか。彼かれもまた鎧よろいを着ていない。青白い肌はだの少年で、最初、ギュネイはかつての仲間である〈運命の勇士〉アレフを思い出した。周囲で起こっているあらゆる事態に無関心そうな、いかにも眠ねむたげな顔も、最初に出会ったころのアレフに似ている。時折、意味もなくブルネットの巻き毛に指を絡からめていた。

　と、その少年の視線が動いて、ほかならぬギュネイのほうを見た。視線がぶつかりあったのも一いつ瞬しゆん、少年はすぐにベナのほうを向いて、小声でなにやら耳打ちした。

「あなたも壮そう健けんでなによりでした」

　騎き士しの挨あい拶さつが終わるとミネルバがいい、

「いやいや、不ふ死し騎き士し団だんがふたたびわが陣じん営えいに加わってくれるとなると、なんとも頼たのもしい」

　王女の傍かたわらに控ひかえていた老臣がしきりに首を上下させた。ランドールが敗戦したあとも、領土の支配にまつわる様々な相談事のために城内に残されていた貴族のひとりだ。当然、勝者たる連合軍側から様々な嫌いやがらせもあったろうし、煮にえ湯ゆにも似た屈くつ辱じよくを吞のみつづける──それでいて顔色ひとつ変えてはならない──ような、ただひたすら忍にん耐たいを強しいられる日々を過ごしてもいたろう。

　いまになって馳はせ参さんじた不ふ死し騎き士し団だんには多少ならず恨うらめしい思いがあってか、

「しかし、遅ち参さんが過ぎはしないか。不ふ死し騎き士し団だんの馬はいささか足あし腰こしが弱っていると見える。果たして戦場で使いものになるか、いまの段階ではわかりかねますな、姫ひめ」

　などと嫌いや味みを口にした。それに対し、騎き士しのひとりが、

「ご老公、手厳しいことをいわれますな。われら不ふ死し騎き士し団だん、王家のために命を賭とす所存。使いものになるかどうかは、ぜひ、次のいくさばにて見み極きわめてくだされば」

　などといえばそれでしまいになる話だったが、

「お待ちを」

　口を開いたのは、騎き士しの誰だれでもない。最前列で膝ひざをついていたベナだ。真っ赤な紅を引いた唇くちびるを笑えみの形に吊つりあげつつ、

「なにやら方々には誤解がある様子」

「誤解？　ほう、誤解とはなにかね」

　老臣は気の利きいた言い訳を期待するような顔をしたが、

「まず、われらは、ミネルバ王女が玉座にて名乗りをあげた、というので、即そく位いのお祝いをするためにこうしてはるばるやってきたのであり、決して臣従の誓ちかいをするためではありませぬ。祝しゆう儀ぎこそ用意しておりましたが、当然、これも君主への貢みつぎ物ものというわけではない。ただ旧知の仲である王家への礼を欠いてはならぬと思っただけのこと。おまけに、いざやってきてみれば、殿でん下かはいまだ殿でん下かのままであり、玉座は空位であるという。ならばひとまずこちらの用件は置いて、今回は挨あい拶さつのみで手早く済ましてしまおう、とそういうことでありますので、なにとぞ、われわれが王女に剣けんを捧ささげるためにこぞってやってきた、などというとんでもない誤解はいますぐ解いていただきたく存じます」

　話が終わらぬうちに低いざわめきが広間を這はった。顔色を変えたのは、当然、対面する老臣ばかりではない。

　ベナは、

（玉座にあるわけでもない小こ娘むすめのいいなりになどなるものか。王おう冠かんなき者に用はない。だから帰る）

　といっているも同然だ。ギュネイの隣となりでクルスが息を吞のんだ。直後、わなわなと握にぎり拳こぶしを震ふるわせはじめた。

　広間のあちこちで、大小のざわめきが起こっては消え、消えてはまた起こる。

「わたしでは力不足ですか」

　ひとり、冷静な声を発したのは壇だん上じようにあるミネルバだ。盲もう目もくの姫ひめは瞼まぶたを閉じたまま、しかしまっすぐにベナのほうに顔を向けている。

「もしもわたしが王になっていれば用件があった、という口ぶりでしたが、それはいったいどのようなものでしょう。わたしがお力になれるかどうかはともかくも、せっかくここまでいらしたのです。お聞かせ願えませんか」

　ベナは一いつ瞬しゆん、太目の眉まゆをぴくりと動かした。内心の不快感が露ろ骨こつに出ている。どのような思おも惑わくがあるのであれ、十代の小こ娘むすめが冷静さを保っていたことは意外だったのだろう。しかしすぐに真っ赤な唇くちびるに笑えみを取とり戻もどすと、

「それほど大層なものではございません」と返した。「玉座が空位のあいだにわれわれがお預かりしていたラーゲンの土地を、正式に譲じよう渡としていただけないかというお話でして」

「な、なんだと！」

　当然といおうか、真っ先に反応したのはエウリュオ・トレドだ。

「馬ば鹿かをいうな。あれは、トレド家が国王陛下から正式に任された土地だ！」

　正直、これまでエウリュオは口を開くべきか否いなか迷っていたにちがいない。知ち行ぎよう地ちを奪うばった不ふ死し騎き士し団だんの無法ぶりを非難するのは簡単だが、居酒屋のときのような「領地を守ろうともせずに逃にげた臆おく病びよう者もの」という反論を、今度は公衆の面前で浴びせられかねないからだ。しかし、公然と「土地を頂く」といわれたからには、さすがに黙だまってはいられなかったようだ。

「お、おまえたちは民たみから勝手に小作料や税を徴ちよう収しゆうし、市いちを開いて、おまけに裁判までおこなっているようだな。王と教会から許しを得なければしてはならんことばかりだ。そのような無法、このランドールでまかりとおるとでも──」

「ランドールでは」ベナが柔やわらかい口調で遮さえぎった。「確かに許されることではありますまい」

　エウリュオが目を三角にし、そしていよいよ広間を占しめるざわめきが大きくなった。「ランドールでは許されぬこと」と知りながら「する」というのは、つまり、ラーゲンを王家とはかかわりなしに支配する、要はランドールから独立するという宣告ではなかったか。

　王家が力を失うとはこういうことだ。ひとつの国名が地図上から消えた直後は、分ぶん割かつされた領土それぞれに新たな国名が記される。それはまた、外国の侵しん入にゆうやら、小勢力それぞれがまた内ない部ぶ崩ほう壊かいを起こすなどして、すぐに書かき換かえられるのが定石だったが、それでも一国の王を一時的にでも名乗ろうとする輩やからはあとを断たたない。

　ギュネイたちは生まれ故郷のザッハで同じことを危き惧ぐしたからこそ、ケイオロスに頼たのんで、わざわざ王の落おとし胤だねを辺境から探し出すような苦労をしたのだ。

　が──。

　ギュネイは内心で考えていた。クルスの情報によれば、不ふ死し騎き士し団だんにおける正式な騎き士しは現在三十五名。見習いや小こ姓しようをあわせた兵卒はその五倍ほどの数だという。ラーゲンの城ひとつを預かるのに決して不足しているわけではないが、それは国家の傘さん下かにあってこその話で、むしろ国家を相手にして土地を守まもり抜ぬくとなると、無む謀ぼうという以外にない。

「そ、祖国を、裏切るのか」

　例の老臣が震ふるえる指を突つきつけるのを、ベナは楽しげに笑い飛ばした。

「裏切るなどとはとんでもない。むしろ、王家の手がまわらぬ土地を、われわれが命いのち懸がけでお守りする、という話ですよ。もし、敵対者やならず者の手にそうした土地を奪うばわれては、貴国は分断されてしまいます。せめて王家に対して礼節を保つわれわれの手に委ねたほうが、お互たがいの利益となるのではないでしょうか？　無論、貴国が非常時とあらば、わが騎き士し団だんの力をお貸ししてもよろしいし、何人かを城に常在させてもよいのです」

　ベナはランドールをわざわざ『貴国』と呼んでまで、自分たちがいかにも独立するように見せかけてはいるが、

（本心は別だろう）

　とギュネイは思っていた。

（要は、自分たちに値段をつけろ、といっているんだ。その値段に納なつ得とくすれば居残るし、そうでないときは見切りをつける、と）

　ベナはあれこれ述べてはいたが、ミネルバが玉座についていないことなど、城に来る前からとうに承知していたのはまちがいない。そのうえで挑ちよう発はつし、いまの弱体化した王家が、かつて国内外に恐おそれられた不ふ死し騎き士し団だんと敵対する愚ぐを犯おかすのか、はたまたラーゲンという土地を支し払はらってでも味方に引ひき込こむのか、という選せん択たくを王女に迫せまっている。

　ギュネイが考えを巡めぐらせているあいだに、いくらか無む為いな言葉の応おう酬しゆうがあった。そのうちに話の流れが予想どおりに定まってきた。

　ミネルバが、

「ラーゲンとは特定せぬまでも、いまのランドールには──認めるのも業ごう腹はらなれど──主なき城と空白地が多い。そのいずれかを、近い将来に不ふ死し騎き士し団だん領りようとするというのはどうです？」

　廷てい臣しんたちとの耳打ちを数回挟はさんでのちの提案がこれだ。

「『いずれか』、『近い将来』、でありますか」

　ベナが不確定な言葉を揶や揄ゆした。ミネルバは微ほほ笑えんで、

「いますぐ正式な書状を、とはさすがに参りません。しかし、われらとて、土地と民たみを守護できる者にこそ領地の管理を認めるのは理にかなっている。その方向での話しあいをおこなうことを望んでおります」

「ふうむ」ベナは思案顔になり、それから、隣となりにいた少年と目配せを交かわしたのち、「それが本気のお望みであるのか、はたまた、時じ間かん稼かせぎのための駆かけ引ひきに過ぎないのか、しょせん宮きゆう廷ていでの腹芸に慣れておらぬわたしどもにはわからぬこと。ひとつ、担保をいただけませぬか」

「ぶ、無礼者め」

　老臣が憤いきどおりかけたところをミネルバが手で制する。「担保とは？」と無言のうちに問いかけるのを、ベナは花の香かおりがふくいくと匂におい立たつような笑え顔がおで受け止めて、

「そちらにいる、〈黒こく狼ろう〉のなにがしと名乗る人物の腰こしにある、王家の宝ほう剣けん。それを、わが団長にお預けしてほしいのです」

　といった。




　　　　　　　３




　広間中の視線が、その一角を飾かざる彫ちよう像ぞうのごとき甲かつ冑ちゆう姿すがたに注がれた。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はさすが、古こ豪ごうめいた態度で身じろぎひとつせずにいたのだが、

（こ、こっちに来たか）

　実際は胸をどきりとさせて、額には冷ひや汗あせを搔かいていた。

　どう応じたものか。さすがに十二歳さいのロゥラを相手にしたときとはわけがちがう。お歴々の面前でもあるし、それなりの駆かけ引ひきが必要になる。

　と、

「団長とはどなたのことですか？」ミネルバがまずそちらのほうの疑問を口にした。「不ふ死し騎き士し団だんの団長といえばゼオ。彼かれは先の大戦で討うち死じにしたとの報告を受けています」

「ええ。その二代目を、いま殿でん下かの御おん前まえにて控ひかえております、こちらのユベール・アインが引ひき継つぎました」

　ベナが手で示したのは、隣となりでひざまずいていた青白い顔の少年だ。

　その少年、紹しよう介かいにあずかったからには、王女に一礼すべき場面であるというのにさっきからねっとりとした視線をギュネイの腰こしに注いでいる。おもちゃを親におねだりする子供そっくりの目つきだった。

　ベナは少年をたしなめることなく、挑いどむような笑え顔がおを維い持じしたままつづける。

「わたしの見立てにまちがいなければ、あれは、いくさに赴おもむく兵たちの命を預かる証あかしとして、代々王家に伝わる宝ほう剣けんシィ・ク・ハート。そうでありますな？」

「ええ」

「嘆なげかわしや」ベナは芝しば居いじみた仕草でかぶりを振ふった。「なれば、あれはランドール武人の腰こしにこそふさわしいもの。名前も顔も、出自すらあきらかにしておらぬ男が触ふれてよいものではないはず」

　それなりの情報は仕入れていたらしい。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のことも先刻承知だということだ。ベナは太い矢のような視線でギュネイを貫つらぬきざま、

「そこの男、いますぐ姫ひめに剣けんをお返しせよ。これは不ふ死し騎き士し団だん副団長としての命令だ。どこの馬の骨とも知れぬ男が王家の証あかしを帯びるなど不ふ埒らちである。身のほどをわきまえるがいい」

　誇ほこりも高く言い放った。

　周囲一帯が固かた唾ずを吞のんで二人を交こう互ごに見やること、数タルン。

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が無言でいた代わりに、ついに我が慢まんならなくなったようにクルスが前へと出た。

「ま、待たれよ。まるで〈騎き士し〉どのが盗ぬすっ人とであるかのような言いぶんは聞き捨てならぬ。この方がどれほど王家に尽つくしてきたか、おまえたちは知るまい。おまえたちが──いや、わたしを含ふくめたランドール武人の大半が不在のとき、姫ひめを、そしてバン＝シィを守まもり抜ぬいたのはこの方である。〈騎き士し〉どのなくして、今日この日はない。だというのに……」

「この場にいる者で、王家に尽つくさなかった者などひとりとしていない」

　クルスの言葉を、ベナはぴしゃりとはねつけた。

「誰だれもが、あの大戦で王家と民たみのために命を懸かけた勇者である。われわれとていくつもの戦場を駆かけ巡めぐって、そして大勢の仲間を失った。そなたの言葉を借りるなら、死者たちも含ふくめ、その勇者たちの誰だれかひとりでも欠けていては今日この日はなかったであろう。いいか？　皆みなが皆みな、この国のためにあらゆるものを犠ぎ牲せいにしてきたのだ。そこにいる『顔なし』『名なし』が、ほんのいっとき王家を守ったからとて、それがなんだというのだ？」

「あなたがいったいなにを犠ぎ牲せいにした！　あなたがしたことといえば、ゼオさま亡なきあとの騎き士し団だんを、得意の色じかけで──」

　感情を爆ばく発はつさせかけたクルスの胸を、そのときギュネイがひとつ叩たたいた。

　さほど強く殴なぐったのではないが、若武者ははっとしたように身体からだを波打たせた。

「向こうの仕し掛かけに乗るな」ギュネイが、顔だけはベナのほうに向けたまま囁ささやく。「戦うときは胸を熱く、脳を冷たく。それをできない奴やつは長生きできない」

　クルスは深呼吸した。ギュネイに、というより〈黒こく狼ろうの騎き士し〉相手にはなんとも従順だ。

　が、クルスが黙だまったことでベナはいよいよ場を支配した。攻こう勢せいを強めていうには、

「そろそろはっきりしてはいかがだろう？　そちらの『名なし』が姫ひめさまをお守りしたのは事実のようだが、しかしそれは先ほどいったように、この場にいる誰だれしもが同じはず。いつまでも『名なし』が王家のもっともお側そば近くにいて、あまつさえ宝ほう剣けんをも預かっているという問題を放置しておいてよいはずがない」

　また種類のちがうざわめきが起こった。

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とは果たして何者なのか？──恣し意い的てきに見過ごされてきた疑ぎ惑わくが、この場にてあらためて表面化した格好だった。

　これまでも無論、王都内でさんざんに取りざたされてきた。数多くの噂うわさがあった。

　正体と身分を怪あやしみながらも、バン＝シィの人々にはどこかそういった話題を楽しんでいた節がある。市民の大半が〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に救われたという実感を抱だいていたし、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉こそがミネルバ姫ひめを守る最強の盾たてであり、姫ひめの命令あれば敵に奪うばわれた街をも奪だつ還かんする最強の剣けんである、という認にん識しきがあるためだ。

　が、広間を埋うめた人物のうち半数以上は、ここひと月で新たに王都へ集つどった面々。いまや王家唯ゆい一いつの生き残りといっていいミネルバにまずはなにをおいても忠義を示すため、いってしまえば取り入るため、王女に対して表立った異を唱える者はこれまでなかったが、しかし守られた実感もなければ、はっきりした認にん識しきも持てない彼かれらにとってみれば、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は謎なぞの存在以外の何者でもない。

　ベナはここぞとばかりに中ちゆう腰ごしになった。

「王女、お聞かせ願えませぬか。いったい〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とは何者か？　王女は、ランドール王家の武を象しよう徴ちようする剣けんを、『名なし』と、これまで王家に絶対の忠義を捧ささげてきたわれら不ふ死し騎き士し団だんと、どちらに預けるのか？」

　大勢が無言で見守るうちに、さすがのミネルバも気け圧おされたように口を閉ざしている。勢いを得たベナはギュネイへとふたたび矛ほこ先さきを転じた。

「姫ひめが明かせぬというなら、『名なし』よ、そなたのほうから兜かぶとを取ってみせよ。やんごとなきお方が素す性じようを隠かくされていたというならば、それはそれでよし、いまこそ名を明かし、宝ほう剣けんを預かる大義を証明されるがいい。それができぬというなら、大人しく宝ほう剣けんを返してこの場から去れ。姫ひめをいっときでもお守りしたその功績だけは認めてやる。どのような素す性じようであれ、われら騎き士し団だんから褒ほう美びを出さぬでもないぞ」

「──」

　ギュネイもまた、口を開かない。あえてそうしているのではなかった。ベナがまっすぐに投げつけてきた疑問は至し極ごくもっともなものであって、それにまっすぐ応えることができない時点で、ギュネイも追おい詰つめられているのだ。

（こうなるとわかっていた。わかっていたからなのに！）

　危き惧ぐしていたとおりの場面だ。ランドールの本気の復興を願う人々が多数集つどえば、かえって自分のような存在は邪じや魔まになる。それも暇いとまを願った理由のひとつだというのに、ミネルバが聞く耳を持たないから、王女もろとも追おい詰つめられるような、こんな事態になる。

（くそっ──）

　ギュネイが必死で反論を搾しぼり出だそうとしたとき、

「何者か、とな」

　壇だん上じようのミネルバがそのとき閉ざしていた口を開いた。ギュネイは仰あおぎ見みて、ベナは顎あごを引く。

「ええ。あきらかにしていただけましょうか」

　また、いくばくかの間があった。

　すると、

「どうでもいいことではないか」

　ミネルバは左右の手を掲かかげて、笑った。

「どうでもいい？」ベナの太い眉まゆが寄った。「これは異なことを仰おおせだ。王家の武を象しよう徴ちようする宝ほう剣けんを預けるとは、国の小さからぬ部分を預けるのと同じこと。それを、どのような重臣でもなく、素す性じようのわからぬ者の腰こしにあっさり差し出して、なお居直るようでは、王家の威い光こうさえも失われかねない事態であります」

「王家の威い光こう？」

　ミネルバは面おも白しろそうに笑いかける。ばかりか、

「そんなものがどこにあるか」

　居並んだ臣下たちが揃そろって耳を疑うようなことをもいった。

「なんですと？」

「諸国に踏ふみ荒あらされた直後から、玉座は空位のまま。そなたがいったようにわたし自身も王ではない。ふん、そなたたち自身がよい証しよう拠こだ。王家の威い光こうなどとうにないと知っているから、武力をもって威い圧あつしにかかってきたのではないか」

「憐あわれ！」

　ベナは王女の当てつけを搔かき消けすほどに大声をあげた。

　王女の態度はあきらかに予想外だったろうが、ベナ・アインも一国と渡わたりあう覚かく悟ごで来ただけあって、胆たん力りよくと決断力にはさすがのものがある。

「王女殿でん下かは、王家を侮ぶ辱じよくしたばかりか、その王家に忠義を捧ささげるために集つどいし臣下たちをも愚ぐ弄ろうされておられる」

　一方的に押おせぬとわかれば、なるだけ事を荒あら立だてずに済まそうと思っていたであろう予定をかなぐり捨ててでも、一いつ気き呵か成せいに攻せめかかる。

「王家を軽かろんじるほどの大たい愚ぐを犯おかしてでも、何者かわからぬ〈騎き士し〉とやらが大事であるか、姫ひめ君ぎみ？　そんなことでは、威い光こう云うん々ぬんの話どころではない。早晩、ここに集つどいし忠義の者たちでさえ王家を見限って、ランドールは今度こそ滅ほろびの憂うき目めを見ましょうぞ」

（まずい）

　とギュネイは感じた。広間の人々が顔を見あわせる場面が増えている。ベナの指し摘てきしたとおりだ。ミネルバがこれ以上、風ふう来らい坊ぼうにも等しい〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を重臣たちよりも信しん頼らいするような態度をつづければ、せっかくのこと姫ひめを中心に固まりかけていた国の基き盤ばんが揺ゆるぎかねない。

　ベナは広間の空気を察したのだろう、当然その勢いに乗った。

「そういえば、ご城下でもあれこれと噂うわさされているのを耳にしました。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とやらは、何者でもなく、単に王女の愛人ではないか──とね。王女とは到とう底ていつりあいの取れぬ身分で、ランドール人ですらないとか。姫ひめは愛する男を側に置いておかんがため、彼かれひとりに手て柄がらをことごとくあてがって、いかにも救国の英えい雄ゆうのようによそおっている、とすらいわれておりました。最初は馬ば鹿かげた噂うわさだと思っていましたが、これほどに理り屈くつの通じぬことを姫ひめご自身が口にされているのでは、いかに根こん拠きよのない噂うわさとて、信しん憑ぴよう性せいがいや増そうというもの──」

〈騎き士し〉のみならず王女その人をも孤こ立りつさせんとばかり、ベナは畳たたみかけたのだったが、

「もう一度いわせたいか」このとき、妙みようにしらけたような顔でミネルバはいった。「どうでもよいことだとな」

「またそのような逃にげ口こう上じようを。それでは、噂うわさをお認めになったことと同義でありますぞ」

「好きに取るといい」

　そういったミネルバは肘ひじ掛かけに左ひだり肘ひじをつくと、そこに頰ほおを乗せ、さらには長いスカートの裾すそを翻ひるがえすほどの勢いで脚あしを組んだ。

（あっ）

　およそこれまでの王女に似つかわしくない態度に、広間中の空気がまた一変。ミネルバはさらにこれまで誰だれも目にしたことがない表情になった。目を細めて、かすかに微ほほ笑えむ。右手で搔かきあげた髪かみの一本一本が、見る者の心を妙みようにざわつかせるほどの光こう沢たくを放ちつつ、指のあいだを柔やわらかに滑すべり落おちていった。

　ベナの、太めの眉まゆがぴくりと動いた。対するミネルバは、喉のどの奥おくでくっくっと笑い声をくぐもらせている。

　十七の、まだ大輪が咲さく前のはかなげなつぼみにも似た少女が、はるかに成熟しているはずのベナの肢し体たいを高みから睥へい睨げいして、女として勝かち誇ほこるかのような姿に、ギュネイは息を吞のんだ。
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「わたしの愛人か。面おも白しろいではないか」

　ミネルバは意味ありげな視線を〈騎き士し〉に投げかけてから、また大だい胆たんに脚あしを組くみ替かえた。

「事実そうだとして、いったいなんの問題があろうか？　おまえたちがバン＝シィへ駆かけつけてくるまでのあいだ、わたしはたったひとり、この城内に身をひそめていた。わたしの首を断頭台に運び入れようとする無数の手から逃のがれながら。そんなとき、王家の威い光こうなどクソの役にも立たなかった。背負うべき国がないのでは、王家の人間など一文も持たぬ浮ふ浪ろう者しやと変わりない。わたしにあったのは、この身ひとつきりだ。そして、あらゆる痛苦に耐たえながらもこの身ひとつを長らえさせてきたのがなにかわかるか？　そう、ひとえに、王家の人間としての誇ほこりなのだ」

　今度はミネルバのほうがすらすらと話しつづけ、ベナに口を挟はさむ機会を与あたえない。

「矛む盾じゆんしているように思うか？　いいや、力がなくとも、誇ほこりだけはこの身に流れる血一滴てき一滴てきに染しみついているもの。だからわたしは生きながらえた。虫を喰くらい、泥どろ水みずを啜すすって、寒さに身を震ふるわせながら命をつないでいたあのとき、真っ黒い闇やみのなか、その闇やみよりもなお黒い姿で舞まい降おりてきたのがこの〈黒こく狼ろうの騎き士し〉だ。そのときのわたしにも、素す性じようはわからなかったが、構いはしなかった。そのときの、そしてそれからのわたしに、なにがもっとも必要だったか、そなたらにわかろうか？　王家の威い光こうを守まもり継つごうとするご立派な心でも、ランドールに代々仕えてくれた忠臣でもない。ただ──そう、ただ一本の、たくましい『剣けん』。わたしを含ふくむ王家を愛し、わたしのためにいく百いく千の敵を討うってくれる『剣けん』、それだけだ。その意味で、この男は申しぶんがなかった」

　ミネルバはいうと、席の後ろに手をやった。

　ゆっくりと取り出したのは鞘さやに入ったままの剣けんだ。女の護身用にしては長い。ミネルバは剣けんを掲かかげると、先ほど髪かみを搔かきあげたほうの手でこれもゆっくり鞘さやの先せん端たんめがけて指を這はわせていった。五本の指がしなやかに、かつ弾だん力りよくに富んだ動きで上じよう昇しようしていくのを、人々は魅み了りようされたように見守った。鋼鉄の、人の命を断たつために生み出された直線状の武器。だというのに、その直線をなぞる白い指がなぜあれほどまでになまめかしいのか。半ばうっとりとしたようなミネルバの表情とあいまって、なんとはなしに、ギュネイの顔が兜かぶとの下で火ほ照てった。

（な、なんなんだ？　これは、なにが起こっているんだ？）

　まこと、歴戦の〈竜りゆう戦せん士し〉でも経験したことがない戦いを前に、ギュネイはぴくりとも動けない。

「〈黒こく狼ろう〉の振ふるう『剣けん』に男は両断されて、女はひれ伏ふす以外になかった。わかるか？　この場でおこなわれているがごとき、正体を巡めぐる声こわ高だかの議論に、かつては意味などなかったのだ。だからわたしは何度でもいおう。『どうでもよい』とな。それでもなお、この『剣けん』の素す性じようをあきらかにする議論がそれほど大事か、不ふ死し騎き士し団だん？」

　半ば無意識のうち、ミネルバの指の動きに見入っていたベナは、はっとなって顔つきを改めた。

「と、当然であります。姫ひめの置かれていた境きよう遇ぐうにはご同情差しあげるが、それとこれとは話が……」

「そうか。素す性じようを露あらわにすることがそれほど大事というなら、わたしのほうから問うてみよう。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉以前に、おまえは何者であるのか、とな？」

　とミネルバは剣けんをしまうと、妙みように粘ねばっこい笑え顔がおを浮うかべた。

「は？」

「あきらかにしてもらおう。いま、不ふ死し騎き士し団だんを代表するがごとき立場で、このわたし、ミネルバ・ディオン・ランドールに口を利きいているおまえは、いったい何者か」

「わたしは、アイン家の現当主であります。とともに、不ふ死し騎き士し団だんの副団長。いずれも、ランドール王家のため身を粉にして働いてきた自負があり……」

　半ば呆あきれたようにベナは答えはじめた。王女の問いかけなど、ただの時じ間かん稼かせぎにもならないと思えたからだろうが、

「騎き士しの身分にない者が、副団長などは名乗れぬ。いわんや、騎き士し団だん長ちようをや」

　今度は、王女のほうがぴしゃりとはねつけた。

　ベナがまたも太い眉まゆを跳はねあげるのも知らぬげに、

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が〈騎き士し〉と呼ばれているのは、まあ、仇あだ名なのようなものだ」ミネルバは薄うすく笑えみをたたえてつづける。「だが、そのほうらは王家に仕えていたものと同じ騎き士し団だんを名乗っている。団を預かるからには、王が取り仕切る正式な叙じよ任にん式しきを経ねばならん。両名、その資格はないはず。身内で名乗って興ずるぶんには結構だが、以降、わが前で騎き士し団だん長ちようとも副団長とも名乗ることは許さぬ」

「なっ」

　赤い笑えみが消きえ失うせた。ベナが啞あ然ぜんとして見あげる先で、

「そのほうらが、盾たてに見慣れぬ紋もん章しようを掲かかげていたというのも聞きおよんでいる。騎き士し団だんの紋もん章しようは貴族のそれに匹ひつ敵てきするもの。紋もん章しよう院いんが未み認にん可かのものをランドールの公道で掲かかげてはならぬ。これも重ねて禁止する」

　そういうと、王女は語気も鋭するどく質問を重ねた。

「そのうえで問おう。おまえたちはいったい何者か」

「わ、われらは──」ベナはいったん言葉につっかえたあと、「……われらが、騎き士しを名乗るのは、つまり、現在の王なきランドールにかねてと同じ立場で接しているわけではないからだ。これがなにを意味するかはおわかりであろう。現ランドールに仕えるかどうか、いまだ……」

　脅おどしを含ふくめることで勢いを取とり戻もどそうとしたのだが、

「それではまるで、『ごっこ遊び』のようではないか！」

　含ふくみ笑わらいが聞こえた。ベナをはじめ、皆みなが弾はじかれたように見やった先にいたのはクルス。

「仕える主君も守るべき玉座もなしに、なにが騎き士しか。騎き士しの資格もない者が団長やら副団長を名乗って、ありもしない紋もん章しようを掲かかげて悦えつに入いっている。おまけに、武人ですらない者の腰こしに王家の宝ほう剣けんを預けよだと？　不ふ死し騎き士し団だんが、聞いて呆あきれるわ」

　クルスのあしざまな言い方に、広間にいる半数以上の者は顔がん面めん蒼そう白はくになった。それほどに不ふ死し騎き士し団だんの恐おそろしさが身に染しみていたからだ。ベナと騎き士し団だんにしてみればそれこそが自然の反応に思えたろうが、では残りの半数足らずはどうしたかというと、クルスに同調して、いっせいに笑い声をあげたのだった。

　嘲ちよう笑しようの渦うずに巻まき込こまれた騎き士したちは、怒おこるよりもまず、驚おどろいたような顔を覗のぞかせた。

　ベナたちには理解できなかったろうが、反応が割れたのには明確な理由があった。笑ったのは、新しく集つどったのではなく、以前からバン＝シィにいた者たちだったのだ。

　彼かれらは、玉座からミネルバがコンラット討とう伐ばつの檄げきを発した場面に居あわせている。歴史の陰かげに埋うもれるところだったランドールという国が、ミネルバを中心にふたたび動きはじめたあの一場面を鮮せん明めいに記き憶おくしている。そしてその際、

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉よ、そなたの腰こしに宝ほう剣けんを預けよう」

　と王女が宣言したのも目にしていた。その後に起こったコンラットとの戦いで〈騎き士し〉が活かつ躍やくを見せたのはいわずもがな。すなわち彼かれらは、現在のランドールがあるのは王女と〈騎き士し〉がいたからだ、という認にん識しきを一いつ致ちさせている。

　ミネルバもまた笑えみを白い美び貌ぼうに貼はりつけたまま、

「先ほど、ベナ・アインはなんといったか？　わたしが、愛人を英えい雄ゆうとして持ちあげるために手て柄がらのことごとくを与あたえた？　かつてのバン＝シィの惨さん状じようを少しでも知る者なら、鼻で笑うところだ。そのような余よ裕ゆうめいたことができるなら、わたしはとっくにランドール全土を支配下に置いているであろう。いかにも、いくさを知らぬ者の戯たわ言ごとだ」

「な、なに？」

「そしてもうひとつだ」また腰こしを浮うかそうとするベナを制するがごとくにミネルバは手を突つき出だした。「おまえはいったな？　王家の武の象しよう徴ちようたる剣けんを、素す性じようのわからぬ者の腰こしに差し出すのは王家の威い光こうを損じかねないと。では、その『団長』を名乗る少年も、『副団長』のおまえとて同じこと。騎き士しでないのに騎き士しを名乗るような不ふ貞ていの輩やからと、どこの馬の骨とも知れぬ風ふう来らい坊ぼう。どちらも同じほどにふさわしくない。そのうえで、どちらか一方に王家の武を預けねばならないというなら、答えなどはわかりきっている。より強いほうだ」

　ミネルバの断定に、「おお」と声を揃そろえたのは、先ほどクルスの嘲ちよう弄ろうに笑い声で同意を示した者たち。

　一方、髑どく髏ろの甲かつ冑ちゆうを着き込こんだ騎き士したちはいっせいに屈くつ辱じよくの唸うなりを洩もらしたが、このとき、

「殿でん下か！」

　とその集団のなかからひとりがすっくと立ちあがった。

「ミネルバ王女、この場での発言をお許しいただきたい」

「控ひかえよ！」

　ベナ・アインがわれを取とり戻もどして振ふり向むいた。ギュネイもはっとなる。

「お許しを、副団長どの。しかし、こうまで愚ぐ弄ろうされては黙だまっておれませぬ。もはや宝ほう剣けんのありかなどは問題ではありません。これは騎き士しとしての名めい誉よに関わることでありますれば！」

「ほう？」姫ひめはふたたび片かた肘ひじをついて、立ちあがった若者を面おも白しろそうに見やる。「このごろの宮中は素す性じようを巡めぐるやり取りが流は行やりらしいから、そのほうにも聞いておこう。何者か？」

「ゴタール家の長男、ブライ！　亡なき国王陛下から騎き士しに叙じよ任にんしていただいた身であります」

　ならば問題はあるまい、といわんばかりの態度は、ある意味で『団長』『副団長』の立場を揶や揄ゆしかねないものだったが、怒いかりにわれを忘れていると見えるブライにその辺の配はい慮りよはなかった。

「そうか、騎き士しだな」わが意を得たりとばかりにミネルバは笑う。「それでは、『騎き士し』ブライの発言を許可する」

「はっ！」

　ブライは一礼して謝意を示してから、まずはミネルバをまっすぐに見あげ、

「その〈黒こく狼ろう〉とやら、姫ひめを窮きゆう地ちから真っ先にお救いしたのも、それに見あう実力があるのも、確かなことなのでありましょう。ですが、姫ひめは先ほど申された。より強いほうに剣けんを預けなさると。であるなら、ここで一度はっきりさせておくべきです。〈黒こく狼ろう〉の正体云うん々ぬんではない。われら不ふ死し騎き士し団だんと、その〈黒こく狼ろう〉、どちらがランドール王家から武を託たくされるにふさわしいか？　すなわち、どちらが強いか？　その事実を！」

　最後にはギュネイをにらみつけながらそう言い放った。




　　　　　　　４




　口調こそ慇いん懃ぎんだったが、ブライの全身からは、長身をさらに大きく見せるほどの敵意がみなぎっている。

　この若武者の意見は、混こん濁だくする一方だった場の空気に突とつ風ぷうを招いた。

　広間中、大きく同意を示す声や、恐おそれをなす声に混じって、拍はく手しゆ喝かつ采さいまで聞こえてくる。

　ギュネイはこの流れに不安を覚えてミネルバのほうをちらりと見やった。王女は面おも白しろそうに、

「決けつ闘とうか」

　と口にした。ブライはもう一度「はっ」と叫さけんで、

「お許しとあらば、いまここで！　わたくしめの槍やりで、騎き士し団だんの強さを証明してご覧に入れましょう」

「ほう。ゴタール家の長男よ、ではおまえが現在の不ふ死し騎き士し団だんでもっとも腕うで利ききなのだな？」

　王女がそう確かく認にんしたものだから、騎き士し団だんからも怒ど号ごうが起こった。

「ブライ、団長の許可も得ずに勝手なことを抜ぬかすな！」

「若じやく輩はい者ものの分際で出すぎた真ま似ねをっ」

　膝ひざをつく鎧よろい兜かぶとの群れが乱れるそのなかにあって、

「はい、王女殿でん下か。御おん前まえにある面々のなかでは、わたしがもっとも上う手まく槍やりを使います」

　ブライはけろりとしていった。騎き士したちは啞あ然ぜんとなった。まさか身内からも虚こ仮けにされようとは思いもしなかったにちがいない。年配の騎き士したちが顔を真っ赤にして口々に怒ど鳴なりをあげたところ、

「あははははっ」

　王女は快活な笑い声をあげて、騒そう音おんのいっさいを吹ふき飛とばした。

「面おも白しろい奴やつ。おまえがまこと騎き士し団だんでもっとも強いかどうかはわからぬが、わたしが『より強いほうに武を預ける』と口にしたとき、その意を汲くんで真っ先に名乗りをあげたのはまちがいなくおまえだ。いいだろう、この場にて槍やりを携たずさえる許可を与あたえる」

「ありがたき幸せ！」ブライは喜色を浮うかべてから、その鋭するどい目つきをギュネイのほうによこした。「殿でん下かからはご許可をいただけたが、そちらはどうでしょうな？　正式な決けつ闘とうとなると、当事者には代理人を立てる権利もあるが」

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉がさっきからひと声も発さないので臆おく病びよう風かぜに吹ふかれていると感じたらしい、声にも目つきにも侮ぶ蔑べつの感情がうかがえた。それを見たクルス・アインが、「なにをっ」と激げき昂こうした。

「ブライめ、調子に乗りおって！　なにがもっとも上う手まく槍やりを使う、だ。そんなものはわたしと槍やりを交える機会がなかったからに過ぎない。訓練のときだって、『盾たて持もちと交える槍やりはない』などといってわたしから逃にげていたのだ。〈騎き士し〉どのが出るまでもありません、ここはわたしが……」

　と勢いきおい込こんだところへ、

「控ひかえておれ、盾たて持もち」

　ぴしゃりと跳はねつけたのがブライではなく王女だったから、クルスはなんとも情けなさそうな顔になった。

「このわたしに命じられて、〈黒こく狼ろう〉に否いなやはない。代理人などはもってのほかだ」王女は厳しい口調で断定してから、一転、猫ねこ撫なで声ごえになって、「さあ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉よ、こちらへおいでなさい。わたしのために槍やりを取ってくれるのだろう？」

　と、あのなまめかしい指の動きで〈騎き士し〉を手招きする。

（ど、どういうつもりだ？）

　その〈騎き士し〉たるギュネイも、王女の態度に戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　王女は本来、不ふ死し騎き士し団だんを敵にまわしたくなどなかったはずだ。国内でもっとも名の知れた騎き士し団だんであるからして、恐おそれられていると同時に大変な人気もある。だから『空白地の支配』を持ちかけてでも懐かい柔じゆうしようとした。しかし、ベナが話の焦しよう点てんを〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に移行させると、場が不ふ穏おんな空気に包まれかけたので、王女がさらに焦しよう点てんをずらした結果、騎き士し団だんを嘲ちよう弄ろうする形になってしまった。ギュネイとて責任を感じずにはいられないのだが、わざわざ「強いほうに剣けんを預ける」と言い切ったことからして、『決けつ闘とう』に関してはミネルバのほうから挑ちよう発はつしたといっていい。

「さあ、早はよう」

　王女はさらに手招き。広間中の視線を集めていては、ギュネイも従うしかない。数歩近づいて、ミネルバの笑えみを正面から見つめたとき、ギュネイははっとなる思いで気づいた。

（まさか、〈騎き士し〉を国外へ出したくないからか？　ここで〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の存在感をもう一度大きくアピールすることで、足止めする気でいるんじゃ……）

　そんな確信を抱いだきかけたギュネイに、王女は急にしなだれかかってきた。柔やわらかな腕うでが首に巻きついてきたので、さすがにぎょっとなる。

「ひ、姫ひめ」

「相変わらずこの鎧よろいは硬かたく、冷たい。顔も心も氷で閉ざしているかのよう」王女は指でつうと兜かぶとをなぞりあげながら、大勢にも聞こえるほどの声でいった。「しかしだからこそ、二人きりのとき、武装を解いたおまえの血肉をよりいっそう熱く感じ取れるのだろうな」

「な、ええと、その、えっ？」

「わたしはもちろん、おまえこそが世界でもっとも強いと信じているが、余人にはまだそうではないらしい。面めん倒どうをかけるが、ここでいま一度最強を証明しておくれ。このミネルバのために」

　そのころには、ブライが従者に槍やりを持ってこさせていた。

「おおっ」

「本当にはじめるのか？」

「おい、人をもっと呼んでこい。〈騎き士し〉どのと不ふ死し騎き士し団だんとの決けつ闘とうだ！」

　広間中、興奮と期待が渦うず巻まいている。

　ベナ・アインをはじめとした不ふ死し騎き士し団だんの面々も、胸中複雑ではあったろうが、しかしいまさら王女の決定を覆くつがえすこともできない。

「ブライの奴やつめ、バン＝シィに前乗りさせておいたのに、ろくに情報もよこさなかったが、こうなることを最初から目論もくろんでいたのではあるまいな？」

「どういうことだ？」

「〈黒こく狼ろう〉など、王家がバン＝シィでの支配を磐ばん石じやくにするため仕立てあげた、まがいものの英えい雄ゆうに過ぎんということよ。それを見み抜ぬいたからこそ、ここで美お味いしいところをかっさらおうというのさ」

「な、なるほど。副団長どの、ブライが勝つにしても、奴やつに甘あまい声などかけてはなりませんぞ。ここにいる騎き士し一同、戦場をいく度となく勝かち抜ぬいてきた身。あんなふざけた鎧よろいで見み栄えを張っている男になど、誰だれも負けるはずがありませんので」

「ほう、勝てるか」ベナだけは慎しん重ちようそうな面おも持もちで聞いた。「ブライは勝てるか？」

「不ふ遜そんな男ですが、腕うで前まえは確かです。先の大戦、怪け我がのせいで戦せん線せん離り脱だつはしましたが、それまでは一応のこと、大口に見あうだけの活かつ躍やくはしていました」

「ならばよし」

　ベナはようやく赤い笑えみを取とり戻もどした。

　一方、ギュネイにはまだ王女がしがみついていて、

「当然勝ってもらわねば困るが、多少の傷くらいなら負ってもよいのだぞ？　おまえはなにかと用が立たて込こんでいて、ここ最近まったく時間が取れぬ。だから今こ宵よいくらいは、鎧よろいを脱ぬいだおまえの怪け我がの手当てをしてやろうではないか。ゆっくり、ひと晩かけてな」

「まあ、はあ、はい」

　いい加減辟へき易えきして、ギュネイは王女を半ば強ごう引いんに引ひき剝はがした。「あん」というおかしな声をあげたのはなんのつもりか。

　人々が円形に集つどった中央では、すでにブライが槍やりを携たずさえて待っている。多少ならず自分に責任があるとはいえ、おかしななりゆきにはちがいない。とギュネイに、

（いっそのこと）

　突とつ然ぜんある考えがひらめいた。

（この勝負、負けてみるか）

　と思ったのだ。ここでブライに負ければ、王女がことさらにアピールしようとしていた〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の存在感は地に堕おちる。宝ほう剣けんも返上することになるだろう。正体のわからぬ男を身近に置いてきたのは『誰だれより強いから』と王女自身口にしたばかりだ。その理由が失われれば、王女のほうから〈騎き士し〉を放ほう逐ちくする以外になくなる。

「では、〈騎き士し〉どの。武運を祈いのるぞ。わたしのために勝利を捧ささげておくれ」

　後ろからしつこく王女が声をかけてきた。

　ギュネイはもう相手にする気もしなかったが、

「──」

　最後に添そえられた王女のとある言葉に、ふと振ふり向むいた。

　ミネルバの背中はすでに遠ざかり、壇だん上じようの定位置に戻もどっている。

（どういうつもりだ？）

　ともう一度、ギュネイは思った。




　ブライと〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が、御ご前ぜん中央にて相対した。

「おまえのことは散々街で耳にしたぜ」

　一対一で人前での決けつ闘とうとなれば、いくさばとはまた勝手がちがう。ギュネイも多少ならず緊きん張ちようを禁じ得ないというのに、ブライは平気で軽口を叩たたいてきた。

「救世主だの、ランドールの神の遣つかいだのと、おまえ、よく平気であんな噂うわさを流せるな。自分を過か剰じように売うり込こみたい気持ちはわかるが、やりすぎると逆効果だ。聞いているこっちがこそばゆくなったぜ。ああ、それとその鎧よろい！　どこの鍛か治じ師しに打たせたか知らないが、よくよく物笑いの種になりたいと見えるな」

（な、なんだと）

　鎧よろいは以前に比べてかっこよくなったと自負している。なにしろ年とし頃ごろの女の子──リーリンのお墨すみつきだ。ブライというこの男、美的センスが欠けつ如じよしているにちがいない。ギュネイは本気でむかっ腹を立てていた。

　……といっても、無論、怒いかりに任せて戦うのが最善とは思わない。ギュネイは兜かぶとの奥おくで深呼吸をした。

　では、どうなるのが最善か？

　あれこれと考えを巡めぐらせる。勝つべきか、負けるべきか。

　ギュネイの逡しゆん巡じゆんをどう見たか、ブライはにやりとして、槍やりの中央を握にぎると、頭上で振ふりまわしはじめた。長さは五クラットにもなろうか。通常の槍やりより三割ほど長さが増しているが、扱あつかいが軽かろやかだ。もちろん自信はあるにちがいない。実際、箒ほうき一本で複数の相手を叩たたきのめした強さは、ギュネイもじかに目にしている。

「姫ひめに気に入られたおかげで英えい雄ゆうを気取ってこられたのだろうが、まさか、人前で決けつ闘とうすることになるとは思わなかったろう。引ひき際ぎわをあやまったな。おまえ、今日からは別の意味で笑われるぜ」

　ブライは頭上で回転させていた槍やりを、次は胸の前で、さらに身体からだをひねって背面でもひゅんひゅんと音を立てて自在に振ふりまわす。群衆が感かん嘆たんの声をあげた。

「さあ、武器はどうするんだ？　好きな得物をいますぐ持ってこさせろ。いくら腰こしにあるのが王家の宝ほう剣けんといっても、まさか、おれの長ちよう槍そう相手に剣けんで立ち向かう気じゃあるまいな」

　ギュネイはまだ考えていた。

　ミネルバ王女のおかしな態度。挑ちよう発はつ。そして──、最後にギュネイへかけた言葉の真意。

　ややあって、ギュネイは腰こしに下げていた宝ほう剣けんを鞘さやごと床ゆかに置いた。

　ミネルバの目配せを受けた護衛兵がギュネイへ近づいて、槍やりを捧ささげようとした。が、

「要いらん」

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は手で断った。

「このまま素す手ででいい。王女、開始の合図を」

「なに、素す手で？」

　ブライがさすがに目を丸くしたが、

「はじめ！」

　すかさずミネルバが号令をかけた。わっ、と広間中の人々が声をあげる。

「貴き様さま」ブライはこめかみで血管を膨ふくらませながら、しかし無理やり笑えみを浮うかべると、「素す手でなら負けたときの言い訳が立つとでも思ったか？　お生あい憎にくだ、おまえは言い訳のひとつも口にできずにここで死ぬんだよ！」

　ひと声吠ほえるとともに〈黒こく狼ろうの騎き士し〉へ躍おどりかかった。距きよ離りを探さぐりあう間もかけない。またも群衆のどよめき。貴族のひとりなど、興奮のあまり大きく手をあげた瞬しゆん間かん、見み栄えを張ってはめていた大きめの指輪を宙に舞まわせてしまった。

　ブライは間合いを詰つめるや、槍やりの中央を握にぎっていた手をするすると滑すべらせて、肩かたの上から一気に五クラットもの長さを解き放った。黒光りする〈騎き士し〉の胸に穂ほ先さきが吸すい込こまれる。〈騎き士し〉が後ろへ動くのを予期したうえで、さらに一歩を踏ふみ込こんだブライは、槍やりの軌き道どうを強ごう引いんに上向けた。

　狙ねらいは首。

　ブライは目がよく、また甲かつ冑ちゆうを着き込こんでいてもしなやかに動ける筋肉を有していた。〈騎き士し〉が後ろではなく、左右どちらに逃のがれても追える自信があった。〈騎き士し〉が選んだのはしかしそのいずれでもない。一歩たりとて動かない。いや、動けなかったのだ。

（笑しよう止し！）

　ならば身体からだごと槍やりをぶち当てるまで、とブライは手加減なしの突つきを送った。あやまたず、槍やりは〈騎き士し〉の首から上を貫つらぬいた。

　その残像を。

　実際のギュネイは、その瞬しゆん間かん、ブライの側面に位置していた。大きく踏ふみ込こんだ姿勢のブライは前方を向いたまま微ほほ笑えんでいる。偽いつわりの勝利に酔よいしれるブライの手を押おさえると同時に、ギュネイは腰こしの下が霞かすむほどの速度でブライの軸じく足あしを蹴けりつけた。重い甲かつ冑ちゆうごと宙を舞まったブライが尻しり餅もちをついたその直後、右の手刀を頭頂部に叩たたき落おとす。

　嫌いやな音がしたかと思うと、ブライはくるりと白目を剝むいて、前のめりに突つっ伏ぷした。

　それと時を同じくして、宙を舞まっていた貴族の指輪が、硬かたい音を立てて床ゆかを転がっていく。

　広間を包みかけていた熱気が、あっという間に消失。

　貴族も、武人も、ベナ・アインも、騎き士し団だんの面々も、あんぐりと口を開けた顔を並べるその前で、

「それまで！」

　ミネルバの快活な声が広間を縦に割った。




「ひとまずは、ご苦労さまでした」

　御ご前ぜんでの決けつ闘とう騒さわぎから約二タード後。

　広間に隣りん接せつした控ひかえの部屋のなかは、ミネルバとギュネイの二人きり。ミネルバは、ここにてベナ・アインひとりを呼び出しての会談を終えたばかりだった。

「……騎き士し団だんはなんと？」

「ベナ・アインは、『申しあげたとおり。本日は、姫ひめへのご挨あい拶さつのみを用件として参らせていただいた。騎き士し団だん領りようについては、またのちほど会議の席を設けていただきたい』とのことです」

　ギュネイが窓辺に寄って見おろすと、暗がりに覆おおわれた庭を、ベナ・アインとおつきの騎き士したちが出ていくのが見て取れた。注視するまでもなく、ベナの背中は怒いかりに満ちている。

　ちなみにクルスのほうはいち早く城を出ていた。広間では義母を嘲ちよう弄ろうするような立場を取っていたが、当然、思うところはあるだろう。

　ミネルバはくすりと笑い、

「ひとまずは体面を繕つくろった格好ですね。ベナ・アインと騎き士したちは、夜中にこそこそとバン＝シィを出ていくことでしょう。いや、あるいは、むしろ見み栄えを気にして、昼日中に堂々と出ていくこともあり得るかな。まあ、どちらでもよいことです」

「騎き士し団だん領りようのこと、姫ひめの本意でありますか」

　ギュネイが問うと、

「さあ」と相変わらず、王女は木で鼻をくくったような態度だ。「確かにあの者たちがいまのわれわれにとって益になるかどうかはわかりません。ただ、諸国の対応ひとつで『国』としてのランドールがどうなるかもわからぬ現状、空白地のひとつくらい差しあげてもよかろう。支配者さえ気取らせておけば、無法者から土地を守るくらいはしてくれるでしょうしね」

　ダスケス国のブルート王子と同じ扱あつかいだ。あちらも、姫ひめとの結けつ婚こん、すなわちランドール王の地位をちらつかせることで、当面は味方に引ひき込こんでいる。不ふ死し騎き士し団だんにもひとまず領土を与あたえておきさえすれば、少なくとも表立って敵対はしまい、という考えなのだろう。

　──つまりは、姫ひめとて、騎き士し団だんを敵にまわしたくないという認にん識しきをギュネイと共通させていたということだ。であるなら、いたずらに対決を煽あおりかねないあの決けつ闘とう騒さわぎはなんのためだったか。

　と、王女はまさしく決けつ闘とうがらみのことで苦笑いを浮うかべた。

「しかし……〈騎き士し〉どの。もう少し格好のつくような演出はできませんでしたか？」

「演出とは？」

「ブライなるあの男にもっと見せ場を用意するとか、少しは手こずる振ふりをするとか。あれでは〈騎き士し〉どのがお強いというより、ブライが弱いということになってしまう。皆みななんとはなしにがっかりしていましたよ」

「戦いに手心を加える余よ裕ゆうなどありません。ブライも相当の腕うで利きき。おれにはあれで精いっぱい、といったところ」

「もちろんわたしには戦いの真理などわかろうはずもないが。……ふふ、ひとつだけ当ててみせましょうか。〈騎き士し〉どのは戦う以前に、迷っておいででしたね？　『この王女め、勝手なことばかりいいやがって。いっそ負けてやろうか』とね」

「あ、ああ、いえ」

　文字どおりギュネイは兜かぶとを脱ぬぎたくなった。

「……不ふ遜そんながら、おれは、姫ひめのお心を疑っておりました。おれが国を出ていくことに反発されて、わざわざ〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を重要人物に仕立てあげるおつもりなのではないかと」

「わたしがその目もく論ろ見みを抱いだいていたとするなら、まさしく今日、成功したではないですか」

「いえ──」

　決けつ闘とうが終わった直後のこと。

　従者や小こ姓しようの手で気を失ったブライが引きずられていく最中、ミネルバは心底興奮したようにぴょんぴょん跳とびはねながら、〈騎き士し〉の勝利を声こわ高だかに称たたえつづけた。その姿はまさしく恋こい人びとの勝利に小こ躍おどりする少女そのものであったが、やがてミネルバは興奮を宿した眼まな差ざしで、ベナや騎き士し団だんのみならず、居並んだ廷てい臣しんたちを順じゆん繰ぐりに見わたしながら、

「見たか」

　と叫さけんだ。

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉こそ、わが『剣けん』だ。玉座にはあらぬわたしが振ふるえる唯ゆい一いつにして最大の力。この『剣けん』、いざ抜ぬき放はなたれたなら、わが敵の首を刈かり取とるまで決して鞘さやには戻もどらぬ。もしここに、忠誠を誓ちかう顔をよそおいながら、その実、わたしに仇あだなそうとする者がひとりでもいれば、心しておくがいい。〈騎き士し〉の姿がわたしの傍かたわらに見えぬとき、それはすなわち鞘さやたるわたしから刃やいばが抜ぬき放はなたれたときなのだと。せいぜい自分の首をきれいにしておくのだな」

　皆みな、勢いに押おされたように膝ひざをついた。ギュネイもミネルバの後方で同じようにしながらも、おそらくはその場にいた誰だれよりも胸を打たれていた。

　ミネルバは、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が王女の愛人ではないかという噂うわさをベナが口にしたとき、それを否定しなかった。ばかりか、噂うわさを裏づけるような態度を率そつ先せんして取った。

　その理由を、ギュネイは遅おくればせながらに悟さとった。王女は、〈騎き士し〉に関して様々に交かわされていた別の噂うわさをきれいさっぱり払ふつ拭しよくしようとしたのだ。

　これまで述べてきたとおりだ。人はわからぬものを恐おそれる。

（〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の正体は謎なぞだ。だから怖こわい。なんのために戦っているか理由もわからない。だから怪あやしい）

　というならば、『正体』と『理由』をこちらで与あたえてやればいい。おそらくミネルバはこのように考えた。そして、『姫ひめの愛人』という、囁ささやかれているうちでは、いわばもっとも俗ぞくっぽいレッテルにあえて乗っかった。

　明日にも、洩もれ伝つたわった話を耳にした民たみたちは、また噂うわさすることだろう。

（ほら、いったとおりだったろ？）

（なんだ、王家の姫ひめといったって、年とし頃ごろの娘むすめそのものだな。愛する人を側に置いておきたいから顔を隠かくさせるなんて、これから一国を背負おうって方が、実に情けない話じゃないか）

（〈黒こく狼ろうの騎き士し〉って奴やつも、かっこつけちゃいるが、要はさ、恋こい人びとの言いなりであんな鎧よろい兜かぶとをつけさせられてるってことか？　凄すご腕うでなのはちがいねえが、またとんでもない女め神がみさまに引っかかっちまったもんだよ！）

　時に渋しぶい顔をしつつ、時に姫ひめと〈騎き士し〉をくさすようなことをいいながら、しかし彼かれらの大半は朗ほがらかに笑っているのだろう。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉にまつわる、謎なぞめいた、神秘的なイメージはだいぶ薄うすれただろうが、しかし同時に、〈騎き士し〉にまつわる不気味なイメージもかなりの割合で減じたはずだ。

　ミネルバは、自分もろとも〈騎き士し〉の存在をあえて軽くしてみせた。ギュネイが自由に動ける下地を用意するためにも。

　決けつ闘とうに赴おもむく直前にミネルバが最後に発した、

「わたしのために勝利を捧ささげておくれ。……それが、この城内における最後の仕事となるのだから」

　という言葉からして、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が国外へ出ることを許す、という意思表示でもあったのだ。

「姫ひめの深きお考えに想像もおよばず、無礼を働きました。どうかお許しあれ」

「無礼？　ああ、あのときの、子供めいた口論か。あれに関しては謝あやまる必要などない。なにしろ、あのときはわたしとて本気で腹を立てていたのだから」

　ミネルバはさらりといってのけた。

「あのあとに、考えを改めたのです。あなたと喧けん嘩か別わかれになっても、わたしに得することなどなにもないと気づいて。だったら、少しでも恩を着せて、あなたのあり余る義ぎ俠きよう心しんに訴うつたえたほうがまだしもと思ったのですよ」

　姫ひめは涼すずしい顔をしていったが、それが本心なのかどうか、ギュネイにはまだわからなかった。ともあれ、いまは刻限も遅おそい。

　ギュネイは直立の姿勢になった。

「では王女、今日はこれにて」

「ええ。もうあなたの行動を縛しばるつもりはありませんが、ただ、出立のときになったら、そのとき必ずまた顔を見せなさい。約束ですよ」

「はっ」

　ギュネイは一礼して部屋を辞した。

　城内では多くの人々に声をかけられた。これまで言葉を交かわしたこともない貴族たちも、決けつ闘とうの勝利を称たたえて、その腕うで前まえを誉ほめそやした。いちいち返礼しなければならなかったので、城から出るまで半タードも費ついやさねばならなかった。

（これで）

　後こう顧この憂うれいなし、というわけには当然いかない。

　だが、王女に一定の許しを得たいま、ギュネイは一身に負ってきた荷が、だいぶ軽くなったように感じられた。

（これで、やっと前に進める──）
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　クルス・アインは悶もん々もんとした思いを抱かかえていた。

　いうまでもなく、不ふ死し騎き士し団だんのことだ。

　路上で笑いものにされた返礼に城内でやり込こめてやったが、爽そう快かい感かんは決して長つづきしなかった。とうに縁えんは切ったつもりの相手であっても、ともに死線をくぐり抜ぬけた仲間たちや義母に対して、当然まったくの無む頓とん着ちやくではいられない。

　その日の夜はほとんど眠ねむれなかったが、翌日の朝、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉から、

「〈月の牙きば〉討とう伐ばつのための遠えん征せい隊たいを編制したい。おまえも同行しないか」

　と持ちかけられたとき、そんな鬱うつ々うつとした気分が一気に吹ふき飛とぶのを感じた。

「お声をかけていただいて恐きよう悦えつ至し極ごく。身を粉にして働きまする。騎き士しどのに一歩でも近づけるよう全ぜん身しん全ぜん霊れいで励はげむ所存ゆえ、ご教授をお願いします！」

「ああ、そう──、うん、そうしようか」

「カノン奪だつ還かんの遠えん征せいに臨のぞんだ際、わたしは道理もわからぬ小こ僧ぞうでありました。コンラットと戦ったときも、まだまだおのれが未熟であることを思い知らされただけ。騎き士しどのと肩かたを並べるとき、わたしはいつも自分が生まれ変わった思いがするものです」

「そ、それはとてもよかった」

〈騎き士し〉は領地を占せん拠きよした〈月の牙きば〉という不ふ貞ていの輩やからを討とう伐ばつ、あるいは組織そのものの情報を得るため、直接オクイルの谷へ乗のり込こむ気でいるらしい。すでに王女から許きよ諾だくは得ているとのことだ。

　クルスはその日から、さっそく計画のための準備に追われることになった。二、三日はあっという間に過ぎ去った。目の覚める思いがしたクルスは、いつまでも過去にしがらみを抱だいたままの自分がまさしく未熟に思われて、〈騎き士し〉と準備をともに進めるときなど、問われもしないのに自分から不ふ死し騎き士し団だんのことを情報として伝えた。

　人数、装備、城の構造から、食しよく糧りようの備び蓄ちくにいたる軍容の諸もろ々もろ、また、騎き士し団だんのなかには『竜りゆう牙が』と呼ばれる腕うで利ききが数名いること、さらには、カミラという同じ騎き士し団だん見み習ならいである幼おさな馴な染じみのことまで──これは、ある理由において大いに詳しよう細さいを伏ふせながらも──語った。

　あえてそうすることで過去に決着をつけたつもりのクルスだった。

　が、急いで済まさねばならないことがじょじょになくなっていくと、頭の片かた隅すみにアイン家のことがふたたび居い座すわるようになった。

　いまも同じだ。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉から頼たのまれていた馬の調達を無事終えたあと、クルスは城館の厩うまやの近くでぼんやりと腰こしを落としていた。

　──クルスの父ドルフ・アインが、ランドール内戦において王の側についたのは、ギュネイも知っていたとおり。

　国を割った戦いとなったが、最終的には王とハーディン側の勝利に終わった。まだ幼かったクルスも、そのとき戦勝祝いに街かい道どうをパレードした行列は覚えている。実母を亡なくして間もないクルスだったが、叔お父じが抱かかえあげてくれた先に、小さく、王の馬車とそれを護衛する父の姿が見えると、悲しみも一いつ瞬しゆん晴れて誇ほこらしい気持ちになった。

　クルスは馬上の父めがけて懸けん命めいに手を振ふった──。

「なにを笑っているの？」

　いきなりクルスの肩かた越ごしに顔を突つきつけてきたのはカミラだった。顔同士がくっつきそうな距きよ離りに、クルスが仰ぎよう天てんして前のめりに転がる。カミラは喉のどを鳴らして笑った。

「面おも白しろい人ね、相変わらず」

「お、おまえ、まだバン＝シィにいたのか。いったいどうやってここへ……」

　問いかけようとしてクルスは口を閉ざした。何人の番兵がいようとカミラがその気になればどこへでも入ってこられることを思い出したのだ。渋じゆう面めんになったクルスは質問を変えた。

「……おれになんの用があって、こんなところまで来た？」

「つれない言い方」カミラは笑え顔がおを一転させて、ぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。「クルスが心配だったからに決まっているでしょ。あなたこそ、いつまでこんなところにいるつもり？　さあ、せっかく厩うまやにいるのだから馬を用意して。いっしょにラーゲンへ帰りましょうよ」

「帰るものか。城での一件を知らぬわけでもあるまい。わたしは仕えるべき主と、手本とすべき騎き士しどのを、ともに見み出いだした。いまは、こここそがわたしの帰る場所だ」

　クルスはまた座すわりなおして、遠くへ目を凝こらした。かつてバン＝シィにおける宗教の総本山、大聖堂がそびえていた場所だ。

　いまは跡あと形かたもないものの、聖堂の姿かたちはくっきりと脳のう裏りに焼きついている。その威い容ようが記き憶おくのなかで再現されるにつれて、ふたたびクルスの心は過去へと飛んでいった。

　大聖堂の着工がはじまったのは、父と義母のあいだにユベールが産まれた直後だったはず。ハーディンは大量の金と人を投じて建造を急がせた。日増しに聖堂が形をととのえていくにつれて、クルスも心身ともに成長していった。パレードで見た父の姿はいつしか憧あこがれとなっていて、自然と騎き士しを志すようになった彼かれは、子供ながらに学問と武術の修練に明け暮れる日々を過ごした。

　カミラ・ニュクスと会ったのもその時期だった。

　貧ひん民みんの出であり、幼いときすでに両親を失っていた彼かの女じよだが、どのような経けい緯いがあってか、バン＝シィに邸てい宅たくを構える譜ふ代だい貴き族ぞくニュクス家の養女となっていた。

　はじめて顔をあわせたのは、互たがいに十四のとき。誰だれだったか、別の貴族の誕生日パーティーだったように記き憶おくしている。ニュクス家はアイン家に劣おとらず歴史のある名家だが、そのときクルスは、同じ年とし頃ごろの子女たちにカミラが異常に恐おそれられていることを怪け訝げんに思った。

　その理由はのちほど──というほどもなく、すぐに判明した。

　クルスはカミラと距きよ離りを取りたかったのだが、一方でカミラはクルスに一定の執しゆう着ちやくを見せたため、二人のあいだには、あれこれとすったもんだがあった。が、大人たちはこうした少年少女のやりあいを微ほほ笑えましい交流としか見なかったようで、

「アイン家の跡あと取とりどのが、いずれニュクス家の娘むすめ御ごを娶めとられるか。名門家の取りあわせとして、似合いのカップルになりますな」

　当時アイン家に仕えていた家令にからかわれたときは、さすがのクルスも形容しがたい感情に見み舞まわれた。気き恥はずかしさやくすぐったさといった感情などとはちがう。それは──、

「今度は震ふるえているの？　忙いそがしい人ね」

　現在のカミラがまた笑う。クルスは鳥とり肌はだの立った腕うでをさすった。

　ともあれ、少年少女が日増しに成長を遂とげていくなか、ランドールを取り巻く情勢も少しずつ変化していった。クルスが十六になったころ、アンバー人諸国が唯ゆい一いつといっていいほど足並みを揃そろえる歴史的行事『英えい雄ゆう慰い霊れい祭さい』にランドールが王族や司祭の派は遣けんを取りやめたことをきっかけに、諸外国との関係がはっきりきな臭くさくなってきた。

　時同じくして騎き士し団だんの再編がおこなわれた。ドルフは、当時若いながらも武人としての頭角をあらわしはじめていたゼオを筆頭とする新騎き士し団だんに加入することとなった。クルスも父の小こ姓しようとして入団。さらには、カミラも同じ立場であとを追ってきた。

　先ほど『すったもんだ』といったが、カミラは実のところ、ゼオに対しても、クルスのときと同じかそれ以上の揉もめごとを起こしており、その顚てん末まつと結末を知るクルスにしてみれば、カミラがゼオの傘さん下かに入るのはあまりに意外だった。

　当時、見習いたちが整列して訓辞を受けている最中、クルスは、

「……なにを考えている？」隣となりのカミラに声を低めて聞いた。「まさか、ゼオ団長どのに『復ふく讐しゆう』しようというのではないだろうな？　だというなら、おれにも考えがあるぞ」

「そんなわけないでしょ。勘かんぐらないでちょうだいな。わたしなりに国を憂うれえてのことよ」

　そう応じるカミラの頰ほおは、熱っぽく上気していた。壇だん上じようのゼオ団長を見つめる目は潤うるんでさえいる。ここにきて、クルスはカミラに対しての認にん識しきを改めざるを得なかった。思っていた以上の難物だということだ。

　新騎き士し団だんは当初、神話の英雄から名を借りてデューレー騎き士し団だんと呼ばれていた。クルスたちはゼオ団長のもと、日夜厳しい訓練に励はげんで、やがて諸国とのいくさの火ひ蓋ぶたが切られると、ドルフ・アインをはじめとする騎き士したちもゼオの指揮下で懸けん命めいに働いた。

　騎き士し団だんの活かつ躍やくはめざましかった。傷を負ってもたちどころに治ち癒ゆすることのできる奇き跡せきをゼオがまず発現させ、それを見た騎き士したちの多くも次々同じ力を身につけるようになった。まさしく神の加護を受けたランドールならではの現象だったが、戦場で傷ついてもいく度たびとなく敵へ立ち向かっていく彼かれらは、いつしか敵味方の双そう方ほうから『不ふ死し騎き士し団だん』と呼ばれるようになり、ゼオも気に入って団の正せい式しき名めい称しようにした。

　騎き士し団だんの名声は高こう騰とうする一方だったが、クルスの義母ベナだけは、いまいましい思いを抱だいていたようだ。

　というのも、ベナは生まれつき相当に気位の高い女性であり、生家より格の劣おとるアイン家に政治的な理由で嫁とつがされたこと自体に不服であったのに、その夫が配下についたゼオなどはあろうことか庶しよ民みんの出でであったからだ。修道院の前に捨てられていたみなしごだったとも聞く。

　ベナが面白かろうはずはなく、

「ゼオが生まれ育った修道院は孤こ児じを何人も育てていたというけれど、ゼオが子供のときに一度大火事を起こして消失しかかっている。その犯人は誰だれあろうゼオその人だったそうよ。自分の粗そ相そうが原因で修道士に厳しくされたことを逆さか恨うらみして、夜中、修道院に火を放ったらしいわ。どれだけ剣けんが強かろうと、このような男がランドールの騎き士し団だん長ちようであるべきかしら？」

　ゼオに関することをあれこれ調べあげては、周囲に吹ふい聴ちようして回った。

　しかしゼオには武人としての実力のみならず、同じ種類の男たちを強きよう烈れつに惹ひきつける魅み力りよくがあった。当初はドルフにも思うところはあったようだが、やがては息むす子このクルスともどもゼオの忠実な配下となり、ゼオの指揮のもと、今日は東に明日は西にと戦線を巡めぐって、騎き士し団だんの破竹の活かつ躍やくを支えつづけた。

　ゼオを英えい雄ゆう視しする風潮が都でも広まるにつれて、ベナも表向きは不満を引ひっ込こめた。だけでなく、生家に頼たのんで、騎き士し団だんへの資金援えん助じよをしきりにおこなうようにもなった。夫を陰かげで支える良妻との評判が立ったが、その裏では、援えん助じよを恩に着せるかたちで騎き士し団だん幹部に接近。秘密の会合を重ねた。

　ゼオの例に漏もれず、当時から政治軍事の両面において実力主義の傾けい向こうが高まってきたランドールであったが、それゆえ高い地位にありながら、生まれの面でコンプレックスを抱だく者たちも多かった。幹部たちの大半も、配下に従えた騎き士しよりおのれの爵しやく位いが低いことに負い目を感じていたようだ。そこでベナは生家の人脈を最大限に利用して、名家の子息子女を、彼かれら自じ身しんか、彼かれらの子供たちと縁えん組ぐみさせるなどして、幹部たちの負担をいくらか軽減してやった。

　こうしてベナは資金と人脈をもって団での影えい響きよう力りよくを確実に増していった。そしてころあいを見計らって幹部たちを集めると、

「あのゼオとかいう、名も知らぬ親から生まれたような男は戦いにこそ強いのでしょうが、しかしやがて世界をも手中におさめるランドールの栄はえある騎き士し団だん長ちようには、いかにもふさわしくない。その点、わが夫ならば血筋も実力も実績も十二分。どうか、皆みなのご助力で、わが夫ドルフを団長に推おしてはいただけないか」

　と提案した。

　これは少なからぬ波は紋もんを招いた。当然クルスの耳にも届いたので、彼かれは激げき怒どしてすぐさま実家に引きかえした。

「義母はは上うえ！　団に亀き裂れつを入れるような真ま似ねは金輪際やめていただきたい。父上もわたしも、心底からゼオ団長を敬愛している。義母はは上うえのやりようは、むしろ父上のお立場を悪くするだけです！」

　そう怒ど鳴なったが、ベナは聞く耳を持とうとはしなかった。

　義母は、信しん仰こう心しんに満ちて質素な生活を好んだ実母とは正反対の性格であり、もともとクルスとは折りあいが悪かったので、

（好きにしろ）

　捨て置くことに決めた。義母がどのような工作をしたとて、当時の騎き士し団だん内にゼオを裏切るような人物がひとりとしているとは思えなかったし、実際、義母に篭ろう絡らくされかかっていた幹部たちも、土ど壇たん場ばにおいてはゼオを支持した。これは戦せん況きようの悪化という事実が暗く圧のしかかっていたせいでもある。苦戦がつづいているこのときに団を割っている場合ではなく、またゼオでなければこの苦境を脱だつすることはできない、というほどに皆みながゼオの力を認めていたのだ。

（不ふ死し騎き士し団だんの結束は決して揺ゆるがない。ゼオさまがいらっしゃる限り、決して！）

　クルスは心底からそう信じていたし、世のあまねく真実を映し出すというアルクスの魔ま法ほう鏡きように照らすまでもなく、まさしくそれは事実であった。

　そう、ゼオがいる限り騎き士し団だんの結束は揺ゆるがない、ということは、ゼオひとりが失われてしまえば鉄の結束とて瞬しゆん時じにして失われる、ということを意味したのだ。天地が引っくりかえろうとそんな事態はあり得ない、とそもそも不安を抱だくことすらなかったクルスだったが、しかし──、血みどろの連戦の果て、ゼオは〈竜りゆう戦せん士し〉の卑ひ劣れつな槍やりにて命を奪うばわれてしまった。

　その場からはかろうじて逃にげのびた騎き士し団だんだったが、不ふ死し騎き士し団だんにとってゼオの存在はあまりに大きすぎた。意い気き消しよう沈ちんしたり悲しみに暮れたりで武器を手に取れなくなる者が続出し、また、そんな部下たちを𠮟しつ責せきできる立場の人間、つまり二代目の団長を継つぐことができるほどの勇気と器量のある者もなかった。幹部の面々が頭をつきあわせることでかろうじて団の指揮を執とっていたものの、あれほど無敵と恐おそれられた騎き士し団だんが各戦場にて敗北を喫きつするようになり、負傷者、戦死者が相次いで、人員は見る間に減っていった。

　クルスの父ドルフも、そうした戦死者のなかのひとりに数えられた。

　父の死をいたむ間もなく、数日後にはクルス本人も負傷者として横になっていた。クルスにも治ち癒ゆの奇き跡せきは出現していたが、なにせ数箇か所しよの骨を折られ、脚あしを斬きられた傷が化か膿のうして数日高熱でうなされるほどの重傷だった。さすがに浅い傷口を塞ふさぐていどの力では追いつかない。

　バン＝シィの王城と大聖堂がともに陥かん落らくし、ランドール敗戦が決定づけられたあの日。

　クルスはベッドから這はうようにして立ちあがると、鎧よろいを着き込こんだ。そして、

「最後の突とつ撃げきをする。ひとりでも多く、神の敵を地じ獄ごくに送ってやる」

　と脚あしを引きずって立ちあがろうとするクルスを𠮟しつ責せきしたのは、誰だれあろう、負傷者たちを一手に引き受けて、実家の居館にて治ち療りように当たらせていたベナ・アインだった。

「犬死になどおよしなさい。お父上の血を継つぐあなたが遺志をも継つがずしてなんとする。未来のため恥ち辱じよくにまみれる覚かく悟ごもなく、ただ目の前の栄えい誉よ欲ほしさに死に急いだあなたを、天国のお父上は決して許されないでしょう」

　さしものクルスも二の句を継つげなくなった。

　ベナは家の者たちにてきぱきと指示を下して敵の手が迫せまる前に逃とう走そうの準備をととのえると、ひそかにつくりあげていた連れん絡らく網もうを駆く使しして、各地に散っていた騎き士し団だんの面々と合流。クルスともども、バン＝シィを西に離はなれた──。

　あとのことは思い出すまでもなく、つい最近の出来事だ。

　ラーゲンの地が外国の無法者に占せん拠きよされているという情報があり、騎き士し団だんは馬を並べて向かった。城から無法者どもを追い出すと、次は、別の襲しゆう撃げき者しやに備えて守りを固めねばならなくなる。民たみから税を徴ちよう収しゆうするのも、この地を守るためには仕方のないことだ。人々もわかってくれた──というより、きちんと税さえ支し払はらえば槍やりと鎧よろいの保護下に置かれることを民たみはむしろ喜んだ。

（ここをランドール再興の足がかりとするのだ。復ふく讐しゆうの牙きばを研といで、外国勢に思い知らせてやるのだ！）

　クルスも意気に燃えた。

　しかし──あとは繰くりかえしにしかならないが、騎き士し団だんはわがものにしたラーゲンの土地と城を永遠に支配することしか頭になくなってしまい、クルスがいかにその不義理を説こうともその都度拳こぶしで黙だまらされた。さらに、城を得て数か月。民衆の力も借りて国境近くに新たな砦とりでを築いたころ、ずっと空位のままだった騎き士し団だん長ちようの座が突とつ如じよとして埋うめられた。いまだ戦場に立ったこともない、前団長ゼオとじきじきの面識すらない十三歳さいのユベール・アインだ。

　もはやはっきりとしていた。

　不ふ死し騎き士し団だんの実質的指導者は、騎き士し団だん古参の誰だれでもなく、もちろん『団長』のユベールでもない。ユベールの実母たるベナ・アインだった。ゼオ存命のときから影えい響きよう力りよくをじわじわ広げにかかっていたベナは、ゼオの死とランドールの敗戦によって指針を失った騎き士し団だんの中ちゆう枢すうに喰くい込こんで、ついには指導者並みの発言力を得たのだった。

（ちいっ）

　あの、つい数日前の広間での光景を思い出すと、身体からだの熱が高まりすぎて、節々に負った古傷までもが熱く疼うずいてくる気がする。

　あれほどに誇ほこり高たかく強きよう靭じんだった騎き士し団だんが、生白い顔をした弟を『団長』に据すえて、戦いの経験ひとつないベナ・アインに先導される格好で王都までやってきた。それでも王家や国家のために馳はせ参さんじたというのならまだよかったが、ベナの述べた口上などは盗ぬすっ人との言いがかりでしかない。

　クルスは、丘おかの頂上にある大聖堂の跡あと地ちを見やりながら立ちあがった。

「カミラ、おれが騎き士し団だんに真の意味で見切りをつけた瞬しゆん間かんがいつかわかるか？　ラーゲンを飛び出していったときではないぞ。先日、城で相対したときともちがう。おれが奴やつらに唾だ棄きしたい思いにもっとも駆かられたのは──カノンの地を奪だつ還かんすべく剣けんを振ふるっていたときさ。ラーゲンからカノンはそう遠くない。なのに、フォーゼ、ダスケスがカノンを巡めぐって陣じんを張っていたさなかも、奴やつらは座して動こうとしなかった。民たみ草ぐさを見殺しにした卑ひ劣れつさもさることながら、カノンを他国に取られては自分たちとて危あやうかろうに、『副団長』どのは明日身に降りかかる危機よりも、今日の保身を優先したのだ。先のことなどなにひとつ考えておられぬ証あかしだ。そんな集団が騎き士し団だんを名乗るのもおぞましい」

　クルスは言葉どおり、ぺっと地面に唾つばを吐はき捨すてた。

「そのカノンから両陣じん営えいが撤てつ退たいして、バン＝シィもとりあえず平へい穏おんを取とり戻もどしたと知るや──、つまり危険がなくなったと判断するや、ラーゲンに縮こまっていたような連中が、今度はおのが権利を主張するためにいそいそ馬を飛ばしてやってきた。挙げ句、城内で笑われる始末。まったく、これ以上もなく騎き士し団だんの名を貶おとしめてくれたものだよ。その後の『副団長』どのの様子はどうなのだ？　さぞお顔を真っ赤にして荒あれてらっしゃったろうな」

「そうねえ。ブライの首を斬きり落おとすと息巻くのを、みんなで必死に止めたていどにはお怒いかりだったわ。あと、あの〈騎き士し〉を殺せ、って何度もおっしゃってたわね。誰だれでもよい、必ず公衆の面前で奴やつを殺せ、臓ぞう腑ふを引きずり出して路上にぶちまけよ、ええい、なにをしている、騎き士し団だんの恥ち辱じよくを雪すすぐために命を懸かけようという勇者はひとりとていないのか──って」

「ふん、この目でじかに見たかったよ。わたしのことも、さぞあしざまに言い捨てていたろう」

「ううん？」カミラは指を唇くちびるにあてがって小首を傾かしげた。「クルスの名前は一度も出なかったかな、そういえば」

「そ、そうか。まあいい。『副団長』どのがどう息巻かれようと、〈騎き士し〉どのと一いつ騎き打うちできるほどの勇者は、あの面々のなかにはいないだろうしな」

「ねえ。せめて『竜りゆう牙が』の方がひとりでもいらっしゃれば──、あっ、クルス、どこへいくの？」

　クルスはすでに厩きゆう舎しやを早足で出ていた。カミラは必死で追いすがる。

「早くラーゲンへ戻もどりましょうよ。子供のころ約束したとおりに、お城で結けつ婚こん式しきを挙げるんでしょ？」

「そんな約束をした覚えなどはない！」

　クルスはカミラを振ふり切きりつつ、途と中ちゆう経けい過かを報告すべく〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を訪ねることにした。〈騎き士し〉は現在、ダスケス勢がかつて接収していた大きな宿に部屋を取っているはずだ。

　途と中ちゆうまではカミラもついてきたが、一いつ顧こだにせずに大おお股またで歩くクルスに追いつけなかったか、あるいはあきらめてか、すぐにその姿が見えなくなった。




　が──、その数タルン後、カミラ・ニュクスは、クルス・アインが宿に入っていくのを離はなれた位置で見やっていた。

　当然、〈騎き士し〉の住居などは騎き士し団だんの調査であきらかになっている。

　カミラはいかにも不ふ死し騎き士し団だんとして〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の動向を偵てい察さつしているようだったが、

「お姐ねえさん、いい服着てるな」

「ひとりでこんなところにいたら、悪い奴やつらに襲おそわれちまうぜ。おれたちが保護してやろう」

　突とつ如じよ、路地の隙すき間まから五人の男たちがあらわれた。

　バン＝シィに馳はせ参さんじた集団のなかには、王家への忠誠など端はなから持ちあわせていない連中も混じっている。たとえば兵を失った貴族や将軍などが、最低限の体てい裁さいをとりつくろうためだけにその辺のごろつきを傭よう兵へいとして雇やとうようなことがあった。

　男たちも急きゆう遽きよ雇やとわれた類いだろう。が、バン＝シィに来たところで、働きどころもなければ特別やることもない。昼間から安酒をあおっているうちに格好の獲え物ものを見つけたのだ。

　カミラは周囲を不安そうに見まわした。この辺り、朝早い時間帯に人通りはない。それでも大声を出せば、宿に入ったばかりのクルスの耳には届くと思われる位置だったが、

「おっと」

　ひときわ体格のいい男が素す早ばやくカミラの背後にまわって、その口を大きな手で塞ふさいでしまった。

「声をあげたら命はないぞ」

「最後に悪くない手て土産みやげができたぜ」

　貴族から得ていたなけなしの給金が尽つきたのか、男たちは、女が金を持っているようなら全額をむしりとって、ついでにいい思いをさせてもらってから、バン＝シィを去る算段のようだった。

「さあ、こっちに来な」

　男たちは細い手足をばたつかせるカミラを路地の隙すき間まへと連つれ込こんだ。悲鳴にもならない小さな呻うめき声ごえを最後に、通りから男女全員の姿が絶える。

　数タルン。

　ちょうど宿から〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とクルスが連れだって出てきた。

　とともに、路地の向こうから奇き妙みような息いき遣づかいが洩もれてきた。荒あら々あらしくも、どこか切なげな呼吸が連続している。その合間合間に、「ああ」とか「おお」とか、やはり切なげな声が路面を低く這はった。

　さらに数タルン後、

「あれをやればいいのね」

　路地の隙すき間まにふたたびカミラの姿があらわれた。やや乱れた髪かみを手で直しながら、会話をしているクルスと〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を遠方から見つめている。

　遠目にも、クルスの表情がほどよい緊きん張ちよう感かんに包まれているのがわかった。

「わかりやすい男」

　カミラはくっと声をくぐもらせて笑う。戦時中のクルスはランドールにいるたいていの騎き士しよりも自分のほうが強いと自負していて、家名の威いを借りたり、〈暁あかつきの騎き士し〉だの〈闇やみの騎き士し〉などという二つ名を名乗っていたりするような武人のことを、片かたっ端ぱしから見下していた。

　そんなクルスが、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉と名乗る男相手に、かつてとある武人の前にいるときだけ見せていた表情をしているということは、

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は相当に強い」

　その事実にまちがいはないのだろう。

「それにしても、あれほどゼオ将軍を慕したっておきながら、すぐに後あと釜がまを見つけるのはいかにもあの子らしいわね。なんとも単純で羨うらやましいわ」

　首を傾かたむけて笑うカミラは特別製の椅い子すに腰こし掛かけていた。いや、それを『椅い子す』などと呼べるのは、特定の嗜し好こうの持ち主だけだろう。カミラが長い脚あしを組んでいるのは、なぜか裸はだかになって、さらに四よつん這ばいになった男たちが並べた背中の上だった。

　いったいなにがどうなれば、こういう状じよう況きようになり得るというのか。カミラとて不ふ死し騎き士し団だんの見習いだ。そのおっとりした笑え顔がおや細い肢し体たいに似あわず、実は武芸に長じた人物ということは十分あり得るのだが、しかし男たち三人にそれほど目立った外傷はない。

　さらに、姿の見えない残り二人はもっと奇き妙みようだった。いったんこの場を去っていたと思おぼしき二人は、一目散に駆かけ戻もどってくるや、どこから調達してきたのか、ひとりが一時期富ふ豪ごうたちのあいだで流行していた長いパイプをカミラに差し出すと、もうひとりが持ってきたランプを用いて、パイプに詰つめられた煙草たばこの葉に火をつけた。

　いずれもカミラに命じられたのはまちがいないが、なぜいったんは解放されながらもわざわざ戻もどってきたのか。

　その答えは、男たち全員に共通した表情にあった。

　汗あせだくになった『椅い子す』の男たち、そしてカミラの世話をかいがいしく焼いている男たちの表情にも、屈くつ辱じよくや恐きよう怖ふといった感情はいっさいない。むしろ凶きよう暴ぼうだった人相をいっせいに弛し緩かんさせていて、だらしなく開いた口からは涎よだれを垂らしている。彼かれらは自ら望んでこの行こう為いをおこなっているのだ。

　と、折りから吹ふいた風に砂すな埃ぼこりが舞まいあげられた。顔の位置が地面に近かったこともあり、『椅い子す』のひとりが盛せい大だいなくしゃみをした。カミラの身体からだも同時に大きく上下した。

「愚ぐ図ず！　おまえは、このカミラの椅い子すさえまともにつとまらないのか」

　カミラはクルスと対面していたときとは別人のような表情になって、長いパイプで男の額をコツンと叩たたく。ついでに、火種を後頭部に落とした。跳とびあがるような熱さのはずが、男は自身の髪かみが焼やけ焦こげる臭においを嗅かぎながら、「申しわけありませんっ」と恍こう惚こつの表情で叫さけんで、残る男たちに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを注がれるような有あり様さまだった。

　カミラはパイプを捨て去ると、もう一度、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のほうを見やった。

「どれほど強かろうと、問題ない」

　裸はだかの背の上に立ちあがる。猫ねこ科かの獣けものを思わせるアーモンド型の目を挑ちよう戦せん的てきにきらめかせながら、カミラは上うわ唇くちびるを舌で舐なめた。

「相手が男である以上、このわたしになんの問題もありはしないんだよ」




　　　　　　　２




「そうですか、明後日あさつてに」

　ミネルバとギュネイは、お茶のセットが置かれたテーブルを挟はさんで対面していた。二人きりになるのは数日ぶりのことだ。「は」とかしこまったのち、ギュネイは宝ほう剣けんシィ・ク・ハートを鞘さやに入ったまま王女に差し出した。

　この剣けんを巡めぐってはいろいろとあったが、その所有権を勝ち取ったはずのギュネイも、二日後には出立する。〈月の牙きば〉を討とう伐ばつするためであり、そしてそののち、ギュネイはこの国を離はなれる予定だ。王家の武を象しよう徴ちようする宝ほう剣けんを返へん却きやくするのはごく自然ななりゆき。ミネルバはしばらくその鞘さやを見えざる目で眺ながめていたが、ふと笑って、

「あえて、あなたの腰こしに預けておくという選せん択たくもある」といった。「さすれば、実直なあなたのこと、いずれ必ずや、この剣けんを返すためにわたしの前に舞まい戻もどってくれよう。そのための担保にするのも面おも白しろいが──」

　王女は柄つかの辺りを正確に摑つかむと、宝ほう剣けんを自らの胸もとへ引き入れた。

「あなたの行動を縛しばらぬ、といった以上、つまらぬ駆かけ引ひきなどは無用ですね。いっさいの禍か根こんは断って差しあげるべきでしょう」

「禍か根こんなどとは──」

「よい」と王女はいったん宝ほう剣けんをテーブルの端はしに移動させたのち、「……それよりも、非公式の出立というから、わたしのほうではひそかに人を集めるくらいしかできませんでしたが、準備のほうは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、は、はい。有能な従者がほとんど済ませておいてくれましたので。滞とどこおりなく」

「そうですか。では……」

　とつづけようとして、はたとミネルバは口をつぐんだ。

　しばし二人ともに無言となった。

　ミネルバはティーポットを手に取り、お代わりを手ずから注ぐと、静かに口をつけた。カップを置いてふうっとため息をつく。繰くりかえすこと数度。

「あのとき」

　窓のほうを見やりながら、まるでひとり言のようにミネルバは切り出した。

「あなたが、最初に『この国を出たい』といったとき、もしわたしがその場で了りよう承しようしていたら、あなたはすでにこの地にはいなかったのですね」

「は」

「なんと、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉よ、この国を出たいというのですか！　それはあまりに突とつ然ぜんですね。驚おどろきです！」

　突とつ然ぜん、ミネルバは席を立って、頰ほおに手を当てて驚おどろきを表現した。ギュネイは当然、

「え？」

　となる。まるで話を一から蒸むしかえされているかのようだったが、それにしても奇き妙みよう。

「そうか。ええ、いずれこのときが来るのはわかっていた。あなたは正体不明の、謎なぞの騎き士し。風のようにあらわれて、そして風のように去っていく。きっとどんな乙おと女めが涙なみだながらに引き止めようと、その手は風を摑つかむがごとくにすり抜ぬけていく。そうなのですね？」

「ひ、姫ひめ？」

　よくわからないが、とにかく席は立たねばならないようで、ギュネイは窓辺に寄った王女を追いかけた。姫ひめは、横顔を淡あわい陽ひに照らされながら小さく笑えみを浮うかべた。

「ええ、ええ、なにも聞きません、引き止めもしませんとも。……いいえ、あなたが謝あやまる必要などなにもない。〈騎き士し〉どのの見かえりも求めぬ義ぎ俠きよう心しんに、わたしのほうこそ散々甘あまえてきたのです。これまで、よく──まことに、よく尽つくしてくれました。ランドール人を代表して礼をいわせていただきたい」

「も、もったいなきお言葉です」ギュネイはよくわからないままに直立した。「姫ひめからのそのお言葉は、わたしのつまらぬ生しよう涯がいにおいて数少ない誉ほまれになるでしょう」

「憎にくたらしい」

「は？」

　思いもしなかった返事にギュネイが目を丸くする。ミネルバは見えない目で〈黒こく狼ろうの騎き士し〉をにらみつけながら、しずしずと距きよ離りを詰つめてきた。

「それですよ、それ」

「そ、それ？　それとは？　ど、どれのことです？」

「あなたが最初に『この国を出たい』といったとき、もしもわたしがさっきみたいにものわかりのよい返事をしていたら、あなたはきっと『つまらぬ生しよう涯がいにおいて数少ない誉ほまれ』云うん々ぬんと、いまと同じことを口にしていたのでしょう。前もって準備していたのが丸出しの台詞せりふをね。だから、むかついたのです」

「え、え」

「あなたがどのような人間であるか、多少はわかってきた。たとえ甲かつ冑ちゆうで全身をよろっていても、低く声を抑おさえつけていても、このミネルバには無意味なこと。〈騎き士し〉どの、実際、わたしとさほどお年は変わらないでしょう？」

（う）

　ギュネイは真実、戦せん慄りつを覚えた。これまで、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として出会った人物からそのように言い当てられたことなどない。ミネルバは弾だん劾がいするかのように指を突つきつけながら、さらに一歩、もう一歩と近づいてくる。

「そして、世慣れているように見せかけながら、本当のところは他人と関わりあうのがちょっとばかり苦手。あれこれ抱かかえ込こむ癖くせがあるけれど、頭を使うより身体からだを使うほうが得意という厄やつ介かいな性せい癖へき」

（う、う）

　あとずさりする騎き士しに構わず目と鼻の距きよ離りにまで迫せまった姫ひめは、指先で胸きよう甲こうをつついた。

「わたしとやり取りするときも、あれこれ事前に言葉を用意している。そりゃ、わたしだって他人と会談する前は、相手の反応をいろいろ予測しますとも。でも、あなたは決めつけすぎてはいませんでしたか。『姫ひめならどうせ了りよう承しようしてくれるだろう』ってね。だからさっきはとっさのことでも上う手まく返事できたが、反面、あのときも、そしていまも、予想しなかったわたしの行動に対しては、たじたじになられる」

（う、う、う）

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として迎むかえた最大の窮きゆう状じようにおいて、ギュネイは言葉もない。と、姫ひめはさらに予想外の行動に出た。騎き士しの胸きよう甲こうにそっと頰ほおを寄せたのだ。

「ひ、姫ひめ」

「お黙だまりなさい」ミネルバは静かに命じた。「しばらくこうさせていて。頼たのもしくも憎にくたらしい〈騎き士し〉どの」

　陽ひ射ざしは白い。照らされた埃ほこりがうっすらと舞まっているのを、ギュネイは見るともなしに見ていた。

　王女のこれまでの孤こ独どくをギュネイは知っている。幼子のように泣きじゃくっていた姿もはっきり覚えている。ミネルバ・ディオン・ランドールはおそらく、もうこの城の誰だれにもそんな姿を見せることはない、いいや見せることなどできない。

　冷たい、と姫ひめは囁ささやいた。

　姫ひめの唇くちびるは小さいとばかり思っていたギュネイだが、間近にすると、女性らしいぽってりとした厚みが見て取れた。

「あなたを見ていると心強くなれるのは、あなたがたくましく強くあられるのはもちろんだけれど、いちばんの理由は……きっと、あなたがわたし以上に孤こ独どくであるから」

「──」

「本当は熱くて優やさしい血潮が流れていながら、それを冷たい鎧よろいで覆おおって、誰だれにも、決して、それを感じさせない。感じることを許さない」
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　無言でいるしかないギュネイ。と、姫ひめは喉のどを鳴らして笑った。

「わたしとて、あなたの正体に関しての噂うわさは耳にしていた。ランドールの名の知れた武人の生き残りではないかとか、実は生きていたわたしの兄アルウィン王子ではないかとか。しかし、まさかわたしの愛人とはね。まあ、わたしたちはそれを利用させてもらったわけだが」

「ひ、姫ひめ」

「本当だったらよろしかったのに」

　頰ほおを離はなした姫ひめは、こつんと硬かたい音を立てて胸に額を預けた。

「どれかひとつでも本当だったなら、わたしはあなたを引き止められたのに。ランドールの武人でありながら、王族でありながら、わたしに愛を誓ちかった身でありながら、いまのこの国を捨て置くとは何事であるか、ミネルバの名において命じる、あなたは生しよう涯がいここにとどまって、国のため、そしてわたしのために働くのだ、さあ言葉にしてそう誓ちかうがいい──って、そういえたのに。噂うわさは多分どれも正しくはないのだろう。あなたは誰だれでもない。この場において、誰だれでもない男を引き止めるほどの権限や力は、いまのわたしにはない」

　ギュネイは思わずよろめきかかった。

　王女が大声をあげながらギュネイを罵ののしり、花か瓶びんを投げつけてきた姿がまざまざと思いかえされる。

（誇ほこりを胸にした勇気ある姫ひめ。聡さとい姫ひめ。ものわかりのよい姫ひめ）

　ギュネイは王女のことをおおむねそう認にん識しきしていたが、実際、ミネルバとて、

（恐おそろしかったのではないか）

　唐とう突とつながらそう思えた。

　これまでミネルバが〈黒こく狼ろうの騎き士し〉をどう見てきたか、考えてみるがいい。誰だれよりも強く、王家に無む償しようで奉ほう仕しをつづけて、そしていっさいが謎なぞに包まれていた。ミネルバにとっては頼たのもしい存在ではあったが、しかし王女とて、余人と変わりない、いいや、もしくはそれ以上の不安を──言いい換かえるなら恐きよう怖ふを──〈騎き士し〉に抱いだきつづけていたのではなかったか。

（この人は何者か？）

　あの広間にて、そしてバン＝シィの通りにてなんべんも交かわされたであろう疑問の言葉を、王女として胸によぎらせなかったはずはない。ギュネイとともに同じ『敵』と戦いながらも、

（いまは頼たよりになる男だが、しかしそれがいつまでつづくのか。明日にも姿を消しはしないか。明後日あさつてにも本当の目もく論ろ見みをもって、わたしを裏切りはしないか）

　そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きとも戦いつづけていたのだ。

　いまなお。

　姫ひめが額を預ける黒い甲かつ冑ちゆうの人物は、『王女の愛人』というレッテルこそ貼はられたが、その王女当人にとってはいまだ謎なぞの男のまま。

　ギュネイの内側で、突とつ然ぜん、強い衝しよう動どうが渦うずを巻いて駆かけのぼってきた。

　いっそのことすべてをぶちまけてしまえ、とその衝しよう動どうはギュネイに命じていた。自分はこの国を討うち滅ほろぼした六英えい雄ゆうのひとりだ、あなたの姉ラクロアの仇かたきであり、諸国の手で断頭台にのぼらされたあなたのご両親の仇かたき、いわばランドールという一国そのものの仇かたきなのだ、だが、だからこそ、この国のためにできることとてあるだろう、城を離はなれるのもそのためだからどうぞ待っていてほしい、わたしは決してあなたを見捨てはしない──。

　しかしギュネイは自身の胸に剣けんを突つき立たててでも、その衝しよう動どうを殺さねばならなかった。

　いまの自分に約束できることなど、いったいなにがあろう。それに、たとえ姫ひめが信しん頼らいできる人物だからとて、ここで〈竜りゆう戦せん士し〉の正体を明かすのは無む謀ぼうが過ぎる。迂う闊かつなことなどなにひとつ口にすべきではない。

　ギュネイは姫ひめの肩かたに両手を置いた。はっとしたように顔をあげるミネルバを、ゆっくりと押おし離はなしてやりながら、

「いまは確かなことはいえないが、ひとつだけ信じてほしい。姫ひめがいまの姫ひめである限り、おれは決して敵にはならない。どれほどの力になれるか、これも約束まではできないが、しかし姫ひめのために持てるだけの力を振ふるうことをお約束しよう」

　ギュネイは可能な限り言葉を選んだつもりだった。だがそれは姫ひめを孤こ独どくの暗くら闇やみに取り残していくという罪悪感がいわしめた言葉でもあった。のちに述じゆつ懐かいするとき、これほど迂う闊かつな言葉もなかった、とギュネイ自身が痛感することとなる。

「ほう？」姫ひめも言こと葉ば尻じりをとらえた気分になってか、いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。「わたしとは決して敵対しない。それは、誰だれを敵にまわそうとも？」

「誰だれを敵にまわそうとも」

「ダスケスだろうと、フォーゼだろうと？」

「ダスケスだろうとフォーゼだろうと」

「たとえ世界を敵にまわしても？」

「世界を敵にまわしても」

「たとえ……、六英えい雄ゆうの全員が敵になったとしても？」

　ギュネイは兜かぶとの奥おくで笑え顔がおを浮うかべた。六英えい雄ゆうのひとりはまぎれもなく自分自身だ。だからそんな事態はあり得ない。ギュネイは、

「もちろん」

　と深く頷うなずいた。




　ミネルバ王女は約束どおり、三百からなる後ご詰づめを用意してくれた。

　一方、ギュネイとクルスも先せん遣けん隊たいを編制。二十名の兵のほか、

「コンラット派の司祭が、兵に護衛されつつミネルバ軍の追っ手から逃にげてきた」

　という状じよう況きようをよそおうため、ロゥラに掛かけあって何人かの僧そうを預かることになった。

「ひとつ貸しだな、〈黒こく狼ろう〉」

　ふんぞりかえったロゥラも、見た目ほど余よ裕ゆうがあったわけではないだろう。〈月の牙きば〉は、大司教ハーディンの娘むすめたる自分に従うことを拒きよ否ひした僧そうの集まりだ。身体からだをちりちり焼かんばかりの怒いかりはもちろん、自身が無力である悔くやしさも、当然感じていたにちがいない。

　そうした感情を半分ほどは隠かくしながら──つまり半分は露ろ呈ていしながら──、

「教えておいてやる」ロゥラは仇きゆう敵てきであるはずの〈黒こく狼ろう〉に囁ささやきかけた。「われわれの情報によれば、〈月の牙きば〉の設立者にして指導者は、ガエタノという男だ。わたしも顔を知っている。よく父に𠮟しかられていた男でな、きっとアレだ、それを逆さか恨うらみして、父やわたしに歯向かう道を選んだにちがいないぞ」

　ギュネイは折り目ただしく挨あい拶さつして、ロゥラの前を辞した。

「ひとまず、編制の目め途どは立ちましたかな」

　クルスがほっとしたような顔を見せた。

「ああ」

　ギュネイは、自分が去ったのちのランドールのことは、このクルスに託たくすつもりでいる。いまの時点で、自分と似た立場で王女を守ってくれそうな存在は彼かれしかいない。だから、クルスとは面と向かって話す時間がそれなりに必要だろう、と踏ふんで、隊に同行させることにしたのだ。

　そしてもうひとり。

　ギュネイは現在同じ宿に宿しゆく泊はくしているその人物にも計画を打ち明けた。しばらくは口も挟はさまず、ギュネイが話し終えるまでお茶を飲んでいたその人物は、

「遠からぬ将来、そうなるとは思っていました」

　とカップを置いた。女王を崇あがめるフォーゼの聖せい騎き士し、〈聖せい杯はいの運び手〉といわれたジル・オ・ルーンだ。

「わたしも女王陛下に書状を出した手前、いずれは報告のためにフォーゼへ戻もどらねばなりませんが……。しかし、もうしばらくはバン＝シィにとどまっていたいと考えています」

「そうか。なら……」

（留守を頼たのむ）

　と口にしかけて、ギュネイはとっさにその言葉を飲のみ込こんだ。

　いうほうにも、いわれるほうにも、ふさわしい言葉ではないと思ったからだが、同時に、唐とう突とつながら、この男に大きな親近感を覚えている自分に気づいたからでもある。

　ランドール領内にある限り正体を隠かくして過ごさねばならない、という立場はジルも同様だ。大戦時とはまるでちがう目でこの国の人々を見ているという点においても。

　俗ぞくに、

（オーズの円えん鎖さ）

　といわれる。オーズはミルド人の信しん仰こうにおいて、復ふく讐しゆうを司つかさどる女め神がみとされていた。その手には太い鉄てつ鎖さが巻かれており、円えん環かん状じようにつながった鎖くさりにははじまりも終わりもない。

　ギュネイがランドールを討うとうと旅立ったきっかけは、友人の死や、生まれ故郷の滅めつ亡ぼうにある。ジルもまた、妻子ともども村を焼やき払はらわれた。二人はともに復ふく讐しゆうを期してランドールと戦って、やがては英えい雄ゆうと呼ばれるまでになった。それはいうまでもないことながら、ランドール人を多数殺害したということであり、二人が斬きり捨すてた兵士の家族や友人からすれば、ギュネイとジルこそが復ふく讐しゆうの相手ということになる。復ふく讐しゆうは円えん環かん。絶えることがない。

　その復ふく讐しゆうを、自分の側だけで終わりにしようとしていたのがギュネイで、尽つきることない復ふく讐しゆうに身を投じつづけていたのがジル。が──。

　目の前でめまぐるしく動きつづける事態に右往左往するばかりの自分と異なって、ジルは聖職者らしく、冷れい徹てつな視線で物事を見つづけているように思える。でなければ、これまでの信しん仰こうと復ふく讐しゆうの証あかしでもあった〈聖せい杯はい〉を、自分の炎ほのおで焼くような真ま似ねはできまい。

　危険と知りつつなおバン＝シィにとどまりつづけると主張したジルの姿にこそ、オーズの円えん鎖さを断たち切きる手がかりがあるのやもしれない、とすらギュネイは思えた。

「そうか。では、またいずれ」

　口に出しては、それだけをいった。ジルはわずかに微ほほ笑えんだ。

「いずれ、神がまたわれわれを巡めぐりあわせることがあれば」

　円えん鎖さを断たたねばならぬのは、当然、大戦にかかわったあまたの勢力も同じことだ。

　それを、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として剣けんを取ってではなく、〈竜りゆう戦せん士し〉としてやらねばならない、とギュネイは覚かく悟ごしている。

（カノンを巡めぐって衝しよう突とつしたフォーゼ、そして一度は部隊を率いて国境を越こえてきたダスケスも、そう長いこと黙だまってはいないはずだ。ケイオロスやエリシスを通じてエレィノアをまずは動かす。エレィノアに二国を抑おさえてもらっているあいだに、ミネルバを交えての会談の場を設けねばならない）

　今度こそ『戦後』についての正しい処置がおこなわれるのを六英えい雄ゆうたる自分たちが見届けるのだ。どれほどの時間が費ついやされるものかはわからない。積み重なる会談の結果として、ランドールという国名が地図上から消えることは十分にあり得た。諸国のなかには、よりはっきりとした結末を望んで、王家最後の生き残りともいえるミネルバや『邪じや教きよう』の最後のシンボルたるロゥラの命が必要だと説く者もあるかもしれない。

　いかに英えい雄ゆうと讃たたえられていようと、一いつ介かいの剣けん士しであるギュネイには未知数のことだ。

　しかし、

（王女の力になる）

　という決意は揺ゆるがない。

（二人の存在を諸国が恐おそれるのは、『邪じや教きよう』の残党──そう、〈月の牙きば〉のような──が二人を担かついでふたたび勢力を増す可能性があると思っているからだ。なら、六英えい雄ゆうの力をもって、〈月の牙きば〉のような、邪じや神しん再さい臨りんを目的に掲かかげるような目立った残党を、まずは潰つぶす。そして、ミネルバとロゥラについては…………）

　遠えん征せいのための準備をしながら、街の様子を素す顔がおで観察しながら、例の居酒屋で一杯ぱいのエール酒をちびちび飲みながら、つまりは一日中、頭の片かた隅すみで思考しているうちに、おかしなアイディアが浮ふ上じようしてきた。

（王女やロゥラがそうした『邪じや悪あくな』勢力と接近できないよう、常に見張っている、という名目で……そう、例えば、〈竜りゆう戦せん士し〉のおれが二人の身み柄がらを預かる、といったら、諸国はどんな反応をするだろう）

　エレィノアかザッハ、ともかくどこかの小こ城じろを貰もらい受うけて、自分がミネルバやロゥラとともに暮らす未来を、ギュネイは夢想してみた。

　当然、そうなると、ターシャや、イシスたちもいっしょだろう。一日一日が騒さわがしくなりそうだ。

「おい、この陽ひ当あたりのいい場所はわたしたちのものだぞ。勝手に貴き様さまらの洗せん濯たく物ものを干すんじゃない！」

　古城のバルコニーにて、ロゥラが足を踏ふみ鳴ならしてそう怒ど鳴なれば、ターシャが済ました顔をしながらシーツを広げて、

「『勝手に』決めたのはそちらのほう。姫ひめのご寛かん大だいな心があればこそ、『世界の敵』ともいわれるあなた方とてここで平和に過ごせるのです。それに感謝して、あなた方の洗せん濯たく物ものは城の隅すみっこにでも運びなさい」

　と余計なことをいって、ますますロゥラの顔を真っ赤にする。

　忙いそがしくなりそうだな、とギュネイは慨がい嘆たんした。

（ミネルバとロゥラ、双そう方ほうの『派は閥ばつ』の衝しよう突とつを仲ちゆう裁さいしたり、ロゥラが過激なことをいいださないか監かん視ししたり、王女を担かつぎあげてランドール復興を目論もくろむような輩やからが接近するのを阻そ止ししたり……おや？）

（なんだ、いまとそんなに変わらないじゃないか）

　もちろん、二人を監かん視しする自分とて、諸国からは監かん視しの対象にされるだろうから、ギュネイは常から〈竜りゆう戦せん士し〉でいることを要求される。多分、鎧よろい兜かぶとを脱ぬげる時間はいまよりだいぶ少なくなってしまうだろう。

　王女やロゥラとともに過ごす、という未来は、可能性を模も索さくしているうちにひらめいた選せん択たく肢しのひとつに過ぎなかった。自分でも能天気に過ぎるとも思った。だが、そのうちに、

（案外、悪くないかもしれない）

　と思えるようになってきた。

　ギュネイは物売りたちの声がかまびすしい街路をいきながら、秋の空を見あげた。

（きっと、はじめのうちは、大勢の人たちに反対されるだろうな。王おう侯こう貴き族ぞくや僧そう侶りよたちは『ランドール王家と大司教の娘むすめには、世界を混こん沌とんに陥おとしいれた責任というものがある』と口を揃そろえるだろうし、ランドールに責め苦を負わされた民衆だって、『われわれの家族や友人を殺した大悪党の血けつ縁えん者しやが、平へい穏おんに暮らそうなどとは虫がよすぎる』と非難するにちがいない）

　そればかりではなく、六英えい雄ゆうだって賛同してくれるかどうかわからない。〈賢けん者じや〉ケイオロスにいたっては、

「まーた、おまえって男は、平へい穏おんに暮らしたいとかいいながら、どうして自分から厄やつ介かい事ごとを背せ負おい込こもうとするかね。──やめておくんだな。選ばれし者には義務がある。ミネルバもロゥラも、たとえ本人に罪はなかろうとも、そうやって生まれついちまったんだ。戦乱をきれいに片づけたいなら、二人にその義務を果たしてもらうしかない。おまえのその中ちゆう途と半はん端ぱな情けは、選ばれし者の血筋を無意味に侮ぶ蔑べつしかねない。おまけに、世のなかをいっそう混乱させるだけだろうよ」

　とはっきり反対の意を示すのが目に見えている。なぜなら、以前にも似たような問答があったからだ。「おまえの優やさしさは美徳であるかもしれないが、世せ俗ぞくにのみ通じるものだ。王おう侯こう貴き族ぞくがそんなものを大事にしていたら国が滅ほろぶ」とはっきりいわれたこともあった。

　血ち塗ぬられた剣けんや槍やりを引っさげながら世界を渡わたり歩あるいてきたギュネイだから、いまとなってはわからないでもない。

（だけど）

（おれって、『英えい雄ゆう』なんだろ。おれを讃たたえる歌が世界中で歌われているんだろ。そしておれは、その見かえりをなにひとつ求めてこなかったじゃないか。だったら、これくらいのわがままは許してくれないか。もう、誰だれかの血を捧ささげなければ平へい穏おんな未来が訪おとずれないなんて、そんな時代じゃないんだ）

　ランドールの『戦後』に深くかかわるということは、〈竜りゆう戦せん士し〉の存在を地上から抹まつ消しようしたいという、ギュネイかねての願いがまた先送りになるということでもあるのだが、しかしそれでいったんは丸く収まるというのなら、ギュネイに迷う余地はない。

（〈月の牙きば〉の件が終われば、エレィノアへ──）

　一路、エレィノアへ。

（そうだ、まずはケイオロスより先に、エリシスに相談してみよう。〈聖女〉があと押おししてくれたら、邪じや教きようをなにより嫌きらうエレィノアだって文句はいわないんじゃないかな。頑がん固こ頭あたまの〈賢けん者じや〉よりは話も通じるだろうし、そうしてみよう）

　そんなことを笑え顔がおで考えるギュネイは、エレィノアでエリシスに再会できるはずだと信じていた。つまりは、そうでない未来もあり得るという事実を、無意識のうちにも強く拒きよ絶ぜつしていたのだろう。




　　　　　　　３




　まずは司祭数名と護衛の二十名が出発。

　少し遅おくれてクルスがつづき、さらに時間を置いて、最後にギュネイが王都を出た。クルスは名前が知られている。堂々と王都を出れば噂うわさになりかねないので、クルスは真夜中の出発となった。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は姿形そのものが目立つ。人目を盗ぬすんで王都を出たところで、街かい道どうを一歩でも歩けば噂うわさを呼ぶだろうから、目的地までは素す顔がおでいくことにした。もちろんクルスたちに顔を知られたくないギュネイは、

「谷近くで身をひそめられるところを探しておいてほしい。おれは諸もろ々もろやることがあるので、そちらで合流しよう」

　と命じておいた。

　素す顔がおのギュネイは誰だれにも見とがめられることなく、バン＝シィの門を南に抜ぬけた。

　実にあっさりとした旅立ちだったが、ふと振ふりかえれば、ランドールの王城レルリックが尖せん塔とうをそびえさせているのが見える。ひょっとしてあの窓のどれかにミネルバの姿があるだろうか。窓辺にたたずんで、旅立つ〈騎き士し〉を見えざる目で見送ろうとしているだろうか。

　昨日までは、ランドールにとどまっている一日一日が不安でならなかった。いつ正体がばれても不思議ではない状じよう況きように、エリシスのことも加わって、少しでも早いうちに領内を出なければならないと考えていたのに、いざ旅立つとなると、それはそれで別種の不安が黒雲となってもくもく胸に湧わいてくる。

（おれがいなくて平気だろうか。何者かが、いまにもミネルバに振ふるう暗殺の刃やいばを研といでいたら。王家とディラ・ロゴス側にまたぞろ揉もめ事ごとが起こったら、誰だれが仲ちゆう裁さいできる？　権力争いに夢中な貴族同士がいよいよ表立って衝しよう突とつでもしたら……）

　まったくもって心配は尽つきない。厄やつ介かい事のすべては王女ミネルバに集約されてしまうのだ。広々とした部屋のなか、窓辺で王女がひとりきりたたずんでいる姿を脳のう裏りに描えがいたとき、その姿が思いがけないほどちっぽけなものであることにギュネイは驚おどろいた。

　どれだけ大勢の家臣にかしずかれていようと、どれほど大勢の民たみに慕したわれていようと、それと同じぶんの命が責務としてのしかかる立場であるのだ。あの細い肩かたで、果たして半日でも支えられるものかどうか。

　ギュネイはいますぐ馬首を翻ひるがえして、ランドール王女に忠実で、常にお側そば近くに立ってその身を守る騎き士しとしての立場を取とり戻もどしたくなった。

（自分があと何人もいれば）

　ランドールに来てから何度そう考えたろう。

　ギュネイは歯を食いしばり、手た綱づなを握にぎる手に力を込こめて、城が遠ざかっていく一歩ごとに後こう悔かいの念を自覚しながら、それでも予定どおりの道を辿たどっていった。




　オクイルの谷に入ったのは、それから十日あまり。

　左右両側から山が迫せまる細い道を下っていくと、曲がりくねった道の向こう、集落の屋根屋根が小さく見えてくる。夕刻、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の姿となったギュネイがゆっくり馬を進めていたところ、

「〈騎き士し〉どの、こちらへ」

　横あいの丘おかから声をかけられた。くさむらから立ちあがったのは髭ひげ面づらの男だ。目め尻じりについた傷に覚えがある。最初に出発した集団のなかにいた兵士だった。身を伏ふせながらこの道をずっと監かん視ししていたらしい。

　兵士は馬の轡くつわを取りながら、丘おかの上へと〈騎き士し〉を導いた。密集した木々の迷めい路ろを登ったり下ったりした先に、やはり武装した兵の姿が見えてくる。すると、丈たけの長い雑草に半ば覆おおわれていたが、岸がん壁ぺきにぽっかり口を開けた洞どう窟くつがあるのに気づいた。

　入り口は横に長く、縦に狭せまい。馬を入れるのにやや苦労したものの、奥おく行いきは十分な広さがあった。

　焚たき火びの近くに、兵たち数名と、クルスの姿があった。

〈騎き士し〉の姿を認めて立ちあがろうとするのを、ギュネイが手で制する。

　さっそく、計画の進行具合を聞いた。

「いまのところは順調です」

　クルスが説明役になった。

　最初に出発した集団は集落近くにあったこの洞どう窟くつを発見し、隠かくれ家がとして七日あまりを過ごした。その後クルスが到とう着ちやくした二日前に、計画の実行を開始。

　アンドルーという名の司祭と、彼かれに従う助祭三名、それに護衛の兵士六名が、ディラ・ロゴス派から離り脱だつしてきたという立場をよそおって村に入った。

「われらはコンラットさまに従い、命尽つきるまで、いや、命尽つきて魂たましいのみの存在となってまでも、神を地上にご降臨させるために最後まで戦う所存だった」

　アンドルーは村の教会──あきらかに、最近改築された跡あとがあった──へ赴おもむき、そこで平へい凡ぼんな司祭の振ふりをしていた男に、熱っぽく語りかけた。

「だというのに大司教の娘むすめロゥラさまは王家と和解なさった。いまの王家などは諸国との融ゆう和わを第一に考える腰こし抜ぬけ、いやさ異い端たんの悪党にも等しい。『王家とともに歩め』というコンラットさまの遺ゆい言ごんなど、ロゥラさまのお近くにいる上層部が捏ねつ造ぞうしたものだろう。その証しよう拠こに、コンラットさまが最後に見せたあのお姿！　あれぞ、ハーディンさまが実現されようとしていた神と地上の融ゆう合ごうを如によ実じつにあらわされたお姿だった！」

　アンドルーは五十がらみの、見た目、いかにも風ふう采さいのあがらない男だったが、ディラ・ロゴス勢のなかではもっとも口が立ち、また芝しば居いの能力にも長たけていた。計画を練る段階でこの役目を自ら買って出ただけはある。その際、

（〈騎き士し〉どの、ここだけの話ですが）

　粉を振ふりかけたていどしか残っていない髪かみを撫なでながら、アンドルーがいかにもしかつめらしく語った言葉をギュネイは覚えている。

（神に仕える者にとって、こうした能力は不可欠なのですよ。相手の心をいかに早く摑つかみ、いかに強く揺ゆり動うごかすか。信徒たちに神の道を説くには、多少大げさなくらいの弁べん舌ぜつが必要になるときだってあるのです）

　実際、アンドルーは上う手まく相手に取り入った。

「だからわたしはここへ来た。そう、仲間から『裏切り者』となじられて、身内から背中を脅おびやかされながらここへ来たのは、志を同じくする同志と合流するためだ。隠かくさずともよい。噂うわさはすでに耳にしている。ここに、拠きよ点てんのひとつがあるのだろう？　わたしにも力を振ふるう場を与あたえてほしい。神のご降臨を実現させ、新たなる世界へと人々を導くために！」

　アンドルーと助祭らは無事、〈月の牙きば〉への潜せん入にゆうを果たした。

　護衛の兵士たちは村の警護役を任されたので、アンドルーが手に入れた情報は彼かれらを介かいして隠かくれ家がに届けられることとなった。

　ギュネイが到とう着ちやくした次の日から、さっそく情報が舞まい込こんできた。

　まず、〈月の牙きば〉の拠きよ点てんは王都にまで流れていた噂うわさどおりに、集落の北寄りにある山中、かつてランドールが打ち立てた砦とりで内にあった。砦とりでから見おろせる位置にある集落はすでに〈月の牙きば〉の支配下にある。神の眷けん属ぞく──ギュネイたちがいう魔ま獣じゆう──を召しよう喚かんできる僧そうたちは、村を荒あらす無法者や傭よう兵へい崩くずれから人々を守る代わりに、月に一度ていど、貢みつぎ物ものを要求した。食しよく糧りようや金ならまだしも、時には若い女性を捧ささげよという命令もあった。

「おそらく、〈受肉〉の儀ぎ式しきのためであろう」

　とアンドルーは報告書にしたためている。

　ランドール僧そうは異界から魔ま獣じゆうを呼び寄せて戦力にすることができるが、この世ならぬ獣けものを使し役えきするための〈鎖くさり〉には効こう果か範はん囲いの限界があるし、数にも限りがある。たいていの僧そうは、ひとりで一匹ぴきの魔ま獣じゆうを操あやつるのがせいぜいだ。それ以上の数を支配下に置こうとすると『意志の力』が限界を超こえてしまい、魔ま獣じゆうは制せい御ぎよ不ふの能うの状態に陥おちいる。そうなると術者自身が魔ま獣じゆうの犠ぎ牲せい者しやになることも少なくない。事実、ギュネイも戦場で何度か見たことがあった。

　そこでランドールが新たに模も索さくした戦力増強の道が、〈受肉〉だった。

　受肉とは本来、神が人間の姿となってあらわれることを示すが、大戦末期におけるランドールにおいてのみ意味が異なる。これを知ったエレィノア僧そうたちが嫌けん悪おを示したのもむべなるかな。異世界から招いた魔ま獣じゆうを『人間が』操あやつるのではなく、『人間に』魔ま獣じゆうそのものを宿すことで、この世ならぬ力を得ようとしたのだ。

　ギュネイがもっとも身近で見た例は、〈竜りゆう人じん〉ゴドイ。

　そして最近では、〈漆しつ黒こくの冠かんむり〉コンラットもこの例に当たる。

　異世界の魂たましいを身に宿らせることで、ゴドイはまさしく竜りゆうの鱗うろこと怪かい力りき、それに火か炎えんを噴ふくことのできる異能の力を得ていた。そしてコンラットはというと、失った四し肢しの代わりに宿したそれらを文字どおり手足のように使いこなし、さらに次々と魔ま獣じゆうを身体からだに呼よび込こむことで、神話の〈黒こく狼ろう〉になぞらえた巨きよ体たいとなってギュネイたちに襲おそいかかった。

　──先ほど、『新たな道を模も索さくした』結果がこの〈受肉〉だと述べたが、実は、この技術的な基き礎そは、〈鎖くさり〉を用いて魔ま獣じゆうを操あやつる技術よりもずっと先に構築されたものだろう、と〈賢けん者じや〉ケイオロスは推測していた。

　敵の施し設せつから得た数々の資料を読みふけりながら、

「わからねえか？　そうだよ、ランドールのいう『神のご降臨』だ。あれこそ〈受肉〉の究極にほかならないだろうが。この世以外の場所から神さまを呼び出して、人間の器うつわに宿らせようとしたんだからな。この場合の器うつわってのが、奴やつらいうところの〈楔くさび〉さ。ハーディンはランドールの双ふた子ご姫ひめにその素質を見み出いだして、最初はミネルバ姫ひめにその役目を負わせようとし、そしてそれより素質が高いとのちに見み出いだされたラクロアを〈楔くさび〉に選んだ。魔ま獣じゆうを人間に宿らせるのはその応用だ。だが──、双ふた子ご姫ひめの例を見るまでもなく、これには肉体的な素質が必要になる。もちろん、神さまの器うつわにどんな人間がふさわしいかなんて外見じゃわかるはずもねえ。ランドールがこの技術を実戦投入にいたらせるまでに、どれほどの実験を繰くりかえしたことか──つまり、どれほどの『生いけ贄にえ』を用いたのか、想像するだにおれとて肌はだ寒ざむくなるね」

〈受肉〉に失敗した『生いけ贄にえ』は、魔ま獣じゆうの本能に意識を乗っ取られて人間の意思を失うか、あるいは無残なまでに肉体を四散させた、と書類にはあった。ミネルバが視力を失ったのもこうした弊へい害がいの一種だろう。

〈月の牙きば〉はいまだこれを繰くりかえしているのだ。

　村々から女性を捧ささげさせては、魔ま術じゆつ的てきな儀ぎ式しきと実験をおこなっている。戦力を増やすためと、いずれ神の降臨を実現させるための情報収集と、二つの目的を兼かねていると思われた。

「狂きよう信しん者しやどもめ」クルスは報告を得ながら強く歯を嚙かみあわせた。「ゼオ団長は〈受肉〉の儀ぎ式しきに反対されていた。おれも同意見だ。僧そうたちが志願して自ら実験体になるというのならそれも尊き殉じゆん教きようたり得るだろうが、女性をさらって無理やり実験に用いようなどとは鬼き畜ちくの所業でしかない！」

　女性のほうが男性よりも〈受肉〉に向いている、というのも、ランドールが数々おこなった凄せい惨さんな実験から得た、数少ない収しゆう穫かくのひとつらしかった。

　理由としては、女性は妊にん娠しんが可能だから、というのがケイオロスの見解だった。つまり、女性は生まれついて複数の魂たましいを宿すことができるのだから男より〈受肉〉の素質に恵めぐまれている、というのだが、果たしてそれが正解なのかどうか、それこそ神ならぬ人の身には永遠にわからないことだ。

　アンドルーが砦とりで跡あとに入って翌日──、クルスやギュネイがここに到とう着ちやくする以前。

〈月の牙きば〉は新たな女性を供く物もつとして村に求めていた。集落の人々は暗い顔を突つきあわせた。ランドール人であればこそ、ランドール僧そうが神の助力を得て振ふるう力の凄すさまじさ、召しよう喚かんされる魔ま獣じゆうの恐おそろしさは身に染しみている。逆らうことはできない。しかし〈月の牙きば〉が谷の支配者となってから、女性を求められたのはこれで六回目だ。すなわち、犠ぎ牲せいとなる若い女性をこれまで五回も懊おう悩のうの果てに選ばされては、時には泣なき叫さけび、時には運命を受け入れて気き丈じように振ふる舞まう彼女たちを見送ってきたのだった。

「いまの騎き士し団だんも相当だが、狂きよう信しん者しやどもはよりいっそう性質が悪い」

　クルスの怒いかりは募つのるばかりだ。地に堕おちた不ふ死し騎き士し団だんであっても、民たみをさらったり、女性を要求したりすることなどはさすがになかった。

　村は沈ちん痛つうな雰ふん囲い気きに閉ざされたが、しかし思いがけず、自ら『生いけ贄にえ』を名乗り出た女性があらわれた。村とは縁えんもゆかりもない女性だという。もともとバン＝シィに住んでいたのだが、大戦時、攻せめあがってきた連合諸国側の捕ほ虜りよとなった過去がある。捕ほ虜りよといっても体ていのいい奴ど隷れいのようなものだったが、外国へ売り飛ばされる直前、兵士の目を盗ぬすんで脱だつ走そう。数日前、命からがらこの谷に流れ着いたのだという。

「まったくのよそ者であるわたしを、村の皆みなさんはあたたかく迎むかえ入いれてくださいました。怪け我がの手当てから、毎日の食事まで……。わたしにできるお礼はこれくらいしかありません」

　女性は、世話になった村長宅で、集まった人々に明るく告げたという。

「いいえ、『お礼』などとは思いあがった言葉でした。むしろ、このような機会をいただけてわたしは感謝しているのです。──家族をすべて奪うばわれ、強ごう奪だつ者しやたちに弄もてあそばれたわたしは、神さまを、そしてこの世のすべてを毎日のように呪のろいながら生きていました。そのまま死んでいたなら、きっと魂たましいは地じ獄ごくへ堕おちたことでしょう。でも最後の最後に、人のあたたかさに触ふれることができた。そればかりか、神さまへ最大のご奉ほう公こうさえできるのです。どうか皆みなさん、泣かないでください。謝あやまらないでください。呪のろわれるはずだった魂たましいが神さまに救われる機会を得て、わたしは心底から嬉うれしいのです。どうか、晴れ晴れと見送ってくださいませ」

　女性は最後まで笑え顔がおを絶やさなかったという。そのときの村人たちと同じく、クルスは涙なみだを止められなかった。

「なんと勇ゆう敢かんで、なんと気高い女性だ。皆みなの者、この女性を見殺しにするわけにはいかん。なんとしてでも救出するぞ！」

　いい終わってから、「あ」という具合にクルスは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のほうをうかがった。以前、カノンを巡めぐっての攻こう防ぼうで、敵の卑ひ劣れつな作戦で激情に駆かられたクルスは、そのことを〈騎き士し〉にたしなめられた過去があるからだ。

　しかし今回は、ギュネイもクルスと同意見だった。

　アンドルーからの情報によれば砦とりで跡あとに住まう高位の司祭はせいぜい六名。しかも砦とりでを任されたリーダー格──セルゲイという名の元司祭で、〈月の牙きば〉に六人いる幹部のひとり──を含ふくむそのうち半数が、近々谷を出る予定だという。ほかの土地を支配している幹部との会合のためらしかった。

　ほかには傭よう兵へいが五十に、ディラ・ロゴスから離り脱だつしてきた兵が三十ほどいるが、これも半数近くが護衛のため僧そうに同行する。つまりは手て薄うすになる。

　砦とりで内部とその周辺の地図はすでにギュネイたちの手もとにあった。あとは兵の配置さえ把は握あくできるなら、ギュネイとクルス、それに二十名の兵で攻こう略りやくできぬ規模ではないだろう。

　翌日にはさらに詳しよう細さいな日取りがもたらされた。

（よし）

　ギュネイは決心した。とともに、兵のひとりをバン＝シィに走らせる。

　後ご詰づめの三百を要よう請せいするためだが、到とう着ちやくを待つつもりはない。首都近辺で兵が多数動けば当然谷にも知られてしまうから、まずは急いで砦とりでを落とす。三百はそののち、谷周辺の防衛に用いるつもりだ。

　そしてこれが当面、ランドール領内における〈黒こく狼ろうの騎き士し〉最後の戦いになるだろう。

　ギュネイは、ランプの灯あかりの下に広げられた砦とりで内外の地図を注意深く見やった。




　物見に立った兵から、大多数の人間が砦とりでを出ていった、という報告があった。

　真夜中。

　どれだけ崇すう高こうな理念を掲かかげる集団であろうとも、いやそれだけに日々の制約も多かろうから、中心的人物が側を離はなれればそれなりにたががゆるむ。

　アンドルーたちにはいくらか酒を持たせており、この夜、セルゲイ司祭らの出立を見送ったのち、

「遅おくればせながら、お近づきの印に」

　と砦とりで住まいの人々に振ふる舞まう手はずになっていた。

　数タード待つ。

　ほとんど夜明け間近になってからの決行となった。

　砦とりでの正面は山門で守られており、そのさらに前方には橋がかかっている。もとは上げ下げのできる可動橋だったが、いまは仕し掛かけが壊こわれてしまって、直せる技術者もないままに放置しているらしい。代わりに、五名ほどが見張りに立っていた。

　しかし全員、酒の馳ち走そうに預かったあとで緊きん張ちよう感かんが欠けていたし、門の両りよう脇わきに配された櫓やぐらの上にいる兵は、仲間から見えないのをいいことに高いびきを搔かいている。

　そこへ、木々に隠かくれながら接近した弓兵が矢を放った。

　一本が見張りの首を横から貫つらぬいた。膝ひざから崩くずれ落おちた仲間を見て、

「何者だ！」

　はっとなっていっせいに盾たてを掲かかげたところへ、さらに矢が射い込こまれる。

「敵てき襲しゆう、敵てき襲しゆうっ」

　各おの々おの怒ど声せいを張りあげる。

　山門が開いて、多数の兵が打って出たときには、正面、橋の向こうで身構える男の姿があった。

　鎧よろい兜かぶとはつけていない。なのに、兵たちにはその素す性じようがひと目で知れた。暗がりでもくっきりと顔が見えるほどに全身が薄うすく発光していたからだ。

「不ふ死し騎き士し団だん員いん、クルス・アインだ。王家に歯向かう狼ろう藉ぜき者ものめ、いま正義の刃やいばで平らげてくれるぞ」

「なにっ」

　クルスの名を聞いて大勢がたたらを踏ふんだ。が、血気盛さかんな者もいて、長ちよう剣けんを肩かたに担かついで橋を渡わたっていこうとする。直後、矢の迎げい撃げきがあることに気づいてか、足を止めた。

「構わん。それ以上近づきたくなくば、そこで待っていろ。順番どおりに死を馳ち走そうしてやる」

　さすが、いちいち言葉が仰ぎよう々ぎようしいクルスは相手が来ぬと見るや、一気に先頭の敵との距きよ離りを詰つめて、長ちよう剣けんを担かついだ男の首をきれいに斬きり落おとした。兜かぶとをつけたままの生首が転がる。

「こ、こいつ！」

「矢を射れっ」

「いや、囲んでやっちまうほうが早いぞ！」

　強い理念を抱いだいてランドールから独立した僧そうたちと異なって、ここの兵たちは寄せ集めだ。こういう状じよう況きようにおいての指揮系統も定まっていないらしく、即そく応おうできていない。

　クルスは狭せまい橋の中央に陣じん取どって、駆かけてくる敵をひとり斃たおし、またひとりの首を刎はねて、じりじりと山門に接近。この常識外れの強さを目まの当あたりにして、

「門を閉ざせ！」

　砦とりで側の兵が怒ど鳴なったときには、クルスは櫓やぐらのほうへと取りついていた。素す早ばやい速度で駆かけのぼって、頂上で弓兵を斬きり倒たおしざま、そのまま跳ちよう躍やく。門のてっぺんを経てから、その内側へと飛び降りた。この機動性を欲ほつしたためにクルスは鎧よろいを着けていなかったのだ。

　それを合図に、身を伏ふせていた王家側の兵たちも「おおっ」と蛮ばん声せいを揃そろえていっせいに立ちあがると、クルスにつづいた。




　山門での戦せん闘とうが起こったころ。

　ギュネイはまったく別の場所にいた。

　まだ暗い山中の森を、道しるべもないままに駆かけていく。アンドルー側から送られてきた地図は頭に叩たたき込こんであった。密集した木々を縫ぬうように獣けもの道みちを上下すること十数タルン、別の門が見えてきた。クルスたちが仕し掛かけたほうを正門とするなら、こちらは裏手門。当然ここにも櫓やぐらや見張りの存在はあったが、ギュネイが口笛ひとつ吹ふくなり、門の向こう側で叫さけび声ごえが連続した。

　数タルンと待たずして、門がひとりでに開いていく。

　血まみれの鎧よろい姿すがたであらわれたのは、アンドルーに同行して砦とりでに入っていた兵たち、つまりは仲間だった。

　まずは手はずどおり。

「こちらへ」

　兵の案内に従って砦とりで内側を駆かけていく。砦とりで側は人員が不足しているうえ、兵の多くが正門のほうに割さかれている。ほとんど邪じや魔まらしい邪じや魔まもないままに、さらに山道を駆かけ登のぼった先にある建造物が見えてきた。

　僧そうたちが住居としている小ぶりの屋や敷しきで、厩きゆう舎しやを挟はさんだ隣となりに、急ごしらえの小屋がある。女性たちが囚とらわれている場所がここだ。

　人ひと質じちにされる前にまずは女性たちを解放、兵たちに外へ連れ出させているあいだにクルスらと合流する計画だった。

　屋や敷しき住まいの小者たちがギュネイらの姿を目もく撃げきして悲鳴をあげたが、周辺に残されている兵は数少ない。厩きゆう舎しやにひそんでいた男がひとり、ギュネイが通りがかりざまに槍やりを突つき出だしてきたが、ギュネイは後ろ足に体重を預ける動作ひとつで難なくかわすと、剣けん尖せんで腹部を強打してやった。

　くずおれた兵を尻しり目めに小屋のほうへと急ぐ。

　扉とびらにかかった錠じよう前まえをこれも鮮あざやかな手並みで叩たたき落おとすと、「助けに来た」と叫さけびながら大きく扉とびらを開け放った。

　藁わらが敷しき詰つめられた内部には、五人ほどの女性が横たわっていた。しかしギュネイの来訪に反応を見せたのはただひとりきり。その反応も思いのほか鈍にぶい。寝ね入いっているところを叩たたき起おこされたからという理由ではない証あかしに、ギュネイを見あげるその表情は弛し緩かんしきっていて、助けられた喜びも、突とつ然ぜん武装した男が押おし入いってきたことに対する恐きよう怖ふも、そこにはない。

（くそったれ！）

　ギュネイは感情を露あらわにしないよう、苦労して荒あら々あらしい悪あく罵ばを吞のみ込こんだ。

　この光景もはじめてではない。ランドールの教きよう会かい施し設せつを占せん拠きよしたあと、虚うつろな目をした女性たちを見たことが何度かあった。異界の魂たましいを強ごう引いんに植えつけられるその過程で、いったいどのような苦痛があるのだろう。ギュネイには想像もできない。

　儀ぎ式しきを経たとて、『才能』を開花させるものなどほんのひと握にぎりだ。あとには傷きず跡あとばかりが残される。ミネルバ王女のように五感のどれかを失ったり、手足が麻ま痺ひして動かなくなったり、そしていまギュネイを顔にぽっかり空いた穴のような目で見あげる女性のように、心の正常な働きを壊こわされてしまったり。

　あとにつづいた兵たちが悪あく臭しゆうに鼻を摘つまんだ。五人のうちひとりはすでに亡なくなっているようだった。

「ひとりずつ外へ」

　ギュネイは感情を押おし殺ころしながら兵たちに命じた。ギュネイ本人も、もっとも奥おくまった場所にいる女性へと近づく。

　入り口に向けられた背中がひくひくと小さな痙けい攣れんを起こしていた。少なくとも命はある。ギュネイは身体からだの側面に手を入れて持ちあげた。食事や水も満足に与あたえられていないのか、それとも儀ぎ式しきをおこなうようになってから食事を採る習慣さえも失ってしまったのか、身体からだは瘦やせ細ほそっていて軽い。髪かみを短く刈かられているのは、なにか儀ぎ礼れい的てきな理由あってのものか。

　痛ましさに胸が塞ふさがれそうになったギュネイは、このとき油断をしていたのだろう。砦とりででの戦せん闘とうが思ったよりも早く終結しそうだという安心感も寄き与よしたかもしれない。

　背後で空気が乱れたことに気づくのに遅おくれた。女性たちを運んでいたはずの兵五名ほどが剣けんに手をかけ、ギュネイめがけて振ふりあげていたのだ。

　遅おくればせながらはっとなったギュネイは、素す早ばやくその場を跳とびのいた。

　剣けんはすべて空を切ったが、ギュネイが兵たちのほうを振ふりかえるよりも早く、抱かかえていた女性のほうにも異変が起こっていた。一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。短く刈かられていたはずの髪かみがいつの間にか肩かたの長さにまで伸のびている。まるで植物が急成長していくかのようになお伸のびつづけるそれは、いくつかの束にわかれるとギュネイの腕うでや首にそれぞれ巻きついてきた。

（なにっ）

　とっさに手を離はなしたギュネイだが、二重三重に巻きついた髪かみのせいで女性の身体からだは落ちず、ギュネイの身体からだのいたる箇か所しよを支点にして浮ういた。

　にっと笑った女性の顔がギュネイの間近にある。

「案外たやすく罠わなにかかったじゃねえの、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉さま？」

　一見、別人かと疑うほどに挑ちよう発はつ的てきな笑えみ、そして乱暴な言こと葉ば遣づかいだったが、まさしくそれは不ふ死し騎き士し団だん見み習ならい、カミラの顔だった。
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　クルス・アインは遠えん征せいのための準備中、不ふ死し騎き士し団だんにまつわる様々なことを〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に語っている。

　カミラ・ニュクスに関する話もあった。

　見習いとしての立場はクルスと同等だが、その実力は正式な騎き士しであるブライよりよほど上なのではないか、とクルスはかねがね思っていた。剣けんや弓の腕うで前まえがブライより立つというのではない。カミラがその身に発現した奇き跡せきの力は、あるいはクルスが戦場で見てきたどの戦士よりも恐おそろしく、また厄やつ介かいなものだったのだが、まさかカミラが直接〈騎き士し〉と関わることなど想定もしなかったから、そのような事実はあえて伏ふせて──話がいたずらに長くなるのを避さけるためと、カミラに関しては身内の恥はじのように感じていた部分もある──ただ幼おさな馴な染じみであることだけを〈騎き士し〉には伝えていた。

　それを後こう悔かいする羽目になったのは、山門を突とつ破ぱしてから十タルン後にもならない。

　逃にげる敵を追い散らしながら、同じような門を二つほど越こえた。先せん陣じん切って駆かけていたクルスは、後続の兵たちがあげる悲鳴に驚おどろいて振ふり向むいた。とともに剣けんを振ふる。飛来してきた矢が二つになって転がった。

　下り坂の向こうから〈月の牙きば〉所属らしき兵たちが槍やりを持って追いかけてくる。それと呼吸を揃そろえるようにして、これまで逃にげの一手を打っていた前面の敵までもがくるりと踵きびすを巡めぐらして、クルスたちを挟はさみ撃うちにする格好となった。

（罠わなか！）

　とクルスは瞬しゆん時じに判断した。が、真の意味で驚おどろかされたのは、後ろからあらわれた伏ふく兵へいのなかに、アンドルー司祭に同行していた兵士の姿があったことだ。

「不信心者よ、悔くい改あらためよ！」

　右手の丘おかにすっくと立ちあがって、こちらを弾だん劾がいするように指差したのは、〈月の牙きば〉の幹部セルゲイ司祭。頰ほおから首筋に走っている傷きず痕あとが情報と一いつ致ちしていた。そのセルゲイはいいにしても、隣となりに突つっ立たっている同じく僧そう衣い姿すがたの男はまちがいなくアンドルーだ。セルゲイはにやりと笑い、

「この男から聞いたとおりだ。まんまと罠わなにかかりおって。神はやはりわれらの頭上のみにあられる！」

　その叫さけびと同時に、クルスは大急ぎで跳とびのかねばならなかった。直後に地面を割ってあらわれたのは〈異形〉。直径一クラット以上にもなる半はん透とう明めいの球体を不規則に連ねたおぞましい姿は、地上のどの生命にもあり得ない。無理にでもなにかに喩たとえるなら、胴どう体たいのあちこちが欠けた巨きよ大だいミミズのようだ。

　この魔ま獣じゆう、身をかわしたクルスの代わりに、足を矢で射られて尻しり餅もちをついていた兵士へと上から襲おそいかかった。先せん端たんの環わが大きく膨ふくらんだと見えるや、兵士の頭を包つつみ込こんで、そして多量の血しぶきとともにこの頭部を『消した』。

　セルゲイ司祭の使し役えきする魔ま獣じゆうなのだろう。さらに推測を並べるに、おそらくアンドルーたちは最初から正体を気づかれており、拷ごう問もんにかけられるなり脅きよう迫はくされるなりして、襲しゆう撃げきの計画を洩もらしてしまったのだ。

（いいや）

　そのとき、アンドルーに同行していた兵士が肉にく薄はくしてきたので、間近で剣けんを打ちあわせた直後、クルスはぞくりとした悪お寒かんを覚えた。

　遠目にしたアンドルーの顔にも、間近にした兵の顔にも、やむにやまれぬ事情があって味方を裏切らねばならない悲しみはない。もっというなら、戦場にあって当然抱いだくだろう殺意も恐きよう怖ふも、敵意すらなかった。

　どこか弛し緩かんしたような目つきには、陶とう酔すいのみがある。

　絶対的な『なにか』──神の概がい念ねんにも劣おとらぬ別種の『なにか』に心身を委ねきって安心しているかのような。

　そしてそれをクルスはこれまで何度か見たことがあった。

（カミラか！）




　カミラの姓せいがまだなく、名前もいまと異なっていたころ。

　貧しい農のう奴どの生まれだったカミラは、床とこに伏ふせった母のため、地方領主の屋や敷しきで働く使用人になった。そこで少女が受けた苦痛の日々や、その果てで目覚めた奇き跡せきの力のことを、クルスは断だん片ぺん的てきにだが聞いたことはあった。

　正直にいえば、当初は信じられなかった。ニュクス家の当主に悪い噂うわさがあったのは事実ではあるものの、教会や修道院に惜おしみない援えん助じよをつづけていた彼かれが、欲望のために子供たちを飼い慣らし、時には命さえも奪うばう悪党であったなどとは。あともうひとつ、クルスが信じられなかったのは、カミラが奇き跡せきを発動させた時期にあるのだが、いまはおく。

　確かなのは、カミラが農のう奴どの生まれから自由民となり、そしてナラグ・ニュクスの養女になったということと、そこに奇き跡せきの力がまぎれもなく関かん与よしていたという事実だ。

　イバラ状になった髪かみを自在に操あやつれるという異能の力を得たあの夜。

　カミラは拘こう束そくしたナラグに強い殺意を抱だいたが、このとき誤算が生じた。突とつ然ぜんめまいを覚えて後うしろ倒だおしになりかかったのだ。現実を大おお幅はばに書かき換かえるほどの力となると、魔ま力りよく──『意志の力』もまた大量に消費する。慣れないカミラにはなおのことだ。ナラグを打うち据すえていたイバラ髪がみもうっかり消えかかったのだが、同時に、頭を冷やすこともできた。

（ただ殺してやるだけじゃもったいない。せっかく神さまからいただいたこの力でどこまでできるか試ためしてみなくっちゃ）

　翌日から、ナラグに折せつ檻かんされる子供はカミラひとりになった。

　ほぼ毎日のように懲ちよう罰ばつ室しつに呼ばれるカミラの身をほかの子供たちは案じたが、しかし実際、『呼びつけていた』のはカミラのほうだった。毎夜のごとくナラグをイバラ髪がみで拘こう束そくし、彼かの女じよなりの『折せつ檻かん』と『実験』を繰くりかえした。時には、屋や敷しきの家令や護衛兵などもナラグを介かいして呼びつけ、ナラグ以外にイバラ髪がみを与あたえてやればどうなるかを試ためしたりもした。

　最初のうち、彼かれらはカミラの発現した力に恐おそれおののくばかりだった。鞭むち打うってやると、その痛みと恐きよう怖ふに金切り声をあげた。しかし次し第だいにこの痛みを受け入れ、迎げい合ごうしようとする心の動きがそれぞれの表情にあらわれはじめた。しまいには、『折せつ檻かん』以外の時間であってもカミラの命令を聞き入れるようになった。これは本人に生まれつきそなわった『素養』も関係するのだろうが、イバラ髪がみのもうひとつの能力なのではないか、ともカミラは考えた。

　イバラ髪がみはカミラ自身の血を吸うことで、思いどおりに動いたり伸しん縮しゆくしたりしている。

（血を与あたえた髪かみは、一本一本が小さくなったわたしみたいなものなんだ。だからトゲが食くい込こんで相手の血と混ざりあうと、『わたし』そのものの心を相手に植えつけることができるんじゃないか？）

　子供時代のカミラは、語ご彙い力りよくが乏とぼしいなりにそう理解していた。

　といっても、相手を一から十までいいなりにできるわけではなかった。

　例えば、鞭むちの痛みに陶とう然ぜんとなった瞬しゆん間かんのナラグであっても、「子供たちを殺した罪を教会に告白せよ」とか、「屋や敷しきに火を放って自害せよ」とかいう命令は決して受けつけなかった。

（肝かん心じん要かなめの部分で理性が残っているわけか。だけど、快楽を──痛みと血を──与あたえつづけてやれば、わたしなしではいられない身体からだにはしてやれるかもしれない）

　カミラは試し行こう錯さく誤ごを繰くりかえしながら鞭むちを振ふるいつづけた。調教をつづけることひと月、ナラグはカミラのいいつけどおりにほかの子供への暴力をやめるようになり、そして三か月後には、ニュクス家の養女としてカミラを迎むかえ入いれることを公表した。さすがにこれは、

「ナラグさま、農のう奴どの娘むすめを養女になどと、おそれながら家名に傷がつきますぞ」

　反対の声も多数あがったが、ナラグは逆にこの件に関して諫かん言げんをおこなった家臣たちを複数処しよ罰ばつした。

　屋や敷しき内でカミラを顎あごでこき使っていた大人たちは一転して、彼かの女じよにかしずく立場となった。

　目がつぶれるほどまばゆい衣い装しように袖そでを通すようになったカミラが真っ先にやったことは、かつて暮らしていた修道院に向かうことだった。

　泥どろだらけの素す足あしであちこちを駆かけまわって、男の子たちとの喧けん嘩か騒さわぎも絶えなかった農のう奴どの娘むすめ。その厄やつ介かい者ものが豪ごう勢せいな意い匠しようの馬車に乗って、十数名の護衛をも従えながらあらわれたことに、皆みな驚おどろきを隠かくせなかった。

　ぽかんとした顔ぶれが馬車の窓まど越ごしに次々と流れ去っていく景色は、実に爽そう快かいだった。誰だれもがこの先、惨みじめな景色のなかで、まったく代わりばえのしない毎日を死ぬまで過ごす人々なのだ。

　カミラが屋や敷しきへ迎むかえる母を除いては。

　まちがいなくカミラの人生でもっとも誇ほこらしい一日だった。

　そしてカミラの人生でもっとも惨みじめな幕切れを迎むかえた一日でもあった。

　修道院の人間たちは沈ちん痛つうな面おも持もちで、共同墓地のほうへとカミラを案内した。

　母がここに眠ねむっている、といわれてもにわかには信じられなかった。母はひと月以上も前、飢き饉きんの影えい響きようで命を落としていたのだ。

　カミラへの給金は屋や敷しきから母親のほうに支し払はらわれていたし、実際、その半分ほどは食しよく糧りようや水を得るために使われていた。ただし自分のためではない。病人や子供たち、自分よりも『弱者』のために振ふる舞まっていたという。そして残り半分には、たとえどれだけ本人が飢うえようとも決して手をつけなかった。カミラのために蓄たくわえておいたのと、悪い噂うわさのある領主に娘むすめを差し出してしまった自分に罪悪感を募つのらせていたようだ、ということも周囲の人々の話でわかった。

（馬ば鹿か馬ば鹿かしい）

　カミラは墓地の前でため息をついた。

（まったくもって、馬ば鹿かな人だよ。あんたは、神さまの前でさえ卑ひ屈くつすぎたんだ。だから自分より弱いと思う人を放っておけなかった。誰だれよりも弱かったのは、あんたのくせして）

　カミラを気き遣づかってか、修道院の人間たちも護衛兵も去っていた。吹ふきつける風になびくカミラの髪かみがじょじょに伸のびていく。差しのべた両手を伝って伸のびゆく髪かみは地面にまで届いて、さらに足もとにわだかまっていった。

　カミラは専属の使用人も得ていたが、この髪かみを誰だれかの手で梳とかせることは、もう決してないだろう。

　屋や敷しきへと戻もどったカミラは、養女になって以降はじめてナラグを懲ちよう罰ばつ室しつへと呼んだ。

　這はいつくばり、哀あい願がんの声を吐はきながらも、やはりナラグは喜びに身を震ふるわせていた。カミラはいつもより強い吐はき気けをもよおした。

（いっそのこと、このまま）

　殺してやろうかとも思ったが、ナラグの目を見ているうちに、また別の考えが湧わきあがってきた。

　農のう奴どでいたころは、この屋や敷しきの外観にすら圧あつ倒とうされたものだ。ナラグに本当の意味で折せつ檻かんを受けていたころは、貧ひん富ぷの差や、貴族と農のう奴どという立場の差は、神と人との距きよ離り以上に遠く思えていた。しかしどうだろう。屋や敷しきはすでに支配下にあるといっていい。あれほど遠かった距きよ離りはそれぞれ個人の内側でたやすく覆くつがえった。

（神も王も奴ど隷れいもあるもんか。結局どいつもこいつもわたしと同じ、クソを垂れるだけのゴミに過ぎないってことさ。なんてくだらない世界だろう。玉座も聖典も、クソにまみれるがいい。わたしはもうなににも縛しばられはしない。司祭にも貴族にも父にも母にも！　望むままに生きてやるからな）

　ひとまずはニュクスの姓せいを保持することに決めた彼かの女じよは、この時期、母から与あたえられた名前を捨てて『カミラ』に改名している。

　翌年から足を踏ふみ入いれた社交界において、

「なりあがりの田舎いなか娘むすめ」

　と陰かげ口ぐちを叩たたかれれば、その子息たちに奇き跡せきの力を見せつけるか、あるいは実際に行使して支配下に置いた。あれこれ立場のちがう人間にイバラ髪がみの効力を確かめるのは楽しかったし、その結果から力の法則性を逆算的に考えるのも苦にならなかった。特に、歳としを取るにつれて女性への効き目はいまいちになったが、その逆に男性への効き目が大きくなったのはどういうことか、ということについて考えた。鏡を毎朝覗のぞき込こむとき、そういえば母に似てきたと思う。

　おっとりして、どこか気弱そうな笑えみ。

　男はこういう女性に異性として惹ひかれつつ、同時に、心の暗部において『支配されたい』と願うものなのかもしれない。それがカミラの力と相乗効果を生むのだろう。

　自分の血を与えた髪かみがどこまで伸のびるのか、あるいはどれほどの重みに耐たえられるのか、いったん抜ぬけた髪かみを操あやつることは可能か──、そうした研究熱心な日々はしかし長つづきしなかった。もともと根気強い性格ではないのに加えて、

（世界も、人も、神も、くだらない）

　母を失ったあの日から、カミラにとっての人生は子供の遊び同然のものになっていた。そのときそのとき興味を持ったものに飛びついては、すぐに飽あきて、ちがうことをはじめた。

　一時期、クルス・アインにも興味を示した。同じ年とし頃ごろながら剣けんの腕うでが立ち、克こつ己き心しんにも優すぐれていた。カミラは戯たわむれに支配下に置こうとしたが、クルスは驚おどろきながらも、訓練用の剣けんで髪かみを断たち切きってみせた。

（こいつ、面おも白しろい）

　以降、なにかというとクルスにつきまとって、誰だれもいない場所での勝負を望んだ。この場合、クルス本人に強い関心を示したというより、

（戦せん闘とう用ようにこの力がどこまで使えるか、試ためしたい）

　新たな研究材料に発奮した、というべきだろう。

　クルスは勝負のたびに腕うで前まえをあげていったから、カミラも対たい抗こうすべくあれこれと策を講じているうちに、術の応用が効くようになった。

　ランドールが諸国とのいくさをはじめると、義父の口くち添ぞえも得て不ふ死し騎き士し団だんに入団。

　戦いの日々はそれなりに充じゆう実じつしていた。ゼオ団長のことも敬愛していたし──クルスが抱いだいていた『敬愛』とはいささか種類が異なるものの──、命のやり取りをするのはなかなかに楽しめた。

　ゼオが死んだいま、カミラの興味はまたちがうところを向いている。

　折りよくというべきか、不ふ死し騎き士し団だんの現『副団長』ベナ・アインから、

「おまえはバン＝シィに残って、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を探さぐれ。なんとしても素す性じようを突つき止とめるなり、弱点を見つけるなりするのよ。そして機会があれば、ためらわずに殺すがいい」

　という命令が下された。

　暗殺はいかにもカミラの能力にふさわしい任務だが、その実、命じたベナ本人も成功を見み込こんでいたわけではないだろう。というのも、カミラは、ゼオやクルス以外に力の詳しよう細さいを教えたことがないのだ。

（わたしが戦い以外にも『できる』とわかれば、面めん倒どうになる）

　という、それだけの理由をもって。戦場でもいろいろ『実験』を試みてはいたが、同じ理由で、決して目立った戦果はあげてこなかった。そう、『副団長』はカミラの力を知らない。ただ、人前で虚こ仮けにしてくれた〈黒こく狼ろう〉にひと泡あわ吹ふかすだけのつもりで、なくしても惜おしくないコマを投じたに過ぎないのだろう。

　いつもならどんな命令にも本気にはなれないカミラだったが、今回の場合、カミラ自身が〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に強い興味を持った。

　凄すご腕うでの戦士で、王女ミネルバの絶対的盾たてにして、正体不明。

　そんな神秘的な存在であるからこそ、公衆の面前で兜かぶとを剝はぎ取とってやりたくなる。『英えい雄ゆう』を鎖くさりにつないで、寝しん室しつに飼っておきたくなる、その背中にまたがってみたくもなる。ゼオ将軍がこの世から去って以来、久方ぶりにカミラは血が熱くなるのを感じた。

〈騎き士し〉らがオクイルの谷に向かうつもりだと知ると、いち早くバン＝シィを出た。敵軍から逃にげてきた娘むすめをよそおって谷間の村に入り、自ら『生いけ贄にえ』を志願することで〈月の牙きば〉へと近づいた。噂うわさどおりに〈受肉〉の実験体にさせられたが、カミラはもともと奇き跡せきの力の持ち主だ。最初はそれを隠かくしたうえで、あたかも〈受肉〉の儀ぎ式しきによって生まれてはじめて奇き跡せきが宿ったように芝しば居いしてみせると、僧そうたちは歓かん喜きに沸わいて、カミラも実験体の身から『神の力を宿した成功例』として格上げされた。

　ついでに、砦とりでにおけるリーダー格であったセルゲイがナラグと同じ種類の男であったことが幸いした。彼かれと二人きりで毎夜のようにおこなわれる『儀ぎ式しき』──実質は『調教』──によって、カミラは砦とりでの実権を半ば以上掌しよう握あく。

　アンドルーや護衛の兵たちも同様だ。カミラは対象の意識を恍こう惚こつ状じよう態たいに持っていってやりながら、欲ほしい情報を欲ほしいだけ引き出した。当然、そのなかには襲しゆう撃げき計けい画かくの詳しよう細さいも含ふくまれていた──。




「呆あつ気けないね、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉？」

　カミラが悪あく魔まめいた嘲ちよう笑しようを浮うかべるその前方では、剣けんを手にした兵たちがギュネイのもとへ迫せまっている。いくら腕うで利ききでも、四し肢しを拘こう束そくされていては抗あらがいようがない。

　と思えた次の瞬しゆん間かん、ギュネイの右みぎ腕うでが上下にひらめいていた。

「えっ！」

　カミラが目を剝むいた。ギュネイは甲かつ冑ちゆうの右みぎ腕うで部分のみを解くと、わずかな空くう隙げきを利用して生身の右みぎ腕うでを引ひっこ抜ぬいた。そして空中にて摑つかみ取とった剣けんで、残る腕うでと脚あしを縛しばりつけていた髪かみを切断したのだ。

　支えを失ったカミラの身体からだが落下。ギュネイは剣けんの柄つかをその喉のどもとに叩たたきつけようとした。

　が、背中から落ちる寸前、カミラの髪かみがもう一段階伸のびあがった。多量の髪かみは背中を守るクッションになると同時、一本一本が弾だん力りよくに富んだ木の枝みたいに大きくしなると、カミラの身体からだ丸ごとをギュネイめがけて飛ばした。虚きよをつかれた格好のギュネイだが、すぐさま上体をひねってこの体当たりをかわす。

　カミラは〈騎き士し〉から離はなれた位置で、やはり髪かみに包まれる形でふわりと着地。

　奇き跡せきの力を体術にも応用している辺り、ギュネイに負まけず劣おとらず訓練を重ねてきたのが見て取れる。

　ギュネイは右みぎ腕うでの装そう甲こうをもとに戻もどしたが、そのときにはもう無む尽じん蔵ぞうに──無節操に、といいかえてもよかったか──伸のびているカミラのイバラ髪がみが左右から迫せまっている。息つく間とてない。ギュネイは目前に迫せまった髪かみは切断、残る髪かみは勘かんに任せて左右前後に跳ちよう躍やくしてかわした。

　そのついでだという風に、後ろから斬きりかかってきた兵の鳩みぞ尾おちに剣けんの柄つかをぶつけ、側面からやってきた兵の顔面に裏うら拳けんを叩たたき込こんだ。三人目、四人目も立てつづけに制する。

　カミラはその尋じん常じようならざる動きに口笛で賞賛の意を示した。が、

「無む駄だ」

　笑えみくずれた意味を、ギュネイはすぐさま理解させられた。昏こん倒とうした兵たちにイバラ髪がみが群がったと見えるや、兵たちがぎくしゃくとした動きで次々立ちあがったのだ。意識を取とり戻もどしたのではなく、四し肢しに巻きついた髪かみによって、人形よろしく操あやつられているのだろう。

「殺したって同じことよ。止めたけりゃ、手足を斬きり離はなすしかないねえ。もちろん、斬きったその手足をさらに操あやつってあんたを襲おそうこともできるんだけど」

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の後頭部めがけて飛来する影かげがあった。はっとなって振ふりかえる。剣けんで真っ二つになったのはただの木き桶おけだ。ギュネイの視界外に転がっていたそれをイバラ髪がみが投げつけたのだ。

　カミラの髪かみはぐんぐん伸のびている真っ最中。その伸のびる範はん囲いのすべてが敵になったも同然だった。

　さしものギュネイも気を引きしめざるを得なかった。

　双そう蛇じや兵へい団だんに劣おとらず難敵、そして強敵だ。

　ギュネイが剣けんの握にぎりを改めようとしたとき、

「カミラ、やはりおまえか！」

　下り斜しや面めんの向こうに発光する騎き士しの姿があらわれた。クルスだ。後方から追いすがってきた敵兵と斬きり結むすびながらも、視線をこちらへ向けている。

「どうせ義母はは上うえの命令だろう。いますぐやめろ！　われわれと敵対して、いったいなんになる。カミラ、おまえも一度はゼオさまの掲かかげる大義のもとにあった身ならば、わたしの言葉によっく耳を傾かたむけよ。いいか、いまランドールや騎き士し団だんが真しんに相手にしなくてはならないのは──」

「あーあーあー」

　カミラはそっぽを向くと、両手で耳を塞ふさいで大声をあげた。聞く耳持ちません、の意思表示だ。クルスの顔が怒いかりで染まるのも楽しげに、

「ゼオさまの後あと釜がまを見つけたばかりのあなたには悪いのだけど」淑しゆく女じよめいた表情になって、ぺろりと小さく舌を出す。「憧あこがれの〈騎き士し〉さまは、ここでわたしの飼い犬にしてあげるわ」

「いまの不ふ死し騎き士し団だんに忠義を尽つくしたとて、先はない！」

　二人が大声でやり取りをしているあいだにも、カミラの髪かみは、束ごとがそれぞれ別の生き物のように蠢うごめいては、兵を操あやつってギュネイを襲おそい、あるいは近づこうとするクルスを足止めして、そして立ちまわるギュネイの腕うでや足、さらには閃せん光こうの速度で振ふるわれる剣けんにさえ巻きついてこようとする。

「悪いけれど、騎き士し団だんなどどうでもいいの、クルス。それこそゼオさま亡なきあとの騎き士し団だんなんてね。人や世界はたやすく移ろい、変わりゆくもの。ランドールがそうであったように。いつまでもランドールの華はなやかなりしころや昔の騎き士し団だんにこだわったところでそれこそ『先などない』のよ、クルス。わたしは過去なんて追い求めない。それよりは、現実を見み据すえて先に進んでいこうとするベナさまのほうがまだしもだわ。おわかり？　あなたはいつまで経たっても子供のころの『ごっこ遊び』のままなのでしょうけどね──」

　戦場をうねり狂くるうイバラ髪がみの束は、カミラの視界をも黒く遮さえぎるほどだったが、瞬しゆん間かん、その一いつ端たんが切きり裂さかれた。はっとなって見やったカミラは、さらに黒々とした影かげが飛び出てくるのを目もく撃げき。

　さすがにカミラの顔から笑えみが消えた。

　四方八方から髪かみが飛び、何度退しりぞけようとも兵が斬きりかかってくる状じよう況きようにおいて、防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうにならざるを得なかったギュネイではあるが、しかしただ身を守っていたのではない。無数の髪かみの束であろうと兵であろうと、それはカミラただひとりの意志によって操あやつられているものだ。宙を舞まう、もしくは地面を跳はねる髪かみの角度、兵士が斬きりかかってくるタイミング、それらには一定のリズムがあり、また隠かくしようもない癖くせがある。

　並の兵ならばそれを見み抜ぬくよりも早く髪かみに絡からめ取とられているか、剣けんで首を斬きり離はなされているだろうが──、ギュネイは〈竜りゆう戦せん士し〉だ。古今に名を轟とどろかせるどの英えい雄ゆうにも引けを取らず実戦を重ね、勝利を積みあげてきた英えい傑けつは、カミラ独特のリズムと癖くせを見み抜ぬいて、そして密集した髪かみがうねり狂くるうわずかな隙すき間ま、あるかなしかの『隙すき』を鋭するどく突ついた。

　イバラ髪がみを切きり裂さきながら跳ちよう躍やくしてきたギュネイの姿は、もうカミラの目前にあった。

　振ふりかぶられた剣けんは必殺の勢いと速度を得ている。両目を剝むいたカミラ。が、横よこ薙なぎに振ふるわれた剣けんはカミラの首ではなく、髪かみのほうを根こそぎ両断していた。カミラの身体からだが勢いに押おされて後うしろ倒だおしになる。

　そこへギュネイは馬乗りになった。剣けん尖せんをカミラの喉のどもとにぴたりと突つきつける。

　切られた髪かみの束がばらばらと落ちてくるなか、黒光りする〈騎き士し〉の甲かつ冑ちゆうに愕がく然ぜんとなったカミラの顔が映し出された。わずかに湾わん曲きよくし、引ひき伸のばされているだけに、直後に笑えみを取とり戻もどしたその顔は凄せい絶ぜつそのもの。

「そうね、髪かみがちょっと長すぎたわね。セットしなおしてくれてありがとう。だが──後こう悔かいしな、犬っころの騎き士し！」

　カミラが形相を一変させてひと声吠ほえると、突とつ然ぜん、カミラの衣服が内側から裂さけた。

（なにっ）

　さすがのギュネイも驚おどろいた。
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　ふくよかな曲線を描えがく乳ち房ぶさに、女性の肌はだらしからぬ真っ黒い線が走っている。カミラはあらかじめ数条の髪かみを身体からだにも巻きつけておいたのだ。さすがに防ぼう御ぎよが遅おくれたギュネイは、電光の速さで飛び出した髪かみに兜かぶとを打たれてよろめく。

　その隙すきにもう一条がギュネイの右みぎ腕うでに巻きついた。ギュネイはほとんど無意識のうちにふたたび剣けんを手放すと、右みぎ腕うでのみの装そう甲こうを解いて拘こう束そくから逃のがれようとしたが、

「見たよ、もうその動きは！」

　カミラが勝利を確信した声をあげた。

　最初からギュネイがそうすると読んだうえでの攻こう撃げきだった。兜かぶとを打ったほうの髪かみが急角度を描えがいて、拘こう束そくの輪から引ひっこ抜ぬいたばかりの右みぎ腕うでをとらえた。その角度と位置をも読んでいたのは、まさしくギュネイにも劣おとらぬ勘かんの冴さえ。イバラのトゲが生身の腕うでに喰くい込こんだ。痛みにギュネイは顔をしかめたが、

（これしきのこと──）

　左手で拾いあげた剣けんでイバラ髪がみを斬きり放はなそうとした。

　そのとき、思いがけないことが立てつづけに起こった。

　ひとつは、突とつ如じよとして〈騎き士し〉の腰こしに柔やわらかな身体からだがしがみついてきたこと。そしてもうひとつは、カミラが懐ふところからナイフを取り出すや、それを自分の手首にあてがったことだった。

　ギュネイの腰こしにしがみついてきたのは、小屋から運び出された女性のひとりだった。意識はない。兵たちと同じくカミラの操あやつり人にん形ぎようだ。ギュネイは瞬しゆん時じに剣けんを引くと、すまないとは思いつつも女性の腹部を蹴けってイバラ髪がみから引ひき剝はがした。

　その一いつ瞬しゆんで生じた隙すきに、カミラはなにをしたか。

　ギュネイはもちろん、斜しや面めんの下で戦っていたクルスも等しく驚おどろきの声をあげた。

　手首にあてがわれていたナイフがそのまま引かれたのだ。一いつ瞬しゆんの間ののち、手首から噴ふきあがった大量の血を、カミラは、ギュネイの右みぎ腕うでに巻きついたイバラ髪がみの根本へと注いだ。

「認めるよ、犬っころ。おまえは強い。まちがいなく二番目にはね。だから、おまえにはとっておきをあげることにするわ」

　あたかも渇かわいた修しゆ行ぎよう者しやに水を振ふる舞まう聖職者のような仕草で、カミラは笑う。

「血を与あたえた髪かみは、いわばわたしの分身。だけど数々実験してきたわたしだって、これほどの量を一度に与あたえるのははじめてよ。さあ、どうなるかしら？　わたしのおびただしい血がおまえの血と混ざりあうとき、いったいどうなると思う？」

　自らの血を噴ふきあげながら、戦いの興奮と、まぎれもない好こう奇き心しんによってカミラの目は爛らん々らんと輝かがやいていた。とともに、次々血が流ながし込こまれていくイバラ髪がみは、それそのものが太い血管であるかのように膨ふくれあがって、赤々と脈打ちはじめる。

「〈騎き士し〉どの！」

　クルスが悲鳴に近い声をあげた。

　ギュネイの片かた膝ひざが落ちていたのだ。

　腕うでを中心にして信じがたいほどの激痛が走っている。それだけならばまだしも、ギュネイの脳のう髄ずいに大だい音おん声じようが直接ひびきわたっていた。

　カミラの笑い声だった。

　世界を救った英えい傑けつが膝ひざをつくほどの痛みは、まったくの他人が肉体の内側で膨ふくれあがっていくことによるものか。あるいは〈受肉〉の際、異世界の魂たましいを心身に受け入れねばならない生いけ贄にえの苦しみとは、これに近いのかもしれない。

　ギュネイの口から隠かくしようもない苦痛の呻うめき声ごえが洩もれていた。

　それでも、上空から振ふるわれたイバラ髪がみの追おい討うちを剣けんで弾はじくのは忘れない。

「やめろ、カミラ！」

　クルスとて群がりかかる兵を相手に奮戦中ではあるものの、どうしても意識が逸それてしまうようだ。剣けんを弾はじいては、怒ど鳴なり声ごえをあげる。

「それでは、おまえまでもが死んでしまうぞ。いったい、おまえが騎き士し団だんに命を懸かけるどんな理由があるというのだ！」

「くどい。命の懸かけどころは、わたしが決める」

　カミラはなおも笑う。手首を切った際に勢いよく散ったのだろう、鼻筋に血の滴しずくが伝っていた。カミラはそれをすくい取った指先を唇くちびるに沿わせた。すでに顔色は紙のように白い。それだけに、血の紅を引いた笑えみが赤々と映はえた。

「わたしは大義にも神の教えにも、忠誠にも、ゼオさまにも、母にだって縛しばられない。理由？　男と女が、命いのち懸がけで互たがいの支配権を争っている。そういうの、極ごく上じようの恋こいっていうのよ。男と女が愛しあうのに理由なんて要いらないでしょう？　ああ、女を知らないクルスくんにはまだちょーっと難しいお話だったかなあ？　要は、他人の色いろ恋こい沙ざ汰たに首を突つっ込こむんじゃねえ、ってこと。そこで指を咥くわえて見ているがいいさ！」




　　　　　　　２




　カミラの笑い声はギュネイの血管をおびただしく震ふるわせると、臓ぞう腑ふを何周か駆かけ巡めぐってから脳のう髄ずいにまで達していた。

　ギュネイはかろうじて動く左手で剣けんを振ふろうとしたが、その腕うでもいつの間にやら拘こう束そくされている。

　むなしく剣けんが地面に落ちるのをよそに、ギュネイは別のことでぎょっとなった。いつの間にやら、というならば、左さ腕わんの装そう甲こうも外れている。いや、腕うでばかりではない、胸の部分も、腹部も、両りよう脚あしも──ギュネイの身をよろっていたガイフレイムそのものが兜かぶとを除いて消失しており、そればかりか衣服さえもなくなって、イバラ髪がみはギュネイの素す肌はだに直接巻きついていた。

　当然、喰くい込こむトゲの痛みは膨ふくれあがる。

　ギュネイは苦鳴をあげながらも、突とつ破ぱ口こうを見み出いだすべく辺りに視線を巡めぐらせた。しかしこれもいつの間にか、周囲一帯が黒々とした闇やみに覆おおわれている。星ひとつない夜を連想させた。

　どうやら自分は幻げん覚かくを見せられているらしい、とギュネイは気づいた。こういった類いの精せい神しん的てき攻こう撃げきを仕し掛かけてきた敵が、大戦中にもいないではなかった。しかしガイフレイムはたいていの魔ま術じゆつを無効化してくれたはずだ。ギュネイは歯は嚙がみした。自分が迂う闊かつにも、誘さそいと気づかずに腕うでを外してしまったことが原因なのだ。

　なんとかこの束そく縛ばくから逃のがれようとギュネイは必死に身をよじった。まるで自分は素すっ裸ぱだかのように見えているが、おそらく現実においてガイフレイムを完全に解いたりはしていないはずだ。ならば、いかようにもやりようは──。

「うぐっ」

　そのとき一条の鞭むちが飛んできて、ギュネイの肩かたから胸にかけてを一いち撃げきした。皮ひ膚ふがぱっくり割れて血が滴したたり落おちたのはその数タック後。それをギュネイが見届けるのを待っていたかのように、今度は背中に来た。次いで腕うでに、さらに脚あしに、そして兜かぶと越ごしに頭頂部へ。

　びしっ、びしっ、びしっ、という小気味いい音と、肉の裂さける音、血が飛とび跳はねる不快な音とが連続する。その都度ギュネイは苦く悶もんの声をあげて、先ほどとはちがう意味で身をよじらせつづけた。

「痛みだけだ」

　またも声。ただしそれはすでにカミラのものではなくなっている。老ろう若にやく男なん女によの区別もつかない。ただの声。

「鞭むちの痛みだけがおまえを苦しませる。ほかにはない。なにもありはしない」

　リズムよく連続的に鞭むちを振ふるわれたかと思えば、予告もなくぴたりと痛みが止やむときもある。訪おとずれる静せい謐ひつの時間。ギュネイ自身の荒あら々あらしい呼吸、そして鼓こ動どうだけが耳を突つきあげる。痛みが再開されるのはわずか数タック後のときもあれば、その十倍以上もの時間が過ぎたあとのときもある。

　そんなことが、ただただ繰くりかえされているうちに、ギュネイの内側で時間の感覚が失われてきた。

（いつまでつづく？　いや、いつからつづいている？）

　カミラと遭そう遇ぐうしてからまだわずか数タルンのような気もすれば、すでに一タードは過ぎた気がする。いや、もしかすると、国こつ家か転てん覆ぷくを図はかった謀む反ほん人にんよろしく、地ち下か牢ろうに閉とじ込こめられて、もう何日も、何年も、陽ひも差さぬじめじめとした暗くら闇やみのなか、ただひとりで鞭むち打うたれつづけているのではないか。

　もう鞭むちの痕あとのついていない場所などどこにもない。全身が血のりで真っ赤だ。滴したたった血はどこへいくのだろう、とギュネイはぼんやり考えた。この空間には床ゆかも地面もない。いく条もの細く赤い河か川せんは胸筋沿いに流れくだると、太ふと腿ももを伝い、膝ひざを滑すべり落おちて、そして脛すねから爪つま先さきにかけて落下する。その先にはなにもない。血の一滴てき一滴てきの行ゆく方えを見届けるより早く、次の鞭むちが振ふるわれる。

　痛みによって理性も知性も磨ま耗もうしてきた。脳が痛み以外の信号を受け取れなくなってきている。思考そのものが痛みの前に遮しや断だんされる。鞭むちで引ひき裂さかれる。

　もはやそこに六英えい雄ゆうの〈竜りゆう戦せん士し〉はなく、ランドールをなんとか救おうとあがきつづけた〈黒こく狼ろうの騎き士し〉もない。

　そしてそれは、ギュネイを苦しめつづけてきた諸もろ々もろのことが、時間の感覚とともに薄うすらぎ、しまいには失われていく、ということをも意味していた。本人も重荷と気づかぬうちに背負ってきた数々の事案が、痛みによって搔かき消けされていくのだ。

　正体を暴かれればその瞬しゆん間かんにでも味方が敵にすり替かわってしまうという恐きよう怖ふ。ランドールの民たみが苦境にあるのは決して自分とは無関係ではないという後ろめたさ。運命への不安。後こう悔かいはまた数知れず。

　そうした感情がことごとく痛みに上書きされていく。それを快感にすら思えはじめた刹せつ那な、黒々とした空間にようやくのことでそれ以外の色が添そえられた。全ぜん裸らとなったカミラの素す肌はだは蜂はち蜜みつ色いろに淡あわく輝かがやいており、ギュネイの目にはまばゆいほどだった。

　カミラは、水すい槽そうを優ゆう雅がに泳ぐ魚めいた動きですいすいと宙を舞まい、何度かギュネイの視線に肉体のきわどい箇か所しよを見せつけながらも、最後に、ギュネイの肩かたに小鳥ほどの重さもなくふわりと舞まい降おりた。

「おまえの苦しみ、痛みはすべてわたしが引き受ける」

　カミラはギュネイと正対してそう語ったかと思うと、乳ち房ぶさを押おしつけながらピンク色の舌でギュネイの傷きず跡あとをなぞった。新たな痛みの種類と、ぞくりとした快感がギュネイの脳のう髄ずいを震ふるわせる。舌はそろりそろりと傷きず痕あとを這はっていく。

「わたしこそがあなたのすべて。あなたの抱かかえる悩なやみや苦しみなんて、わたしの与あたえる痛みと癒いやしの前では塵ちり芥あくたも同じこと。さあ、もっとわたしに身を委ねて。心を開いて。そしてわたしに従いなさい。それだけでいいのよ？　悩なやむことも考える必要さえない。おまえはわたしのことだけを考えればいい。ただそれだけで気持ちよくなれるのだから」

　ギュネイは理解した。

　富や名声、尽つきせぬ美食、女といった、おのれの勝ち取ったものすべて。あるいは正反対に、恐おそれや不安、憎にくしみ、妬ねたみといった、おのれが負の方向に抱かかえている感情すべて。それらをなにもかも投げ打って、空白に近しい心境になってでも、ほかの存在に『自己』そのものを委ねたいというこの衝しよう動どうが、人間の根源的な部分には宿っている。あるいは、神への信しん仰こうもこうした衝動に由来するものか。力と知性によって『個人』を証明しようとする人間は、逆説的に、力と知性のいっさいを捨て去る境地で孤こ独どくを癒いやそうとするのだろう──。

　ギュネイは、『神』を見あげるがごとき視線でカミラを見つめた。




「終わったね」

　カミラは舌なめずりをした。

　ギュネイの片かた膝ひざが落ちてから、実質、数タルンと経たっていない。イバラ髪がみの喰くい込こんだ右みぎ腕うで以外はガイフレイムを装着したまま。その表情とてまともに見えはしないが、しかしカミラには勝利の確信があった。

　これまでに何度も実戦と検証を経てきてわかったことだが、この能力は、相手の地位が高いほどに、そして背負っている悩なやみや苦しみが大きいほどに効果を発揮するようだった。

　その代だい償しようもまた大きい。カミラの顔色はいまや真っ白で、息は荒あらい。目の焦しよう点てんすらまともに定まってないようだ。しかしこれで『調教』の初期段階には成功した。あとはどこかの暗がりに閉とじ込こめて毎日のように鞭むち打うってやれば、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とて、暗がりにおののきながらも、いつしか鞭むちを携たずさえてやってくる主人を心待ちにする下げ僕ぼくに成りさがるだろう。

　カミラは数本を束ねた髪かみで左手首を縛しばって止血しながら、

「その前に、素す顔がおを拝ませてもらおうかしら。噂うわさどおりのいい男だといいのだけど。でも実は、ちょっとばかり禿はげたおじさんでした、っていうほうがチャーミングかな」

　膝ひざをついたギュネイの前にふらつく足を運んだ。

「やめろ！」

　眼下からした声はクルスのものだ。いまだセルゲイ司祭の使し役えきする魔ま獣じゆうや〈月の牙きば〉の兵士たちと戦っている。数で圧あつ倒とうされつつも、足場を次々変えながら敵に包囲を許さないやり方はさすがだが、挙動ひとつひとつに疲ひ労ろうが色いろ濃こい。カミラは高笑いを与あたえた。

「そうか、甘あまい甘あまいと思っていたけど、どうやら〈騎き士し〉どのは、わたしとあなたが幼おさな馴な染じみなのを知っていたみたいね。もしもこの〈騎き士し〉どのが最初からわたしを殺す気でいたのなら、わたしはとっくに屍しかばねをさらしていたでしょうよ。なのに〈騎き士し〉どのは二度も命を奪うばう好機を逸いつしやがった。知りあいの幼おさな馴な染じみだから殺さずに捕とらえようなんて、女を見下してさぞ楽しかったろうね？」

「な、なにっ」

　魔ま獣じゆうの不定形な球体が圧のしかかってくるのをかわしつつ、クルスは愕がく然ぜんとなった。

「〈騎き士し〉どのは、わたしなどを気き遣づかってくださったというのか。命を懸かけた戦いのさなかだというのに、なんたるお心の深さ」

「はいはい、のろけるならあとにしてね。もっとも、あなたの愛するお方はこれからわたしの飼い犬になるわけだけど。ねえクルス、〈騎き士し〉どのに似合う首輪を、これからいっしょに買いにいかない？」

「やはり子供時代に貴き様さまの首を刎はねておくのだった。この忌いまわしき魔ま女じよめが！」

「おお、怖こわい怖こわい。それをいうなら、わたしだってその気になれば、あなたも飼い犬同然にできたのだけど──」

　仕方なさそうに笑うカミラは、瞬しゆん間かん、はっとしたようにあとずさった。右手にイバラ髪がみを掲かかげつつ〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を見やる。両りよう手て両りよう脚あしは縛しばられたまま。剣けんも地面に落ちている。だが、いま確かにその頭部がかすかに揺ゆらめくのが見えたのだ。

「こいつ、まだ抗あらがっているのか」

　カミラの顔に鋭するどい険が覗のぞいたが、すぐに頰ほおをひとつ叩たたいて、

「さすが、と褒ほめておいてあげるわ。だけどもう無む駄だなのよ」

　注意深く〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の背中にまわり込こむと、令れい嬢じようじみた優やさしげな表情になって、ギュネイの耳もとに紅こう唇しんを押おし当あてた。

「もういいのよ、苦しまなくたって。なにひとつ背負う必要もない。どんなにつらい生きざまを選んだとて、その果てに得られるものなんて、わたしの与あたえる痛みと癒いやしに比べれば、ごくごくちっぽけなものに過ぎないのだから──」




「苦しんで生きたとて、報むくわれるものなどなにもない」

　そのとき、ギュネイの内側で矢のようにひらめく言葉があった。矢の先せん端たんはギュネイの脳のう髄ずいに深々と突つき刺ささった。

　過去。

　それこそ、この果てになにがあるのか、本当に欲ほしいものをひとつでも得られるかもわからぬまま、ただ闇やみ雲くもに剣けんを振ふるっていたころ。

　ガイフレイムを装着して以降、ふとした拍ひよう子しに、目の前にいるのが生きている人間なのか、死した亡もう者じやなのかもわからなくなることがあった。そして判別できたところでギュネイにとってはもはや大差のないものだった。

　これはギュネイ自身がガイフレイムに慣れていなかったせいでもある。世界を限定できずに、ただもう単純に『生者』と亡もう者じや、双そう方ほうの世界に片足ずつ乗っけるギュネイの姿は、真夜中の海に灯あかりを照らしつける灯台にも似て、あらゆる亡もう者じやたちを招き寄せてしまっていたのだ。

　死はその日から隣りん人じんとなった。命に関する恐きよう怖ふも畏おそれも薄うすれていくばかり。

　まるで心臓のある部分にぽっかりと大穴が開いたようだった。親しい人の死を間近にしても、剣けんが目の前すれすれの距きよ離りで薙ないでいっても、その瞬しゆん間かんごとの感情は穴に吸すい込こまれて消えていく。

　ガイフレイムの装着をやめるようにいう仲間もいた。しかしランドールとの戦いは苛か烈れつさを増す一方。もはやこの鎧よろいの力を抜ぬきにして戦うことは考えられなかった。

　そしてあのときが来た。

　真夏の陽ひ射ざしが、地面にへばりついた影かげをもの憂うげに揺ゆらめかせる戦場。

　ランドールの支配下にあった城じよう砦さいの攻こう略りやく戦せん。川岸に船をつけたギュネイの部隊は、まずは盾たてを掲かかげて敵の矢を受けつつ、別方面から上陸した味方部隊の援えん護ごを受けるや、ギュネイを先頭に突とつ撃げき。

　そのときにはもうギュネイは戦場にあふれていた亡もう者じやに絡からみつかれていた。

　気にせずに敵兵をひとり斬きり、ふたり斬きる。三人目に向けても剣けんを振ふったが、それはすでに首から上を失った亡もう者じやだった。

　その亡もう者じやに肩かたを捕つかまれたまま前進。盾たてをかなぐり捨てると、前方から群がってきた敵小隊めがけて聖せい槍そうエル・スリーンを突つく。〈竜りゆうの尾お〉ともいわれるこの槍やりは、ただ直線的に突つくだけでなく、鞭むちのようにしなって、そして鞭むちよりも自在に軌き道どうを変えられる。虚きよを突つかれた兵たち数名が丸ごと串くし刺ざしになった。その槍やりを伝って青白い手を伸のばしてきたのも亡もう者じやだ。

　右側面からさらに敵部隊が接近してくるのが見て取れたので、ギュネイは聖せい槍そうを地面に打ち立てた。数歩ぶんの距きよ離りにギュネイがいるならば、この槍やりは手にしていなくとも自在に動いて敵を打うち払はらってくれる。

　槍やりに迎げい撃げきの姿勢を取らせつつ、自身は腰こしの剣けんを抜ぬいて前面の敵を相手にする。一歩進むごとに複数の亡もう者じやを身体からだにまとわりつかせているうちに、ギュネイはいつしか五感のすべてをこの世ならざるものに遮しや断だんされていた。

「苦しみながら生きて、報むくわれることなどない」

「だからよこせ。おまえのあたたかい腕うでをよこせ、脚あしをよこせ」

　ギュネイにしがみついていた無数の手が、いっせいに引ひきずり込こむような動きを見せた。しっかと踏ふみしめていたはずの大地が突とつ然ぜん、豪ごう雨うにたたられた直後の泥でい土どと化して、一気に膝ひざ下したまでが沈しずむ。

　と同時に、ギュネイの甲かつ冑ちゆうや皮ひ膚ふを素すどおりして内側にまで潜もぐり込こんできた亡もう者じやたちは、自分たちの死をいく度となくギュネイに経験させた。もはやこうなると、周りがどうこうではなく、自分自身が生きているのかどうかさえもわからなくなる。

（あなたはどこにいるの、ギュネイ？）

　いつしかエリシスが問いかけてきた声。ギュネイは茫ぼう乎ことなりながらも聞きかえす。

（おれはどこにいる、エリシス？）

「おまえも死んで楽になれ。この先に救いなどいっさいないのだから」

　亡もう者じやたちの誘さそいは甘かん美びですらあった。

　死は恐おそれるものではなく、遠ざけるものでもなく、むしろいまのギュネイには絹のようになめらかな女の柔やわ肌はだに包まれるのと変わらぬ誘ゆう惑わくであり、だからこそ歯を食いしばってでも切きり離はなさねばならなかった。

　小こ柄がらな影かげが這はい寄よってきたのはその瞬しゆん間かん。ギュネイの膝ひざは泥でい土どに沈しずんでいまだ身動き取れなかった。よけられない以上は応戦するしかない。剣けんを振ふりかぶる。

　少年の姿をしている──、それも亡もう者じやではない──、と見えたときには遅おそかった。

　もはや引ひき戻もどせない。

「ギュネイ！」

　乾かわいた地面に、鮮あざやかすぎるほどに赤い血がしぶいた。

　ギュネイの目がカッと見開かれた。

　土に沈しずんでなどいない。絡からみついてきた亡もう者じやの姿もなく、脳のう裏りに響ひびく声も、繰くりかえし体験させられた『死』もない。ただ暑い。そこは生ける者のみが歩みを許された世界。ギュネイが愕がく然ぜんと見おろす先に、エリシスの姿が横たわっていた。脇わき腹ばらから血が滲にじんでいる。見る間に白衣の広こう範はん囲いが赤く染まった。ギュネイの右手には、それと同じ色を先せん端たんから滴したたらせる剣けん。子供を庇かばって飛び出してきたエリシスを斬きりつけてしまったのだ。そうわかったとて、

「──」

　声も発そうにも発せられない。身動き取れない。今度は亡もう者じやのせいではなかった。

　夏の盛さかりだというのに、ぞっとするほどに冷たい風が右から左へと吹ふき抜ぬけた。エリシスはうつ伏ぶせに倒たおれたまま動かない。

（殺してしまったのか）

　その思いつきにギュネイは全身を震ふるわせた。

（殺す、死ぬ、生きる──）

　どろりとした粘ねん液えきにも似たなにか、皮ひ膚ふを焼くほどの熱さをともなったなにかが、ギュネイの胸に空いた大穴の底で首をもたげてくるのがわかった。人を殺すとは、人が死ぬとは、なにを意味するのか。極限まで薄うすれかかっていた命の実感。

　エリシスの浮うかべたあらゆる表情が脳のう裏りを何度も駆かけ巡めぐった。笑うときに口を手で隠かくすエレィノア女性ならではの癖くせ、呆あきれたときに肩かたを狭せばめる仕草、怒おこるときにまっすぐに見つめてくる目──。

（おれは……）

　取りかえしのつかないことをしたのではないか。決して手に戻もどらないなにかを失ってしまったのではないか。

　ギュネイの手から剣けんが滑すべり落おちた。両りよう膝ひざまでもが地面に落ちそうになった瞬しゆん間かん、エリシスの肩かたがぴくりと動いた。

　両手を地面につきながら、抱かかえていた子供が逃にげ出だしていくのも気にせず、懸けん命めいになってその場に立ちあがろうとしている。生きている。それに安あん堵どの息を洩もらしかけたギュネイだったが、いまのエリシスは少し動くだけでも気を失いそうなほどに痛むはずだ。止めようとした。

「あ……」

　ギュネイの口からはしかし依い然ぜんとして言葉が出てこない。と、エリシスの右手が肩かたの上まであがった。刹せつ那な、ギュネイの脳のう裏りにひらめいたのは、兜かぶと越ごしに平手打ちを見み舞まわれたあの場面。瞬しゆん間かん的てきに目を閉ざしてしまったのは、まったく戦士らしくもない反応だった。

　が、エリシスの手はただそっと兜かぶとにあてがわれたのみ。小刻みに震ふるえている。なぜかは知らず、ギュネイは兜かぶとの部分を解除していた。するともう片方の手がゆっくりと宙を泳いで、結果、ギュネイの両りよう頰ほおはエリシスの手に包まれることになった。

「わかりますか、ギュネイ？」

　王女はいった。苦しげな息がギュネイの顔に薫かおる。

「伝わりますか？　わたしの体温が」

　ああ、といったつもりが舌がもつれて言葉にならない。ギュネイは首を上下に振ふった。

「なら、わたしはここにいる」

　白茶けた顔に脂あぶら汗あせを滴したたらせながら、エリシスはそれでも微ほほ笑えんでいた。

「そして、わたしの手にだってあなたのあたたかさが伝わってくる。だからあなたもここにいる。そうよね、ギュネイ？」

「ああ」

「じゃあ、しっかりしろ、〈竜りゆう戦せん士し〉」

　ぱんっ、と両の手がギュネイの頰ほおを叩たたいた。

「あなたは亡もう者じやなんかじゃない。ここに生きて存在しているのよ。命ある限り、あなたを殺そうとするものをわたしは許さない。それがあなた自身であってもわたしが決して許さない。だって、あなたの運命を導いたのはわたしなんだから。わたしたちはもう、出会ってしまったんだから。決して、その命を放っておきはしない……」
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　語ご尾びがかすれて消えていく。ギュネイは前のめりに倒たおれかかったエリシスの身体からだを支えてやった。いつしか、熱い粘ねん液えきは胸に空いていた穴をしっかりと塞ふさいでいて、それでもなお熱さは止とめ処どなくこみあげつづけて──、

　ギュネイは泣いていた。




　同じ熱さを胸に意識したとき、ギュネイはひと声吠ほえた。

　視界を閉ざしていた暗くら闇やみが薄うすらぐと同時に幻まぼろしの素す肌はだが遠ざかって、代わりに、ぎょっとなったような現実の顔が間近に見えた。

「貴き様さま、まだ」カミラは怒いかりに眉まゆを跳はねあげた。「無む駄だだよ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉！　これはもう神に与あたえられた奇き跡せきなんかじゃない、わたしの命そのものなんだ。どうあがいたって、わたしの命から逃のがれることはできない！」

　カミラは斬きり落おとされた髪かみのひと束を拾いあげると、それでギュネイの右みぎ腕うでを打った。ふたたびカミラの存在がギュネイの内側で自己主張を強める。苦しむことはない、いっさいを委ねよ、と甘かん美びな誘ゆう惑わくが強まっていく。

　が、

「あいにくと」ギュネイは今度こそはっきりと声を発した。「おまえひとりの命ていどでおれを縛しばりつけられると思うな。苦しみから救ってやる、なんて誘ゆう惑わくはもう間にあっているんだ」

「なにっ」

　カミラの目にはそのとき、ギュネイの身体からだがひときわ大きく膨ふくらんだように見えただろう。実際は甲かつ冑ちゆうのあらゆる部位に刃やいば状じようの突とつ起き物ぶつがあらわれたに過ぎない。かつては一部分にしかできずにいた物質の変化が、この瞬しゆん間かん、ほぼ全身においておこなわれたのだ。

　拘こう束そく具ぐ代わりのイバラ髪がみが四方に散るとともに、ギュネイは跳ちよう躍やくした。目を限界近くにまでひん剝むきながらもカミラが右手の髪かみを振ふるう。空中で身をひねって回かい避ひしたギュネイは、そのままカミラの肩かたに圧のしかかる格好で押おし倒たおした。

「ぐあっ」

　ふたたびカミラを組くみ伏ふす格好となったギュネイは、素す早ばやく拾いあげた剣けんを喉のどもとに突つきつけた。




　　　　　　　３




（おお）

　自身も必死に戦いつつギュネイたちの推移を見やっていたクルスは歓かん喜きの表情を浮うかべた。血液の大半を失ったカミラはもはやまともに戦えないだろう。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の完全な勝利だ。

　それはまちがいない。が、

「殺せ！」

　燃えるような目で〈騎き士し〉を見あげ、それでも嘲ちよう笑しようをやめないカミラに、嫌いやな予感をクルスは抱だいた。

「殺すがいいわ。ははっ、できないんでしょう！　何度同じことを繰くりかえすおつもり？　どいつもこいつも、無力な農のう奴どの小こ娘むすめだと思って馬ば鹿かにしやがって。わたしは偉い大だいな戦士の血を引いているのよ。殺されない限りわたしは負けない。誰だれの思いどおりにもなりはしない！」

「ああ、おまえは戦士だ。それは認めよう」

「なにを！」

　吠ほえるそばから、カミラの髪かみは伸のびはじめている。ただし以前までの勢いはない。『意志の力』が絶えかけている証しよう拠こに、汗あせにまみれたカミラの表情は苦く悶もんを隠かくしきれずにいる。というよりも、あれほど大量の血を一度に失った以上、もうこの瞬しゆん間かんにでも昏こん倒とうしていたって不思議ではないくらいだ。

　しかしクルスが抱だいた嫌いやな予感というのは、このままカミラが死ぬまで戦うつもりなんじゃないか、とか、ついには怒おこった〈騎き士し〉がそのままカミラの喉のどを突つき刺さしてしまうんじゃないか、といった不安とはちがう。

　すでに『兆候』はあらわれはじめていた。〈騎き士し〉を見あげるカミラの強い眼まな差ざし。震ふるえている唇くちびる。

（あれは、ゼオ将軍のときと同じ──）

「だが、おれはおまえを殺さない。なにも、おまえやクルスを気き遣づかってのことじゃない。忘れたか、おれはランドールの王女殿でん下かに仕えている身だ。王女にいまのところ不ふ死し騎き士し団だんと敵対するつもりはない。なのにおれがおまえの命を奪うばってしまっては、王女の意に反することになる。だから殺さない」

「どこまでも犬っころじみた、ご立派な忠誠心だこと！　なら、いま不ふ死し騎き士し団だんをやめる！　それでいいでしょう。よしっ、殺せ！」

　大の字に四し肢しを投げ出しながら、駄だ々だっ子このように叫さけぶ姿を、クルスはやはり以前にも見たことがあった。

「証人がいないのではそれも無理だ」ギュネイの声こわ音ねからは苦く笑しようを隠かくしきれなかった。「戦士としての血が辱はずかしめられたというなら、ここでの死を選ぶより、いっそう精しよう進じんせよ。いつかこの屈くつ辱じよくを雪すすぐためにな。おれだって敗れたことがないわけではないんだ」

「き、貴き様さま──貴き様さまは、貴き様さまも──」

　必死に言葉を紡つむごうと口をぱくぱく喘あえがせていたカミラは、しかしついに力ちから尽つきて、がくりと首を傾かたむけて目を閉じた。

　瞬しゆん間かん、クルスに襲おそいかかっていた仲間の兵たちが動きを止めた。驚おどろいたような顔を互たがいに見あわせている。カミラの支配力が解かれたと見るべきだろう。

　すでに陽ひが出はじめていた。

　ギュネイは脈を確かめるためにカミラの首へ手を伸のばそうとした。その手をさらにカミラが取った。

　ぱっちりと開いた目がギュネイを見あげる。まさかまだやる気なのか、とギュネイが腕うでを引ひっこ抜ぬこうとしたそのとき、

「……いわれるまでもない」カミラは毒を吹ふきつけんばかりの顔でいった。「戦士の血に誓ちかいを立てる。いつかおまえを必ず殺してやる。どこまでも、いつまでも追いつづけて」

「──」

「だけど──、もし、別の誓ちかいをおまえが立てるというなら、その限りじゃない」

「別の誓ちかい？」

　ギュネイが問うと、女おんな騎き士し見み習ならいは血を失っていると思えないほどに顔を赤く染めて両の目を潤うるませながら、こうつづけた。

「わたしを、あなたのお嫁さんにして」

（やっぱりか！）

　クルスが天を仰あおいだ。




「……どういうことだ？」

　ギュネイがクルスに聞いたのは、それからおよそ半タード後。

〈月の牙きば〉の面々はカミラの力が失われたことを知ったが、それでも数のうえでは圧あつ倒とうしている。勝てると踏ふんだろうし、実際、このまま包囲されれば負傷兵を抱かかえるギュネイたちのほうが不利だ。一いち時じ撤てつ退たいを考えたほどだったが、

「〈騎き士し〉さま。ここはわたくしめにお任せくださいませ」

　頼たのもしいことを口にしたのは、その場にもっとも似つかわしくない人物──大の字になったままのカミラだった。

　あとのことは、なにかおかしな夢を見ているような気分だった。

　この砦とりででもっともカミラの『調教』を受けたのは、砦とりでの実質的支配者であったセルゲイであるのはまちがいない。

　奇き跡せきによる一時的な支配力こそ解いたものの、しかしセルゲイの場合は、毎夜おこなわれて身に染しみついた『調教』の記き憶おくのほうが濃こい。これはもう奇き跡せきとか魔ま術じゆつとかは無関係だ。あえていうならカミラとの相あい性しよう、そして本人にもともとそなわった『素養』の問題だろう。

「なにを離はなれた場所で縮こまっている。来なさい、下げ郎ろう」

　セルゲイは腰こしに手をあてがったカミラのその命令に抗あらがえず、ふらふらと近づいたところ、クルスにあっさりと捕とらえられた。

　その後のギュネイたちは、セルゲイを人ひと質じちに取って、砦とりでに立てこもる格好となった。

「どういうことなんだ？」もう一度ギュネイは聞いた。「なにがどうなって、彼かの女じよはおれたちに協力してくれているんだ？」

「……それは、あの、その」

　クルスは、申しわけなさ半分、幼おさな馴な染じみゆえの恥はずかしさ半分といった顔で説明した。

「ああいう奴やつですので、その、常人ではわかりかねるというか。いえ、まったく逆に、わかりやすいにもほどがある、ともいいますか。……ええと、つまるところ、カミラはたいていの男を見下しております。どれほど強かろうと偉えらかろうと、紳しん士し然ぜんとしていようと、自分の力があれば、すぐに尻しつ尾ぽを振ふってなついてくるような下げ賎せんな奴やつらだ、と。反面、自分を圧あつ倒とう的てきに負かすほどの相手となると──」

「となると？」

「恋こいに落ちます」

　兜かぶとの下で、ギュネイの顎あごが落ちた。表情は見えなくとも、〈騎き士し〉の反応は大方想像がついたのだろう、クルスはどこか同情のこもった眼まな差ざしになって、

「ゼオ将軍のときもそうでした。まだ騎き士し団だんが設立される前、すでに戦士として名の通っていたゼオさまを『あいつも下げ僕ぼくにしてやる』と誘さそい込こんだうえで襲おそいかかって、返かえり討うちに遭あい──、それからゼオさまに夢中になったのです」

「む、夢中に」

「わたしにはよくわかりませんが、かつてカミラは屈くつ辱じよく的てきな扱あつかいを受けたことがあります。その過去を思うと悔くやしさと憎にくしみのあまり、歯ぎしりと地団太とげっぷが止まらなくなるほどだとか。ええ、本当によくわかりませんが、とにかくあいつの過激な言動にはそうした過去を払ふつ拭しよくしたい思いもあるのでしょう。しかし、これもなぜだか、過去を否定したい思いが強ければ強いほど、その過去に似た状じよう況きように追いやられる自分が愛いとおしく、また心ここ地ちよくてたまらないのだとかなんとか、ほざいていた覚えがあります。だから自分より強いと心底から認められる相手に出会うと、『ああ、仕方ない、この人にはかなわないんだもの』と自分に半ば言い聞かせてでも、隷れい属ぞくしたくなるんだそうです」

「へ、へえ」

「ゼオさまに対するカミラの愛は、日に日に凄すさまじさを増していきました。『誰だれかの下につくなんて舌を嚙かみ切きってでもごめんだ』といっていたあいつが、ゼオさまを団長とする騎き士し団だんが創設されるといち早く名乗りをあげたし、とにかくもう将軍の一挙手一投足に心しん酔すいしていた。ゼオさまの食べ残しをかっさらって、ゼオさまの足あし跡あとに頰ほおずりし、ゼオさまの発するものなら息であれ汗あせであれ屁へであれ──失礼──なにもかもを愛しました。カミラはもとからああいう奴でしたが、ああいう部分に拍はく車しやがかかったのはまちがいなくゼオさまと出会ってからであり、そのゼオさまが亡なくなられたことでさらに無む軌き道どうになったのです」

　ギュネイは経験したことのない悪お寒かんを身体からだいっぱいに感じた。

（後あと釜がまを探していたのは、おまえのほうだったな）

　クルスは〈騎き士し〉には聞こえないほどの小声でつぶやいてから、

「あのゼオさまでさえカミラの扱あつかいには難なん儀ぎしておられた様子。女性には常にお優やさしかったゼオさまが、あるとき急に激げき昂こうされて、『もう辛しん抱ぼうならん、あいつを叩たたき斬きる』と剣けんを持ち出されたほどです。カミラはカミラで、『ゼオさまに斬きっていただくなら本ほん望もう』と逃にげようともしなかったので、騎き士し団だん全体を巻まき込こむ大だい騒そう動どうになってしまい──」

　ギュネイは、かつて死し闘とうを演じた好敵手の姿を思おもい浮うかべた。どんなときであっても冷れい静せい沈ちん着ちやく。敵ながら尊敬に値あたいする武人だった。ギュネイが〈竜りゆう戦せん士し〉や〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として古こ豪ごうめいた芝しば居いをする際、常にゼオの姿が念頭にあったくらいだ。

（あのゼオが──）

　ギュネイは早くもめまいがした。

　と、そこへ砦とりで周辺を見張っていた兵たちが戻もどってきて、

「〈月の牙きば〉の面々が引きあげていきます」

　と報告した。

　数で上まわっているといっても、砦とりでに籠こもったこちらを攻こう略りやくするのは容易ではないと判断したのだろう。魔ま獣じゆうを操あやつることのできる人間がセルゲイ以外にあと三、四人もいればわからなかったが、ひとまずギュネイは安あん堵どの息をついた。増ぞう援えんを引きつれて戻もどってくる恐おそれもあるにはあるものの、ギュネイとてすでに後ご詰づめの派は遣けんを王都に要よう請せいしている。

　砦とりで内を調べたところ、二十人で軽くひと月もつくらいの食しよく糧りようはあった。

（しばらくここを死守しつつ、後ご詰づめの到とう着ちやくを待つか。それともおれだけはひと足早くここを出て、ランドールを脱だつすべきか──）

　気を取りなおして考えを巡めぐらせはじめたところ、

「〈騎き士し〉さま、わたしからもご報告がございます！」

　冷やりとした風が首筋に吹ふきつけてきた。一いつ瞬しゆん後、風と同じ方向からカミラが飛んでくる。いまの扱あつかいとしては一応『捕ほ虜りよ』に当たるのだろうが、セルゲイを同じく『捕ほ虜りよ』にしたのは彼かの女じよだ。なんとも不可思議な状じよう況きようだが、カミラの気が変わればセルゲイへの支配力も落ちるだろうから、気分を害さぬよう、いまのところは自由にさせていた。

　まるで主君に対するかのように膝ひざをついたカミラに、ギュネイは咳せき払ばらいをして、

「おまえもだいぶ消しよう耗もうしているだろう。部屋を用意してあるから、そこで休んでおくといい。意識がないあいだに騙だまし討うちをしようというのじゃないから──」

「戦いに敗れた、無様で憐あわれな落らく伍ご者しやにお情け深いお言葉をありがとうございます」

　ギュネイを見あげる目は、蹴けり癖ぐせのあるご主人をうかがう飼い犬さながらの気弱さだ。肩かたや背中の震ふるえは、自分を負かした相手に臣従せねばならない激しい屈くつ辱じよくからくるものか。その卑ひ屈くつさと屈くつ辱じよくを吞のんだ感情のすぐ裏側に、はちきれんばかりの喜びがみなぎっているのも同時に感じられて、ギュネイはついつい腰こしが引けてしまう。

「一度、不幸にも敵対した身であるからこそ、いまは〈騎き士し〉さまのお役に立ちたく思うのです。どうか、お側そばに置いてやってくださいませ。お気に召めさないときは脇わき腹ばら辺りを強く蹴けりあげていただいて結構です。爪つま先さきを肋ろつ骨こつにねじ込こむように、しっかりと強く。『キャン！』とよい声で鳴く自信もありますれば、むふん」

「う、うむ」とギュネイはなんとなく頷うなずいてから、「い、いやいや、そんなことは決してしないが──、それで、報告とは？」

「はっ」

　カミラは、砦とりでに入ると同時にセルゲイを一室へつれていった。改まって『調教』をおこない、〈月の牙きば〉に関する新たな情報を引き出したという。

　カミラの伝えるその内容にギュネイは耳を疑った。

「ま、まことか」

　とクルスが傍かたわらで息を吞のんだ。カミラは幼おさな馴な染じみを完全に無視して、ギュネイに対してのみ、

「わたしの力も絶対ではありませんが、経験上、支配下に落ちた相手が偽いつわりをいっていればすぐにわかります」つらつらと言葉を述べる。「九割方、真実でしょう。〈月の牙きば〉がオクイルの谷を占せん拠きよしたのは、王都から軍勢をおびき寄せるため。……いえ、軍勢とはいかなくとも、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉やクルス・アインといった厄やつ介かい者ものを王都から引ひき剝はがせるならそれも成功だと、セルゲイは考えていた模様」

　知らず、ギュネイとクルスは顔をあわせていた。ここにまぎれもない両名がいる。ということは、

「謀はかられたか！」

　愕がく然ぜんとなったクルスが叫さけんだとおりだ。

　カミラはさらにつづけた。

「その間に、〈月の牙きば〉の全戦力を別地点に集結させて、王都バン＝シィへと一気に攻せめあがる計画のようです。そのための軍資金と後うしろ盾だてはあらかじめ得ている、とセルゲイはいっておりました」

　カミラは淡たん々たんと口にしたが、ギュネイは小さく喉のど仏ぼとけを鳴らした。

「総そう攻こう撃げきだと？　奴やつらがどれだけの規模かはわからないが、さすがに都を支配下におけるほどだとは思えない。ただの無む謀ぼうだ」

「いいえ」とカミラは奇き妙みように光る目つきでいった。「都を奪うばうのが目的ではないようです。ただ燃やし、ただ壊こわし、ただ殺す」

「それは、どういう──」

「一度神が舞まい降おりた都そのものを生いけ贄にえとし、ミネルバ王女を〈楔くさび〉として神をおろす──そうした計画のようです。だから、『その後』のことを考える必要がない。たとえ自分たちが皆みな殺ごろしになったとて構わない。王女さえ確保できて、都の半分以上に火をかけることができれば、それが彼かれらなりの勝利なのです」

（狂きよう信しん者しや──！）

　いまのランドールは、都市部をつなぐ街かい道どう、砦とりでや支城などによる連れん絡らく網もうが破は綻たんしている。ギュネイたちが苦労してならした王都やカノン近辺においてのみかろうじて機能しているが、逆にいえば、王都へ通じる別のルートはがら空き同然。

　下手をすれば、目に見える距きよ離りにまで兵団が迫せまらねば、それまで王都はまったく気づかないということさえあり得た。

「だが」

　ギュネイはなんとか否定したい気持ちに駆かられた。

「かつてのバン＝シィとはちがう。いまは軍勢がある。都の半分に火をかけることすらかなうとは思わない」

「ええ、寄せ集めの、指揮系統すら定まらない軍勢が。おまけに敵対したばかりの王家と教会が仲良く肩かたを並べている。わたしのような力がなくとも、いまのバン＝シィを搔かき乱みだすことは容易に思われます」

　ギュネイははっとなった。カミラが口にした『後うしろ盾だて』の意味を理解したのだ。短期間で人が大勢集つどっていたあの都に、素す性じようを隠かくして潜もぐり込こむのは確かにたやすい。彼かれらが内部ですでに計画を進めていたとしたら。例えば王女をさらう手はずがととのっていたら。例えば都市のあちこちに兵を配して、〈月の牙きば〉の襲しゆう撃げきと同時に蜂ほう起きする段取りになっていたら。

（ちいっ）

　ギュネイは激しく舌打ちした。

　またもランドールから出る機を逸いつした、ということは、双そう蛇じや兵へい団だんに狙ねらわれたエリシスの現状を確かめる機会もまた失われたということだ。

　先ほど一いつ瞬しゆんひらめいた、血を抱だいて横たわった〈聖女〉の姿がギュネイの脳のう裏りにふたたび浮ふ上じようしていた。

　ほどなくして、ひとりきりで部屋に立たち尽つくすミネルバの姿がその隣となりにあらわれた。

　その意味を悟さとった瞬しゆん間かん、

（馬ば鹿かげた天てん秤びんだ！）

　ギュネイは床ゆかに拳こぶしを振ふりおろして、おのれの内に生じた幻げん影えいを粉々に叩たたき潰つぶした。




　──バン＝シィから遠く北東。

　ランドールと旧アルギアとのあいだにどっしり横たわる山脈は、イシュ・ククルという大きな湖で唯ゆい一いつ途と切ぎれている。その湖に面してサラニアという街があった。大きな湖港を抱かかえており、ランドールとアルギアに交易があったころは水運の拠きよ点てんとなっていたが、大戦時のランドールはここからさかんに船を出してアルギアの国境を侵おかしている。

　が、ランドールの勢いが弱まると、まったく正反対にアルギア──そのころすでに王家は絶えていたが──そしてエレィノアが多くの軍船からなる船団を南下させた土地でもあり、サラニアは早い段階で連合国の手に落ちている。

　山を越こえずに南下できる道はその湖だけといってもよかったので、急いで橋きよう頭とう堡ほを築きたかったエレィノアは、サラニアを可か及きゆう的てき速すみやかに支配する必要があった。そのため降こう伏ふくしたランドール人たちのうち大半を要職にとどめて、地元民にも一定以上の配はい慮りよをした。ほかの都市のように、ひどい破は壊かいや略りやく奪だつの憂うき目めを見ずに済んだということだ。

　終戦後。何度か述べたとおり、エレィノアはランドールの植民地支配から事実上撤てつ退たいしたといってもよかったが、ここサラニアにおいてのみ、一応は総そう督とく府ふが機能しており、長官職をはじめとしたエレィノア人数名が指揮を執とっている。

　その総そう督とく府ふのもと、三百からなるエレィノアの部隊、そして地元民も交えた独自の評議会が置かれており、混こん沌とんとしているランドール領内ではある意味でもっとも情勢の落ちついた都市ということができた。

　──リーリンがそのサラニアに辿たどり着ついたのは、バン＝シィを発たって数十日後のことだ。

（山を越こえるか、お金を出して船に乗るか）

　そんな思案をしながら犬の姿で街路をうろついていたリーリンは、間もなく、街が妙みように騒さわがしいのに気づいた。

　住民たちが気ぜわしげな様子で噂うわさ話ばなしを交かわしている場面に何度も出くわした。こちらに構ってこようとする野の良らの子犬から身をかわしつつ、さりげなく聞き耳を立てていると、

「今朝早くにエレィノアから船が来た」

　という。

　それも、船団規模らしい。軍船も多数含ふくまれている。

「荷物の積み出し地区が、人と荷車でいっぱいだそうだ。遠えん征せい軍ぐんといってもいい規模だそうだぞ」

「そういえば、フィレモン長官どの、昨夜は早々に酒場を出なすったという」

「女のところにいかないとは珍めずらしい。きっと船団をお迎むかえするためだろうな。よほどの御ご仁じんが来るにちがいないぞ」

「このサラニアにだけは危険がないといいが──」

　リーリンは冷やりとするものを感じた。

　なにが起こるのであれ、エレィノアの腰こしがいちばん重たいだろうとギュネイは想像していたようだが、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉にまつわる一連の事件に対して、まさかエレィノアがいち早く軍勢を派は遣けんしてきたというのだろうか。

　リーリンはしばらく考えてから、意を決した。

　今日は船団の受け入れ作業のためにどうせランドール外への船は出ないだろう、と判断し、いったん人の姿で市内に宿を取ってから、犬に戻もどって港へ向かった。いつもならこの時間、積み出し地区の近くに巨きよ大だい市いちが立つらしいのだが、今日ばかりは武装した兵たちがあちこちに立っており、都市部からの出入りを厳しく制限している。

　リーリンはそれでも港のほうからの人出が多いことを利用して、彼かれらの足もとをすいすいと搔かいくぐって人波の動きと逆行した。

　湖面の青さより早く、そそり立つマストの数がまず目についた。次いでリーリンの目を惹ひいたのは、船団のなかでもひときわ大きな船の船首にある女め神がみ像ぞう。まぎれもなくエレィノア国のものであることを示している。

　リーリンが息を吞のんだとき。

「邪じや魔まだ、犬っころ」

　突とつ然ぜん、横っ腹を蹴けりあげられて「きゃん！」と鳴き声をあげた。

　涙なみだ目めで見あげると、大きな樽たるを両りよう肩かたに抱かかえた半はん裸らの男がいる。こうした扱あつかいには慣れているはずなのに、ギュネイの近くで人間として暮らした期間が長すぎたせいか、ついにらんでしまった。禿とく頭とうで、険悪な顔をした男の目が、ふと丸くなる。立ち止まったその男の後ろから、二人がかりで布袋を運んでいた船員が近づいてきて、

「なんだ、どうした、止まるな。おまえのほうこそ邪じや魔まだぞ」

「いや、この犬──、いま、人間のような顔に見えた」

「なんだって？」

　リーリンははっとなって顔を背そむけた。犬がよくやる転移行動のように、胴どう体たいの毛をぺろぺろと舐なめる。

「なんだ、普ふ通つうの犬じゃないか」

「ちがう、一いつ瞬しゆんだが、顔の毛もなくなったように見えた。こいつ、『獣じゆう人じん』じゃないのか」

　男は好こう奇き心しん半分、恐おそろしさ半分といった顔でリーリンをしげしげと眺ながめている。『獣じゆう人じん』とは邪じや神しんカダッシュの落とし子と同義語だ。アンバー人たちは、人じん狼ろう、人犬といった種族を宗教の敵として忌いみ嫌きらう。

　リーリンはひとしきり身体からだを舐なめてから、さりげなく男たちから離はなれようとした。どん！　と勢いよく目の前に樽たるが置かれる。はっとなって振ふり向むいたときには船員たちに退路を塞ふさがれていた。

　逡しゆん巡じゆんする余よ裕ゆうはない。瞬しゆん時じにリーリンは突とつ進しんを試みた。足のあいだを素す早ばやく駆かけ抜ぬける。

「あっ、こいつ！」

「捕つかまえろ、司祭さまのところに持っていったら褒ほう美びが出るぞ」

　リーリンは必死で駆かける。一直線のみならず、時に横っ飛びを交えて、さらにはくるりと反転までしてみせて、追つい跡せき者しやたちの足をもつれさせた。

　仲間たちのまぬけな姿を指差して大笑いしている船員たちもいる。

（ははっ、こんなの久しぶりだ！）

　恐きよう怖ふから一転、リーリンは胸がすくような爽そう快かい感かんを覚えた。

　樽たるを抱かかえていた男が地面ごとリーリンをすくい取ろうとするところ、むしろ自ら飛とび込こんでやった。丸太のような腕うでを支点に、二、三度跳ちよう躍やくしてから、男の禿とく頭とうを飛とび越こえる。

（やった！）

　人犬の習性か、こうした場面でもついつい『遊び』を入れたくなるのだ。

　が──、

「『獣じゆう人じん』だと？」

　近くで声が聞こえたときには、背中にきつい衝しよう撃げきが来た。跳とびあがったところを上から下へと殴なぐりつけられたのだ。地べたに落ちた横っ腹を硬かたいブーツに踏ふまれた。

　ぜいぜいと息を喘あえがせるリーリンの目に、白銀の甲かつ冑ちゆう姿すがたが映った。板ばん金きん鎧よろいを悠ゆう々ゆうと着こなす体格こそ立派だが、顔つきはまだ少年のそれといっていい。鼻の頭にはそばかすが散っていた。

　そして裏地が赤いマントを見やって、リーリンは顔がん面めん蒼そう白はくになった。

（エレィノアの──、修道会騎き士し！）

　エレィノア教会が独自に抱かかえる騎き士し団だんだ。当然、その信条は教会と同じくしている。すなわち諸国のどこよりも原理主義の面が色いろ濃こく、『獣じゆう人じん』への扱あつかいも苛か烈れつ。

「司祭さまに浄じよう化かしていただくまでもない。不ふ浄じようの血は、目についた片かた端はしから処分していかねば」

　少年騎き士しはすらりと腰こしから剣けんを引ひき抜ぬいた。真新しいのか、染しみひとつなく輝かがやく刀身にリーリンの顔が映る。リーリンは激しく吠ほえながら身をよじった。しかし横っ腹に甲かつ冑ちゆうごと少年の体重がかかっており、まるで逃のがれられない。

　少年は逆さまにした剣けんを振ふりあげると、日常の仕事をこなすみたいに、ごくあっけなく突つきおろした。

「お待ちを！」

　寸前、若い女性の声がしなければ、リーリンは首を地面に縫ぬいつけられていただろう。

　船の方角から駆かけてきたのは、修道女。見習いの証あかしに、髪かみを丸ごと灰色の帽ぼう子しで覆おおっている。同じ色の裾すそを引いてあらわれた姿を見て、少年騎き士しは嫌いやそうな表情を浮うかべた。

「またあなたか。今度はなんなのです。まさか、邪じや神しんカダッシュの落とし子までも庇かばいだてしようというのではないでしょうな」

「……人犬の種族が、ミルド人の魔ま術じゆつにかかわっていたという根こん拠きよはどこにもありません」

「なにを？」

「『アレンの福ふく音いん書しよ』をご存じないのですか。アンバー人が大海を渡わたって以降、はじめて人犬や人じん狼ろうの種族と交流を持った聖人の著書です。聖アレンが晩年、自ら注ちゆう釈しやくをつけた第五版によれば、こうした種族はミルド人の文ぶん明めい圏けんにおいてさえ迫はく害がいされた事実があり……」

「ああ、ああ。わかりました、わかりましたとも。慈じ悲ひ深ぶかくも、偉い大だいな心をお持ちの修道女どの。わたしが不勉強でありましたとも」

　少年騎き士しは大おお仰ぎように手を広げて一礼した。ちょうど同じ年とし頃ごろの騎き士したちが通りかかったので、

「例の、イヴァンさまおつきの修道女だよ。またお𠮟しかりを受けていたのだ」

　冗じよう談だんめかして、これも大げさに鼻の頭に皺しわを寄せた。

　ほかの騎き士したちもにやにやしながら、同どう輩はいの不運に同情してみせた。

「しかし、さすがはあのイヴァン司教の教えをじきじきに受けているだけはある。ランドール人の奴ど隷れいのみならず、『獣じゆう人じん』にもご寛かん容ようでいらっしゃるとは」

「いや待て、確かにランドール人などは獣けものと同じ類いのものかもしれんよ。イヴァン司教はわれらアンバー人よりも獣けものの魂たましいを救済することに熱心だということさ」

「あはははっ」

「獣けものの魂たましいはよかったな。今度の神学議論の場において論文を出すとよい」

　口々に笑う。そばかすの少年騎き士しは剣けんを腰こしに戻もどしながら、

「しかし、お勉強熱心な修道女どの。今回はこれにて剣けんを収めさせていただくが、われわれはこれからの道中、まさしく獣けもののごとき賊ぞく徒とやランドール軍の残党などから、司教さまをはじめとする皆みな々みなを護衛する立場なのだ。外からの守りに手いっぱいなときに、内側から統とう率そつを乱すような行こう為いはどうか慎つつしんでいただくようお願い申しあげる。ああ、もっとも、刃やいばを振ふりあげて襲おそいかかってくる野や蛮ばん人ども相手だろうと、あなたなら、最後の最後まで愛を注いでやまないのでしょうけれどね。それでおのが身を守れるというなら、ぜひやっていただきたいものだ。われわれの仕事も少しは楽になるのでね？」

　冷れい笑しようを浮うかべながら言い放つと、あとは仲間たちとともに港から遠ざかっていったが、

「見習い女が、〈純潔の聖女〉さまを気取っているつもりか」

　と聞こえよがしの悪口を残すのは忘れなかった。

　騎き士したちばかりではなく、リーリンを捕つかまえようとしていた船員や、ほかの僧そうたちも、犬を抱かかえた修道女をおかしな目で見やりつつ、各おの々おのの仕事に戻もどっていく。

　リーリンは事の推移を注意深く見守っていたが、いつしか毛並みをやわらかく撫なでられているのに気づいて、目を細めた。

（あれ、この感かん触しよく、どこかで）

「ごめんなさい」

　修道女の声がした。リーリンの耳がぴくりと動く。先ほどから琴きん線せんが大きく震ふるえっぱなしだ。

「かつての敵地に降り立ったことで、皆みな、気が立っているようなのです。あなたもお気をつけて。みだりに国外の人間たちが集まっているところに近づいてはいけませんよ。人犬の方々が好こう奇き心しん旺おう盛せいなのは知っているけれど、でも……」

　もうまちがいなかった。

　リーリンは小さく鼻を鳴らすと、修道女の頰ほおをぺろりと舐なめた。

「きゃあっ」

　と驚おどろいた修道女は、しかしすぐに別のことにびっくりして、抱だきかかえていた犬を改まって眺ながめた。ただでさえ大きな目を丸くして、

「あ、あなた……」声を殺しつつも、息を弾はずませながらいった。「リーリン？　ケイオロスのところの、リーリンね？」

「わんっ」

　リーリンが鳴き声で応じると、修道女はぱあっと笑えみくずれた。さっき頰ほおを舐なめられて驚おどろいた拍ひよう子しに帽ぼう子しがずれたのか、金色の髪かみが数条、額の辺りにほつれている。

　エレィノア王女エリシスそのひとだった。











あとがき






　まずはひと言。

　こんなにもお待たせしてしまって申しわけありませんでした。ぺこり。




　この本が出版されているころに状じよう況きようがどうなっているか予測もつきかねますが、本作の執しつ筆ぴつ中、世界はウィルス禍かに見み舞まわれていました。緊きん急きゆう事じ態たい宣せん言げんが出されて国民が外がい出しゆつ自じ粛しゆくを迫せまられるなか、わたしも部屋に閉じこもってパソコンの前に長時間居い座すわり（って、これはいつものこと）、「なにか自分にもできることはないか」とらしくもない考えに頭を悩なやませていました。

「そうだ、たとえば未発表の作品に多少手を加えつつ、ＳＮＳに連れん載さいしてみてはどうだろう。外出できない方々の暇ひまつぶしくらいにはなるんじゃないか」

　と思いついて、未発表作品をＨＤＤ内から漁あさってみました。プロデビュー以前、小説の新人賞に片かたっ端ぱしから応おう募ぼしていたころの原げん稿こうです。いくつかをピックアップし、内容をざっとチェックするため冒ぼう頭とうから斜ななめ読よみすること数秒。意い気き揚よう々ようとしていた杉すぎ原はら智とも則のりの顔色は血の気が引いて青ざめ、次いで火にあぶられたかのように赤らみ、その頰ほおにはだらだらと脂あぶら汗あせが滴したたり落おちていきました。

　それはもう、未熟というレベルですらなく、「多少手を加えた」ていどではどうにもならぬ物語以前の数々。こんなモノを世に解き放っては、あるいはウィルスに匹ひつ敵てきするほどの悪あく影えい響きようを世間さまに与あたえかねません。

「うん、まあ、自分にできることは、いまの原げん稿こうを終わらせることだよ」

　なにも見なかったことにして、本作の原げん稿こうにふたたび取りかかった杉すぎ原はら智とも則のりの手ての甲こうに、脂あぶら汗あせとはちがう水すい滴てきがぽたりと落ちた──といいます。




　……ぎりぎり踏ふみとどまったとはいえ、ここまで書いたのだから、いっそ恥はじをさらすつもりで、それらの作品のタイトルとあらましだけでも羅ら列れつしておきましょうか。




○ディフェンダー　聖せい杯はいの守護者

　勝ち星のない四回戦プロボクサーが、『神じん魔ま』が封ふう印いんされているという秘宝〈聖せい杯はい〉の守護者になってしまうお話。

○死し獣じゆう戦せん線せん

　特とく捜そう局きよくの女エージェント・漣さざなみ葵あおいが邪じや教きように立ち向かう、グロくてエロいお話。自著『頭ず蓋がい骨こつのホーリーグレイル』の原型になったともいえるお話です。

○狩人かりゆうどの夜

　バウンティーハンター制度が導入された近未来の日本。心身に異常をきたした犯罪者『ランナー』を追う、バウンサーの主人公。過か酷こくな仕事の裏で、彼かれの妻は『存在しない息むす子こ』を溺でき愛あいするようになり──。『頭ず蓋がい骨こつ』の原型その二。

○蒼そう狼ろう学がく園えん

　見た目は冴さえないが、実は古武術の継けい承しよう者しやである主人公が、超ちよう常じようの力に目覚めた生徒たちの魔ま手しゆから幼おさな馴な染じみを守るために戦うお話。ちなみに主人公の過去は、これまた『頭ず蓋がい骨こつ』の主人公・弘人ひろとと共通していたりしています。

○鬼おにヶが島しま学がく園えん

　人知れず『鬼おに』たちが集つどいはじめた校舎内。死んだ子供たちの生まれ変わりとされる『鬼おに』たちを慰なぐさめようとする女教師と、とある秘密を抱かかえた男子生徒のお話。中編です。

○ヴァ・ル・ハー　天をつかむもの

　中世時代ていどの文化レベルの惑わく星せいを舞ぶ台たいに、天からやってきた科学大国と、古代文明の遺産である巨きよ人じん騎き士しヴァルハーの戦いを描えがく。いわゆるファンタジーロボットもの。これを電でん撃げき文ぶん庫この新人賞に応おう募ぼしたのが、プロデビューのきっかけになりました。




　繰くりかえすようですが、これらはすべて、わたしがデビュー以前に書いたものです。

　つまり、少なくとも××年以上は昔のこと。そりゃ、テーマも内容も古さを感じて当たり前だし、さらにいえば、どの賞にも引っかからなかった──当時でも受け入れられなかった──ものばかりだから、あらましだけを見て、「はっ」と失しつ笑しようした諸しよ兄けいを責めるつもりはありません。恨うらみはしますが。




　──最後の『ヴァ・ル・ハー』を除いては、これらの作品を読んだことがあるのは、世界広しといえど、わたしと、おそらく審しん査さの下読みを担当した方の二人だけでしょう。××年以上も前のこと、きっと後者の方の記き憶おくからもめでたく消えてなくなっているはず。

　わたし個人の過程としては意味のあるものでしょうが、改まって恥はじの種たねを掘ほり起おこすこともありますまい。大事なのは未来！　つまりは次作！　というわけで過去は封ふう印いん決定！




　……と決断したところで紙し幅ふくが尽つきました。妙みような『あとがき』でしたが、これに懲こりず、『未来の次作』に期待していただければ幸いです。それでは。





杉すぎ原はら智とも則のり
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